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▲稲荷前遺跡A区遠景（東より）

▲稲荷前遺跡A区全景（西より）
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▲第 1号住居跡出土遺物

▲第 1号住居跡出土円面硯



▲第 1号井戸跡出土の墨書土器
〔大ヵ）

「口里郡］

「多磨郡男川」

「申D尺本」
（郡ヵ］

[[J□J 

と記されていた。土器の特徴から奈良時代初期の墨書土器と思われる

（口は判読できない文字である）
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序

岩殿丘陵の南裾を縫うように流れる越辺川は、高麗川や都幾川等の支流を集め、やがて

入間川と合流しますが、この越辺川の南岸に位置する坂戸市域には著名な古代遺跡が多数

存在します。県内最古の寺院の一つである勝呂廃寺、大規模な四面庇の掘立柱建物を有し、

官街あるいは豪族居宅とも言われる大集落若葉台遺跡、奈良三彩を出土し注目を集めた山

田遺跡等枚挙にいとまなく、古代より文化栄えた地域でありました。

このたび、坂戸市北西部の入西地区に住宅・都市整備公団により土地区画整理事業が実

施されることとなりました。当地に所在する埋蔵文化財の取り扱いに関して、関係諸機関

による協議が重ねられた結果、 11ヶ所の遺跡について当事業団が発掘調査を実施してその

記録を保存することになりました。

稲荷前遺跡はそれらの遺跡の一つであります。調査の結果、主に古墳時代後期から奈良・

平安時代の住居跡300軒以上を擁する県内でも最大規模の集落跡であることが判明いたし
〔大ヵ〕

ました。豊富な出土遺物のなかには円面硯や「多磨郡男川」・「口里郡」等と記された県内

最古の墨書土器など、遺跡の性格や地域の歴史を考えるうえで重要な資料も多数発見され

ました。

本書は稲荷前遺跡のうち A区の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の教育・普

及の資料として、また学術研究の基礎資料として、広く御活用願えれば幸いに存じます。

刊行にあたり、発掘調査における調整に御尽力いただきました埼玉県教育局指導部文化

財保護課をはじめ、発掘調査から本書の刊行に至るまで多大なる御協力をいただきました

住宅・都市整備公団、同埼玉西宅地開発事務所、坂戸市教育委員会並びに地元関係者各位

に深く感謝申し上げます。最後になりましたが、猛暑、酷寒のなか数年間に及ぶ調査に御

協力いただきました調査補助員の方々にも併せてお礼申し上げます。

平成 4年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井修二



例ロ

1.本書は、埼玉県坂戸市大字竹之内字稲荷前130番地他に所在する稲荷前遺跡のうち A区に関する

発掘調査報告書である。

文化庁指示通知は昭和61年 8月27日付委保第 5の988号、昭和62年6月18日付委保第 5の801号

と昭和63年 7月7日付委保第 5の1054号である。遺跡略号はINR.Aである。

2.発掘調査は、住宅・都市整備公団坂戸入西地区土地区画整理事業に伴う事前調査である。埼玉

県教育局指導部文化財保護課の調整のもと、住宅・都市整備公団の委託を受けた財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団が実施した。

3.入西地区土地区画整理事業関係の既刊発掘調査報告書は下記のとおりである。

『金井遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第86集 1989 

『広面遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第89集 1990 

『塚の越遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告轡 第101集 1991

4.稲荷前遺跡の発掘調査は、昭和61年 4月1日から平成元年 3月31日まで実施した。 A区の調査

は昭和61年度及び昭和63年度に実施した。報告轡作成事業は、平成 2年 4月1日から平成 4年 3

月31日まで実施した。発掘調査及び整理事業の組織は 2ページに記した。

5.分析・鑑定については下記へ委託した。

鉱物分析と樹種同定 株式会社パレオ・ラボ

土器胎土分析 第四紀地質研究所

土器胎土分析に関しては稲荷前B・C区のものが含まれるため本書では掲載しない。

6.本書の執筆は富田和夫が行なったが、石槍の実測を川口潤、瓦塔の実測を高崎光司、土器実測

の一部を植木智子が行なった。

7. A区に関する図版作成、写真撮影は下記のものが行なった。

図版作成及び遺物撮影富田

発掘調査における写真撮影村田健ニ・西口正純・赤熊浩ー・大谷徹・富田

8.本書の編集は資料部資料整理第 1課の富田が担当した。

9。本書に掲載した資料は、平成 4年度以降埼玉県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

訊墨書土器の釈読に関しては国立歴史民俗博物館平川南氏のご指導を得た。

11.本書の作成に際し、下記の方々から御教示・御協力を賜わった。（敬称略）

浅野晴樹伊藤研志井上喜久男加藤恭朗金井塚厚志 北堀彰男佐藤正知篠崎潔

曽根原裕明竹野谷俊夫中村倉司柳楽理平川南藤沢良祐三沢京子宮瀧交二

渡辺一



凡 例

1.本書における挿図の指示は次のとおりである。

。X、Yによる座標表示は国家標準直角座標第IX系に基づく座標値を示し、方位は仝て座標北を

表わす。

・挿図の縮尺は、住居跡1/60、カマド1/30、掘立柱建物跡1/60、溝跡土層図1/80、井戸跡1/80、

土塙1/80、土器1/4、石製品1/3、9鉄製品1/3、木製品任意、を原則としたが例外もある。

・全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりである。 sJ…竪穴住居跡、 SB…掘立柱建物

ー跡、 SE …井戸跡、 SK…土塙、 SD···溝跡、 SA…柱穴列、 SX••• その他（竪穴状遺構、小鍛

冶遺椙）

・遣構図中に示したドットは遺物の出土位置及び接合関係を示し、ナンバーは遣物実測閲のそれ

と一致する。

•土器実澗図において復元実測を行なったものは中心線を一点鎖線で示した。また調整技法の変

換点は実線で、器形の変換点は破線で表現した。器種毎の主な表現方法は下記のとおりである。

須恵器 断面黒塗り。図外に示した細線はへら削りの範囲

を、困内の矢印はへら削りにおけるエ具の移動方向を示す。

土師器 断面白抜き。図中の矢印はへら削りの方向を示す。

彩色されたものはその範囲に網をかけて示した。

施釉陶訴 断面網かけ。灰釉陶器・緑釉陶器を示す。施釉

範囲は一点釦線で示した。

中世陶磁器類 断面白抜き。施釉範囲に網をかけて示した。

2.遺物観察表の凡例は以下のとおりである。

・法量の（）内の数値は推定値であり、単位はcmを示す。なお

器高は破片の場合残存高を示す。

．胎土は土器に含まれる含有鉱物を以下の記号で示した。

A石英、 B白色粒子、 C白色針状物質、 D長石、 E角閃石、

F赤色粒子、 G黒色粒子、 H雲母、 I片岩、J砂粒。

・焼成は 4ランクに分けた。 A良好、 B普通、 Cやや不良、 D不良である。

・色調は『新版標準土色帖』（農林省水産技術会議事務局監修1967)に照らし最も近い色相を記し
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た。彩度や明度は無視したためかなり幅のあるものである。

・残存率は 5％刻みて表わしたが、破片の場合、図で示した残存部位に対するもので必ずしも全

体に占める残存率を表示していない。

・備考に記載した数値は註記番号である。多数の破片が接合した場合一部を割愛した。
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第36号住居跡遺物出土状況（1) 図版24 第87号住居跡
閃版12 第36号住居跡遺物出土状況(2) 第87号住居跡遺吻出土状況

第36号住居跡カマド 第91号住居跡

第37号住居跡 第91号住居跡遺物出土状況

第37号住居跡カマド 図版25 第93号注居跡
図版13 第37号住居跡遺物出土状況 第95号1主居跡遺物出七状況

第38号住居跡遺物出上状況（1) 第96号住居跡
第38局住居跡遺物出土状況(2) 第98号住居跡

第41号住居跡 図版26 第99号住居跡
図版14 第41号住居跡カマド 第100号住居跡

第42号住居跡 第105• 106与住居跡

第43• 44号住居跡 第107• llO~ll2号住居跡
第45号住居跡 図版27 第107号住居跡

図叛15 第47号住届跡カマト上層 第108号住居跡

第48号住居跡 第108号住居跡カマト内遺物出上状況
第51• 52号住居跡 第109号住居跡

第52号住口跡 P2遺物出上状況 図版28 第109号住居跡遺物出土状況（1)• (2) 
図版16 第53号住居跡 第110• 111り•住居跡

第54号住居跡 第112芳住居跡

第55号住居跡 第113号住居跳

第56号住届跡 図版29 第114号住居跡

図版17 第58号住居跡 第116~118号住居跡
第58号住居跡遺物出土状況(1)• (2) 第119号住居跡

第59号住居跡 第119号住居跡遺物出土状況
第60~65号住居跡 図版30 第122号住居跡周辺

図版18 第61号住居跡 第122号住居跡

第61号住居跡カマド 第123号住居跡

第61号住居跡遺物出土状況 第124号住居跡

第63号住居跡カマド 図版31 第125号住居跡

図版19 第67• 68号住居跡 第125号住居跡遺物出土状況
第67号住居跡カマド 第126号住居跡

第69号住居跡 第132号住居跡

第69号住居跡カマド 図版32 第 I群掘立柱建物群
図版20 第70号住居跡 第 1号掘吃柱辿物跡

第70号住居跡カマド遺物出土状況 第 2~4号擢立柱建物跡

第71号住居跡 第 3号揺立柱建物跡

第73号住居跡 閲版33 第 3号堀立柱建物跡p4断而
図版21 第73号住居跡カマド上層 第 4号掘立柱建物跡

第74号住居践 第 5号掘立柱建物跡
第74号住届跡遺物出上状況 第 6~8号掘茫柱建物跡

第78• 79号住居跡 図版34 第 6号掘立柱建物踪
図版22 第78号住居跡カマド 第 7号掘立柱建物跡

第80• 81号住居跨 第 8号湘立柱建物跡

第82号住居跡 第 9号掘立柱建物跡（1)
第85号住居跡 図版35 第 9号掘立柱建物跡（2)

図版23 第85号住居跡遺物出土状況(1) 第10局掘立柱建物跡

第85号住届跡遺物出上状況（2) 第 5 • 14 • 15号掘立柱建物跡
第86号住居跡 第15号掘立柱建物跡

第86号住居跡遺物出土状況 図版36 第17~22号掘立柱建物跡（1)



第17~22号掘立柱建物跡(2) 第 1号小鍛冶遺構

第16号掘立柱建物跡 第 1号小鍛冶遺構遺物出土状況

第17号掘立柱建物跡 第 1号小鍛冶遺構P3

図版37 第18号掘立柱建物跡 第 1号小鍛冶遺構い上面

第21号掘空柱建物跡 図版46 第18号溝跡

第26号掘立柱建物跡 第34• 35号溝跡

第27号掘立柱建物跡 第36号溝跡

第106号土塙
図版38 第29• 30号掘立仕建物跡

第106号土塙遺物出土状況
第31号掘立柱建物跡

第288号土塙礫出土状況
第32号掘立柱建物跡

第101号土塙礫群出土状況
第39号掘立柱建物跡

図版47 第 5号土塙
図版39 第 1号井戸跡

第42号土塙
第 1号井戸跡棚面 第71号土塙
第 3号井戸跡 第105号土壊遺物出土状況
第 3号井戸跡断面 第142号土塙

第 3号井戸跡曲物桶出土状況 第183号土壊

第 4号井戸跡 第209号上塙

閏版40 第 7号井戸跡 第272号土塙

第 8号井戸跡 第282号土壊

第 8号井）違恥且物出土状況 第283号上壊

第10号井戸跡断面 第292号土塙

第11号井戸跡 第293号土塙

図版48 土師器坪類（1)
第12号井戸跡

図版49 土師器坪類（2)
団販41 第13号井戸跡遺物出上状況

図版50 士師器坪類（3)
第17号井戸跡

図版51 土師器皿・塙類
第17号井戸跡断面

図版52 土師器甕類
第17号井戸闘遺物出土状況

図版53 土師器壺．甕類
第18号井戸跡 図版54 須恵器坪類(1)
第18号井戸跡木材出土状況(1) 図版55 須恵器坪類（2)

図版42 第18号井戸跡木材出土状況(2) 図版56 須恵器坪類（3)
第18号井｝噂『木製品出土状況 図版57 須恵器坪類（4)
第22号井戸跡 図版58 須恵辟坪類（5)
第23号井戸跡 図版59 須恵器坪類（6)
第24号井戸跡 図版60 須恵器坪類（7)
第26号井戸跡 図版61 須恵器坪類（8)

図版43 第27号井戸跡 図版62 須恵器坪類（9)
第27号井戸跡井戸側検出状況 図版63 須恵膀坪類（10)・碗布（1)
第31号井戸跡 図版64 須恵器塙類（2).盤・皿類
第32号井い跡 図版65 須恵器蓋他
第32号井戸跡遺物出土状況 図版66 項恵器壺．甕類他
第34号井戸跡遺物出士状況 図版67 墨書土器（1)

図版44 第36号井戸跡 図版68 墨書土器（2)．灰釉陶器
第43号～井戸跡 図版69 灰釉・緑釉陶器他
第43号井戸跡木材検出状況 図版70 中世陶磁器類
第44号井仁跡木材検出状況 図版71 瓦塔・瓦類
第45号井戸跡断面 図版72 金属器類
第46号井戸跳 図版73 石製晶・土製品・本器(1)

図版45 第 1~3号竪穴状遺構 図版74 木製品 (2)
第 2• 3号竪穴状遺構



I 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経遇

首都圏における人口増加の波は著しく、全国の三分の一の人口が集中している。埼王県ではそれ

に対応するため、住宅・都市整備公団を中心に住宅政策及び地域環境整備計画ヵゞ進められている。

坂戸市入西（西部）地区については、住宅・都巾整備公団により区画整理方式による宅地開発事業が

計画された。

住宅・都市整備公団では文化庁との間で取り交わされた『住宅。都市整備公団の事業施行に伴う

埋蔵又化財包蔵地の取り扱いに関する覚書』に基づき、埼玉県教育委員会へ「坂戸市入西（西部）地

区における埋蔵文化財の取り汲いについて」照会した。

県教育委員会では、埋蔵文化財遺跡地名表等に基づき、昭和56年 1月20日付け教文第918号をもっ

て次0)とおり回谷した。

1.文化財の所在

名 杓

坂戸市 No.99

柊塚古墳

所在地

坂戸市大字堀込

字桑原157

吾ロゴし

種別

古墳

時期

古填時代後期

上記0)他に条里述跡及び畑地部分に集落遺跡(1)存在が予想される。

2.取り椴いについて

(1) 開発予定地内は事前の遺跡分布調査及び必要に応じて試掘調査を実施して、遺跡の所在を確

認する必要がある。

(2) 上記の結果をもとに埋蔵文化財ができろだけ現状保存で芸る開発計画を策定することが望ま

しい。

(3) 計直上、やむを得ず現状変更する場合は、文化財保護法第57条 3の規定により、事前に文化

庁長官あて埋蔵文化財発掘通知を提出して、記録保存のための発掘調杏を実施すろこと。

住宅・都市整備公団と県教育委員会でぱ開発地域内に所在する遺跳の取り扱いについて協議を重

ねた結果、財団法人埼宝県坪蔵文化財謂査事翌団に委託して昭和59年度から発掘調査を実施するこ

とに決定した。

文化財保護法に基づさ、住宅・都市整備公国からは埋蔵文化財発掘通知、財団法人閏三県埋蔵文

化財闘査事業団からは埋蔵文化財発掘調査届が文化庁長官へ提出され、稲荷前遣跡の発掘調香は昭

和61年 4月1日から平成元年 3月31日まで実施された。

（文化財保誇課）
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2. 発掘調査・報告書刊行事業の組織

主体者 財団法人埼王県埋蔵文化財調査事業団

）発掘調査（昭禾□61~63紅度）
工 門 事 尺 巳 井

副 理 叩 長 岩田

百 頗

常務理市
兼管理音I(長

常務理事
兼調査研究部長

買言］部

百理部』＜

主 査

丁 亨

上 事

主 事

t 下

丁干

調査研究部

怒 戸

閏 部 長

副部長

竿 二 課 巨

覧二誅長

主任調査員

主丘調脊昌

上任調百昌

主任訓査員

主任調杏昌

十任調査日

主任調査員

町

早

臥

関

：

鳳

福

本

斉

中

小

塩

嗣

料

小

吋

中

昼

富

西

赤

田

/II 

田

野

田

野

田

庄

藤

島

川

野

宮

間

野

田

村

間

田

口

態

豆

陽

肪

智

郎

明 (S61) 

二 (S62 • 63) 

義 (S61I 

朗 (S62 • 63) 

ぷ

栄

和 美

麦冒子

浩 (S61 • 62) 

人

秀 (S63) 

朗

膀

利

良

中

孝

義

停

言

孝

和

工

浩

次 (S6凶 •63)

治 (S61) 

祐 (S61l 

博 (S62• 63) 

朗 (S61) 

次 (S62• 63) 

信 (S62)

二 (S61。62)

司 (S61)

志 (S61 • 62) 

夫 (S63)

純 (S63)

~ (S63) 

調

調

調

査

丑

査

員

員

具

唖

里

大

(2)整理事業（平成 2 • 3年度）

理 事長 荒井

副理 市 長 早川

常 務 罪事
兼管哩部長

常 務 理事
兼管理部長

管理部

庶務課長

主査

主事

主事

経理評長

主任

主事

主事

主事

主事

百料部

部長

部 長

副 部只 兼
資料整理呈一課長

主任調査員

古

倉

硯

松

長

福

関

江

本

菊

斉

腰

栗

中

苗
日J
 

富

田

坂

谷

市

持

田

本

滝

田

野

田

庄

地

藤

塚

原

島

田

田

煩

修

智

万

竺

.

1

,

 

義

晋

文智子

昭美(H3) 

采 ー

杞 美

朗入(H2) 

久

秀 (H2) 

二 (H3) 

弘

開

雄

文

利

逸

和

勝 (S62) 

二 (S61) 

微

二

明

之(H2) 

夫(H3) 

蔵(H2) 

治(H3) 

朗

夫

3.発掘調査・報告書作成の経過

稲碕前遺跡の調査は昭和61年 4月から平成元年 3月31日までの 3ヶ年にわたって実施された。調

査対象面楕は48,000m'に及ぶ。遺跡内は谷地形により大きく 4地点に分かれそれぞれA~D区と呼

称した。 B区は昭和61。62年度、 C区は62年度、 D区は61年度

に調査を行なった（但し、 1日D区は本報告ではA区に含め、本書の第III群の一部と第IV群として扱っ

A区は昭和61江度と昭禾U63年度に、

た）。閲査は多年度に及び検出された遺構数も膨大てあるため細かい経過は省略し、本書に関わる

A•D区の調査経過の概要を年度毎に記すこととする。

昭和61年度 4月、塚の越遺跡と併行して調査を開始。 A区の遺構確腔作業に着手する。かなり

遺梢密度が誤いことを確認する。 5月、遣構確認が一段落したため追仔状態の良い竪穴住居跡から

9月までに竪穴住居跡20軒、井戸跡 2基の調査を行なう。井戸跡は地実質的な調査に取り掛かる。
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下水位が高く、掘削を途中で断念し水位の低下を待って下層の調査を行なうこととした。 10月、併

行してD区の調査を開始する。竪穴住居跡、井戸跡、土塙、溝跡等を検出。一般に覆土が浅く遺存

状態が悪い。 11月、第 1号住居跡を発掘し、円面硯を始め多数の須恵器を検出する。 3月までに住

居跡45軒、井戸跡 2基、土塙10基の調査を完了した。

昭和63年度 4月、 A区は約 1年放置されたため、再度遺構確認から始めた。その結果、一昨年

調査分と合わせて住居跡は130軒前後、井戸跡40基以上、土塙200基以上、ピット数百本の他、掘立

柱建物跡も20棟以上存在することを確認し、急ピッチで調査を進めた。各遺構は全体に遺存状態が

悪い上に相互に重複が激しく、遺構間の新旧関係を把握するのは困難を極めた。またA区と B区を

隔てる谷の埋積土を除去し遺構の有無を確認したところ、古代の掘立柱建物跡と中・近世の溝状遺

構が発見され、奈良。平安時代には谷はほぼ埋まりつつあったことが判明した。出土遺物から住居

跡は 7世紀後半～10世紀初頭に及ぶ約250年間に累々と営まれたこと、中世の遺構もかなり認められ

ること、年度当初に確認した遺構数よりもやや増加することなどが次第に判明した。昭和61年度調

査した第 1号井戸跡の下層を調査した際、 2点の墨書土器を確認した。その後「多磨郡男川」、

〔大ヵ〕
「口里郡」等と判読され、県内最古の墨書土器であること、また古代武蔵国の郡名を記した極めて重

要な資料であることが明らかとなった。年号が改まり平成元年 3月も押し詰まった頃、航空写真撮

影と遺構測量のチェックを終え稲荷前遺跡の全調査は完了した。

平成 2年度 稲荷前遺跡の整理に着手。 A区から開始することに決定。おりしも県立埋蔵文化財

センターの開設と重なり当初ぱ慌ただしく過ぎ去る。 4月から10月、遺物接合と図面整理、遺物実

測を併行して進める。 11月以降、遺物実測・トレース、各遺構図の作成と仮版組、 トレースを開始

する。

平成 3年度 4月土器実測終了。木器類の実測に入る。 5月～ 7月各遺構図の作成終了。版組を

開始する。 8月～10月、併行して遺物版組と遺構原稿の執筆を行なう。 11月遺物復元を実施。 12月、

遺物写真撮影と割付け・編集作業。 1月入札。 2~3月校正・報告書の刊行。
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II 立地と環境

立地

稲荷前遺跡は埼玉県坂戸市大字竹之内に所在する。位置的には東武東上線北坂戸駅の西約 3km、

越辺川を臨む毛呂台地の北東部先姻の低台地上に立地し、標高約31mを測る。遺跡北側には越辺川

によって形成された後背湿地（沖積地）が仏がり、肥沃な水田地帯を構成している。水田面との比高

差は1.0~1.5m程であろ。遺跡の克地すろ毛呂台蛾は広義の入間台地に含まれ西側は毛呂由丘陵を

経て外秩父山地に続き、北側は越辺川を払んで岩殿丘陵と対詩する。東側と南側は高麗/111こ画され

それぞれ坂戸台地、入間台地に移行する。この毛呂台地は越辺川、高麗/11を始め、台地内を貫流す

る葛）1|等の中小河川とその支流0)侵蝕を受け、起伏に富んだ役雑な地形を形成している。一方、高

麗川以東の坂戸台地は毛呂台地と対照的に比較的平坦な扇状地性地形が広がり、勝呂廃寺、若葉台

遺跡等の著名遣闘はこの合地上に形成されている。毛呂台地と坂戸台地を取り巻くように仏がる/);

大な沖稽地は越辺川とその支流たる高麗川・葛川・飯盛川等の小河川により形成されたもので、本

遺跡も含め越辺）11右岸に形成された遣跡尉成立の母胎であると言えよう。

周辺遺跡の概観

先ず、坂戸入西地区士地区画整理事業抽内に位置する遺跡群の様相を概観しておきたい。当事業

地は越辺川中流域右岸にあたり、稲荷前遺跡の他に塚の越遺疏、棚田遺跡、田島遺跡、桑原A遺跡

桑原B逍跡、広面八遺跡、広面B遺跡、中耕遺跳、金井遺跡（ A・B区）、足洗遺跡か所在する。稲

荷前遺跡は古墳峙代前期の周溝墓群と古閉時代後期～平安時代の集落、塚の越遺跡は前方後円墳と

古墳時代後期～平安時代の集落、棚田遺跡は古墳時代後期初頭の集落、田島造跡は古墳時代後期～平

安時代の集落、桑原A遺跡は古墳時代後期初頭の集落と平安時代の集落、桑原B遺跡は古墳時代後

第 1図 埼王県の地形区分
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期と推定される水田状遺構、広面遺跡は弥生時代終末期～古墳時代初頭の周溝墓群、中耕遺跡は同

時期の集落と周溝墓群、金井遺跡A区は古墳時代後期～奈良時代の集落、金井遺跡B区は古墳時代

後期～平安時代の集落と中世の鋳造遺跡、足洗遺跡は古墳時代後期～平安時代の集落である。

これらの遺跡群は立地面から大きく 4つに分けられ、稲荷前遺跡よりも一段高い高躁な台地上に

位置する塚の越・金井遺跡B区、沖積低地に面した低台地上に立地する稲荷前・田島・桑原・金井

遺跡A区・足洗遺跡、沖積面下に埋没したローム台地上に立地する広面・中耕遺跡、水田下の沖積

地に立地する棚田遺跡である。こうした立地上の差異は遺跡形成の時期的な相違をも微妙に反映し

ていることが次第に解ってきた。すなわち、最も低位な現水田下に位置する棚田・中耕・広面B遺

跡には 7世紀以降集落は形成されず、沖積地に面した稲荷前・桑原A ・金井B・足洗・田島・塚の

越遺跡といった台地部に集落域が限定される傾向が認められる。恐らく、古墳時代後期を画期とす

るこうした集落の高位面への移動という背景には第一義的には河川の氾濫による堆積作用が挙げら

れるが、それとともに可耕地の拡大を意図した積極的な水田開発があったものと推測される。現に

桑原遺跡北側の沖積面には 7世紀以降と推定される水田状遺構が検出され（桑原B遺跡）、 6世紀前

半代と推定される棚田遺跡の消滅後、さほどの期間を経ないで水田化された状況を読み取ることが

できる。棚田・桑原B両遺跡はこの地に形成されたとされる「入西条里」水田推定域内の一角に位置

し、入西条里の施行期を検討する際の貴重な情報を提供しているといえる。条里水田の施行期に関

しては桑原遺跡の報告で具体的に触れられるものと思うが、少なくともその上限は 6世紀後半以降

であることは確実である。

古代入間・高麗郡の遺跡様相

さて、周辺地域を含めた歴史的環境に目を転じてみよう。各時代の主な遺跡や歴史的環境に関し

ては既に『金井遺跡』（昼間1989)、『広面遺跡』（村田1990)、『塚の越遺跡』（昼間1991)の各報告書によ

って網羅的に詳述されており、本稿では稲荷前遺跡A区の存続期間である古墳時代後期（鬼高期）

～奈良•平安時代の遺跡群の概要、特に古代入間郡と高麗郡の遺跡様相をまとめてみたい。なお地

図に示した郡域は『新編武蔵風土記稿』正保年間改定図を基に作成したものである。

先ず越辺川右岸の様相から見てみよう。下流域は弥生時代以降、早くから開発の進んだ地域で古

墳時代においても数多くの遺跡が存在する。 6世紀前後の集落は調査例は少ないが附島遺跡で検出
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第 3図地形断面模式図
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第 4図 塚の越遺跡の遺構分布（部分）

されている（伊藤他1987)。続く 6世紀後半代の様相は末だ明確に捉えられていないが、勝呂廃寺で

は6世紀後半から 7世紀の集落が20数軒検出されている（伊藤1981)。 7世紀に至ると更に開発が進

み、集落数も増加するようである。その象徴が勝呂廃寺である。勝呂廃寺は寺域が未確定であるが

7世紀後半創建と推定される県内でも最古の寺院の一つである（高橋他1982)。周辺地域には 6世紀

以降全長63mの胴山古墳（前方後円墳）、直径50mの勝呂神社古墳を主墳とする総数50基以上とも言

われる新町・勝呂古墳群、牛塚山古墳を主墳とする牛塚山古墳群が形成されている。その他にも新

山古墳群等が存在し入間郡内において最も古墳分布の桐密なエリアであることが指摘されている。

このことから窺えるように廃寺造営以前にも周辺地域には大規模な集落が広がっていたものと考え

られ、こうした在地勢力をまとめた有力氏族の手によって勝呂廃寺が建立されたものと理解されて

いる（高橋前掲書）。この地域は 8世紀以降も前代に引続き集落が存続しており、勝呂遺跡群内の勝

呂廃寺F区（加藤他1989)・下石井遺跡（加藤他1991)、台地下の自然堤防に所在する附島遺跡では 8

世紀初頭から 9世紀後半に至る住居跡が検出されている。また該期以降宮町、清進場、住吉中学校、

山田遺跡、そして若葉台遺跡、脚折遺跡群など台地奥部にも新たに集落が形成されるようになり更

に発展した様相を窺うことができる。若葉台遺跡は住居跡100軒以上、掘立柱建物跡50棟以上が検出

され、その中には四面庇の掘立柱建物跡、円面硯、奈良三彩小壺、和同開廓、帯金具、銅鈴、銅線

など一般集落ではなかなか出土しない遺構や遺物が認められ、古くから郡術、豪族居館、駅屋、官

人居宅説等様々な位置付けがなされてきた（斉藤他1984等）。山田遺跡は若葉台遺跡の西側約 1kmに

あり、これまでに住居跡52軒が調査された。奈良三彩香炉を出土したことで著名である。若葉台・

山田遣跡の南西に位置する脚折遺跡群（一天狗・脚折山田・雷田池東遣跡等）では該期の住居跡44軒、
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掘立柱建物跡11棟が発見された。宮町遺跡では悼秤の石製錘と留金具が、隣接する清進場では鉄製

錘が住居跡から出土し遺跡の性格について注目を集めている。こうした一連の遺跡は生産基盤とな

る沖積低地からかなり離れ狭少な可耕地しか確保し得ないにもかかわらず集落規模が大きく、生業

形態、遺跡相互の関係、所属郡等その性格について興味がもたれるところである。

越辺川右岸中流域の集落では鬼高期初頭(6世紀前後）に集落が形成される遺跡として本区画整理

事業地内の棚田遺跡、桑原遺跡が挙げられる。巨視的には同一遺跡と考えられ、存続時期もほぼ 5

世紀末葉から 6世紀前半代の約半世紀間にわたって営まれた遺跡である。長岡遺跡は前記の棚田・

桑原遣跡の西側約0.7kmの至近距離に位置する集落で、立地的には桑原遺跡とほぼ同様な低地に面し

た低台地上に位置する。正式報告が未刊であるが、凡そ 6世紀初頭には集落が形成されていた模様

である。苦林古墳群との密接な関係が示唆されており、奈良•平安時代にも引続き集落域として利

用された大集落であると推定されている（加藤他1987)。 7世紀に至ると塚の越遺跡、稲荷前遺跡、

金井遺跡、足洗遺跡で集落が形成され、長岡遺跡でも該期の集落は営まれていたようである。また

稲荷前遺跡の南約0.6kmには大河原遺跡が所在し、 7世紀後半と 9世紀の住居跡が調査されている。

また未調査ではあるが毛呂山町神明台遺跡等も古墳時代後期から平安時代の大規模な集落跡と推定

されている。この地域には 5基の前方後円墳を含む総数53基から構成される苦林古墳群を中心とし

て善能寺古墳群、三福寺古墳群、大河原古墳群、北峰古墳群、成願寺古墳群の各古墳群が 6世紀か

ら7世紀にかけて形成され、入間郡内でも越辺川下流域と並んで最大規模の古墳分布地域として知

られている。こうした古墳群は前記の集落群を背景として成立したことは疑いなく、この時期に越

辺川及び葛川流域の開発が盛んに行なわれたことを示す証左といえよう。また 7世紀に成立した諸

集落は基本的に 8世紀以降の所謂律令期になってもやや断続はあるもののほぼ同一地点に集落が継

続して営まれていたことが知られ、古墳時代終末期の在地勢力が律令国家成立以後も大きな改変を

受けずその勢力を維持・拡張し得た稀有の地域であり、同時に入間郡内でも屈指の拠点的な集落群

と捉えることができよう。

右岸をやや遡ると毛呂山町に 6世紀

後半から 7世紀にかけて構築された38

基の円墳からなる川角古墳群が形成さ

れるが、周辺に対応する集落は未だ検

出されていない。更に越辺川を遡ると

支流大谷木川縁辺には 9世紀初頭～10

世紀初頭前後に営まれた伴六遺跡（富

田1982・村木1983)が存在する。調査の

結果住居跡25軒他が検出されている。

他には越生町の越生五領遺跡で 9世紀

の住居跡が 1軒検出されたにとどまり、

中・下流域に比して遺跡規模は小さい

ことが指摘できる。
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第 6図 霞ヶ関遺跡出土遺物
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第 7図 張摩久保・若葉台遺跡の遺構配置

越辺川左岸では古墳時代の古墳群と須恵器窯跡に関連する遺跡が多く分布している。岩殿丘陵東

麓に位置する桜山・根平・舞台遺跡では 6• 7世紀の須恵器窯と 7世紀の古墳群が、舞台遺跡では

5世紀後半から 7世紀中葉頃の住居跡87軒が検出され該地域の中心的な集落と捉えられる。駒堀遺

跡では 7世紀の集落11軒、立野遺跡では 7世紀後半の工房跡2軒が調査され、円面硯を始め多量の

須恵器が出土した。大塚原遺跡では 7世紀後半の住居跡 8軒、緑山遺跡では 8世紀初頭の住居跡 4

軒が検出されている。しかしこの地域の集落と須恵器窯は 8世紀前後を境にして途絶えてしまい、

替わって鳩山窯跡群で須恵器生産が本格的に開始される。鳩山窯跡群は玉川村を中心とする亀の原

窯跡群、嵐山町を中心とする将軍沢窯跡群とともに南比企窯跡群を構成する中核となる窯跡群とし

て位置付けられ、発掘調査によって 8世紀初頭から 9世紀後半までの間、 41基の須恵器窯が順次操

業され、かつ住居139軒からなるエ人集落や多数の粘土採掘壊などが存在することが明らかになっ

た。まさに古代の大規模な須恵器生産工業地帯といえよう（渡辺他1988)。周辺には 7世紀前半とい

われる特異な波状文を巡らす鉢を出土する小用窯跡、
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第8図東の上遺跡（第 7次）

跡の赤沼国分寺瓦窯跡等の窯跡群が密集することが知られている。また小用の地には 7世紀後半創

建とされる小用廃寺が、その西至近距離に供給瓦窯と推定されている西戸丸山遺跡が存在し越辺川

左岸域にも 7~8世紀の段階で有力な氏族が存在したことを示している。

次に坂戸台地南部に目を転ずると、大谷川と小畔川に挟まれた台地先端部付近に中小坂遺跡群と

下小坂古墳群が所在する。上谷遺跡を中心に古墳時代後期の住居跡が77軒調査されており該期の拠

点的な集落の一つと考えられている（田中1976• 加藤他1987) 。ただし、平安時代の住居跡は僅か 3
軒となり律令期に衰退した集落と推定されている。

小畔川流域を遡ると右岸に川越市上組 I• II遺跡、左岸中流域に日高市光山・上猿ヶ谷戸遺跡が

所在する。前者は 7世紀代の住居跡49軒が検出されたが、 8世紀以降に集落が連続しない点に特色

がある。後者の光山・上猿ヶ谷戸遺跡は現在当事業団で調査中の遺跡であるが、凡そ 8世紀前葉か

ら後半にかけての比較的短期間に営まれた集落であることが指摘されている。日高市一帯は霊亀二

(716)年に建郡された高麗郡に属することはほぼ確実で高麗建郡と有機的関連をもった集落と理解

されている（井上1990• 1991）。日高市域は古墳時代後期の集落は未発見で、高麗建郡と軌を一にし

て遺跡が激増するという（高橋1980)。調査された集落には若宮遺跡、新宿遺跡、宮久保遺跡等があ

る。また古代寺院の分布も多く女影廃寺、高岡廃寺、大寺廃寺が 8世紀前半から中葉にかけて相次

いで創建されたとされている（高橋他1982)。同様に高麗郡域に属すると推定される飯能市でも古墳

時代の遺跡は少なく奈良時代以降遺跡数は爆発的に増加する。特に南小畔川流域で顕著に認められ、

なかでも張摩久保遺跡は東西1.5km、南北0.3kmにわたって遺物が分布し第 4 次•第10次調査では 9
世紀頃と推定される 5X 2間の大規模な掘立柱建物跡を始め 9棟の建物群、第12次調査では 8世紀

前半の住居跡が 1軒検出されている（曽根原1990）。しかも掘立柱建物跡を区画する可能性をもつ溝

が巡り、かつ溝内には現状では竪穴住居が存在しないこと、掘立柱建物跡の配置に規格性を見るこ

ともできるなど通常の集落とはやや様相が異なる。今後の調査の進展に期待したい。対して入間川

流域では 9世紀中頃に形成された集落が多いことが指摘されている（鈴木1984)。

入間川流域では先ず下流域左岸に霞ヶ関遺跡と河越氏館跡内遺跡が存在する。霞ヶ関遺跡は古墳

時代後期から奈良•平安時代にかけて継続した集落と考えられ一部の資料は埼玉県史に公表された。
それによれば畿内系の暗文を施す土師器坪・皿等が出土し入間郡街に比定する説もある重要な遺跡
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である（酒井1987) 。河越氏館跡内遺跡も霞ヶ関遺跡と同一遺跡の可能性が高く奈良•平安時代の住

居跡や掘立柱建物跡が検出されている。近接して所在する龍光・天王遺跡も含めてよいだろう。天

王遺跡では 7世紀前半代の住居跡も調査されている。左岸中流域の狭山市内には宮ノ越、城ノ越、

小山ノ上、今宿、宮地遺跡がベルト状に連続して一大集落群を形成している。この地は従来入間郡

に属するとする見解が主流であったが、いずれの集落も 8世紀前半の高麗建郡以降形成されたもの

と推定されること、『新記』の高麗郡域に属すること等を根拠に、高麗郡域に属するものとする見解

が提出されている（駒見他1982・中村1991)。ただし、上広瀬古墳群、笹井古墳群が存在しており、

古墳時代後期においても一定の集落は形成されていたものと考えられる。

入間川右岸下流域、特に川越市域の遺跡分布が現状では不明であるが、広大な可耕地を控えてい

るため今後かなりの遺跡が発見される可能性を有する。中流域の狭山市では左岸の集落群に対応す

るように赤間川沿いに大規模な集落が形成される。稲荷上遺跡、坂上遺跡、揚櫨木遺跡、戸張遺跡、

峰遺跡、滝・祇園遺跡がそれである。調査された揚櫨木遺跡では 8世紀前葉から 9世紀後半の住居

跡89軒と掘立柱建物跡12棟が検出された。この周辺においても古墳時代の集落は滝・祇園遺跡で 7

世紀前半の住居跡が 1軒検出されているのみで相対的に少ない模様である。古墳群は稲荷山公園古

墳群が挙げられる程度である。上流に位置する入間市域には前内出、八坂前、新久窯跡等から構成

される東金子窯跡群、集落では 9世紀代の住居跡10軒が検出された霞川遺跡が知られている。

柳瀬川左岸中・上流域の所沢市内では古墳時代の集落として高峰、野竹、城上第二遺跡が存在し、

6世紀初頭から 7世紀前半までの住居跡45軒が検出された（並木他1984)。美園上遺跡では 7世紀後

半と推定される住居跡が 1軒検出されている。 8世紀以降の集落は柳瀬川の流域を中心にむらなく

広がるという。特に著名なものに東の上遺跡があり、 7世紀後半から 9世紀の住居跡52軒と掘立柱

建物跡数棟が検出されている。周辺には物部天神社、中氷川神社、出雲祝神社という式内社に擬せ

られる神社も存在し入間郡街に比定する説もあるが、現状では官街に比定することは到底不可能で

ある。最近では道路状遺構が検出され古代の官道ではないかと注目を集めており、周辺地域の調査

の進展に期待したい。他には畔の前遺跡から 9世紀代の住居跡 1軒、野竹遺跡から住居跡 2軒が検

出される程度で、東の上を除くと全体に小規模な遺跡が多く分布するようである。

荒川右岸の武蔵野台地縁辺では古墳群の形成がほとんど見られず、古墳群の空白地帯といわれて

おり対応する集落も認められないという。該地に集落が再び出現するのは古墳時代後期後半以降と

され、三芳町本村北遺跡、富士見市宮脇遺跡第 5地点、別所遺跡 6A地点、谷津遺跡第 7地点、観

音前遺跡第 5地点等で 7世紀中葉から後半にかけて住居が検出されている。続く 8• 9世紀になる

と富士見市打越、観音前、北通、北別所、栗谷ツ、殿山、宮廻、東前遺跡、本目、黒貝戸、東台、

上福岡市川崎、ハケ遺跡C地区、滝、松山、三芳町新開、本村北、俣埜、大井町東台遺跡等の集落

が形成され集落数が著しく増加することが知られている。総じて 9世紀段階の遺跡が多く、また大

規模な遺跡は少ない模様である。このうち新開遺跡、栗谷ツ遺跡から須恵器窯跡が検出され、南比

企窯跡群・東金子窯跡群衰退期の須恵器生産のあり方を示すものとして注目される。

以上雑駁に古代入間郡及び高麗郡を中心とする集落の様相を記してきたが、まとめてみると、律

令期である 8• 9世紀の集落には中核となる集落群を抽出することができる。例えばA稲荷前遺跡
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第 5図掲載遺跡一覧
1 稲荷前 29 越生五領 56 鶴ヶ丘C・E区 85 打越
2 塚の越 30 花影 57 登野山 86 富士見松山
3 棚田 31 芦山 58 光山・上猿ヶ谷戸 87 氷川前
4 桑原 32 相撲場 59 新宿 88 観音前
5 田島 33 金内山 60 女影廃寺・若宮 89 東台
6 広面B 34 新山古墳群 61 大寺廃寺 90 別所
7 広面A 35 山田 62 高岡廃寺 91 栗谷ツ
8 中耕 36 若葉台 63 張摩久保 92 北通
9 金井A 37 新町古墳群 64 旭原 93 南通
10 金井B 38 勝呂廃寺．勝呂遺跡 65 宮ノ越 94 本村北
11 足洗 群 66 城ノ越 95 新開
12 北浦西峰（古墳群） 39 附島 67 小山ノ上 96 本目
13 長岡 40 明泉 68 今宿 97 俣埜
14 稲荷森 41 青木堀ノ内 69 宮地 98 三芳東台
15 三福寺古墳群 42 住吉中学校 70 揚櫨木 99 滝ノ城横穴
16 善能寺古墳群 43 宮町 71 滝・祇園 100 東の上
17 苦林古墳群 44 清進場 72 稲荷山公園古墳群 101 畔の前
18 大河原遺跡（古墳群） 45 駒方 73 東金子窯跡群 102 美園上
19 成願寺古墳群・若宮 46 小沼堀ノ内・牛塚山 74 霞川 103 高峰・野竹・城上

遺跡 古墳群 75 南大塚古墳群 104 鳩山窯跡群
20 神明台 47 木曽免 76 仙波 105 雷
21 明神台 48 丸山 77 川崎 106 舞台
22 川角古墳群 49 上谷・中小坂遺跡群 78 ハケ遺跡C地点 107 根平
23 西戸古墳群 50 河越館跡内・龍光他 79 滝 108 緑山
24 西戸丸山窯跡 51 霞ヶ関 80 松山 109 立野
25 小用窯跡 52 脚折遺跡群 81 宮廻 110 駒堀
26 小用廃寺 53 羽折 82 黒貝戸
27 伴六 54 的場古墳群 83 殿山
28 出雲伊波比神社 55 上組 I• II 84 谷津

周辺、 B勝呂廃寺周辺、 C若葉台・山田・脚折遺跡群、 D霞ヶ関・河越館跡内遺跡、 E日高市若宮

遺跡周辺、 F飯能市張摩久保遺跡周辺、 G狭山市宮の越遺跡から宮地遺跡までの集落群、 H揚櫨木

遺跡周辺、 1東の上遺跡周辺、J荒川右岸地域の富士見市、上福岡市周辺地域である。これらの集

落群の時期的消長をみると、 A・Bの地域は 7世紀以降 9世紀に至るまで継続する集落と推定され、

古墳時代の在地勢力が律令期に至っても勢力を維持・伸長したことを物語っている。 D • I • Jの

地域は 7世紀代から集落形成はなされるが、集落規模や集落数が増加するのは 8世紀以降のようで

ある。対してC・E・F・Gの地域は古墳時代後期の遺跡がほとんどないか、あっても一定の断絶

期間を挟んで 8世紀2/4期を前後する段階で新たに集落が形成されたと推定される。

一方坂戸市上谷遺跡や川越市上組 I• II遺跡のように古墳時代後期(6• 7世紀）にかけて営まれ

た大集落が律令期には断絶するか極端に勢力を弱めてしまう例もみられ、律令体制形成段階の社会

的変動の大きさを物語っている。各集落群成立の背景には異なる事情が存在したことが窺えるが、

上記の集落群が古代入間郡・高麗郡を構成する郷の中心的な位置を占めていたことは疑いない。当

然文献に記されている古代入間郡における郷名と遺跡群の対比という作業も射程に入るが、これに

関しては今後検討していきたい。引用・参考文献は巻末に一括した（なお第 4図～8図は各報告書並

びに県史から作図した）。
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III A区の概観

稲荷前遺跡は調査区東西500m、南北250mの広範囲に及ぶ大集落である。遺跡そのものは西側に

位置する竹之内の集落に延びるのは確実であり、おそらく谷を隔てて長岡遺跡と隣接するものと推

定される。地形的には北側に広がる沖積低地に面した低ローム台地先端に位置する。調査区西端(0

-5区）の基本土層は第 I層～第IV層に分かれ、第 I層は耕作土、第II層はローム漸移層、第Ill層は

ローム層、第IV層は礫層である。遺構確認面は第II層から第Ill層である。本地域のローム層につい

ては武蔵野面と考える説と、立川面も存在するという説があるため、主としてロームの対比を目的

に（株）パレオ・ラボに委託して自然科学的分析を実施した。ここではその結果のみを要約して掲載す

る。第II層から上部にはローム層最上部ガラス質火山灰(UG)を第Ill層にはバブルウオール型のA

型、A'型の火山ガラスが多いこと、屈折率が1.498~1.501に集中することから姶良 Tn火山灰(AT)

が挟在し、下位に礫層を伴うことから立川面の Tc2面に対比される。稲荷前遺跡A区のやや高い地

形が地形の変換点のスロープではなく、明らかに区別される地形面であり、南側の台地の末端に沿

うかたちで Tc2面が分布することを示している。また南側の台地（塚の越遺跡立地面）が Tc2面

よりも古い地形面であることが判った（第 9図）。

調査区は谷状地形により A~C 区に区分される。時期的には古墳時代後期から奈良•平安時代の

集落と中世遺構が全面に展開する他、 B•C 区では古墳時代前期の方形周溝墓群が帯状に累々と営

まれていた。現在知られている遺構の内訳は以下のとおりである。

A区 竪穴住居跡135軒、掘立柱建物跡52棟、井戸跡46基、溝跡39条、上塙296基、ピット 756基、竪

穴状遺構 5基、小鍛冶遺構 1基、火葬墓 1基である。

B区 竪穴住居跡95軒、掘立柱建物跡 6棟、井戸跡14基、溝跡 9条、土塙62基、方形周溝墓17基、

重鉱物組成
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1印 s 1：斜方輝石

2 :・単斜輝石

3 :カンラン石
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5 ：黒雲母

6 ：不透明鉱物他

7 :火止ガラス

8 ：斜長石

9 ：不透明鉱物他
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1層：黒褐色土 黒ポク土、上部は炭化物含む。下部はローム塊多く含む。

II層：暗黄褐色土 ソフトローム状を呈し、部分的に褐色スコリアを含む。

IIIa層：黄褐色土 上位よりやや硬質なローム層、最上部には径 1cm程度のロー

ムプロックを含む。］Ilb層に比較して礫の含有菫が少ないこと

により区別できる。

Illb層：黄褐色土 礫混じりローム。下部ほど礫の含有が多い。多孔質。下位と

の境界に火山灰質粘土はない。

IV層：礫層

第 9図基本土層と分析値
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火葬墓 l基、特殊遺構 l基。

C区 竪穴住居跡94軒、掘立柱建物跡11棟、井戸跡30基、溝跡30条、土壊137基、方形周溝墓19基、

特殊遺構 4基。

このほかB区と C区を分つ谷部には須恵器を多量に含む包含層が形成されていた。合計すると竪

穴住居跡314軒、掘立柱建物跡69棟、井戸跡90基、溝跡78条、上壊495基、方形周溝墓36基、火葬墓

2基、竪穴状遺構 5基、小鍛冶遺構 l基、特殊遺構 5基のほか多数のピット群と遺物包含層が検出

されたことになる。但し B・C区に関しては、今後の整理状況によっては遺構数の変動も予想され

るのでご了承願いたい。

調査は各地区毎に行なったため、遺構番号は地点毎に附した。また地点の呼称方法は遺跡全体を

包含する 12m グリッドを切り、北西隅を起点に南北にA•B•C …、東西に 1 • 2 • 3…とし交差

する位置を、例えばG-5区と呼称した。 12m方眼内の分割は 3m毎とし a• b • c…と表わした。

本書ではA区から検出された遺構・遺物を報告するが、 A区の遺構分布は極めて密でしかも重複

が激しい。そのため本書では便宜的に 4つの群に分割し、小地点毎に報告するという方法を用いた。

したがって、遺構番号は調査時点とは異なる（対照表は巻末に示した）。第 1群はA区南西部の最も

遺構が密集する部分である。第II群は北西部、第III群は北東部、第rv群は南東部に当る。

住居跡は 7世紀中葉から10世紀初頭頃までに営まれたものと考えられ135軒が検出された。全体に

遺存状態は悪く、出土遺物も少ない傾向にあるが、第 1号住居跡では多量の遺物が出土し、その中

には円面硯が 1点含まれる。井戸跡は 7世紀から中世に至る時期に位置付けられる。人々が生活を

営む上で欠くことのできない水を得る施設である井戸が多数存在することは、すなわち長期にわた

って集落が営まれた証ともいえる。特に、第 1号井戸跡からは 2点の墨書土器が発見された。 1点
〔大ヵ〕

は須恵器蓋で「多磨郡男川」、「D里郡」、「D尺本」等と記されている。他の 1点は須恵器坪の底部

に不明文字が記されている。時期的には 8世紀1/4期後半頃と考えられ、墨書土器としては県内最古

であるばかりか、内容的にも当時設置されて間もない武蔵国の郡名が複数記載されており、今まで

発見された官衝遺跡からも出土例を聞かない。おそらく国府または郡衝といった官衛以外で出土す

る可能性は極めて少ないと考えられる。それが何故稲荷前遺跡に存在したものか、結論は出せない

が奈良時代初期の社会動向をも反映した第一級の資料といえよう。

掘立柱建物跡は52棟検出されたが、単独ピットとしたなかにも組み合わせが判明しないために建

物と捉えられなかったものもかなり含まれており、実数はこれを上回るのは間違いない。県内では

8世紀以降の掘立柱建物跡検出例は最近かなり増加しているが、本遺跡では出土遺物から 7世紀代

と推定されるものも発見されている。また 8• 9世紀代の建物も特に第 I• II群では配置にかなり

規格性が認められる例、 3X 3間の総柱建物の周囲に 3面乃至 4面の庇または縁を設けた大規模な

建物が検出されている。その他、中世と推定される建物群も併存するため時期的な弁別作業は困難

なものも多く認められた。

溝跡は全て中世以降の所産である。中世屋敷の区画溝、或いは水路、道路側溝等の機能を果たし

たものであろう。小鍛冶遺構としたものは平面プランこそ掴めなかったが、輔羽口や鉄滓、鉄製品

が集中する地点を指す。そのなかには炉と推定される焼土が分布する小穴が認められた。鉄滓は塊
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第11図 A区の全測図(1/1200)
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型滓等いわゆる鍛冶滓であり、この場において鉄製品の製作が行なわれたものと考えられる。時期

は平安時代である。

竪穴状遺構には古代のものと中世のものがある。前者が 3基、後者が 2基である。性格は不明確

であるが、古代のものはカマドのない住居跡状遺構、中世のそれは土間状遺構を指す。そのほか火

葬墓は中世の所産である。

出土遺物は土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・青磁・瀬戸美濃系陶器・在地産陶器・瓦類・

鉄器・青銅器・木製品・石製品・瓦塔・土製品等が検出された。特に供膳器において須恵器の占め

る割合が高く、 7世紀代ではまだ土師器坪類が一定量を占め、在地産及び東海産と推定される須恵

器が混じる程度であるが、 8世紀以降鳩山窯跡群の生産が本格化する段階から供膳器はほとんど須

恵器で占められ、上師器坪類は器種組成から欠落するようになり、例えば北武蔵の状況とは全く異

なることが指摘できる。 8• 9世紀代の須恵器はおそらく 90％以上が南比企窯跡群産で占められ、

対岸の鳩山窯跡群周辺からの供給に依存していたことを窺わせる。また9・10世紀になると猿投産や

東濃産の灰釉陶器・緑釉陶器がかなり多量に搬入されていた模様である。小片がほとんどであるた

め、正確な産地や時期を明らかにできる資料は少ないが、 100点を越える数量が検出された。中国産

青磁や瀬戸美濃系陶器の存在は13~15世紀を中心にしてこの地に生活が営まれたことを物語るもの

である。

鉄器は集落規模から見ると遺存数は少ない。鎌・刀子・鏃・釘といった農工具が出土した。木器

は主に井戸から検出され、曲物や井戸側に転用された建築部材がある。また掘立柱建物跡からは柱

材の一部が検出された例もみられる。瓦塔は基部の破片が一例出土した。或いは類例の少ない六角

瓦塔とも推定されるが断定できない。石製品は主に砥石である。その他旧石器時代終末か縄文時代

初頭の石槍が 1本出土した。
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第12図第 I群遺構配置図
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しまり無。 4 暗褐色土 ローム粒子多量混入。

2 暗褐色土 ローム粒子・焼土多量混入。 O 
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第13図第 1号住居跡(L=31. 50m) 
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カマド

1 黒褐色土 ローム少量混入。

2 黒褐色土焼土・ローム多量混入。

3 黒褐色土シルト質。焼土含。

4 黒褐色土 炭化物・焼土少重混入。

5 暗黄褐色土 粘土・ローム・焼土含。

6 灰白色土砂質粘土主体。

7 暗褐色土

8 暗褐色土被熱層。

゜
1m 

第14図第 1号住居跡カマド(L=31.5Dm)

床面はやや凹凸が顕著で中央部を中心に比較的堅く踏み固められていた。覆土の堆積環境は不明

だが、住居廃絶後さほど期間をおかずに一気に埋没したもの（第 1層）と考えられる。カマドは東壁

の中央部に設置される。燃焼部は緩やかに凹み、煙道は段差をもって立ち上がる。 4層下面が火床

面に相当しよう。袖部の遺存状況は悪く、明確には確認されなかった。貯蔵穴はカマド右側のコー

ナ一部に位置し、深さ0.25mを測る。壁溝はカマドを除きほぼ全周する。ピットは13本検出され、

P1～巳は主柱穴と考えられるが、他のピットについては本住居に伴うか否か明らかにできない。

遺物は須恵器坪を主体に多量に検出され、総数435点を数える。器種的には土師器坪、皿、甕、台

付甕、須恵器坪、坑、蓋、甕、壺、鉢の他、円面硯がある。土師器坪と皿は明らかに混入である。

出土状況をみると覆土上層から床面まで満遍なく出土しており、またかなり離れた破片でも接合関

係にあるものが認められる。しかし、施釉陶器 (23~25) と古銭 (56•57) を除けば大きな時期差は窺え

ない。おそらく、一括投棄された遺物が多かったことを示すものといえよう。注目される遺物とし

ては円面硯(34)がある。割れた状態でほぼ床面から出土している。須恵器はほとんど南比企窯跡群

産である。稲荷前IX期新段階を中心に営まれたものであろう。

古銭（第18図56•57) 覆土中から 2枚重なった状態で出土した。 56は元祐通賽で、背は鋳型のずれ

が観察される。直径2.4cm。57は政和通賓である。直径2.3cm。
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◎ 
第18図第 1号住居跡出土遺物(3)

第 1号住居跡出土遺物観察表（第16~18図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.4) 3.7 AC B 灰 20% Nu412。覆土。

2 坪 (12.4) 3.6 7.0 ABC B 緑灰 25% Nu 170,201。覆土。

3 杯 12.4 3.4 6.5 ABC B 灰 60% Nu209,349,503。床面。

4 坪 12.0 3.6 6.7 AC A 青灰 80% Nu547。覆土。

5 坪 13.4 3.8 (7.3) BC A 灰 45% Na258,484。Pn内覆土。

6 杯 12.3 4.0 6.5 ABC A 青灰 75% Nu236,250,483,485。覆土。

7 坪 11.8 3.7 6.1 ABC B 灰 90% Nu 134,433。覆土。

8 坪 (12.4) 3.2 7.2 AC A 灰 55% Nu108。覆土。

， 坪、 12.7 4.0 6.9 ACD B 灰白 70% Na246,247,424,470。p4内覆土。

10 坪 12.3 3.8 6.4 AC B 灰 40% N(l463,464。氏内覆土。

11 坪 (11. 8) 3.2 6.8 ABC A 灰 40% Nu 116, 159, 431。覆土。

12 坪 12.0 3.6 7.0 ABC A 灰 100% Nu525。床面。

13 坪 (12.8) 3.8 (7.0) ABC B 灰 20% No.546。覆土。

14 坪 (12.8) 3.2 (8.2) AB B 灰 35% Nu126,268,466,524。覆土。

15 坪 12.4 3.5 ABC B 灰 35% Nu 116,156。覆土。

10cm 

5cm 

16 坪 12.6 3.8 7.7 ABC B 青灰 70% Nu218,222他。覆土。底部「 X」印のヘラ記号。

17 坪、 (12.8) 3.1 ABC B 灰白 20% Nu435,436。覆土。

18 坪 2.7 6.8 ABC B にぶい黄橙 40% No71。覆土。

19 坪 2.7 7.0 ABC B 灰 50% Nu 18, 23。覆土。

20 高台坪 1. 9 (6.8) ABC B 灰 40% Nul79。い内覆土。

-27-



番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

21 杯 2 4 (7 0) ACD B 灰 45% Na409。覆土。
22 坪 3.2 7.0 AB A 灰 30% Nu264, 271。覆土。
23 緑釉椀 (11. 5) 2.4 BD A 灰 5% 覆土。東濃産。
24 緑釉皿 (14. 8) 1 25 J A 灰白 5% Nal94。覆土。猿投産か。
25 灰釉椀 (16 0) 2 2 AG A 灰白 5% Na255。覆土。猿投産か。
26 小型壺 4.8 6 4 AC A 黒褐 70% N認89。床面。
27 蓋 (11.4) 2 9 AC B 灰 25% Nu 125,434。覆土。
28 芸r (12.0) 2.0 BC A 灰 20% Nu276。覆土。
29 蓋 1 6 ABC A 灰 20% Na79。覆土。
30 蓋 (13 8) 2.0 AD A 灰 20% Nu8,9。覆上。
31 芸'→呵呵 (18.8) 2.3 ABD B 灰白 40% N⑲ 1,109。覆土。
32 芸ら 18.2 4.4 ABCD B 灰 70% Na 37, 158, 168, 453。覆土。
33 蓋 17.8 4.4 ABC B 」にぶい黄橙 55% Nu 122, 455。床面。
34 円面硯 8.1 7.1 17.0 ACD B 灰 80% Nu203,204,405。床面。
35 埼 16.5 5.7 8.4 AC B にぶい黄橙 60% Na399。覆土。
36 塊 (8.2) 3.4 BC B 灰 15% Na 323,331。覆土。
37 坑 (17.0) 6 6 (9. 8) AC C 褐灰 40% Nu492。覆土。
38 培 (18 0) 6 2 ABC C にぶい橙 40% Nal85。覆土。
39 摺鉢 (15.0) 3.8 ABC B オリープ仄 15% Nu397。覆土。
40 甕 (16. 0) 3.5 A B 灰 20% Nu508。覆土。
41 甕 (27.0) 2 1 ABC B 灰白 10% N認22。カマド内。床面。
42 鉢 (30 0) 11. 7 ABCD A 灰 25% 油447。覆土。
43 甕 (26.2) 40 3 ACD A 灰 60% Nu 167,211,214,221。覆土。
44 壺 22.9 (12.8) ACD A 灰 70% Na401,541。覆土。
45 甕 (25.8) 3.4 AB B 灰白 10% 覆土。

46 甕 (20 0) 21 5 ABE B 明赤褐 25% Nu 446,449。覆土。
47 甕 21.2 11.6 ABD A にぶい橙 35% Nul64,443,487。覆土。
48 甕 19 8 6.4 ABD B 橙 10% Nu215。覆上。
49 甕 (18 0) 7.0 ABD B にぶい赤褐 15% Nu545。床面。
50 甕 4.9 4.6 AEF A 橙 50% Na56,407。床面。
51 甕 3.1 5.0 ABE A 橙 80% Nu380。覆土。
52 坪 (11.4) 4.7 5.8 C C にぶい黄橙 30% No69。覆土。・内面黒色処理。
53 甕 30.5 (15.4) ACD A 灰 5% Nu 66,420,421,475他。床面。
54 台付甕 12.5 18.8 ABD B 褐灰 60% N叶90,491,493。覆土。
55 台付甕 9.0 11.2 ABE A 橙 45% Nu516。覆土。

第 2号住居跡（第20図）

Q-5 • R-5区に位置し、調査区外に延びる。第 1号住居跡・第

50 • 111号土塙に切られ、正確な形態及び規模は不明。残存規模は、

長軸4.24m、短軸2.90m、深さ 0.10mを測る。床面は凹凸をもち、壁

際は軟弱であった。第 1• 2号土塙は床下上塙または掘方か。ピッ

トは 3本検出され、いは上面に床面が乗り、 P2・P叶ま住居に伴う

： 
可能性がある。カマドと壁溝は検出されなかった。遺物は土器が25

点出土したが、全て小片である。時期比定は難しいが、第19図 1を

基準に 7世紀後半頃（稲荷前III期）と考えておきたい。
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1 暗褐色土 少量のローム粒子と多菫の焼

土粒子混入。

2 暗褐色土 ロームブロック混在。

3 里褐色土 ローム・焼土・炭化物多量混入。

4 黒褐色土 焼土・ローム粒子と小楔多量含。

5 黒褐色土 ローム粒子・ロームブロック多

菫混入。

6 褐色土炭化物少量含。しまり弱。

ピット

1 黒褐色土 ローム・焼土・炭化物粒子混

入。 (Pけ

2 暗褐色土 ローム・焼土混入。掘方埋土。

(P,) 

゜
2m 

第20図第 2号住居跡

第 2号住居跡出土遺物観察表（第19図）

番t1::71]。：□で1:8{:I i］土I焼［］：：：［□1:：：備 考

第 3号住居跡（第22図）

調査区南西端のT-5区に位置する。第

4号住居跡と重複し、本住居の方が新し

い。大部分が調査区外に延びるため正確

な形態及び規模は不明であるが、残存す

ロニロ ／三ーロ］二／
＼ 1 ロニ—/ 2 

O 10cm 

第21図 第 3号住居跡出土遺物

る一辺は3.16m、深さ0.10m前後を測る。北壁に直交する向きを仮に主軸とすると、主軸方位はN

-15°-Eを示す。

床面は凹凸があり一定しない。覆土は概ね自然堆積と考えられる。第 5層は貼床面に相当する。

1号土壊は床下土壊であり、焼土・ロームブロック混じりの粘質土で充填され堅く締まっていた。

カマド等の付属施設は検出されていない。

遺物は47点出土した。細片が多い。須恵器坪には軟質で焼きの悪いものと酸化焙焼成の製品がみ

られる。稲荷前XIV期頃に比定される。
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1層に比べ焼土粒子・

プロック多く含。黄褐

色粘土混入。

焼土・炭化粒子混入。

2層に比べ焼土・炭化

粒子極めて少。

ローム混入。（貼床）

焼土ブロック炭化粒

子・ロームプロック含。

粘性・しまり強。

黒褐色土焼土粒子多量。炭化粒子

混入。

赤褐色土焼土主体。カマド覆土と

考えられる。

黒褐色土焼土・炭化粒子若干含。

黒褐色土

赤黄褐色土

゜
2m 

第22図 第 3• 4号住居跡(L=31.50m)

第 3号住居跡出土遺物観察表（第21図）

器高

2.1 

2.7 ロ2 坪

口径

(13.0) 

(13.6) 

底径 胎

AC 

AF 

土

胃
備

Na47。面王。

Na38, 39。覆土。

考

第 4号住居跡（第22図）

T-5区に位置し、第 3号住

居跡に切られている。平面形

態は長方形と推定される。規

模は長軸3.10m、短軸約2.70

m、深さ0.10mを測る。但し

北壁は推定線以上に延びる可

▽□□ I 
~1 

「← ーロ
¥ I 

10cm 

第23図

史、三—三
~a 

？□亨□
第 4号住居跡出土遺物

能性はある。主軸方位はS-29°-Eを示す。床面はほぼ平坦である。覆土は黒色土で覆われ大きな土

層変化はみられなかった。ピットは 4本検出され、 P1• P 4は住居に伴うがP2• Psは遺構に帰属し

ない可能性が高い。いはカマド前面の浅い掘り込みである。p4についてはカマドに近すぎるが貯蔵

穴の可能性がある。カマドは南壁に設置される。調査区外に延びるため規模は不明である。袖部は

僅かに残り、褐色系の粘土で構築される。壁溝は存在しない。

遺物は23点検出された。全て破片である。須恵器坪（ 1）は底部ヘラ切り成形され、白色針状物質

は含まれないが在地産と推定される。灰釉皿（ 3）は混入であろう。 7世紀後半代（稲荷前1V期頃）に

比定されようか。
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第4号住居跡出土遣物観察表（第23図）

番号 器種 口 径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存 備 考

l 坪 (11.2) 4.2 6 6 AB C にぶい黄 30% Nu 57, 67。覆土。

2 .互,. (16.0) 2 0 AC B 灰 15% カマド内。

3 灰釉ITll (14.4) 1 9 B B 灰白 15% Na 63, 7しカマド内覆ナ。

4 塊 (16 0) 4.9 AB A 灰渇 15% 池203。覆土。

第 5号住居跡（第24• 25図）

s-5 • 6区に位置する。第 6号住居跡と重複し、本住居が旧い。平面形態はほぼ方形を呈し、規

模は長軸3.40m、短軸3.27m、深さ0.13mを測る。主軸方位はE-4°-Sを示す。

床面は平坦で、カマド周辺は堅く踏み締められていたが、壁溝周辺は軟弱であった。住居跡覆土

は黒色土系で構成されるが、堆積状況は不明である。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は皿状に凹み、煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。袖部

は明瞭には検出されていない。第 1層下部が火床面と推定される。壁溝はほぱ全周するが、東南コ

ーナ一部で一部切れている。貯蔵穴・ピット等の付属施設は存在しない。

遺物は17点検出されたが、細片のため図化し得るものはない。時期も明確にできないが、厚手の

上師器甕や比企型坪の破片、また内而青海波の須恵器甕を含むことから 7世紀代に比定しておきた

し＼。

第 6号住居跡（第24• 25図）

S-5 • 6、T-5• 6区に位置する。第 5• 7 • 8号の各住居跡と重複し、本住居が最も新しい。

形態は整った長方形を呈し、長軸4.84m、短軸3.46mを測る。深さは0.05m程で非常に浅い。主軸

方位は長軸で測定すると、 E-5 "-Sを示す。

床面は概ね平坦である。中央部は比較的堅いが壁際は軟弱で面として捉え難かった。覆工は黒色

上で占められ、土層変化は認められなかった。堆積状況に関しては、ロームを比較的多量に含むこ

とから人為的埋没を想定することも可能であるが、覆土が浅く断定はできない。

カマドは北壁と東壁に各 1基設置されるが同時併存したものではない。袖部の有無と断面観察か

ら、東壁（カマド B)から北睾（カマドA)へ付け替えられたものと考えられる。カマドAは燃焼部が

IlI1状に凹み、坪道部の空ち上がり角度は綬やかで、袖材には灰白色粘土が用いられている。カマド

BもAと同様な形態を呈すろが、袖を構成すろ粘士は確認されなかった。また壁ラインと平行する

位置で上層変化が認められ（第 5層）、カマドA構築時には機能していなかったことが推定される。

ピットは 2基検出されたが柱穴とは考えられない。壁溝は西壁を除き巡るが、途切れる箇所があ

る。南壁のそれは壁から0.2m~0.3m内側に存在し、カマド B構築時の壁ラインであった可能性も

ある。

出上遺物は全て上器て、計187片検出された。壁高が浅いこともあり住届に伴うものが多い。第26

図 2• 3の坪はカマド B焚口部底面から検出されたもので確実に住居に伴う。 1• 4。8はほほ床

面に接して出土した。また14の台付甕は床面に散乱した状態で出土している。 5の土師器坪は明ら

かに混入である。稲荷前XIII期に隅する。
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第24図第 5• 6号住居跡(L=31.30m)

第 6号住居跡出土遺物観察表（第26図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 蓋 (12.2) 3.0 ABD A 暗青灰 70% Nul83。床面。
2 杯 12 0 4.0 5.4 AC C 灰白 90% N認。カマドB内。
3 坪 12.0 3.8 5.7 AC B 灰 100% N叫。カマドB内。
4 境 (15.8) 4.4 ABD B 灰白 15% Nu69, 99。床面。
5 :t了、 (12.0) 3 0 (9.8) AB B 橙 15% 覆土。
6 坪 2.5 (5 0) AD A 青灰 30% Nu SO。覆土。
7 坪 1. 9 (5. 0) AC A 灰 90% 覆土。
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2 赤渇色土 焼土粒子・炭化粒子含。しま

り弱。

3 褐色 上 ロー］、行・粘土含。しまり有。

4 褐色 土 しまり若干有。焼土・桜化粒

子含。

5 褐色土 4層こ近似。しまり若干有。

6 灰白色土粘土漉土含。

SJ 06カマド B

1 赤褐色土 赤色・焼土粒子多〈含。しまり宕干有。

2 秘色土焼土層。

3 赤色＿1- 焼土・炭化粒了均質に含。しまり若ギ有 C

4 暗掲色t 焼土・炭化粒ず含。住居覆土。

5 黒褐色土 焼土・炭化粒子少量含。しまり若十有。

゜
1m 

第25固 第 5• 6号住居跡カマド(L=31.30m) 
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第26図 第 6号住居跡出土遺物

番号 器秤 ロ径 菩盈 、底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

8 氣 6.9 (10. 0) AB A 灰 55% Nul63,120。宋面。， 瓶 2.2 (JO. 0) AC B 冗 20% Nu4，床面。
10 短頸壺 (10,0) 1 9 AB A 灰 20% 覆土。

11 鉢 (34.0) 3.9 ABD B 灰 5% Nul32。庄而。
12 甕 (20.0) 7.0 ADF A 褐 15% Nu5。カマドB内・壁溝上。
13 甕 4.55 (4.0) ABEF A 仄褐 25% Nu 74,覆土。
14 台付甕 9.6 (9.2) AEF A 橙 30% Nu33。カマドB内覆土・床面。

第 7号住居跡（第27図）

S • T-6 区に位置する。第 6 号• 8号住居跡と重複し、前者よりも古く後者よりも新しいこと力ゞ

判明した。また 9号住居拗とも近接するが、直接の切り合い関係はない。平面形態は比較的整った

長方形を呈する。規模は長軸4.42m、短軸4.70m、深さ約0.10mを測る。主軸方位はN-16-Wを示

す。

床面はやや凹凸をもつ。覆土は焼土・炭化物粒了→・小礫混じりの黒色土で覆われ、明確な土層変

化はみられない。カマドは北壁の中央から西に寄った位置に設置される。焚口から燃焼部は鍋底状

に掘り込まれる。覆土は第 1~4層は天井部崩落土、 5層が灰層に相当する。袖は暗褐色粘質土て

構築されろ。ピットは 8本検出された。じからいは主柱穴と考えられる。他のピソトは住居に伴う

ものではなかろう。壁洲は全周する。

また壁溝の内側に入れ「コ］状に溝か巡る。当初 2軒の重複と推定したが、住居にしては規模が余

りに小さく、カマドの痕跡もなく、また断而観察でも土層変化は表れない。住居に伴う間仕切り溝

または掘方的施設であろうか。 1号土塙は住居掘方と推定され、ロームブロック・焼土混じりの黒

色土で充填される。

出土遺物は土器267且、鉄刀子 1、l宛型滓 l点がある。覆七下層及び床面を中心に出土している

が、土器様相に若干時間差が認められる。須恵器坪（第29図10~13)、土師器甕(6~8)を基準とす
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ると稲荷前Vlll期に比定される。須恵器蓋（ 9）は周辺住居からの混入であろう。また土師器坪(1• 2 • 

4 • 5)も該期まで残存するか疑問である。鉄滓は培型滓と考えられる。全体の1/4程の破片で重量49

gを測る。覆土から出土したもので直接住居に伴うものではない。
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2 暗褐色土焼土多。

3 黒褐色土 ピット覆土。

4 黄褐色土 ローム。

第27図第 7• 8号住居跡(L=31.30m)
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l 暗褐色土焼土粒含。しまり有。
2 黄褐色土焼土プロック・ローム・

炭化粒子含。しまり有。

3 赤褐色土 焼土粒子・粘土プロッ

ク混在。

贔
4 黄褐色土 焼土粒子・粘土プロッ

ク主体。

5 黒褐色土 灰層。黒色土主体。焼

土粒子・粘土・ロームプ

o| 。I ロック含。

6 暗褐色土 SJ 08ピット覆土。
A ユ’ 7 暗褐色土 ローム粒子含。

゜
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第28図第 7号住居跡カマド(L=31.30m)
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第29図 第 7号住居跡出土遺物
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第 7号住居跡出土遺物観察表［第29図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼戊 色調 残存 備 考
1 杯 (11.0) 2.9 ABD A 橙 15% NullO。覆土。
2 昇‘• (11 0) 3.4 AB B 橙 15% 覆土。
3 杯 (13 4) 3.6 EF B 橙 55% Nu16広覆土。
4 坪 (11.8) 3.0 B A 橙 15% Nu335。覆土。
5 坪 02.0) 3.2 AB A 橙 10% Nu386。床而。
6 甕 (22.0) 5.5 ABE A 椅 20% Nu 135, 359c覆土。
7 甕 (21.0) 7.7 ABFH B 橙 10% Nu 13, 41。複土c
8 直年 (21.0) 13 4 ABDF B 燈 20% N認42,302,カマ 1、左袖・位土。， 芸r〒 9 (10.9) 1.8 AG A 灰白 15% NQ182，覆士。東海産か。
10 坪 04.0l 3.5 8.0 BC A 灰 35% Na217, 341。覆上。
11 坪 13.0 3.5 7.5 ABC A 灰 80% Nu390。床面。
12 坪 (13.9) 4.0 9 2 BC A 灰 10% Nu 115,236，可土。
13 杯 13.9 4.2 8.2 BC B 灰 65% p4内。
14 塊 (17.0) 5.9 ABC B 仄白 15% 蜘376,377c床面。
15 罪てゴ＝・ (12,0) 3.5 AB A 灰 10% Na267。床面。
16 高盤 (12.9) 1.5 AC A 灰 15% Nu,22L P！内。
17 甕 (35.0) 7.0 AB A 仄 20% No,245,床面。
18 高盤 (9. 7) 5.0 AD C 灰 20% Nu372。壁溝尉底面。白色針含まない。
19 刀子 残長5.3cm。幅1.8cm。 覆土。磨部片。身は比較的薄い。

第 8号住居跡（第27図）

S-6区に位置する。 6• 7号住居跡と重複し、本住居

が最も旧い。形態は長方形を呈するものと推定される。

規模はやや小型で、長軸3.90m、短軸2.70m、深さ 0.07m

を測る。主軸方位はN-32'-Wを示す。

床面は平坦である。覆土は黒色土の単層で 7号住居跡

□□~=--[ 
＼］／ロ―----10cm

第30図 第 8号住居跡出土遣物
のそれと類似している。カマドは北壁に設置される。遺

存状態は極めて悪く、袖部及び煙道部は削平されていた。また焚口から燃焼部の掘り込みはほとん

ど確認できず、焼土混じりの暗褐色土が堆積していたのみであった。ピットは 7 本検出された。 P3•

P 6 • P1は上層観察や色調から住居に伴うものと判断したが、他のピットは後世の所産であろう。貯

蔵穴・壁溝等の施設は存在しなかった。出土遺物は極めて少なく土師器甕の破片が 9片のみであっ

た。時期は明らかにできないが、甕（第30図l)の特徴から 7世紀後半～ 8世紀初頭頃と考えておき

たい。

第8号住居跡出土遺物観察表（第30図）

番号器種口径器高底径

1 甕（20.0)I 4.8 

2 甍 (5.0)I 2.5 

胎 土 I焼閲色調 l残仔 I 備 考
ACF 

ABE 

B 1にぶい昔橙|20% Na,4。S]69-230，覆上a

B 橙 25% I SJ7-151。床丙。

第 9号住居跡（第31図）

T-6区に位置する。第10号住居跡と重複し、本住居の方が新しいものと判断された。平面形態は
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第31図第 9~11号住居跡(L=31.40m)
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長方形を呈し、規模は長軸4.28m、短軸2.82m、深さ約0.08mを測る。主軸方位はN-28'-Wを示す。

床面は平坦である。覆土は黒色土単層で、ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む。

カマドは北壁に設置されるが、上部は削平されているうえピットによる攪乱を受け、遺存状態は

極めて悪い。焚口から燃焼部はほぼ壁内に納まり、皿状に凹んでいる。煙道部は遺存していなかっ

た。袖には僅かに粘土が堆積していただけで詳細は不明であった。遺構に伴うピットや壁溝等の諸

施設は検出されなかった。

出土遺物は土師器を主体に96片検出された。須恵器は 5点のみで、うち東海産と推定される瓶が

2点含まれる。ほとんどが小片で、図化し得た土器は 8点に留まる（第32図）。第32図3• 5は床面

に接する位置から出土した。 1は壁外の遺物と接合するため、埋没過程で流れ込んだものと推定さ

れる。総体的には時期差は少ないものと判断される。稲荷前IV期に比定される。

ニ j
三」

□—三 □ 5 

＼ 

ーーロ ~4 

―-- -8  ロ
第32図第 9号住居跡出土遺物

第9号住居跡出土遺物観察表（第32図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3.7 AD B 灰褐 35% Na 39, 40。覆土。

2 坪 (11.6) 3.0 ABF A 橙 20% Na46。覆土。無彩。

3 皿 (17.0) 3.0 ACF A にぶい橙 5% No.14。床面。

4 鉢 (14.0) 3.8 AD A 橙 15% 覆土。

5 甕 (20.0) 5.2 AB A 橙 15% Nu53。床面。

6 甕 (21.0) 6.0 ADF A 橙 10% Nu25。覆土。

7 甕 2.5 (6.4) ADF A にぶい黄橙 45% NulO。覆土。

8 坪 0.7 (7.2) ABC A 灰 70% カマド内覆土。

第10号住居跡（第31図）

T-6区に位置する。第 9・11号住居跡と重複し、本住居が最も旧いものと推定される。形態は方

形を呈するものと推定され、規模は長軸4.28m、短軸4.64mを測る。深さは0.02~0.10m程で全体

に極めて浅く、床面が露出していた部分もみられた。主軸方位はN-28°-Wを示す。

床面はほぼ平坦である。覆土は礫混じりの黒色土で、ロームブロックと焼土粒子を若干含んでい

る。カマドや貯蔵穴、ピット等の諸施設は検出されなかった。

出土遺物は皆無であり、時期を明らかにすることはできない。
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第11号住居跡（第31図）

T-6区に位置し一部は

調査区外に延びる。形態は

不整方形を呈する。規模は

長軸3.78m、短軸3.28m、深

さ0.05~0.10mを測る。主

ロロロニロ一ー ロニ□ロニ
□ —／□［ロニ □ーロ

10cm 

第33図 第11号住居跡出土遺物

軸方位は西壁を基準にすると、 N-19°-Wを示す。

床面はほぼ平坦である。覆上は締まりの強い黒色土で構成され、焼上粒子・炭化物粒子・ローム

粒子を少量含む。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は皿状に凹み、焚口部下面は深さ 5cmほどの落ち込みがみら

れる。覆土は 3層に分かれ、第 2層下面が火床面に相当するものと考えられる。

出上遺物は少なく 16点に過ぎない。全て土師器である。第33図 1~5は覆土出土。 6はカマド内

から出土したものである。稲荷前IV期に比定される。

第11号住居跡出土遺物観察表（第33図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 広 (11.0) 2.7 AB A にぶい橙 25% No5。覆土。無彩。
2 坪 (10.0) 2 5 AB A 橙 20% Na4。覆土。
3 坪 (10.8) 2 3 DF B 橙 10% Nu3。覆土。
4 坪 (11. 9) 2.8 AB B にぶい橙 20% Nu4。覆土。器面剥落（体部外面）。
5 牙、 (11.0) 2 8 AB A 橙 15% N叫。覆土。無彩。
6 沐` (11.0) 3.1 AD B 暗褐 10% カマド内覆土。

第12号住居跡（第34図）

T-7区に位置する。調査区最南端にあたり南東コーナーは調査区外に延びる。平面形態は長方形

を呈するものと推定される。南壁はやや掘りすぎたため図上で訂正を加えてある。規模は長軸4.10

m、短軸3.82m、深さ0.15~0.20mを測る。主軸方位はN-34°-Wを示す。

床面はほぼ平坦であるが、住居南半がやや低くなる。南壁直下には炭化材が遺存していたが、特

に火災を示す状況は確認されなかった。覆土は 4層に分かれ、堆積状況から見る限り特に人為的埋

没状況は窺われなかった。

カマドは北壁の中央から東に寄った位置に設置されているが、カマドの左右で壁ラインがややず

れている。燃焼部は壁内に位置し、燃焼部奥壁は比較的急角度で立ち上がる。袖部は褐色粘質土で

構築され遺存状態は比較的良好であった。覆土は 7層に区分され、第 3層下面が火床面に相当しよ

う。また焚口部には火床面に達しない程度のピットが掘り込まれ一部撹乱を受けていた（第 6層）。

ピット・壁溝等の付属施設は検出されなかった。

出土遺物は比較的多く 128点検出された。器種的には土師器坪、碗、甕、小型甕、台付甕、壺、須

恵器坪、蓋、甕から構成される。土師器甕の破片が半数以上を占める。図示した 1•8•10は床面

に接する位置から出土した。そのなかでも 8の長甕はほぼ完形に復元された。南壁付近の床面に横
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黒褐色土 焼土・ローム粒
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暗渇色土 ロームプロック

・焼土粒多筐含。
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言カマド

1 赤褐色土

2 赤褐色十．

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 里褐色土

6 黒褐色土

7 褐色上

゜

浣土粒・ノロック多，

尻土多。

少鍼の焼土・ローム含。灰層。

ローム含。

焼土・枯土含．

焼土・粘十．含。し主り弱c

杞上主仕、，袖構望1-O

1m 

第34図 第12号住居跡・カマド(L=31. 20ml 

倒しの状態で出士したもので確実に住居に伴う遺物と考えられる。他は覆七から出土しだものであ

る。稲荷前IV期に比定される。

番号 器 種 n 径 器高 底径 胎 土 焼戌 色調 残存 備 考

1 不 (12.2) 3.4 D A にぶい赤褐 50% N訂， 142。床面。口唇部。底部内面磨滅。

2 坪 1.1 (9.0) ACD A 灰 20% 覆七。

3 蓋 (16.5) 1 5 AC A 灰 5% 覆土。

4 坪 (10 6) 3.3 CE C 橙 70% ¥:u 41, 98,覆土。

5 坪、 (10. 6) 2.2 BC A 橙 20% Nu52。覆土。

6 小型甕 (14 6) 6.1 ACD A 橙 25% Nn58,61、94。覆上。

7 甕 12.6 6.5 BE A 橙 80% Nuふ覆土。

8 甕 19.8 40.7 5.8 ADE B にぶ l橙 95% 油144,145。床面。， 互ギ (11.3) 8.0 ABC B 橙 20% Nu68, 105, 110。覆土。

10 宮て i → (15.0) 9.5 ABC A 橙 40% No34, 35,/末面。

11 甑 (22. 0) 9 0 ADF C 橙 10% No54,91。覆上。

第12号住居跡出土遺物観察表（第35図）
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第35図 第12号住居跡出土遺物

第13号住居跡（第36図）

S-6区に位置する。 14号住居跡と重複し、本住居の方が新しい。また123・132号土壊が住居内に

掘り込まれるが、土壊の方が新しい。形態は方形を呈し、規模は長軸4.33m、短軸4.19m、深さ

0.05~0.10mを測る。主軸方位はN-3°-Eを示す。

床面はやや凹凸が顕著である。また全体に軟弱で、特に堅く踏み締められた形跡は認められなか

った。覆土にはロームブロックが多量に含まれ、堅く締まっていたことから人為的に埋め戻された

可能性がある。

カマドは検出されなかった。可能性としては123号土塙によって破壊されたとすることもできる

が、周辺に焼土や粘土等の散布は確認されなかった。また壁溝や貯蔵穴等の施設は発見されず、通

常の住居とは性格が異なるものかもしれない。ピットは 4本検出されたが、暗褐色を呈する締まり

のない埋上で中近世の所産と推定される。 123• 132号土塙は褐色系の埋土でロームブロックを多量

に含む。性格は不明だが墓塙の可能性がある。時期は不明である。

出土遺物は85点あり、その他に 9世紀後半以降の上器片が若干含まれる。第37図 1• 8 • 9は床

面から、 11は床面より若干浮いた位置に散乱していた。 3• 5 • 6は132号土塙埋土内に混入してい

た。稲荷前V期に比定される。なお 5は、 VII期に降るものと推定される。

-42-



可

A 

SJ 14 

ロ
ロシ

H -, I_ 一‘

胃

A' 

B-

~I 

△ 
A' 

B
-

B' 

C
-

C' D
-

一'

E-
二＇

F
-

ー£' 旦 G' 

》

1 黄褐色土 ロームブロック多菫含。焼土

粒子僅かに含。堅緻。

2 黒褐色土 ローム粒子多最含。ロームプ

ロ／ク部分的に含む。焼土含。

SJ 14カマド

1 赤褐色土 焼上・ローム粒子含。

2 黒褐色土 黒褐色土主体。焼土粒子含。

3 黒褐色土 第 2層に比較し焼上粒子細か

くローム粒子やや多い。

4 黒褐色土 第 2層に比較し焼土微鼠。ロ

ーム粒子含。

5 黒褐色土 ローム粒子若干含。黒色土主

体。しまり弱。焼土含ます。

゜
2m 

第36図第13• 14号住居跡(L=31.40m) 
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第37図第13号住居跡出土遺物

第13号住居跡出土遺物観察表（第37図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 杯 (10.0) 3.5 AB A 橙 30% 
2 坪 10.8 3.8 ABF A 橙 60% 
3 坑 13.8 5.6 ADE C 浅黄 55% 
4 甕 (40.0) 4.4 AC A 黒褐 5% 
5 坪 (15.0) 2.8 (9.6) AC A 青灰 40% 
6 坪 (15.0) 3.2 AB B 灰白 20% 
7 坪 (14. 9) 2.7 AD A 灰 10% 
8 塊 (19.0) 6.9 AD A にぶい赤褐 40% ， 台付甕 4.4 AD A にぶい赤褐 25% 
10 壺 (20.0) 5.1 ADF B 橙 10% 
11 小型甕 (13.0) 7.0 ADF B にぶい赤褐 25% 

第14号住居跡（第36図）

備 考

Nu79。床面。

Nu40,86。覆土。

Nu.48。SK132内。全体に風化。

Nu30。覆土。

N(l56,125。SK132内。

Nu53,62。SK132内。

Nu51。覆土。

Na107。床面。

Nu114。床面。

Nul9。覆土。

Nu9,13,14,16~18,22,91。覆土。

S-6区に位置する。第13号住居跡に南壁部を切られている。平面形態はやや歪んだ長方形を呈す

るものと推定され、規模は長軸3.12m、短軸 2.80m、深さ0.05~0.08mを測る。主軸方位はN-86'
-Eを示す。

床面は平坦で、比較的堅く踏み締められている。覆土はローム粒子を多量に含む黒色土単層で、

深度が浅いこともあり土層変化は観察されなかった。カマドは東壁の中央に設置され、燃焼部は壁

を若干切り込んで構築される。底面は焚口部が最も深く煙道部はなだらかに立ち上がる。袖を構成

する粘土は検出されなかった。ピットは 4本検出された。 P1は床下土壊または掘方と考えられ、ロ

ームブロック混じりの土で充填されていた。 P2• P3は中世のピットと推定されるが、 P1が住居に

帰属するか否かに関しては明らかにできなかった。

出土遺物は31点検出されたが全て小片で図化し得るものはない。須恵器は 5片のみで土師器甕が

大半を占める。時期は明確に押さえられないが13号住居跡との切合いからIV期頃と推定される。
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第15号住居跡（第38図）

S-7区に位置する。形態はカマドを長辺にもつ横長の長方形を呈し、規模は長軸4.28m、短軸3.14

m、深さ0.05mを測る。主軸方位は S-71°-Wを示す。

床面はやや凹凸をもち、覆土はローム粒子を多量に含む暗褐色土の単層で、堅く締まっていた。

カマドは西壁中央に設置される。燃焼部から煙道にかけてはほぼフラットに移行し、黄褐色粘土で

構築された袖の痕跡が残る。覆土第 2層が灰層に相当しよう。またカマド前面に検出された土壇は、

断面観察から掘方と判断される。ピットは 7本検出された。 P1~Pバよ位置的に主柱穴に相当する

が、 P2• P孔ま深度が浅く、主柱穴として機能していたか疑問である。 P叶よ貯蔵穴と考えられる。

出土遺物は10点と非常に少ない。第39図 1はカマド前面の床面から、 2• 3はP2北側の床面から

僅かに浮いた位置から出上した。稲荷前V期に比定される。
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言／三菫混］生3• しま

カマド り無。

l 暗茶褐色土 ローム粒多。 1 暗黄褐色土焼土ブロック・粘土含。 2 茶褐色土 ローム粒子多。ロームブロック少。

粘性無。 2 暗褐色土 灰・焼土含。（灰層） 粘性無。しまり有。

2 黒褐色土 ロームプロ 3 暗褐色土粘土・ローム粒・焼土含。 3 黒褐色土 ロームブロック多混入。粘性・し

ック少。 4 黄褐色粘土 まり有。

0 2m 

第38図第15号住居跡(L=31. 20m) 

ニロニロ/ll--iil―-Trーロ

°———-—---_ 10cm 

第39図 第15号住居跡出土遺物
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第15号住居跡出土遺物観察表（第39図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 蓋 (16.0) 1.4 AH C 黒褐 5% Nu9。覆土。
2 皿 (16.0) 3.3 ACE A にぶい赤褐 25% Nu21。カマド内。無彩。
3 甕 (22.0) 5.5 ACF A 橙 20% N(l10。覆土。

第16号住居跡（第41図）

S-7•8 区に位置する。 17号住居跡

と重複し、本住居が新しい。形態は長方

形を呈する小型の住居跡で、規模は長軸

3.02m、短軸、 2.72m、深さ0.05~0.10m

を測る。主軸方位はN-90°-Eを示す。

こ ／
.10cm 

第40図 第16号住居跡出土遺物

床面は、中央部が高く踏み締められているが、周辺部はやや低く軟弱であった。覆土は焼土粒子

とローム粒子を少量含む暗褐色土で構成され、大きな土層変化は認められない。

カマドは東壁の中央から南に寄った位置に設置される。燃焼部から煙道部にかけての底面はほぼ

フラットである。燃焼部には小ピットが穿たれており、支脚を抜き取った痕跡とも解される。袖部

には黄褐色粘質土が僅かに残存するが、あまり明確なものではない。ピットは 3本検出され、 P1• 

P遣床下土壊と推定される。 P2は床面に焼土粒子が多量に散布していた。鍛冶炉とも異なり、性格

は明らかにできなかった。

出土遺物は全て土器で10点にすぎない。土師器坪、甕、小形甕、須恵器坪、蓋があるが、小片の

ため正確な時期比定は困難である。恐らく 9世紀中葉前後であろう。
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言冒1 黒褐色土 ローム粒子多量含。焼土粒子少量含。粘性無。
2 暗茶褐色土 ローム粒子・ブロック多量含。焼土粒子少量含。
3 黒褐色土 ローム粒子多量含。ロームプロック少量含。
4 黄褐色土黒褐色を基本にロームプロックを少量含。
5 暗黄褐色土 ロームプロック多量含。上面に焼土粒子多量含。
6 暗褐色土 ローム粒子多量含。炭火粒子少量含。
7 黄褐色土茶褐色土少量含。

8 黄褐色土粘質土。

゜
2m 

第41図第16号住居跡(L=31.20m)

-46-



第16号住居跡出土遣物観察表（第40図）

番tI:::I :2 ;:I:,: I :: I i［土I焼：見I□]そI：臼I:：］： ：：~面。 考

第17号住居跡（第42図）

S-8区に位置する。重複関係は16号住居跡よりも旧く、 36号土塙よりも新しい。南辺は調査区

外に延びるため全容は窺い知れないが、方形または長方形を呈するものと推定される。残存規模は

東西長4.55m、南北長3.58m、深さ0.10mを測る。主軸方位はN-5°-Wを示す。

床面は概ね平坦で堅い。ほぼ全面貼床され、掘方面を見ると周囲が高く、中心部が深く掘り下げ

)

H
 

し

jロ

山 1

:
R
:
 

B' 

c
 

L
e
w
 

尋
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A' F a1 20 

B 31 20 
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C 39 20 
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F' 

1 暗褐色土 （耕作土）

2 黒褐色土 焼土・炭化粒子多量含。（谷部覆土）

3 黒褐色土 焼土・炭化・ローム粒子多鱚含。

しまり有。（住居跡覆土）

4 黄褐色土 （貼床）ロームプロック・黒褐色

土混入。しまり有。

カマド

1 暗褐色土 焼土・炭化粒子含。

2 赤色土焼土。

3 暗褐色土 きめ細かくローム土少量含。

4 暗褐色土 焼土・粘土・炭化粒子混入。

5 黒褐色土 きめ細かくローム土少菫含。

6 黒褐色土 少量の焼土・粘土プロック含。

7 黒褐色土砂粒子含。ザラザラする。

8 褐色粘土
0 2m 

第42図第17号住居跡
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られていた。覆土は焼土・炭化物粒子・ローム粒子を含む黒色土で占められ、土層変化は観察され
なかった。カマドは北壁中央から東に寄った位置に設置される。燃焼部は壁内に納まり、煙道部は
僅かに壁外に延びる。底面はフラットで燃焼部のみ皿状にくぼむ。袖部は褐色粘土で構築され比較
的良く残存する。ピットは 4本検出され、位置的に見ても主柱穴と判断される。貯蔵穴・壁溝は存
在しない。

出土遺物は少なく 17点に留まる。第43図 1~3は破片ではあるが住居に伴うものと推定される。
稲荷前V期に属する。

こ ニ ／二十＼ 2 

10cm 三□□
第43図 第17号住居跡出土遺物

第17号住居跡出土遺物観察表（第43図）

二f:: :8：F土 I焼；］色己 I；臼I:：：。口ぷ：卜右袖内。

番号器種口径 器高

1 坪 (11.0) 2.5 

2 台付甕 2.6 

3 甕 20.0 5.1 ABEF I B Nu29。カマド内左袖上。

考

第18号住居跡（第44図）

R•S-10区に位置し、第 I 群の東

側に広がる谷部に単独で存在する。

形態は方形を呈し、規模は長軸2.87

m、短軸2.72mを測る。床面は露出

していた。主軸方位はN-60°-E。

床面はほぼ平坦である。カマドは

辛うじて残存している。火床面は第

4層上面と考えられ、一部焼土の硬

化面が見られた（第 3層）。袖部に相

当する位置には一部褐色の粘質土が

認められた。

ピットは 1基検出され、位置的に

貯蔵穴の可能性がある。壁溝はほぼ

全周する。

出土遺物は土師器甕の小片が 2片

あるのみで、時期は不明。

第44図第18号住居跡(L==30.80m)
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冒言
カマドL- E'F よ＇．
l 暗褐色土焼土多。

冒冒冑疇］三：：：：：：口立子
ピット

1 暗褐色土 ローム粒少量含。

2 暗褐色土 ロームやや多。

3 黄褐色土

少量含。

5 褐色土粘質土。

゜
2m 
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第19号住居跡（第45図）

R-8•9 区に位置する。 9 号井戸跡と接するが直接のきり合いはない。形態はやや歪んだ
方形を

呈し、規模は長軸3.50m、短軸3.46m、深さ0.15~0.20mを測る。主軸方位はN-75"-Eを示す。

床面はほぼ平坦である。覆土は上下 2層に分かれ、自然堆積と推定される。カマドは東壁中央部

に設置される。燃焼部は一段低く円形に棚り込まれ、煙道部は壁外に僅かに延びる。また焚口部に

はロームを突き固めた土堤状の高まり（高さ 2~3cm)が観察された。壁溝は東壁と西壁下に部分的
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叫

`
3
 

QI 

、0

。I

1 黒褐色土 ローム粒子少量含。焼土粒子少量含。堅

くしまる。

2 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子・焼土粒子少

量含。堅くしまる。

カマド

1 赤褐色土 炭火粒子微量・焼土粒子多量含。粘性無。

2 赤褐色土 焼土粒子・プロック多量含。

3 黄褐色土 ローム粒子含。粘性・しまり有。

4 暗褐色土 焼土粒子含。しまり・粘性弱。ザラザラ

している。

5 黄褐色土 ローム質土主体。袖構築土。

6 暗褐色土

゜
2m 

第45図第19号住居跡(L=31. 20m) 

言一 ロロ□□／2

ロー3 口＼

＼□□［」

□ 6 
10cm 

第46図 第19号住居跡出土遣物
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に掘られていた。土塙は 2基検出された。断面観察から床下土塙と考えられる。ピットは 4本検出
され直線的に並ぶ。覆土の状態から何れも住居よりも新しい時期の所産と判断される。

出土遺物は60点検出されたが完形に復元されるものはない。第46図4• 6は床面から出土した。

そのほか、中世に位置付けられる鉢と瓦片が出土した。ピット列に伴
う遺構が存在したのかもしれないが、明確には擢めなかった。およそ稲荷前V期に比定しておきた

3の円面硯は混入であろう。

し）

゜
第19号住居跡出土遺物観察表（第46図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 坪 (11.2) 3 2 AB A にぶい赤褐 50% Nu 58, 59, 60, 62, 63, 99。覆土。
2 界 (12.0) 2 0 BF A 橙 20% Nu42。覆土。
3 円面硯 (12.0) 2 3 ACD B 灰 20% Nu32。覆土。外面沈線3条。透孔は未確認。
4 甑 (24.0) 3.6 ACD B にぶい褐 20% Nu35。床面。
5 甑 6.5 7.0 ACD B 橙 25% 覆土。
6 小型甕 (14.0) 5 1 ACD B にぶい褐 20% N⑬ 1。床面。

第20号住居跡（第47図）

R•S-7·8 区に位置する。第 2 号井戸跡と重複し、井戸に住居の北半を破壊されている。形態
は方形を呈するものと推定される。規模は長軸3.24m、短軸3.18m、深さ0.15mを測る。主軸方位は
N-23"-Wを示す。

床面は概ね平坦である。覆上は焼土粒子とローム粒子を含む暗褐色土で構成される。

本検出されているが貯蔵穴の可能性もある。カマド・壁溝は検出されなかった。

ピットは 1

出土遺物は全て土師器で20点検出された。第48図3• 5 • 7は床面出土。 7は床面に散乱した状
態で出土した。稲荷前IV期に比定される。
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□ ロ
第4B図 第20号住居跡出土遺物

第20号住居跡出土遺物観察表（第48図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 10.5 3.5 AB A 橙 80% 

2 界 (10 2) 3.7 AB A 橙 25% 

3 坪 (10.6) 2.8 ADE B 橙 15% 

4 杯 (10.0) 3.1 ACD A 橙 15% 

5 坪 (13.8) 5.2 AC A 橙 50% 

6 坪 (12 8) 4.0 B A 橙 20% 

7 甕 18.4 14 5 AB A 橙 15% 

第21号住居跡（第49図）

10cm 

備 考

No1, 7。覆土。

No16。覆土。

No37。床面。

Nu25。覆土。内面黒色処理。

Nu41。床面。

N蒻。覆土。

Nu.8, 9, 12, 14, 19, 39。床面。

R•S-7 区に位置する。第20号住居跡の西側に近接して構築される。形態は方形を呈し、規模は

長軸3.56m、短軸3.02m、深さ 0.10mを測る。主軸方位はN-26°-Wを示す。

床面は概ね平坦である。住居中央部とカマド前面は比較的堅く踏み締められていたが、壁際はや

や軟弱であった。覆土は 2層に分かれ、下層にはロームブロックが多量に含まれていた。人為的堆

積であろうか。

カマドは北壁中央に設置される。火床面は皿状に凹み、緩やかに立ち上がる。袖には褐色系粘土

が一部残存するが、明確な形では検出されなかった。貯蔵穴はカマド西側に位置する。床面に散乱

していた礫群が貯蔵穴内に流れ込んだ状況が観察され、住居使用時には開口していたものと考えら

れる。第 1~3号土塙は床下土塙または掘方と推定される。住居主柱穴に相当するピットは検出さ

れなかった。

遺物は少なく 19点にすぎない。器種としては土師器坪、甕、須恵器坪、甕がある。図示した第50

図 1は1号土塙内、 3は床面から出土した。年代決定の資料に欠けるが 8世紀前半代に位置付けら

れよう。

第21号住居跡出土遺物観察表（第50図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (16.0) 2.9 AC A 灰 5% N贔1。SKOl内覆土。

2 塊 (16.8) 5.0 AC B 灰白 5% 覆土。口縁内面に沈線巡る。

3 坪 13.0 2 8 AC A 橙 10% No34。床面。

-51-



, Il ( ユ 油疇 1” 門

A I I ¥ ¥ 11 r笏珈 彩

I 
乱鬱讐髪 。I信皇量；

叫 昌
』

A ＿△’ 

冑
1 暗茶褐色土 ローム粒子全体的に多蘊含。粘土

粒子まばらに含。粘性・しまり無。
2 暗黄褐色土 ローム粒子・ロームブロック多量含。

旦

F F' G 

言冑量

二＇

G' 

焼土粒子僅かに含。粘性・しまり無。
カマド

1 暗茶褐色土 焼土粒子多量含。ローム粒子少量

含。

2 黒褐色土焼土粒子・ローム粒子少量含。

3 黄褐色土茶褐色土基調。ロームプロック部

分的に含む。

4 暗茶褐色土 1層に近似。焼土粒子無。ローム

粒子少量含。

5 黒色土ローム粒子均質に混入。

6 褐色土粘質土。袖構築土。

0 2m 

第49図第21号住居跡(L=31.JOm) 

口ロロ」／ 口ーロ―—一ーニ
¥~  |_ --/  3 

0 10cm 

第5D図 第21号住居跡出土遣物

第22号住居跡（第51図）

R-6区に位置する。第124号土塙を切って構築される。形態はやや不整な方形を呈し、規模は一

辺3.38m、深さ0.20mを測る。主軸方位はN-70'-Eを示す。

床面は比較的堅いが、南半がやや軟弱で凹凸が目立つ。埋没過程は自然堆積と考えられる。カマ

ドは北壁に設置される。焚口から燃焼部が深く掘り込まれ、煙道部は緩やかに延びる。袖には、ロ

ームを含む褐色粘土の僅かな高まりが確認されたが、あまり明確なものではない。ピットは住居内

に7本、壁にかかって 2本検出された。 P1~p4が主柱穴と考えられる。巳から P，は覆土の様相か

ら遺構に伴うものではない。壁溝は南壁を除いて巡るが北東コーナー付近で一部切れている。
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1 暗褐色土 焼土・炭化粒子・ローム粒子若

干含。しまり・粘性弱。

2 暗褐色土第 1層より焼土粒子多量含。

3 黒褐色土 焼土・炭化・ローム粒子均質含。

4 黄褐色土 ローム粒子・プロック混在。

5 黄褐色土 ローム粒子・プロック主体。

カマド

1 赤褐色土焼土主にロームプロック含。

2 暗赤褐色土焼土プロック含。

3 暗赤褐色土 焼土粒・炭化粒子多。粘土

含。

4 暗褐色土掘方埋土。焼土・ローム・

炭化粒含。

5 黄褐色土 ローム多。焼土・炭化粒含。

6 褐色土褐色粘土。

0 2m 

9̀ 

`
J
 

~I 

t,I 

』

1m 

第51図第22号住居跡・カマド(L=31. 40m) 
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出土遺物は112点あるが、全て小片である。 7世紀末葉から 8世紀前半と推定される土器と 9世紀

代の須恵器を中心とする。基準資料が得られなかったため分布図を作成したところ、前者（▲印）は

覆土上層から下層まで満遍なく出上しているのに対し、後者(1111印）は南壁付近に比較的多く集中し、

埋没過程で流れ込んだような状況が観察される（第52図）。遺構の時期決定は困難であるが、仮に新

しい土器群で代表させておくと稲荷前XIII期に比定される。

./ 
SJ 22 • /ロ

,;// l 

I へ C' 

c- •'C' 
; •なへぃ．．．．；．． ［／i-ーニい•

•. -~,.—’— 

2m 

第52図 第22号住居跡遺物分布図

古銭（第53図 5• 6) 

態で出土したが、遺構に伴うものではない。

宋銭の元祐通賓（1086年初鋳）である。径2.4cm。6は

唐銭の開元通賽(621年初鋳）である。背には月文が認

められる。全体に磨耗が著しい。径2.4cm。

ロロプ
ロ
←__--=  

第53図

カマド内から 2枚重なった状

5は北

□ 4 

5 

---―̀  3 し第22号住居跡出土遣物□Bcm 

第22号住居跡出土遺物観察表（第53図）

番号 器種 ロ径 器商 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 12.6 4.1 (5.8) ACD C 灰白 20% 覆土。
2 坪 (12.4) 3.6 BC B オリーブ仄 15% Nul6,34。覆土。
3 蓋 (17.0) 1.3 BC B 灰白 10% 覆土。
4 甕 (12 6) 5.3 ABEF A 橙 25% Nu28。覆土。

第23号住居跡（第54図）

R-5•6 区に位置する。 1号竪穴状遺構と近接するが、切り合い関係はない。形態は不整方形を

呈する。規模は長軸3.28m、短軸3.04m、深さ0.25mを測る。主軸方位はN-2'-Eを示す。

床面は緩やかな起伏をもち全体に軟弱である。壁の立ち上がり角度も緩やかで曲線的である。覆

土は 3層に分かれ、埋没過程は自然堆積と考えられる。ピットは 2本検出されたが遺構に伴うもの

第23号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.4) 3.1 ABC B 青灰 15% Nu118。覆土。
2 坪 0.9 6.4 ABCD B 灰白 60% N0|37。覆土。
3 坑 (17.4) 6.0 (10.0) ABC A 灰 15% N蒻。確認面。
4 瓶 6.2 (11.0) ABC C 灰白 20% Nu,21。覆土。

5 宰士 4.8 (18.0) ABC B 灰 15% Nu24。圧内。
6 鉢 (30.0) 7.7 AH B 灰 10% Na44。P2内覆土。
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ではなく、中世の所産と

考えられる。カマド・壁

溝等の施設は当初から存

在せず、一般の竪穴住居

跡とは趣を異にする。性

格は今のところ不明であ

るが、北側に隣接する

1 • 2号竪穴状遺構と同

様な機能を果たした施設

であろう。

出土遺物は44点あり、

ほとんどが覆土から検出

されている。 7~9世紀

代の土器を含み正確な時

期比定は難しいが、主体

を占めるのは 8世紀中葉

A
-

•a 

|
、
一

乱 uI m1□ u`  

1 黒褐色土 ソフトローム少量

含。粘性無。

一
2 暗褐色土 ロームプロック少

量混入。粘性無。

3 暗褐色土 ロームブロック・焼

。 土混入。粘性無。 2m

第54図第23号住居跡(L=31.50m)

から後半にかかるものである。第55図5• 6はP2から出土。古銭(7~9)は覆土出土である。何れ

も混入と考えられる。

古銭（第55図7~9) 3枚銹着した状態で出上。 7は嘉祐元賽(1056年初鋳）、 8は治平元賓(1064

年初鋳）、 9は永楽通賓（1408年初鋳）である。遺構に伴うものではない。

ロコロコ：l
ロロロニ］
◎◎`  ( 

第55図 第23号住居跡出土遺物

第24号住居跡（第56図）

Q • R-6区に位置する。第26号住居跡の西側に隣接するが直接の重複関係はない。また第127• 

130号土塙による攪乱を受けている。平面形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸5.78m、短軸4.53

mを測る。深さは0.05m程と極めて浅い。主軸方位は S-73°-Wを示す。

床面はほぼ平坦だが、全体に軟弱だった。覆上は暗褐色上で構成され、壁高が浅いために土層変
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化は観察されなかった。

カマドは西壁に設置されるが遺存状態は悪い。焚口から燃焼部は浅く皿状に掘り込まれ、煙道部

ヘ緩やかに移行する。袖には褐色粘土が用いられていたが、遺存部分は極少ない。

ピットは 7 本検出されているが、断面観察や覆土の状況から P1·P2·P.•P孔ま遺構に伴わない

ものと判断された。 P3• Psに関しては住居に伴う可能性もあるが断定はできない。壁溝、貯蔵穴は

検出されなかった。

出上遺物は30点と少ない。第57図 1は暗文が施される。

は在地産の甕の整形技法と異なり系統は不明。他に須恵器盤の底部小片、灰釉瓶、中世陶器がある。

土師器坪は図示した以外に口縁部小片が 1点あるのみである。稲荷前V期に比定しておきたい。

2 • 3 • 6 • 7は混入であろう。 9の甕
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胃
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言

詞

_A 

ピット覆土。

E' 

三

暗褐色土 ローム粒多鐵混

入。

2 黒褐色土

カマド

1 暗褐色土 ローム粒・焼土

粒混入。しまり弱く粘性

無。

暗褐色土 1層に比ベロー

ム多く混入。

黄褐色土 ロームを主体と

する。

赤褐色土焼土多く混入。

しまり・粘性弱。

褐色土粘性主体。

゜
2m 

第56図 第24号住居跡(L=31. 50m) 
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第57図 第24号住居跡出土遣物

第24号住居跡出土遺物観察表（第57図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 (12.0) 3.0 ABE B 橙 25% 

2 灰釉塊 2.4 7.0 ABG D 灰白 50% 

3 灰釉壺 (14.0) 3.9 G A 灰白 10% 

4 甕 1.5 7.0 ACE A にぶい褐 90% 

5 鉢 (25.0) 8.9 ACD B 橙 20% 

6 高台坪 1.8 5.2 A C 灰白 30% 

7 高台杯 1.5 5.6 CD D 黒褐 35% 

8 • 宜 5.4 AD B 灰 10% ， 甕 (19.2) 7.5 ACD B 橙 15% 

第25号住居跡（第58図）

備 考

Na66。床面。内面に暗文。

Nu25。覆土。内面に重ね焼き痕。産地不明。

Nul。覆土。猿投産。K-90号窯式か。

Nu5。覆土。

Nu28。SK130内覆土。

Nu59。P2内。

Nu85。覆土。黒色処理（内外面）。

Nu81。覆土。

Na7。p4内覆土。胴部整形ナデか？。

R-6•7 区に位置する。第24号住居跡の東に単独で存在する。第127~129号土壊により床面やカ

マドの一部を壊されている。形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸5.62m、短軸4.80mを測る。

深さは約0.05mと極めて浅い。主軸方位はN-67°-Wを示す。

床面は平坦である。覆土はロームブロックを多量に含む黄褐色土で構成されるが、深度が浅いた

め埋没状況は明らかでない。

カマドは西壁中央に設置される。先端は第127号土壊に破壊されている。底面の掘り込みは全体に

浅く、焚口が一段低く下げられている。袖は大半が流失しており明確ではなく、僅かにロームを主

体とする粘質土が残存していたにすぎない。

ピットは多数検出された。特に東壁付近に集中するが、覆土の状況からほとんどは中世の所産と

推定され、明確に住居に伴うものは認められない。

出土遺物は少なく、須恵器坪 7点、土師器甕 1点にすぎない。実測可能の遺物はなく、時期は明

確にしえないが、 3点の須恵坪底部片は箆削り調整がなされており、 8世紀中葉から後半頃と推定

しておきたい。
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言
黄褐色土 ロームブロック多。

暗褐色土 ローム・焼土粒子含。

黄褐色土 ロームプロック含。

暗褐色土 ロームプロック含。

暗褐色土 ロームプロックやや

多。

6 黄褐色土

カマド

1 暗褐色土

2 黄褐色土

3 黄褐色土

炭化粒子含。

ローム多量含。

ローム主体。袖構築

土。
2m 

第58図 第25号住居跡(L=31.4Dm)

第26号住居跡（第59図）

Q •R-7·8 区に位置する。周囲には中世の土塙群が集中し南壁部はほとんど把握できなかっ

た。形態は不整方形を呈するものと推定される。規模は長軸3.78m、短軸2.86m、深さ0.04~0.10m

を測る。主軸方位はN-13°-Wを示す。
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床面はかなり凹凸を有し全体に軟弱である。覆土はロームブロックを多量に含む暗褐色土を基調

としている。カマドは北壁中央に設置される。遺存状況は極めて悪く、詳細は不明である。燃焼部

は皿状に掘り込まれ、先端は P1に破壊されている。袖は残存しない。ピットは 3本検出されたが、

何れも住居に伴うものではない。第 1号土壊はロームブロックを混入する黒色土で埋められ、土層

観察から、遺構に伴う床下土塙と考えられる。出土遺物は56点検出されたが何れも小片である。第

60図2は第125号土壊内から出土した。本遺構から流入したものであろうか。 7世紀後半から 8世紀

初頭の遺物と 9世紀後半代と推定されるものが混在し、時期は明確にできない。
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冒
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T一—--」1- 1 口三ロニ〗2

カマド

1 暗茶褐色土 ローム粒子少量含。焼土粒

多量含。粘性なく緻密。

2 赤褐色土 ローム粒子少量含。焼土プ

ロック部分的に含。粘性な

＜堅緻。

3 暗黄褐色土 ローム粒子多量含。粘土粒

多量含。粘性なく緻密。

゜
2m 

第59図第26号住居跡(L=31. 20m) 

Q 10cm 

卜 3 

第60図第26号住居跡出土遺物

第26号住居跡出土遺物観察表（第60図）

番号 器種 ロ径 器高 1底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 高台坪 1.1 (11.4) AC A 灰 10% Nu45。覆土。

2 坪 11.8 2.5 B A にぶい黄橙 15% Nu36。SK125内覆土。

3 • g互 19.7 5.2 ABCE A にぶい橙 20% Naふ覆土。
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第27号住居跡（第61図）

R-7区に位置する。北側に第28号住居跡、南側に19号住居跡が近接する。形態は方形を呈し、長

軸3.87m、短軸3.54m、深さ約0.30mを測る。主軸方位はN-1'-Eを示す。

住居内には2.8X2.2X0.9mを測る不整形の上壊が重複する。断面観察から住居埋没後に掘り込

まれたものと判断された。倒木痕とも異なり性格は不明である。床面は住居中央から西側と、東側

で深さが異なる。第 1層下面が比較的平坦に堆積しているが、貼床または掘方を示す痕跡は観察さ

れなかった。このことから、床面の段差は当初より存在したものと考えられる。床面は全体に凹凸

をもち、踏み締められたような堅い面は認められなかった。ピットは10本検出されたが、伴うもの

は明確ではない。またカマドも存在せず、通常の住居とは様相が異なる。

出土遺物は47点ある。第62図 1• 3- 4·5 の須恵器坪は、床面に置かれた状態で出上した。 2.

6は床面から浮いた位置から出土したが、大きな時期差は認められない。 7 • 9は覆土、 10は土墟

覆上上層出上である。 8の円面硯は透孔をもつ脚部小片で覆土出土。稲荷前VIII期に比定される。

一 門冒門

も／

o| WI 

夏

゜
」

C' 

B

l

 
B' 

1 暗茶褐色土 ローム粒子多・ローム

プロック少・焼土粒子

少。粘性なく堅緻。

2 暗黄褐色土 ロームブロック多量含。

粘性なく堅緻。

3 黒褐色土 ローム粒子・ロームブ

ロック・焼土粒子少。

粘性なく堅緻。

4 暗褐色土 ロームブロック含。

5 暗褐色土 ロームプロック多。

゜
2m 

第61図第27号住居跡(L=31.20m) 
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第62図第27号住居跡出土遺物

第27号住居跡出土遺物観察表（第62図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 12.8 3.6 7.4 ABD B 灰 100% 

2 坪 12.8 3.7 7.4 ACD B 灰 85% 

3 坪 12.3 3.7 7.5 AB A 青灰 75% 

4 坪ヽ~ 12.6 3.5 7.5 ABCD B 灰 60% 

5 坪 13.3 3.7 8.2 AC B 灰白 95% 

6 坪 (13.2) 3.4 7.6 AC C 灰白 25% 

7 塊 15.0 5.0 ACD B 灰 45% 

8 円面硯 4.7 (17.0) AC B 灰 5% 

， 甕 (17.4) 3.1 AB B 黒褐 10% 

10 甕 (34.0) 5.5 ABD B 青灰 10% 

第28号住居跡（第63図）

備 考

Nu76。床面。口唇部磨滅。

Nu77。覆土。

Nu59, 60, 61。床面。

NQ75。床面。口唇・底部内面磨滅。

Nu74。床面。

Nu51,62。覆土。

Nu 7, 8, 9。覆土。

No45。覆土。

Nu63。覆土。

Nu 22, 72。SKOl内。

10cm 

Q -8•9 区に位置する。第10号掘立柱建物跡と重複し、本住居が切られていた。遺存状況は比較

的良好である。形態は長方形を呈し、規模は長軸4.68m、短軸3.74m、深さ0.15mを測る。主軸方位

はN-87°-Eを示す。

床面は概ね平坦である。覆土は 2層に分割されるが、ロームの混入が多い。カマドは東壁に 2基

設置される。覆土の状況から、南側のカマド 1が古く、北側のカマド 2が新しいものと考えられる。

カマド 1には袖は残存せず、燃焼部の掘り込みも浅い。カマド 2には袖に相当する部分に僅かに地

山に類似した褐色土が堆積していたが明瞭な袖とは異なる。燃焼部の掘り込みは比較的深い。土壊

は2基検出された。第 1号土壊は円形を呈し、上層に焼土・灰を多量に含む灰溜め状の遺構と推定

される。第 2号土塙は不整形で掘方と考えられる。ピットは 4本検出されたが、遺構に伴うか否か

不明である。壁溝は西壁から南壁にかけて、鍵の手状に巡り全周しない。

出土遺物は71点検出された。土師器は全て甕の破片で20点を数え、口縁部「コ」の字形を呈する。

第64図3の須恵器高台坪は確認面から出土したもので混入の可能性が高い。白色針状物質を含まず、

口唇部と底部内面が磨滅している。稲荷前XI1~XIII期頃に比定される。
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1 暗茶褐色土 ローム粒子多置含。同ブロ

ック少星含。焼土粒子まば

らに含。粘性なく柔らかい。

2 黄褐色土 ロームプロック多鍼含。粘

性なく堅緻。

3 暗褐色土 ロームプロック含。

暗黄褐色土 ローム粒子

ク少。粘質。

5 黄褐色土粘質土。カマド袖。

予言：マ；」褐色土

2 

F カマド 1 F' 

言三

二＇

皇量ヽ饂＼、墨a

第63図第28号住居跡(L=31.10m) 

焼土粒子多量含。若干粘性

•しまり有。

暗茶褐色土 焼土・ローム粒子少呈含。

粘性なくしまり有。

カマド 2

1 茶褐色土 粘土粒子多量・炭化粒子少星

含。粘性なく堅緻。

黄褐色土 ロームブロック主体に黒褐色

土含。やや粘性あり堅緻。

゜
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第64図

第28号住居跡出土遺物観察表（第64図）

第28号住居跡出土遣物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (12.0) 2 1 ABC A 灰 20% Nu61。覆土。

2 坪 (11 8) 3 8 ABCD B 褐灰 20% Nuふ覆土。

3 高台坪 13.2 5.65 5.8 AE C 灰 35% 確認面。口唇部・底部内面磨滅。

4 坪 1 6 (6.0) ABC A 青灰 30% Nu38。覆土。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

5 坪、 1.2 5 2 ABCD B 灰 50% Nu37,63。覆土。

6 芸m (16.8) 2.5 BC A 暗青灰 15% 確認面。

7 甕 (21 0) 4.5 BEF B 橙 15% Nu42。覆土。

8 鉢 23.0 5.9 ABC B 灰白 5% Nu6。床面。

， 甕 3 8 4.0 BEF A 明赤褐 25% Nu69。覆土。

第29号住居跡（第65図）

P• Q-8•9 区に位置する。第30号住居跡の東に近接して位置する。第10 • 11号掘立柱建物跡と

重複するが、当初掘立柱建物に気付かず住居を優先して調査したため、残念ながら新旧関係は把握

されていない。おそらく 2棟の掘立柱建物よりも、本住居が古いものと推定される。カマド周辺に

攪乱を受け、遺存状態は極めて悪い。形態は長方形を呈し、規模は長軸3.38m、短軸2.54m、深さ約

0.05mを測る。主軸方位はN-13°-Wを示す。

平坦な床面は検出されず、全体に凹凸が顕著であった。覆土は 3層に分かれ、特に人為的堆積を

示す様子は認められない。
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黒褐色土

黒褐色土

暗黄褐色土

゜

シルト質。

シルト質。ロームプロック混入。

2m 

第65図 第29号住居跡(L=31.20m)
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第29号住居跡出土遣物
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カマドは北壁に位置するが、一部攪乱を受け堆積状況は不明である。底面の掘り込みはみられず、

床面からフラットに続く。袖も検出されなかった。ピット、壁溝等の施設は存在しない。

出土遺物は30点ある。 9世紀代と推定される遺物を若干含むが、主体は 7世紀後半頃と考えられ

る。第66図 3はカマド横の床面から出土した小ぶりの須恵器坪小片である。底部は手持ち箆削り調

整され、産地は不明。 1 • 2を韮準1こ梢荷前IV~v期に比定しておきたい。

第29号住居跡出土遺物観崇表（第66図）

番号 器種 「］径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 応 (11.0) 3 () ABEF A 橙 10% Nu12。床面。

2 坪 12.4 3.9 AEF B 浅黄橙 25% 悩30。覆土し

3 杯 (10.0) 2.6 AB A 灰 10% Na,29。床面。

4 坪 (12 6) 4.0 (7.0) AD B 暗青灰 20% NU121。覆土。

5 小刷甕 (13.0) 7 0 ACEF B 褐 15% ＼り。床面。

6 亨写 33.0 4 8 ACD A 灰 5% Nu 18。床面。

第30号1主居跡（第67図）

p • Q-8区に位置する。形態は長方形を呈し、規模は長軸2.76m、短軸2.56m、深さ 0.05mを測

る。主軸万位はN-35°-Wを示す。

床面はほぽ平坦である。覆土は黒褐色土が堆積していたが、埋没状況は明らかではない。カマド

ぱ北壁のコーナー寄りに構築される。 P1に一部攪乱されるが、燃焼部は皿状を呈し壁外にも延び

る。袖は僅かに褐色糸粘上が残存するだけである。壁溝は部分的に検出された。ピットは壁にかか

って 2本検出されたが、住居に伴うものではない。出上遺物は33点と少なく、 7世紀から 9世紀代

の遺物か混在する。住居の時期は確定できないが 7世紀代であろうか。第68図 6は東海庁と推定さ

れ、底部に 4条の沈線（へら記号）か描かれる。

A

l

 
A
 

旦'. rol 

Q 

D
 

E
-

1 黒褐色土 シルト質。ローム粒子少量

混入。

2 黒褐色 1 シルト質。ロームプロック

混入。

3 暗黄褐色十 ロームフロック・ソフトロ

ーム混在。しまり無。

カマド

1 暗褐色土砂質粘土多量混入。粘性無。

2 暗褐色じ焼土・白色粘土混入。

3 暗褐色土 ロームフロック多量涅入。

4 暗仄褐色上砂質粘上主体。

灰白色粘土 里褐色土混在。

6 里色土

0 2m 
9 - --―- 1 

第67図第30号住居跡(L=31. 20m) 
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第68図 第30号住居跡出土遺物

第30号住居跡出土遺物観察表（第68図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存

1 坪 14.8 4 7 ACE B 明褐 25% 覆土。

2 杯 (13.6) 3 7 ACE B 灰白 20% 覆土。

3 坑 (17.0) 5 2 ABC B 灰 10% 覆土。

4 坪 1.1 (6. 6) ABC B 灰 40% 覆上。

5 坪 1 9 (7.2) ABC C 灰 20% 覆土。

備

□ 

考

6 坪 9 0 3 0 AG A 灰 95% 覆土。東海産か。底部にヘラ記号あり。

第31号住居跡（第69図）

P• Q -7·8 区に位置する。第 I 群中心部に位置する 3 軒の大型住居跡の一つで最も東側に所在

する。重複遺構との新旧関係は、第39• 40号住居跡、第 3号溝跡よりも旧い。第34号掘立柱建物跡

との先後関係は明らかにできないが、本住居の方が旧いものと判断される。第102号土壊との新旧関

係は不明である。形態は長方形を呈し、規模は長軸5.80m、短軸5.64m、深さ0.10~0.15mを測る。

主軸方位はN-1°-Eを示す。

床面はほぼ平坦である。カマド前面から住居中心部は堅く踏み締められていたが、壁際は軟弱で

あった。覆土は暗褐色土系で構成され、概ね自然堆積と考えられる。

カマドは北壁中央部に設置される。燃焼部は皿状に掘り込まれ、袖は褐色系の砂質粘土が用いら

れる。ただ、袖の遺存状態はあまりよくない。ピットは13本検出された。 P1～いは主柱穴に相当す

る。遺物の出土状況から P叶ま遺構に伴うものと考えられるが、他のピットに関しては遺構に伴うか

否か不明である。壁溝はカマドを除いて全周する。

出土遺物は土器と石製品、礫がある。礫は多量に検出され、遺物高について観察すると、東壁側

が高く中央に向かって低くなる傾向が認められる。住居埋没過程に、主に東壁側から投棄されたも

のであろう。なお、 P1~P4とP叶お礫と遺物が流入しており、住居廃絶時には柱は抜かれていたも

のと考えられる。土器は155点検出され、器種としては土師器坪、甕、小形甕、台付甕、須恵器坪、

碗、蓋、甕、壺類と緑釉皿があり、須恵器坪が主体を占める。礫とともに投棄されたと推定される

遺物が大半を占める。図示したなかでは、第70図4の須恵器坪が床面に接する位置から検出された

程度で、他は覆土から出土したもので直接住居に伴うものとはいえない。第70図11は緑釉段皿で内

面に弱い稜が付き、明らかに混入であるが、他の土器には床面、覆土を問わず大きな時期差はない。

稲荷前IX期に比定される。
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暗褐色七

暗褐色土

暗褐色土

シルト質。しまり有。

ローム拉子少呈洪入。

しまり無。

ローム・円礫少量混入。

カマド

1 暗褐色 L 焼I:・ローム多量混入。

2

3

4

5

 

言冒
黒褐色土焼土。ローム多量混入。

暗黄褐色土 ローム砂質焼！：多誠混入。

暗褐色士 ローム・炭化物少『混入。

暗渇色土黙褐色士ブロック・ローム

多筐混入。

炭化物焼土混人。

ロームプロック・粘土混右。

暗褐色 lこ
暗掲色土

9 暗褐色土

10 暗黄褐色土

暗褐色土 ロームブロック・砂質粘土・

焼土0分毘合土。

6層に近似。

ロームプロック・焼上多量

混人。しまり有。

土11 焼

゜
2m 

第69図 第31号住居跡(L=31.20m)
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第70図 第31号住居跡出土遺物

第31号住居跡出土遺物観察表（第70図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.5) 3.7 (7.0) ABCE B 暗青灰 35% Nu506。P2内覆土コ唇部磨滅。

2 堺 12.3 3 6 7.1 ACD A 灰 60% Na69,426。覆土。

3 坪 (12.4) 3 5 6.5 AC A 青灰 60% Nu525,238。P1四底部「X」印のヘラ記号。

4 坪 12.2 3.7 7.1 ACDF A 灰 70% Nu435。床面。

5 坪 (12. 7) 3.9 (7.0) ABCD B 灰 20% Na 107,404。覆土。

6 坪 (12.4) 3.4 6.6 ACD B 灰 40% No492。覆土。□唇部。底部内面磨滅。

7 坪 12.4 3.6 7.2 ACD A 灰 80% Nu 284, 292,301,321, 324。覆土。

8 坪 12.8 3.9 6.6 ACDF B 灰 50% Nu451,135。覆上。器形歪みあり。， 坪 (12.5) 3.6 6.6 ABC A 暗青灰 20% Nu 491,489。覆土。体部下端ヘラ削り。

10 坪 (12.5) .3.3 (6.6) AC A 暗青灰 15% Na80。覆土。

11 緑釉皿 (16 0) 2.05 B A 灰白 5% Nu283。覆土。段皿。内皿に弱い段がつく。

12 塊 16.4 6 1 8.4 ACD A 暗青灰 80% Nu476。床面。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

13 甕 (20.0) 3 8 AB A 灰 25% Nu501。P2内覆土。

14 甕 3.1 ABCE A 青灰 5% N叫 7。P6内。

15 長頸瓶 8.6 10 0 ABCD B 暗青灰 40% Nul02,433,492。覆土。

16 芸r 11.3 3.1 ACD B 灰 60% Nu438。P2内。

17 台付甕 12.0 12 5 ABDEF A 橙 25% Nuふ覆土。

18 甕 (18.0) 10.7 ABDEF B 橙 30% Nu 6,490,519。覆土

19 提 砥 全長8.6cm。重量80g。凝灰岩製。 Nu79。覆土。よく使用され平滑となる。

20 軽石 長径5.8cm。短径51cm。厚さ39cm。重量60g。 Nu430，覆土。上・下面は平滑な面をもつ。

第32号住居跡（第71• 72図）

Q-6 • 7区に位置する。第38号住居跡、第11号井戸跡、第131号土塙と一部重複し、本住居が最

も旧い。形態は長方形を呈し、規模は長軸7.20m、短軸6.60mを測る大型住居跡で、深さは

0.10~0.15m程である。主軸方位はN心 °-Wを示す。

床面はほぼ平坦であるが、東壁側では凹凸が顕著であった。カマド前面から住居中心部は比較的

堅く、壁際はやや軟弱な部分が見られた。覆土は小礫混じりの暗褐色土で構成されるが、中央部が

床面付近まで削平されていたため、埋没状況は明らかではない。

カマドは北壁の中央部に設置される。燃焼部は皿状に凹み、段をもって煙道部に続く。図面を誤

って紛失したため、堆積状況は不明である。袖は褐色の砂質粘土で構築されるが、遺存状況は良く

ない。ピットは13本検出された。 P1~p4は主柱穴である。それ以外のピットは伴うか否か確認でき

なかった。壁溝は南西コーナーを除き全周する。貯蔵穴は存在しない。第131号土壇は住居内に位置

し、深さ約 2mを測る井戸状の遺構である。下面には礫を多量に包含するが有機質土の堆積はみら

れなかった。住居には伴わない。

遺物は74点検出された。第73図 1は壁溝上面の床面に相当する位置から出土、 6はE内から出土

した。柱を抜き取った後に落込んだものと推定される。 10• 11の甕はカマド周辺から出土し、接合

しないが同一個体の可能性がある。 3• 4の土師器坪は覆土から出上し混入の疑いが強いものと考

えられる。稲荷前IX期に比定される。

第32号住居跡出土遣物観察表（第73図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 12 4 4.0 7 9 ABC B 灰白 70% Nu144。床面。

2 高台坪 (12.0) 4.9 7.8 AC  A 青灰 35% 覆土。底部回転ヘラケズリ。

3 坪 9 9 3.3 ACE A 明赤褐 50% 覆土。

4 杯 (10.0) 2 7 A A にぶい赤褐 20% 覆土。

5 蓋 17.3 2.45 ABC B 灰白 15% Nu58。覆土。

6 蓋 12.2 3.3 ACD A 暗青灰 90% Nul46,148。PI内。

7 甕 (22 0) 7.2 ABF A 橙 10% Na 128, 136。カマド内。

8 甕 (21.0) 9.5 ABEF B 橙 25% Nalll。カマド内覆土。， 台付甕 3 2 9.6 ABC B 明赤褐 15% 覆土。

10 甕 (20.8) 16.8 AEF A 橙 25% Nu124。カマド内覆土。

11 斐 9 0 4 5 AEF A にぶい褐 15% Nu3, 120。カマド内覆土。

12 鉄鏃 残長7.8cm。重量20g。 No.89。床面。短頸関箆被腸扶平造正三角形式。
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第71図第32号住居跡（1)(L=31.30m)
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第73図 第32号住居跡出土遺物

第33号住居跡（第74図）

調査区西寄りのQ-5•6 区に位置する。第34号住居跡、第 2 号掘立柱建物跡と重複する。新旧関

係は前者よりも新しく、後者よりも旧い。形態はほぼ方形を呈し、規模は長軸4.02m、短軸3.96m、

深さ約0.20mを測る。主軸方位はN-24°-Wを示す。

床面は凹凸をもち一定しない。覆土上面に攪乱を受ける。堆積環境にはロームブロックの含有量

が多く、人為的影響が作用した可能性が高い。カマドは北壁に設置される。煙道部は壁に対して斜

めに延びている。燃焼部中央に第2号掘立柱建物跡の攪乱を受け、堆積状況の詳細は不明である。

袖を構築した粘土は検出されなかった。住居廃絶時に取り去られたものであろうか。壁溝は全周す

る。覆土の状況は不明である。ピットは 5本検出されたが、確実に主柱穴と考えられるものはない。

貯蔵穴は存在しない。
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出土遺物は53点ある。覆土上層から下層まで満遍なく出土している。第75図4の灰釉碗は混入で

ある。 7はほぽ床面と思われる位置に散在していた。稲荷前V期に比定される。
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l 暗褐色土 焼土・ロームプロック

少量混入。粘性しまり

無。

2 暗褐色土 ロームプロック多量混

入。粘性しまり無。

3 黒褐色土 ローム少量混入。しま

り有。

4 黄褐色土 焼土・ロームプロック

多量混入。粘性有。

5 黒褐色土

6 黒褐色土

゜
2m 

第74図第33• 34号住居跡(L=31.4Dm)

第33号住居跡出土遺物観察表（第75図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.6) 2.7 BC B 橙 20% N(l132。覆土。

2 皿 (17.0) 2.9 AB B にぶい褐 10% Nu20。覆土。

3 杯 16.4 3.2 ABC A 灰白 20% Nu46。覆土。口唇外面に沈線。

4 灰釉境 (16.0) 2.2 BG A 灰白 5% Na121。覆土。

5 蓋 1.3 AB A 灰白 100% Na11。覆土。

6 蓋 (18.8) 1.1 AC B 灰白 5% Nu152。覆土。

7 甕 (22.0) 25.7 ABE A にぶい橙 25% Nn24,65, 72, 75。覆土下層。

8 甕 (22.6) 7.0 ABE B にぶい褐 20% Nu3,23。覆土。， 甕 (22.0) 9.3 BEF A にぶい橙 20% Nu137。覆土。

10 甕 24.6 9.6 EF A にぶい褐 40% Na57,62, 78,147。覆土。
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第75図 第33号住居跡出土遺物

第34号住居跡（第74図）

Q-5区に位置する。第33号住居跡と重複し、本住居跡が旧い。形態は不整方形を呈する。特に北

壁が大きく屈曲し、あるいは 2軒重複していた可能性もあるが調査では捉えられなかった。規模は

長軸3.42m、短軸2.88m、深さ0.15mを測る。主軸方位は西壁を基準にすると、 N-6 °-Eを示す。

床面はやや起伏をもち、全体に軟弱でロームブロックが浮き出た状態であった。覆土は黒褐色土

で構成される。カマドを始めピット、壁溝等の施設は検出されなかった。出土遺物はないため、時

期も明らかにできない。

第35号住居跡（第76図）

P-5区に位置する。大部分は調査区外に延びるため、全容は不明である。また南東コーナーは第

73号土壊により破壊されている。形態は方形を呈するものと推定され、残存規模は長軸6.46m、短軸

1.80m、深さ0.20m前後を測る。主軸方位はN-1'-Wを示す。

床面はやや起伏をもつが全体に堅く踏み締められている。覆土の堆積状況は自然堆積と推定され

るが、一部ロームブロックを多量に含む層が見られた（第 3層）。壁溝は北壁コーナー付近で一部途

切れる箇所がある。

カマドと貯蔵穴は検出されていない。ピットは 6本検出された。巳は最も深く、主柱穴に相当し

よう。土層観察から柱を抜き去った痕跡が認められた。 P叶ま上面に床面がのっている。他のピット
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1 暗褐色土 ローム礫少。

2 黒褐色土焼土・ローム微量。

3 暗褐色土 ローム粒・ブロック多。

冒［4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

ローム粒少。

焼土・粘土やや多。

ロームプロックやや多。

7 暗褐色土 ピット覆土。

o
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第76図 第35号住居跡
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第77図 第35号住居跡出土遺物

は遺構に伴わない可能性が高いものと考えられる。

出土遺物は30点ある。須恵坪は全て底部調整が施される。第77図 1と8は床面出土である。 4.

5 • 7の底部にはへら記号が刻される。また 3の底部は全面回転ヘラ削りまたはヘラ切りの可能性

もあり階段状の段差が生じている。その他、中世の鉢と古墳時代前期の甕の破片が出土した。稲荷

前IX期に比定される。
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第35号住居跡出土遣物観察表（第77図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (12.4) 3.4 7.1 AC A オリープ仄 50% 池6。床面。体部下端ヘラケズリは浅い。
2 坪 (12.4) 3.4 ABC C 仄オリープ 30% 覆土。

3 坪 12.0 3 8 8.0 ABCD A オリーブ仄 100% Nul。覆土。体部下端・底部回転ヘラケズリ。
4 坪 (12.4) 3.8 6 9 AC B にぶい橙 35% Nu4。覆上。底部外面にヘラ記号あり。

5 坪 0 7 6.8 ABC A 褐灰 70% Nu2。覆土。底部外面にヘラ記号あり。

6 芸= 16.2 1 2 AC A 灰 5% 覆土。

7 浣 (16.2) 5 2 9 6 AC B 灰 50% Nu5。覆土。底部外面にヘラ記号あり。
8 甕 21.0 7.8 ABE B 橙 35% No8。床面。

第36号住居跡（第78図）

P-5 • 6区に位置する。第 2号溝跡により上層を一部攪乱される。また、第 3号掘立柱建物跡、

第 3号上壇、第122号上塙と重複する。遺構間の先後関係は土層観察により、第 3号掘立柱建物跡（古）

→第122号土塙→第36号住居跡→第 3号上壊（新）と考えられる。形態は長方形を呈し、規模は長軸

4.10m、短軸3.64m、深さ0.15~0.20mを測る。主軸方位は S-82°-Eを示す。

床面は概ね平坦で貼床されている。覆上は自然堆積と推定される。カマドは東壁に設置され、先

端を第 3号土塙に破壊されている。左袖には角礫が据えられていた。また、燃焼部にも類似した礫

が 2個残されていたが原位置を留めたものではない。同様にカマド施設として用いられたものと推

定される。燃焼部は壁外に位置し、掘り込みは浅い。右袖には若干粘上が残存するが明確な袖とは

異なる堆積状況であった。壁溝は北壁で一部確認されたのみで、全周しない。ピットは 8本検出さ

れた。 P戸 P心位置的に主柱穴に対応するが、 P1• P3が浅く断定できない。 P5~P7に関しては

伴う可能性も残されている。

出土遺物は54点検出された。須恵器供膳器を主体に土師器甕類、灰釉培、緑釉皿の破片を含む。

第79図 1• 6 • 7 • 9は床面から、 13はカマド内から出土した。その他多量の礫が、覆土内に散乱

した状態で検出されている。稲荷前XIII期に比定される。

第36号住居跡出土遺物観察表（第79図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.4) 3 2 AC B 灰白 15% Nu69。床面。

2 坪 (12.5) 4.25 (5.6) BC C 灰白 30% Nu68。覆土。

3 塊 2.4 (9.0) ACD B 灰 40% Nu,38。覆土。

4 塊 15.8 6 0 8.0 ACD A 暗青灰 85% Na86。覆土。口唇・底部内面磨滅。

5 坪 0.9 5.5 ACD B 灰 95% Nu31。覆土。

6 緑釉皿 0.9 J A 灰 5% Nu,4。床面。硬質。0-53号窯式か。

7 芸而 16.2 3.9 AC B 灰 45% Na,87。床面。歪みあり。

8 蓋 (16.6) 3.7 AC A 灰 25% Nul03。覆土。， 瓶 (16 0) 3.1 AC A 灰 15% Nrn62。床面。

10 甕 (20 0) 8.8 ABE A 橙 25% 覆上。

11 小型甕 (14.2) 4 5 BEI B 明赤褐 40% Nu90。覆土。

12 小型甕 14.0 6.6 ADEF B 赤褐 25% Nu 14, 24。覆土。

13 甕 (19.0) 6.6 BDE B にぶい橙 15% Na 120,125。カマド内。
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瓢
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B 31.50 
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1 黒褐色土 ローム粒子多量混入。しまり無。

2 明褐色土 ローム粒子多量混入。しまり無。

3 褐色土 サラサラしてしまり無。ローム粒子

少量混入。

4 暗褐色土 ロームプロック混入。

5 暗褐色土 ロームプロック多。

6 褐色土 ロームブロク多。掘方埋土。

カマド

l 暗褐色土 ローム混入。しまり無。

暗褐色土 砂礫・焼土少量混入。

3 暗褐色土 砂礫・焼土・炭化物含。砂質粘土

混入。

4 暗褐色土 黒褐色土と焼土の混在土。

゜
2m 

¥-

G 31心 旦＇

可
F 31.40 F‘ 

“̀ 5 砂質粘土 ロームプロック混入。

6 砂質粘土 ロームプロック混入。

7 黄褐色土 ロームブロック主体。

冒三::：：コニ：m:ば。り有。

3 暗褐色土 焼土・ロームプロック混入。しまり有。

4 褐色土

5 黒色土とロームプロックの混土層。

゜
1m 

ニ住居跡・カマド
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第79図 第36号住居跡出土遺物

第37号住居跡（第80図）

P-6 • 7区に位置し、第31• 32号住居跡とともに大型住居群の一角を形成する。第38号住居跡と

重複し、本住居の方が旧い。平面形態は整った方形を呈し、規模は長軸6.48m、短軸6.30m、深さ

0.15~0.20mを測る。主軸方位はほぼ座標北を指す。

床面はほぼ平坦で全体的に堅い。覆土にはロームブロックが比較的多量に含まれ、堆積環境にあ

る程度人為的影響が働いた可能性も考慮される。

カマドは北壁中央部に設置される。燃焼部は皿状に掘りくぼめられ、壁は急角度で立ち上がる。

カマド構築材には、白色粘土が多量に用いられていた。第 5層上面が火床面に相当しようか。袖は

貧弱で、灰白色粘土が僅かに認められたにすぎない。ピットは 5本検出された。 P1~p4が主柱穴と

考えられ、住居プランに沿って均等に配置される。 Psはカマド脇に位置するが、遺構に伴うもので

はない。壁溝はカマド東側の北壁を除き、全周する。貯蔵穴は存在しない。

出土遺物は44点検出された。器種としては土師器坪、境、甕、台付甕、須恵器坪、坑、蓋、甕、

壺があるが、土師器坪類（第82図9~11)は混入と思われる。底部再調整される須恵器坪類が主体を

占めている。第82図1• 7は北東コーナー部の床面から、 3はカマド前面の床面からそれぞれ出土

した。稲荷前IX期新段階に比定される。

第37号住居跡出土遺物観察表（第82図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 高台杯 11.2 4.2 7.0 ABCD A 灰 70% NalO。覆土。
2 坪 (12.4) 3.7 7.2 AC B 灰白 30% Na57。覆土。
3 坪 12.8 4.2 7.6 ABCDE B 灰白 90% Nu 6,124。カマド内。
4 坪 (12. 8) 3.6 (7.4) AC B 暗青灰 20% カマド掘方。
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ロームブロック・焼土の細

粒子多量混入。

2 暗褐色土 ロームプロック・焼土・砂質

粒子多量混入。

1 暗 褐 色 土 3 暗褐色土細砂粒子多巌含。

4 黒褐色土 ソフトローム少量混入。

5 暗黄褐色土 ロームブロ／ク・ソフトローム混在。

゜
2m 

第80図 第37号住居跡(L=31. 40m) 
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暗褐色土焼土・白色粘土粒多。 7 赤褐色上焼土化した粘土。

暗褐色上白色粘土多。 8 灰褐色土焼上多菫混入（砂質粘

黒褐色土焼土・白色粘土含。 土主体）。

黒褐色土焼七・白色粘土多。 9 暗褐色土焼上ロームプロック。

白色粘土プロック。 10 暗褐色土 ロームブロック・炭化物。

白色粘土 11 灰白色粘土混入物無。

゜
1m 

第81図第37号住居跡カマド(L=31.40m) 

ロロコ □ ＼ーローロ□□1。

口 □ 口 / ¥/: 
11 

口／7 

ロロー／ロロ］
;̀~2ー図 第37号住｀跡出土遺物

□□—-\13 
10cm 

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
5 坪、 (12 8) 3.9 7 8 ACE B 灰 35% Nu91,92。覆土。

6 杯 (12.6) 3 3 AC  B 灰白 45% Nu 115, 116。覆土。

7 蓋 14.8 2 5 AC  C 灰 100% NQ9。床面。

8 境 (16 2) 4.7 ABC B 灰 10% Nu19。覆土。， 界 (12 3) 2.8 AB  B 橙 10% NulS。床面。

10 if、 (11.0) 2 4 BD A 明赤褐 10% カマド内。

11 杯 (11.6) 3.3 ABC C 橙 10% Nnl7。床面。

12 甕 5.0 2.3 BDEF B 橙 45% No3。覆土。

13 甕 (20 0) 6.9 ABDF B 橙 10% N叫6,21,22。覆土。
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第38号住居跡（第83図）

p. Q-7区に位置する。第32• 37号住居跡と重複し、両住居よりも新しい。当初、住居に気付か

デ重複する旧い住居から掘り下げてしまったため、全容は不明である。形態は方形を呈するものと

椎定され、残存規模は長軸2.84m、短軸2.06m、深さ0.10~0.15m程である。主軸方佗はほぼ座標北

を指す。

床而の状態は、中央から北側は平坦で堅く踏み締められていたが、壁際はやや凹凸をもち軟弼で

あった。覆上は 2層に大別され、上層に焼上・ローム粒子が多量に混入していた。ピットは 1本検

出された。第37号住居跡

の壁溝を切っており本住

居に伴うものとしたが確

証はない。カマド・壁溝

は検出されなかった。

出土遺物は50点あり、

土師器甕片を主体に須恵

器坪・甕、灰釉均(3点）

を含む。層序に対比すれ

ば第 1層に含まれるもの

がほとんどである。 4は

猿投産の灰釉系陶器と思

われる。稲荷前 XIV期に

比定される。

ロ

ー

ー＇）

叫

A
-

A' 

1 暗褐色」 焼土・ロ—←iへ名量混入c

2 暗喝色土 焼土・炭化物混人。

しまり有。

し二

第83図第38号住居跡(L=31.40m) 

2m 
- 9 

第38号住居跡出土遺物観察表（第84図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (13.8) 4.3 ABC C 灰白 10% Nu7。床面。

2 坪 13.8 5.0 6 l ABDE C 灰白 100% N叫53,16()。床面。

3 灰釉坑 (16 4) 2.4 B A 灰 5% N(l2。覆土。

4 灰釉坑 16 6 4.8 8.0 A B 仄 25% Nul09。覆土。

5 甕 20 8 2.7 ABC A 暗青灰 5% Nu3。床面。

6 杯 1.8 (4.5) ABEI C 灰白 40% Null凡覆土。

7 身 1 8 6.0 ADE C 灰白 50% Na114。覆土。

8 甕 22.0 6.65 ABE A 褐灰 10% Nu 76, 81。覆土。， 甕 19.0 16.9 ABF B にぶい褐 25% Nu26,30,51,68。覆土。

10 甕 (22.0) 5.9 AEF B 暗褐 35% Na84。覆士。

11 痺←51J 19 4 9.6 ABE B にぶい橙 50% Nu151。覆土。

12 甕 19 9 9.8 ABEF B 褐 20% Nu34, 38。覆土。

13 甕 2 3 (3.8) ABE A 橙 i0% NQ90。覆土。

14 甕 2.0 4.0 AE  B にぶい赤褐 90% 況10広覆土。

15 甕 5.2 3.5 ABEF B にぶい褐 50% Nu22,24,35,139。覆土。
16 甕 30.3 ABCD A 灰 25% Nu154o床面。

-79_ 



＼：口／□□／／／口／□-一_--]_:_=----)、

：ノ□□口/--し--]□／ー□-―-口 ←一ーー ヤー~-――-~:――\10
一ーロ/---□い

/―- ----~`- -T- —-- - -- ¥ 

三、 ［ ／／‘)  ＼ニバ

-~___) 

ダ）
） 

~・---ど

＼ー／

／ 

（／ ＼二こ三

□□/ 

O •]cm 
, 9 巳＿ ＿．一~一

第84図 第38号住居跡出土遺物
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第39号住居跡（第85図）

P-7区に位置する。第31号住居跡、第 6号井戸跡と重複し、本住居が最も新しい。形態は長方形

を呈し、規模は長軸3.66m、短軸3.20m、深さ約0.05mを測る。主軸方位は S-88'-Eを示す。

床面は凹凸をもつ。カマド周辺は堅く踏み締められていたが壁際は軟弱であった。床面近くまで

削平されており、覆土の堆積状況は詳細には把握し得ない。カマドは東壁に設置される。遺存状態

は極めて悪い。袖は存在しない。ピットは 4本検出された。 Eは焼土が多量に含まれるが、上面は

堅く踏み締められていた。 P2• P孔ま遺構に伴う可能性がある。巳は住居に伴うものではない。土

壊は 3基検出され、第 1• 2号土壊は掘方であろう。第 3号土壇は床下土壊と推定される。

出土遺物は29点と少ない。図示した以外に緑釉陶器の破片が 2片含まれる。第86医 1• 2はほぽ

床面に相当する位置から、 3の緑釉坑は第 3号土塙内から出土した。稲荷前XIV期に比定される。

a. 土焼
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暗褐色土 ロームプロック。小円礫混入。

暗黄褐色土 黒色土基調。ロームプロック混入。

焼土と黒色土の混土層。

焼土とロームプロックの混土層。

黒褐色土焼土多量混入。黒色土基調。

ロームプロック・黒褐色土混在。

黒褐色土 ロームプロック・焼土多量混入。

2m 

第85図 第39号住居跡(L=30. 80m) 
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0 10cm 
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＼ぐロ

第86図 第39号住居跡出土遺物
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第39号住居跡出土遺物観察表（第86図）

器高

4.0 

4.5 

2.6 

1

2

3

 

号番 器種

坪

高台杯

緑釉坑

ロ径

13.0 

(15.0) 

底径

4.6 

(7. 9) 

胎土

ABC 

ACD 

J 

竺
B
 
B
 
B
 

調
一
橙
白
白

灰

灰

残存

90% 

25% 

20% 

備

NQ8。SK03内。

N認2。覆土。

N揺7。SK03内。

考

第40号住居跡（第87図）

P-8区に位置する。第31• 41号住居跡と重複し、前者の上に貼床し、後者を切って構築される。

第34号掘立柱建物跡との新旧関係は本住居跡の方が旧いものと考えられる。形態は横長の長方形を

呈し、規模は長軸3.30m、短軸2.60m、深さ約0.10mを測る。主軸方位は S-86°-Eを示す。

~ SB34 冒
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1 暗褐色土 ボソポソした褐色土主体。

2 暗黄褐色土 ソフトロームとロームブロックの混在土。

3 暗褐色土 ロームブロック少量混入。しまり無。

4 暗褐色土 焼上・ロームプロック少置混入。

SJ 40カマド

1 暗褐色土 ロームブロック少。

2 暗褐色土 ローム・焼土多。

3 黒褐色土焼土・ローム少。

4 黒褐色土 ロームブロック多。

5 ロームブロック

6 灰褐色粘土焼土混入。

7 灰褐色粘土 粘土・焼土混入。

8 暗黄褐色土 ロームブロック混入。黒褐色土主体。

9 暗黄褐色土 ソフトローム・ロームプロック多。

゜第40• 41号住居跡(L=31.20m) 

B' 

c
 

第87図
2m 
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床面は概ね平坦で、全体的に堅く踏み締められている。カマドは東壁に位置する。底面は 2段に

掘り込まれ、緩やかに立ち上がる。袖は検出されなかった。土壊は 2基検出された。第 1号土壊は

掘方と推定され、上面には堅い床面が貼られている。第 2号土壊は焼土・ロームブロック混じりの

暗褐色土が堆積していた。床下土塙とは異なるものであろう。ピットは 2本検出されているが、住

居の柱穴として良いか不明である。壁溝・貯蔵穴は検出されなかった。

出土遺物は84点検出されたが、ほとんどが小片である。第88図 1は床面、 3の台付甕はカマド内、

4の甕はカマド内のものと住居内の破片が接合している。稲荷前XIII期に比定される。

ロコ□□ 3 

-̀-

← ← 

4 

'I —, 

／→ 2 
10cm 

第88図 第40号住居跡出土遺物

第40号住居跡出土遺物観察表（第88図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (12.6) 4.15 6.1 ABCD C 褐灰 60% Na6, 9, 25。床面。

2 蓋 17.2 3.9 AC B 灰 70% Nu 13, SJ31-1。覆土。

3 台付甕 13.2 5.7 ABD B 明赤褐 20% Na80。カマド内。

4 甕 19.2 6.2 ABDEF B にぶい橙 80% Na 20, 21, 62, 116, 136。カマド内。

第41号住居跡（第87図）

P-8区に位置する。第40号住居跡と重複し、土層観察により本住居の方が旧いことが判明した。

また第34号掘立柱建物跡との新旧関係は明確に摺めていないが、本住居の方が旧いものと推定され

る。形態はほぽ方形を呈し、規模は長軸3.66m、短軸3.30m、深さ0.10~0.15mを測る。主軸方位は

N-90°-Eを示す。

床面はほぽ平坦で、全体的に堅く踏み締められていた。覆土は 2層に分かれるが、第42号住居跡

との切り合い状況から見ても人為的な堆積環境を想定する必要があろう。

カマドは東壁中央部に設置される。燃焼部は壁外に長く延び、底面は皿状に凹む。袖はあまり明

確ではない。第13層上面が火床面に相当しようか。

ピットは 6本検出されたが、住居の柱穴と考えられるものは明らかではない。壁溝・貯蔵穴は存

在しない。

出土遺物は72点検出されたが全体に小片が多い。そのうち半数近くは須恵器坪である。第90図2.

4の坪はカマド内から出土した。図示したその他の遺物もカマドまたは床面から出土したものがほ

とんどで、遺構に伴う遺物としてよいものと考える。 1の坪は体部下端に糸を差し入れた痕跡が 2

ヶ所残り、切り離しに失敗したことが判る。 5の鉄製品は鉄鎌に似るが、刃が付されているか明確

ではない。稲荷前XI1期に比定される。
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A A' 

晶

l 暗褐色土焼土・ロームプロック多。

2 赤褐色土焼土・赤化ローム多。

3 暗褐色土焼土・赤化ローム少。

4 暗褐色土焼土・赤化ローム少。

5 暗褐色土 ロームプロック・炭化物多。

6 黒褐色土 ソフトローム・炭化物混入。粘性有。

7 暗褐色土 ロームブロック・焼土多。粘性無。

8 暗褐色土 ロームプロック・焼土多。

A’ l 
9 暗黄褐色土 ロームプロック・砂質土多。

10 暗黄褐色土 ロームブロック多彙混入。

11 暗黄褐色土 ロームプロック・砂質粘土多。

12 暗黄褐色土 ロームブロック多。

13 黒褐色土 ロームプロック（大）多。粘性有。

゜
1m 

第89図第41号住居跡カマド(L=31.20m)

口ロコロロロン／
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第90図 第41号住居跡出土遺物

第41号住居跡出土遺物観察表（第90図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 12.0 3.7 6.1 ABCD C 暗青灰 60% Nu157。覆土。

2 坪 12.1 3 7 6.2 ABCD A 灰 70% N(l193。カマド内。

3 坪 (11.8) 4.0 5.7 A B 灰白 40% N〇|14。覆土。

4 杯 (12.3) 3.9 (6.1) AC B オリーブ灰 25% Nu185。カマド内。

7 杯 1 1 5.7 ABC B 灰白 90% Nu96。カマド左袖内。

8 甕 21 0 5.6 ABEF A にぶい橙 15% P1内。

5 鉄鎌？ 残長3.4cm。最大幅1.9cm。 カマド内。

6 刀子？ 残長5.0cm。最大幅1.2cm。 Nu 79。

第42号住居跡（第91図）

0 • P-7区に位置する。第 4号掘立柱建物跡・第60号土壇と重複し、両遺構に切られている。形

態はほぽ方形を呈し、規模は長軸4.02m、短軸3.84m、深さ0.25mを測る。主軸方位はN-32°-Wを

示す。
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床面はほぼ平坦で貼床されている。覆土は概ね自然堆積と考えられる。カマドは北西壁に設置さ

れ、両袖が残る。燃焼部はほぼ壁内に位置し、煙道部には急角度で移行する。壁溝は途切れながら、

凡そ2/3周程巡る。ピットは 6本検出された。 E~p4は主柱穴と考えられる。 P孔ま位置的に貯蔵穴

とも考えられる。p6と第 1号土塙は掘方乃至床下土塙であろう。また、床面中央部には浅い土塙が

存在し、上面に焼土が堆積していた。性格は不明である。

出土遺物は90点検出されているが、時期幅が認められる。灰釉陶器（第92図8 • 9)は明らかに混

入で第60号土壇に伴う可能性が高い。出土位置から 3~7• 12はVII期頃の製品で埋没過程で混入し

たものと考えられる。住居の時期を決定する資料としては 1• 2の土師器坪と 11の甕が残る。 2の

北武蔵系坪は内屈が顕著で 1の比企系坪とも配酷はない。稲荷前IV期に比定されるものであろう。
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ロ／／：
 “: :：色：： 三:;;。ロノク混在

,.,_ _g_ 10 暗褐色土 ロームブロック多。焼

三 口：三：：ク：｀
多量含。

3 明褐色土砂質粘土・焼土密に

白色良質粘土少量含。

4 明褐色土砂質粘土主体。焼土

少量混入。

5 黒褐色土焼土・砂質粘土少量

混入。黒色土主体。

6 黒褐色土黒色土主体。ソフト

ローム多量混入。

7 黄褐色土 ローム多量混入。

8 黒褐色土 ソフトローム少量混

入。シルト質。

9 暗褐色土焼土少量混入。

10 暗黄褐色土砂質粘土多。

0 2m 

乱 晶

B-

B' 

旦一
~, 

G G' 

言冒
H H' 

冒

E E 

三晨
.....£.’ 

1 暗褐色土 ロームブロック・焼土

少量含。堅緻。

2 暗褐色土 焼土・赤色粒子・ローム

ブロック多量混入。

暗褐色土 粘性有。焼土・赤色粒

子粗に多量混入。

4 黒褐色土 ソフトローム混入。粘

性有。黒色土基調。

5 明褐色土 ローム多。粘性強。

暗褐色土 ローム含。

第 91図第42号住居跡(L=31. 30m) 
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第92図 第42号住居跡出土遺物

第42号住居跡出土遺物観察表（第92図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪、 10.8 3.1 ADF B 明赤褐 90% No 5, 154。覆土下層。無彩。

2 杯 (12.0) 3.0 EF B 橙 15% Nul6。覆土下層。

3 杯 12.2 3.8 BDEF B 橙 45% Nu50。覆士。北武蔵系。

4 皿 16.6 3.6 ABF A 明赤褐 35% No37,214。覆土中層。

5 蓋 (16.8) 2.2 ABC A 灰 20% Na38。覆土中層。

6 坪 15.4 3.3 10.6 ACD B 灰 60% Nu211。覆土中層。

7 坪 15.3 4.3 9.5 ACD C 褐灰 40% Na 45, 46。覆土上層。

8 緑釉坑 (16.0) 2.1 J B 灰白 5% 覆土。軟質。釉は剥落。， 灰釉塊 (17.8) 3.1 G A 灰白 5% Nu72ー。覆土上層。

10 瓶 6.5 BG B 灰白 20% Nu90。覆土。器形不明。釉は厚く垂下がる。
11 甕 (20.0) 8 0 ABCE B にぶい橙 25% Nul99。覆土。
12 甕 (21.8) 12.4 ABE A 橙 20% Nu48。覆土中層。

13 甕 2.4 (6.2) ABF B 褐 25% Nu207。覆土中層。

14 甕 4.0 (6.0) ADE B 褐 25% Nu233。床面。
15 小型甕 14.0 5.6 AB C 橙 20% Nu222。覆上下層。

16 ギ宰 4.8 10.0 ABE C 橙 45% Nu259。カマド内。
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言
20 鉄釘

口 径 器高

二：
残長3.1cm。

底径 胎

J 

ACD 

AD 

土 焼成I色
A 

B 

B 

調

＿

灰

灰

灰青

残存

5% 

20% 

5% 

備考

Nu 97。覆土上層。硬質。内面に陰刻？。

Nu26。覆土中層。東海産か。

Nu 132。覆土下層。

覆土。

第43号住居跡（第93図）

調査区西寄りの0-5 • 6区に位置する。重複する第44• 45号住居跡に2/3以上破壊され、遺存状

態は良くない。形態はほぽ方形を呈し、規模は長軸4.72m、短軸4.36m、深さ0.10~0.20mを測る。

主軸方位はN-34°-Wを示す。

床面は全面貼床され、残存部は概ね平坦で堅い。但し住居南半では、第44号住居跡に削られ、貼

床部分が残存するにすぎない。覆土は褐色土を基調としており、ロームブロック・焼土粒子を含み、

人為的に埋め戻された可能性が高い。カマドは北壁に設置される。燃焼部は擢鉢状に凹み煙道部に
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UL 

褐色土

褐色土

褐色土

黒灰色土

焼土

褐色土

褐色土

褐色土

黒褐色土

” 
。I

粘土・焼土混入。

砂質粘土主体。

焼土・灰・炭化物含む。

灰層。焼土・炭化物含む。

プロック状。

灰白色粘土主体。

ロームプロック・焼土多。

ロームプロック・粘土混入。

ロームプロック混在。貼床。

2m 
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向かって急激に立ち上がる。袖は灰白色の砂質粘土を積み上げて構築され、左袖には胴部下半を欠

いた土師器甕の破片が芯材として使用されていた。

ピットは 5本検出され、 P1からp4が主柱穴に相当

する。いは伴うか否か不明である。土壊は 1基存在

するが掘方かもしれない。壁溝は北壁から南壁にか

けておよそ半周する。南壁のそれは壁ラインよりも

内側に巡り建て替えされた可能性もある。貯蔵穴は

検出されなかった。

出土遺物は少なく、時期決定は難しい。甕（第94

図 3) は1V期～V期、かえり蓋(1）はV期、坪(2)

はV期乃至VI期であろう。遺物からみる限り稲荷前

V期～VI期に比定される。

第43号住居跡出土遺物観察表（第94図）

可器：種1]：戸I]言I::1社：士「戸I:：：言I百旦I:t4:5：こ：］i。

こ至＝＝三 ｀`1 

`~2 

―

―

 

'

1

 

O 1.0cm 

第94図 第43号住居跡出土遺物

考

第44号住居跡（第95図）

0-5•6 区に位置する。重複遺構との新旧関係は第43号住居跡よりも新しく、第45号住居跡と第

3号掘立柱建物跡よりも旧いものと考えられる。形態はやや横長の長方形を呈し、規模は長軸5.00

m、短軸4.58m、深さ0.20~0.30mを測る。主軸方位はN-13°-Wを示す。

床面はやや凹凸をもつが全体に堅い。貼床された痕跡があるが、これは43号住居の貼床と推定さ

れ、本住居床面との識別は不明瞭であった。覆土は暗褐色土を基調とし、第 3層にはロームブロッ

クの混入が多く認められた。

カマドは北壁中央に設置される。燃焼部は0.10m程掘りくぼめられ、煙道部への移行角度は急で

ある。袖は灰白色の砂質粘土を積み上げて構築される。ピットは 1本検出されたが、遺構に伴うも

のではなく、住居の柱穴に相当するものは認められなかった。壁溝は北壁と南東コーナーを除いて

巡る。深さ約0.10mを測る。貯蔵穴は検出されなかった。

出土遺物は164点を数えるが、重複する43号住居との遺物分離が完全ではなく出土遺物にも時間幅

がみられる。土師器坪類（第96図 1~6)は口径の縮小化が最も進んだ段階でIV期～V期としても前

半代、他の土師器坪類も V期前半を中心とするものと考えられる。須恵器の内、15のかえり蓋、28~30

の東海系長頸瓶はIV期、 21・24• 31 • 32もIV期から V期であろう。結局43号住居よりも新しくなる

可能性をもつものは高台坪(20)と須恵器蓋（16~18)程度である。図化以外の遺物をみてもIV期～v
期前後のものが量的には主体となり、遺物面からみる限り本住居の方が43号住居よりも古い様相が

窺え、調査によって把握された遺構の新旧関係とはうまく合致しないことになる。ここでは住居の

時期として稲荷前IV期～V期前半に位置付けておきたい。
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1 暗褐色土 焼土・ロームプロック少量混入。しまりなし。

2 暗褐色土焼土・ソフトローム多量混入。ややしまりもつ。

3 暗褐色土 ロームプロック多量混入。粘性あり。

4 黒褐色土 ソフトローム混入。よくしまる。

5 黒褐色土 ロームプロック混入。

6 黒褐色土 ロームプロック多量、焼土少量混入。

7 褐色土 ロームプロック多量混入。

8 黄褐色土 ロームプロック混入。しまりなし。

9 黒褐色土混入物なし。

。I

冒
-E' 

言
カマド

1 暗褐色土砂質粘土・焼土粒少量混入。

2 暗褐色土炭化物・焼土少量混入。

3 暗灰褐色土焼土・炭化物混入。

4 暗褐色土 ロームブロック多量、焼土・炭化物少量混入。

5 灰白色粘土砂質強い。

第95図第44号住居跡(L=31. 40m) 

第44号住―ー・，．，、

覆土。

覆土。

No44。覆土。口唇部磨滅。

Nn154。覆土。

Nn321。覆土。

覆土。

Nn237。覆土。無彩。

覆土。

Nn165。覆土。

Nn401。覆土

-89-



｀ロロ
ロ」二□三□ど三三／

~8 

｀口ロロニコ

ロー

11 

□璽“`/
三=三］ニロニ＿ ~15

←一三二写＝~16

ロニニ：ノ1

ロロノ＇
ロニ1178ロ

‘ / 12 ｀ー--—へ19ロロ］
□ ,.¥!--！□（／3 

29 

ミ

n 34 

番号 器種 ロ径 器高

11 塊 (15.0) 4.7 

12 鉢 (17.0) 7.2 

13 皿 (17.0) 2.5 

14 坪 17.0 3.3 

15 蓋 14.7 1. 7 

16 蓋 (1 7. 0) 2.0 

17 蓋 (17.0) 2.0 
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¥ | / 30 

下□三二 ／ 

ロー□ ［ ／？ 
第96図第44号住居跡出土遺物

底径 胎 土 焼成 色調 残存 備

AB A 橙 10% Na26。床面。無彩。

ACE A 赤褐 20% Nu 150,181。覆土。

ABD C 橙 10% 覆土。

B B にぶい橙 10% Nu529。覆土。硬質土師器。

B A 灰白 5% No 14。覆土。東海産。

ABC B 灰白 15% Nu210。覆土。

ABC B 灰 15% Na349。床面。

-90-
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

18 芸F (17 8) 1.4 BC A 灰 5% Nu68。覆土。

19 不明 2.1 (21 0) ABC C 灰 5% 覆土。

20 高台坪 (11.8) 3.4 (7.6) AB B 灰 15% Nul43。覆土。

21 坪 (14 0) 3.0 ABC B 褐 10% Nu327。覆上。

22 坪、 (15.5) 3 4 AC A 灰 5% Nu49。覆土。

23 坪 (16 0) 3 4 AC B 灰白 5% 覆上。

24 不明 (16.0) 6.0 ACE C 褐 15% Nu132。覆土。高台碗か。

25 甕 (11.0) 4.3 AD A にぶい橙 20% 覆土。

26 小型甕 (13.0) 4.1 ABC A 橙 20% 覆土。

27 甕 2.4 5.0 AE A にぶい褐 55% 覆土。

28 長頸瓶 8 2 2.0 GJ A 灰白 10% Nu47。覆土。東海産か。

29 長頸瓶 6.2 AB A 灰 25% 覆土。東海産か。

30 士宜 (12.0) 2 1 GJ A 灰白 10% 覆土。東海産か。

31 宰土 (19 2) 3 7 ABC B 灰白 5% Nu38。床面下。

32 甕 (23.0) 4.0 ABC A 灰 10% Nu21。覆土。

33 甑 3 4 (14 2) ACD B 灰白 20% Nu42。覆土。

34 土錘 全長43cm。重量20g。 AC A にぶい橙 95% NQ411。覆土。最大径1.8cm。孔径0.4cm。

第45号住居跡（第97図）

O-6区に位置する。第43• 44号住居跡覆土を切り込んで構築されており、本住居が最も新しい。

またカマドと北壁際は溝状遺構の攪乱を受けている。形態は横長の長方形を呈し、規模は小型で長

軸3.18m、短軸2.54m、深さ0.10m前後を測る。主軸方位はN-90°-Eを示す。

床面は比較的堅く踏み締められている。ただ、 43号住居跡と重複する西壁付近は、軟弱な箇所が

カマドは東壁に設置される。袖は存在しない。土塙はカマド前面に 1基存在する。上面にはある。

床が貼られており、住居に伴う床下土塙と考えられる。覆上は焼土・ロームブロックを含む暗褐色
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叫

暗褐色土

暗褐色土

明褐色土

明褐色土

暗黄褐色土

黒色土

、3

UL 

3 

ローム粒子少量混入。

ローム粒子少量混入。

ローム焼土粒子多量混入。

ローム多菫混入。

ローム多量混入。

三_2 

冒言
カマド

1 暗褐色土

2 暗黄褐色土

焼土多量混入。

焼土・砂質粘

土混入。

暗褐色土焼土ブロック

少量混入。

゜
2m 

第97図 第45号住居跡(L=31.30m)
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土で構成される。ピットは 6本検出されたが、住居に伴うものは明確ではない。壁溝は東壁から南

壁にかけて部分的に残るが、北壁と西壁は明確に検出できなかった。

出土遺物は極めて少なく 18点にすぎない。須恵器坪。甕・土師器甕の破片で実測しうるものはな

い。時期も不明確であるが、 XIII~XIV期頃と推定される。

第46号住居跡（第99図）

0-6区に位置する。第47号住居跡と第 4号掘立柱建物跡に切

られている。また第 6号溝跡の攪乱を大きく受け、遺存状態は

あまりよくない。形態は長方形を呈するものと推定される。残

存規模は長軸4.06m、短軸3.36m、深さ0.10m前後を測る。主軸

方位はN-2°-Wを示す。

¥-ーーニニコ 2 

O 10cm 

第98図 第46号住居跡出土遣物

床面はやや凹凸が有り一定しない。覆土はロームブロック・焼上を多量に含む暗褐色上で構成さ

れ、大きな土層変化はみられなかった。カマドはおそらく北壁に設置されたものと思われるが、 47

号住居跡に破壊され残存しない。壁溝、ピット等の施設は検出されなかった。

出土遺物は55点あるが全て小片である。第98図2の須恵器坪は混入。その他 9世紀後半代の須恵

器坪、灰釉陶器片もある。 1の土師器坪は比企型坪と考えられ、床面から検出された。稲荷前III期

に比定されよう。遺構の新旧関係から第47号住居跡に先行するが時期的な差は殆どみられない。

第46号住居跡出土遺物観察表（第98図）

番2号］器：：種I:2 : I ::,1 : : I i王c土［言］色茫I匹三I:[。床：。
考

第47号住居跡（第99図）

N•O- 6区に位置する。南側に第46号住居跡、北側に第69号住居跡が重複し、前者よりも新しく

後者よりも旧い。また、第 4号掘立柱建物跡とも一部切り合い関係をもつが、調査所見に拠れば、

掘立柱建物跡の方が新しいものと判断される。形態は長方形を呈し、規模は長軸4.20m、短軸4.04

m、深さ0.25m前後を測る。主軸方位はN-19°-Wを示す。

床面は概ね平坦で、全体的に堅く締まっていた。床面下は全面貼床され、ロームブロック混じり

の黒色上が約10cmほど堆積していた。覆土は 7層に区分される。ロームブロックを多量に含む層（第

4 • 6 • 7層）が介在し、自然堆積と断定するのは難しい。カマドは 2基検出された。遺存状況等に

より、東壁のカマド Bから北壁のカマドAに付け替えられたものと考えられる。カマド Aは浅い鍋

底状の燃焼部をもち、灰白色粘上を積み上げた袖部が明瞭に残存する。ピットは 6本検出された。

P2 • P叶ま住居に伴う可能性が高いが、 P1は柱穴とは考えられない。 P叶まカマド Bに伴う掘方で、

最下層にシルト質の粘土が厚く堆積していた。p4'p 6の帰属は不明である。壁溝、貯蔵穴は存在し

ない。

出上遺物は95点検出された。器種的には土師器坪、甕、壺、須恵器坪、蓋、甕、灰釉陶器がある。
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カマド B

1 褐色土焼土・粘土粒少。

2 明褐色土焼土・粘土・ロー

ム塊多。

3 明褐色土焼土・砂質粘土

ローム混在。

4 暗褐色土ローム多。

5 暗黄褐色土 ロームプロッ

クと褐色土含。

6 黒褐色土黒色シルト・ロ

ーム混入。

1 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子・多菫混

入。しまり弱。

2 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘

土多量混入。しまり強。

3 黒褐色土 ソフトローム少。シルト質。

4 明褐色土 ロームブロック・ソフトロー

ム多量混入。粘性有。

5 黒褐色土 ソフトローム少量混入。シル

卜質。粘性有。

6 明褐色土 ロームプロック・焼土多量

混入。粘性有。

7 明褐色土 ロームブロック・焼土多鍼

混入。粘性有。

8 暗褐色土ローム粒子含。

9 暗褐色土 ロームプロック・焼土・炭化物

多量混入。しまり無。

10 暗褐色土 焼土・ロームブロック・少菫混

入。しまり無。

11 暗褐色土 ソフトローム多。しまり有。

12 暗黄褐色土 ロームプロック・ソフトロー

ム混在。

第99図第46• 4 7号住居跡(L=31.40m) ゜
2m 
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出土遺物の時期にはかなり幅が認められる。第101図11・13~20は確実に混入と思われる。また 7~9

0)須恵器にづいては14号掘立柱建物跡に伴う可能性が高く、結局住居に伴う可能性が最も高いのは

土師器杯類ということ

になる。 1~ 3は比企

型坪の系譜で捉えられ

A区の中でも最も古い

要素を具備する一群と

考えられる。 4の有段

坪と12の手持ち箆ケズ

リを施す須恵訃が伴う

か否かけ明確ではない。

稲荷前III期に位置付け

ておきたい。

A 

贔
A’ 試

呵 カマドA

1 暗褐色土ロームプロック

・焼土・砂質粘土

少呈混入。

黄灰褐色土 砂質粘土混在，9

3 明褐色上焼上・砂質粘土

多量混入。

4 明褐色土焼土・砂質粘七・

梱勁・ローム含。

黒褐色 土 ロームブロック

名呟混入。

6 暗灰褐色土黒色•1:• ローム・

焼土混在。

7 暗灰褐色土 6層に等しい。

8 暗褐色土 カマド流入土。

9 灰白色粘!・. 焼ヒ・ロームi昆入。

仙構築土。

゜
1m 

第100図第47号住居跡カマド(L=31, 30m) 
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第101図 第47号住居跡出土遺物
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第47号住居跡出土遺物観察表（第101図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11. 2) 3 0 ABC A 橙 20% Nu 115。覆土。

2 坪 12.0 3.7 AF A 橙 20% Na 142。床面。

3 坪 (12.0) 3.3 ABCE A 橙 10% Nu 101。覆土。

4 坪 (12.0) 3.6 AB A 褐灰 10% Na 169。SB04-P1内。

5 坪 (13.0) 3.3 ABE A 橙 10% Nu 76。覆土。

6 坑 (13.6) 4.1 ABCE A 橙 10% Na 80。覆土。

7 蓋 (13. 0) 1.5 ABC A 灰 15% Nu 64。SB04-P]内。

8 芸rrr (12.4) 1 8 C A 灰白 25% Nu 144。SB04-P［内。

， 
芸一 1. 9 ABC A 灰 50% Nu 194。SB04-P1内。

10 芸m (17 O) 1.3 ABCE A 灰 5% N□51。覆土。

11 坪 (12.0) 3.6 ACD D 灰白 25% Na 85。覆土。

12 邦 1 5 9.1 ABC A 灰 35% Nu25。覆上。

13 緑釉皿 (15.0) 1. 9 B A 灰 5% No 23。覆土。硬質。K-90号窯式か。

14 緑釉皿 (15.0) 2.1 B A 灰 5% N認。覆土。硬質。K-14号窯式か。

15 灰釉皿 16.0 2 4 AB A 灰 5% Nu 73。覆土。灰釉漬け掛けか。産地不明。

16 灰釉坑 (16.0) 3 1 G A 灰白 10% Nu 106。覆土。灰釉刷毛塗か。猿投産。

17 緑釉塊 (17.0) 3 1 B A 灰 5% Nu 15。覆土。硬質。K-14号窯式か。

18 坪 1.6 (5.0) AC A 灰白 40% Nu 1。覆土。

19 坪 3.7 AD D 暗褐 10% Nu 103。覆土。酸化烙。内面黒色。

20 坪 (16.0) 6.9 ABDF B にぶい褐 25% Nu 153,182。覆土。焼きむらあり。

21 甕 2.9 4.2 ABCD A 褐灰 80% Nu 127。覆土。

22 て窄 2.7 (11.8) ABCE A にぶい橙 15% Nu 187。床面。

23 刀子 残長6.8cm。最大幅115cm。 覆土。切先・柄部欠損。刃は内反り気味。

第48号住居跡（第102図）

0-7区に位置する。第 4号掘立柱建物跡と重複するが、土層断面の観察により、本住居が新しい

ものと確認された。形態はやや歪んだ長方形を呈し、規模は長軸3.53m、短軸2.86m、深さ0.15m前

後を測る。主軸方位はs-so・-Eを示す。

床面はやや凹凸をもつが、壁際を除いて全体に堅い。覆土は混入物の差で分層されるが色調には

大きな変化はない。

カマドは東壁中央に設置される。燃焼部から煙道部は壁外に張り出し、掘り込みは比較的深い。

袖は明確ではないが焼土粒子を含む褐色土が認められた。また焚口部を囲むように僅かな高まりの

粘土帯が堤状に巡っていたが、性格は明らかではない。第 7層上面が火床面に相当すると考えられ

る。ピット・貯蔵穴等の施設は検出されなかった。

出土遺物は190点あるが、小片が多い。器種的には土師器坪、碗、甕、台付甕、壺、須恵器坪、須

恵器塙、蓋、甕、壺類がある。須恵器坪と土師器甕が主体を占めるが、多くは覆土から出土してい

る。土師器坪と塊は混入である。第103図 4・10はほぼ床面から出土したもので住居に伴うものと考

えられる。 9• 12の甕はかなり離れた位置で接合している。全体に年代差は少なく稲荷前 XIV期に

比定されよう。
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焼土粒子・焼土プロックを含。粘性・しまり弱。

焼ヒ粒子・プロック・ローム粒子t昆在。赤色帯び

る。

黒掲色土 ローム粒子多く含。しより有。焼土・炭化粒子

混在。

きめ細かくしまり有。小礫・ローム粒子含。

ロームプロック・粒子含。

ロームブロック・粒子多量含。しまり粘性弱。

0 2m 

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土
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昌

カマド

1 暗 褐 色土

0

1

 

1

1

 

5

6

7

8

9

 

黄褐 色 土

暗 褐色上

焼上粒子多量含1 粘土ブロック混在。

炭化粒了含。

暗褐色土焼土・炭化粒子含。 1層に比べ微粒壬。

粘土粒子含みしまり有。

ロームプロック混仁。 1層を含。

2層に近似するが色調はやや明るい。

粘土粒子含。

（粘土層）焼土粒子若干含。

炭化物多く含。（灰層）

きめ粗く、焼土・炭化粒子混在。

ロームプロック含。しまり弱。

ローム粒子・プロック含。

粘土層。

粘質土。焼土粒子含。

黄灰褐色土

黒 褐 色土

褐 色 土

黄褐 色 土

黄褐色土

灰白 色 土

褐 色 土

゜
1m 

第102図 第48号住居跡・カマド(L=31. 30m) 
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第103図 第48号住居跡出土遺物

第48号住居跡出土遺物観察表（第103冒）

番号 器種 旦 径 dgq口芦1叫｀ 底 径 胎 土 浣成 色調 残存 仙

1 坪 (12.0) 4.0 5.0 ABD C にぶい橙 30% Nu 132。覆土。

2 杯 (12.6) 4 0 (5.4) AC B 仄口 20% Nu 71。覆土。

3 坪 12.8 3.8 5.5 AC C 眩I豆ょ 50% Nu 96。覆±O

4 界 2.7 (5.0) ACD B 灰 25% Nu 120。床面。

5 坑 2 0 (7 0) ABD A 青／天 60% 覆土。底部内両磨滅。

6 坪 3 S 6.0 ABE A 灰白 75% Nu 115,146, 169。覆」 a

7 甕 4.0 (8.0) ACD A 灰 25% 覆土。

8 芸F 一 (1 7. 0) 1.5 AC A 冗 10% Nu 139。覆上。， 甕 6 7 (4.0) ABF A 橙 25% NG 160, 187塁夏土。

10 甕 8.6 (4.0) ADE A にぶい橙 35% Na 41, 45, 49、57,97,110。床面。

11 甕 (14. 2) 5 0 AE A にぶい褐 15% ナマド上酉3

考

12 甕 (13. 7) 10 2 AEF A 橙 20% Nu 134,207,209,214。覆上。カマト内上層。

13 甕 (20.0) 6.3 AEF A 1こぶい橙 30% Nnl52。覆土。

第49号住居跡（第104図）

0-7区に位置し、第48号住居跡の南東に隣接すろ。第 4号掘立柱建物跡と重複するが、土層観察

により本住居が祈しいことが確認された。形態は長万形を呈し、規模は長軸3.96m、短軸3.32m、深

さ0.10~0.15mを測る。主軸方位は S-84'-Eを示す。

床面は概ね平坦であったが、特に堅い箇所はみられない。覆土は 4層に区分され、粘土の混入が

目立つ。人為的な堆積とすべきであろうか。 5• 6層は掘立柱建物跡ピットの埋土である。カマド

は東壁に設置される。焚口と推定される部分が最も深く、燃焼部は緩やかに壁外に延びている。袖

は断面では確認されたが、平面的にはあまり明確には検出されなかった。ピットは 4本検出された

が、遺構に伴うか否か不明であった。壁溝・貯蔵穴は存在しない。出上遺物は73点検出された。第

105図 1 • 5 • 7はほぼ床面から出土した。 3は墨書土器で良く判読できないが、「平」であろうか。

その｛世に灰釉小瓶の肩部片と灰粕塙片があろ。稲荷前XIII期に比定されろ。
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冒カマド 1 暗褐色土焼土・粘土の細粒子多量混入。

2 暗褐色土砂質粘土・焼土少量混入。

3 褐色土 シルト質。ソフトローム多量混入。

4 暗黄灰色土褐色土に多量の粘土混入。

5 暗黄褐色土 砂質粘土・白色粘土・焼土混在。シルト質。

6 黄灰褐色土 白色粘土主体。黒色シルト混在。

1

2

3

4

5

6

 
’̀ 

暗褐色土 白色粘土・焼土多量混入。

暗褐色土 ロームプロック少量混入。

暗褐色土 ロームプロック多量混入。

暗黄褐色土 ロームブロック・ソフトロ

ーム多量混入。

黒褐色土焼土・ローム粒子多。柱抜

き取り痕。

暗黄褐色土 ソフトローム・ロームプロ

ック多量混入。掘方埋土。

゜
2m 

第104図 第49号住居跡(L=31.30m)
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第49号住居跡出土遺物観察表（第105図）
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第

ロニ／
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19cm 

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (13.0) 4.6 6.0 ABE C 褐灰 45% Nu29,33。床面。歪みあり。

2 坪 (14.8) 4.2 ABD B 灰 20% 覆土。

3 坪 (14.6) 4.5 ABE B にぶい黄橙 25% N(l55。SB04氏内。体部外面に不明墨書あり。

4 杯 (15.2) 4.4 ABDE A 橙 10% 覆土。酸化焔焼成。白色針なし。
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岳号 器 種 ロ 径 浩高 底径 胎 ナ 浣成 色 調 残存 備 考

5 坑 15.0 6.6 ACD B 褐灰 60% N叶 1。床面。

6 甕 (26.0) 2.8 ACD B 灰 5% Nu26。覆土。

7 小型甕 (8 5) 4.7 ABDE A にぶい黄橙 20% Nu68。床面。

8 小型甕 (12.8) 6.7 ABE A 橙 20% Nぷ応覆上。

第50号住居跡（第106図）

0-9区に位置する。第52号住居跡と南壁部で一部重複するが、切合関係は明瞭に把握できなかっ

また第 8号掘立柱建物跡との重複は本住居の方が新しいものと判断された。形態は方形を呈し、た。

規模は長軸3.67m、短軸3.64m、深さ0.05~0.10mを測る。主軸方位はN-1二wを示す。

床面は概ね平坦てあった。覆土は暗褐色土て溝成されるか、深さが浅いために堆積環境は明確で

はない。壁溝は西壁を中心に約半周する。カマドは北壁に設置されるが、攪乱を受け遺存状態は悪

い。燃焼部は壁外に突出するが、掘り込みは浅い。袖は検出されなかった。ピットは 4本検出され

たが、住居の柱穴に相普するものはみられない。ビは深さ0.12mの土塙状を呈し、貯蔵穴の可能性

がある。 P2～巳に関しては生居に伴うものではない。床面の状態や遺物の出土状態から見ると住居

よりも 1日い可能性がある。

出土遺物は47点検出された。須恵器坪類を主体とするが、確実に住居に帰属する遺物はない。第

107図4は確認面から検出されたもので、口縁部に油煙状の有機物が付着する。 5は灰釉陶器塙で断

面□日月状の高台をもち、東濃産と推定される。稲荷前 XIII期に中心をおく住居であろう。
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ロームブロック多数混入。枯性無。

ローム粒子多量混人。しまり有。
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第106図 第50号住居跡(L=31.10m) 
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第107図 第50号住居跡出土遺物

第50号住居跡出土遺物観察表（第107図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 備 考

l 坪 (12. 4) 3 4 AC A 灰 20% Na 8,覆土。

2 坪 (14. 0) 3, 2 ABEF B 橙 10% Nu5。覆土。

3 皿 17.6 2.7 A A 青灰 15% Nol6。覆土。

4 坪 12.8 4.2 5.0 ACE C 灰 55% 確認面。口縁に油哩付着。

5 灰釉塊 2.1 7.1 A A 灰白 90% Nu113,P1内覆土直尺釉刷毛塗か。東濃産。

6 坪 2.1 (5.0) ABC C 灰 45% N虚7。覆土。

第51 • 52号住居跡（第108図）

0-9区に位置する。第51号住居跡は第52号住居跡・第 9号掘立柱建物跡と重複している。後者と

の切り合いは土層観察により、掘立柱建物を切って構築されていることが確認された。しかし、前

者との切り合い関係については、当初第51号住居跡の存在に気付かなかったため正確に把握できな

かった。一応カマドの有無及び出土遺物から第52号住居跡が新しいものと判断した。

第51号住居跡は平面形態が横長の長方形を呈し、規模は長軸4.66m、短軸3.21m、深さ0.05~0.10

mを測る。主軸方位はN-88°-Eを示す。

床面はほぼ平坦である。覆土は黒色土で構成されるが、深度が浅いために堆積状態の詳細は把握

できなかった。カマドは東壁の南東コーナーに寄った位置に設置される。燃焼部は皿状に掘り込ま

れ、袖部は明確ではないが粘土が僅かに堆積していた。焚口部下面には第 9号掘立柱建物柱穴が位

置する。カマド覆土が完全に覆っており、切り合い関係は明白である。ピットは 3本検出されてい

るが、伴うか否か明確ではない。

第52号住居跡は第51号住居跡南西に位置し、第50• 51号住居跡、第12号井戸跡と重複する。住居

跡の確誇が遅れたため、重複遺構との新旧関係の把握に問題を残してしまった。新旧関係はあまり

明確ではないが、一応50→52→51号住居跡と推定される。第12号井戸跡は出土遺物も少なく、正確

な時期は明らかではないが、井戸跡掘削時の上層観察では床面と思われる硬化面は確認されなかっ

た。第12号井戸跡の方が新しいものと推定しておきたい。

形態は長方形を呈し、規模は長軸3.14m、短軸2.50m、深さ0.05~0.10mを測る。主軸方位はN-

2 °-Eを示す。

床面はほぽ平坦で、第51号住居のそれとほぼ同ーレベルで続く。覆土の様相は不明である。ピッ

トは 4本検出された。 P1とP2は遺構に伴うものと推定されるが、他のピットの帰属は不明である。

カマド等の諸施設は検出されなかった。

第51• 52号住居跡から出上した遺物ほ94点ある。須恵菩坪類を主体に甕・荊類、士師器甕を若干
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含む。切り合い関係の把握に誤りがなければ、第109図 1•6•9•10は第51号住居跡、 2~4 • 7 • 

8は第52号住居跡に帰属することになる。 2の高台坪は P2底面から検出されている。輔羽口 (10)は

羽口としては小型に属し、おそらく鍛冶工程に使用されたものと推定される。先端部はガラス状に

溶解し続く部分は還元されている。しかし鍛冶滓や鍛冶炉は発見されておらず、この場で小鍛冶作

業を行なったものではなかろう。両住居の須恵器は酸化焙焼成によるものが主体を占め、大きな時

期差は認められない。稲荷前 XIV期に比定される。
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E E' 

冒
1 黒褐色土 焼土粒子・ロームブ

ロックやや多。炭

化物粒子少量含。

2 黒褐色土 ローム・焼土粒子少

量混入。

3 暗褐色土 ローム・焼土粒子少

量混入。

4 黒褐色土焼土粒子少鉱混入。

5 黒褐色土焼土多。炭化物少。

6 黒褐色土 ローム粒多。焼土・

炭化物少量混入。

7 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒

子混入。

8 暗褐色土 ロームブロック多量

混入。

G G' H
-

H' 

冒 冒

カマド

1 暗褐色土焼土ブロック多量混入。粘土プロック含。

2 黒褐色土焼土粒子少量混入。

3 黒褐色土焼土炭化物多。

4 褐色土焼土・ローム粒やや混入。

5 明灰色粘上袖部粘土。

゜
2m 

第108図第51• 52号住居跡(L=31. lOm) 
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第109図 第51• 52号住居跡出土遺物

第51• 52号住居跡出土遺物観察表（第109図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 高台坪 (12. 8) 5.6 6 2 AF B 橙 30% Na7。床面。酸化焙焼成。

2 高台杯 12.8 5.7 7 2 ACDF C にぶい橙 100% P2。楕円形に歪む。酸化熔焼成。

3 杯 (12. 2) 3.7 4 0 ABF B 黄橙 25% Nol5。床面。

4 杯 12.5 3.4 4 1 ABF B 浅黄橙 25% P2。覆土。

5 高台杯 2.2 6 0 AC B 灰 20% 覆土。

6 杯 (12.6) 3.4 ACDE A にぶい橙 25% No6。床面。

7 邦 1 2 4 1 ACE A にぶい橙 80% Nul。覆土。

8 高台杯 2 2 6 4 ABE A 橙 85% Naふ覆土。酸化焙焼成。， 高台杯 1. 9 6 6 AB A 橙 70% NalO。覆土。底部糸切り痕残す。酸化焔焼成。

10 輔羽口 長さ 125cm。 ABD C 橙 50% Null。覆土。先端部はガラス化。

▲第 I群 全景
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第53号住居跡（第llO図）

0-9 ・10区に位置する。第 9号掘立柱建物跡と重複し本住居跡の方が旧い。形態は不整方形を呈

し、カマドの左右では壁ラインが大きくずれている。規模は長軸3.60m、短軸3.23mを測り、深さは

0.05mを測る。主軸方位はN-4 "-Wを示す。床面は平坦で覆土は暗褐色土単層であった。カマドは

北壁に設置され燃焼部は皿状に掘り込まれる。袖には粘土が残存していた。遺物は土師器坪、甕を

主に計30点検出されたが、須恵器は混入と考えられる。図示し得るものはないが、甕は厚手で、坪

には有段口縁の坪と内面に沈線をもつ赤彩坪が存在し稲荷前IV乃至V期に比定されよう。
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第110図

゜ ヽ 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 

1 暗褐色土 ローム粒子少。焼土粒微量。

2 黒褐色土 ロームブロック混入。しまりやや弱。

3 黄褐色土 ローム質。黒色土小ブロック霜降状に混入。

4 黒褐色土 焼土粒・ローム粒少鼠混入。

5 黒褐色土 ロームプロック多。

6 黒褐色土 ロームプロック多。

7 黒褐色土 ロームブロック少。しまり弱。

8 暗褐色土とロームブロックの混土層。

カマド

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 褐 色土

4 黄褐色土

第53号住居跡(L=31. OOm) 

A’ 

焼土粒子多。炭化物・ローム粒子少。

灰層。灰・焼土・炭化物粒子混入。

ロームプロック・灰色粘土プロック混入。

粘土主体。袖構築土。

第54号住居跡（第111図）

0-10区に位置する。形態はほぼ方形を呈し、規模は長軸3.75m、短軸3.50m、深さ0.05~0.10m

を測る。主軸方位はN-20°-Wを示す。

床面は緩やかな凹凸をもつ。カマド前面から中央部は比較的堅いが壁際がやや軟弱であった。覆

土は茶褐色上を基調とし、大きな上層変化はみられなかった。カマドは北壁に設置され、燃焼部底

面は皿状に掘り込まれている。袖は褐色系の粘土で構成されるが、遺存状態は良くない。ピットは

6本検出された。 P1は位置関係から貯蔵穴と考えられる。p4とP叶ま共に第 9号掘立柱建物跡の柱

穴に相当する可能性が高い。

出土遺物は60点検出された。大半は土師器甕で、須恵器の構成比は低い。第112図4は床面よりや
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や浮いた位置で検出された。稲荷前VI期に比定される。
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冒
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゜

E E' F F' 

三’̀`
l 茶褐色土 ローム粒子。焼土・炭化粒子多量含。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量含。同ブロック少量含。

3 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土・炭化粒子多量含。

4 暗黄褐色土 ローム主体。茶褐色土少量含。

カマド

1 暗赤褐色土 焼土粒子・プロック多呈含。炭化粒子少

量含。

2 暗黄褐色土 ロームプロック多量含。焼土。炭化粒子

少量含。

3 黄 褐 色 土 ローム土主体。茶褐色土少量含。

゜
第111図 第54号住居跡(L=30.90m)

ロニ」／

□ 1 
第54号住―ー・....

ロニニ
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4 

第112図 第54号住居跡出土遺物
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第55号住居跡（第114図）

0-10区に位置する。形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸3.68m、短軸2.70m、深さ0.10m前

後を測る。主軸方位はN-4°-Wを示す。

床面は概ね平坦で、全体的に堅く締まっていた。覆土はロームブロックを多量に含む暗褐色土で

構成され、土層変化は観察されなかった。カマドは北壁の中央から東に寄った位置に設置される。

底面は比較的平坦で、鍋底状を呈する。覆土は 2層に分かれ、上層には焼土の含有は少ない。袖は

あまり明確なものではなく、褐色粘土が僅かに堆積していた。ピットは 3本検出されているが、何

れも深さ約10cm程と浅く住居の柱穴とは思われない。土壊は 1基検出された。住居に伴う床下土塙

と考えられる。

出土遺物は全て土師器で16点に留まる。時期は

不明確であるが、 7世紀代に含まれる可能性が強

いものと推定される。

0-10 
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第113図 第55号住居跡出土遺物
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l 暗茶褐色土 ロームプロック多量含。焼

土粒子僅かに含む。

2 黄褐色土 ロームプロック多量含。

3 暗茶褐色土 ローム粒少量混入。

4 暗茶褐色土 ローム粒子多量混入。ローム

プロック・焼土粒子を少量混

入。

5 暗黄褐色土 ローム・焼土粒子多量含。

6 褐色粘土

゜
2m 

第114図第55号住居跡(L=30. 80m) 

第55号住居跡出土遺物観察表（第113図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 一宰 (8.0) 3.7 AD A にぶい褐 30% Na124。覆土。

2 互·— 1.4 (7.0) ADE B 褐 25% 覆土。

3 亜• 2.5 7.1 ABC B 橙 90% 覆土。
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第56号住居跡（第115図）

N-10区に位置し、第12号掘立柱建物跡の東に隣接する。形態は隅丸方形を呈し、規模は長軸2.70

m、短軸2.60m、深さ0.30~0.40mを測る。主軸方位はN-57°-Wを示す。

床面は全体的に堅く踏み締められているが、水平とならず、中央部に向かって緩やかに傾斜して

床面の中央からやや西に寄った位置にピットが 1本穿

床面からの深さ

いる。壁の立ち上がり角度は緩やかである。

たれていた。土層観察に拠れば、住居使用時には開口していたものと考えられる。

0.80mと非常に深く、埋土は粘性に富み軟質である。これらの状況から通常の柱穴とは考えら れな
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暗茶褐色土 ローム粒子少呈含。焼土粒

子多呈含。緻密。

黄 褐 色 土 ローム粒子多量含。同ブロ

ック少量含。

黒褐色土 ローム粒子少量含。焼土粒

子少呈含。

暗黒褐色七 ローム粒子少量含。粘性有。

0 2m 
-- - -----、一

第115図 第56号住居跡(L=30. BOm) 
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い。カマドや壁溝等の施設も存在せず、一般的な住居とは機能的に異なるものと推定される。性格

的には不明とせざるを得ないが、本遺跡では小型の井戸状遺構が数基検出されており、ピットの状

況はそれに近いものといえる。土塙状施設を伴う井戸跡の一種であろうか。

出土遺物は234点検出された。土師器の坪と甕の破片が大半を占め、須恵器の構成比は低い。ピッ

ト内及びその周辺からの出土量が多い。土師器坪は推定口径11cm前後が主体をなし、口唇部内面に

沈線をもつもの（第116図 1~4)ともたない一群(5~7)が見られる。 8は硬質の土師器坪で底部は

手持ちヘラ削りが施される。須恵器が全て伴うかどうかは検討を要する。土師器坪の様相から稲荷

前IV~V期に位置付けられよう。

第56号住居跡出土遺物観察表（第116図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3.3 ACD A 橙 25% Nu121,168。覆土。

2 坪 (11.0) 3.15 AB A 橙 20% Nu156。覆土。赤彩痕なし。

3 杯 (10.9) 2.6 AB A 橙 20% Nul44。覆土。

4 杯 (10.0) 2.8 BF B にぶい橙 20% P1覆土。赤彩不明。

5 坪 (11.0) 3.0 AB A 橙 15% Nal63。覆土。

6 坪 (10.8) 2.6 AE C 橙 40% Nu130。P1覆土。赤彩痕なし。

7 坪 (11.0) 2.4 B A 橙 15% NullO。覆土。赤彩痕なし。

8 坪 (14.0) 3.4 ADE B 橙 15% Nu31。覆土。硬質土師。底部手持ちヘラ削り。

， 坪 (13.0) 4.1 ACD B 灰 15% P]覆土。

10 坪 2.0 8.0 ACD B 灰 60% P1覆土。底部手持ちヘラ削り後ナデ。

11 坪 1.1 10.4 ACD A 灰白 80% 覆土。

12 蓋 (14.0) 2.5 AC C 灰 25% P]覆上。

13 鉢 13.0 4.5 ACE B 橙 20% Nu63。覆土。

14 甕 5.2 4.1 ABE B にぶい褐 25% NulOO。覆土。

15 ・互ギ (20.8) 3.3 AB A 橙 5% Nu124。覆土。

16 小型甕 7.9 ACE A にぶい橙 60% Nu17。覆土。胴部に二次的被熱を受ける。

17 宜て士＝・ (15.8) 5.9 ABC D 灰白 15% Nu46, 90, 112。覆土。

第57号住居跡（第117図）

N-9区に位置する。第 8号井戸跡が住居内に存在するが、本住居の床面が覆っており井戸跡廃絶

後に住居が構築されたことが判明した。また第33号掘立柱建物跡が重複し、本住居の方が新しいも

のと判断された。形態は長方形を呈し、規模は長軸4.44m、短軸3.51m、深さ0.05~0.10mを測る。

主軸方位は南壁を基準にすると、 S-89°-Wを示す。

床面はやや凹凸が顕著で、井戸跡周辺が若干低い傾向がある。覆土はローム粒子を少量含む褐色

土で構成され、土層変化は観察されなかった。カマドは存在せず、住居跡というよりも竪穴状遺構

とすべきであろうか。ピットは 4 本検出された。伴うピットは明確にできなかったが、 P2• P孔こは

柱を抜き取った痕跡が観察された。

出土遺物は49点検出された。器種的には須恵器坪が大半を占め、須恵器甕、鉢、土師器甕、緑釉

坑が存在する。須恵器坪は半還元焔焼成及び酸化焔焼成を受けた焼き締まりのやや悪い製品が主体

となっており（第118図 1• 2)、また土師器甕底部の整形には、粗砂粒を多量に付着させる「砂底」
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技法が用いられている (6)。緑釉坑は緑灰色の釉が掛かり、猿投産と推定される（ 3)。図示した土

器は全て床面、または床面よりも僅かに浮いた位置で出土している。稲荷前XIV期に比定される。
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1 黒褐色士 ローム粒子混入。

2 黒褐色土とロームプロック

の混在土層。

3 褐色土ロームプロック

やや多。

4 黄褐色土 ローム主体。

5 暗褐色土 ローム粒子混入。

6 黒褐色土

7 黒色土とロームプロックの

混土層。ll: 黒褐色土 ローム粒子混入。

暗褐色士 ローム粒子混入。

゜
2m 

第117図第57号住居跡(L=30. 90m) 

三二 □ーニ—--l
＼ 5 \ここ~¥ ll~Ocm 

第118図 第57号住居跡出土遺物

第57号住居跡出土遺物観察表（第118図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 12.6 3.9 4.2 ABC A 橙 75% Nu 12, 28。床面。

2 坪 (13.6) 4.8 (4.9) ACE C 橙 20% Nu18。床面。

3 緑釉坑 (14.0) 2.6 J A 灰白 10% Na15。下層。猿投産。

4 坪 2.7 (4.0) AC C 灰白 25% Nu24。床面。

5 鉢 (24.0) 6.2 AB B 灰白 10% Nu27。床面。

6 甕 2.3 (5.0) ABE A にぶい橙 35% Nu13。覆土下層。粗砂粒多量に付着。
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第58号住居跡（第119図）

N-8•9 区に位置し、第33号掘立柱建物跡と重複する。掘立柱建物跡 P7上面に床が貼られていた

ことから本住居の方が新しいものと考えられる。形態は長方形を呈し、規模は長軸4.38m、短軸3.48

m、深さ0.10mを測る。主軸方位は S-88°-Eを示す。

床面は中央部が高く、壁際が低い。床面硬度もこれに対応し、中央部からカマド前面にかけて堅

く、壁際が概して軟弱な傾向が認められた。覆土はシルト質の土壌で構成され、自然堆積とは考え

難い。カマドは東壁に設置される。燃焼部は壁外に延び、規模はやや小型である。袖は認められな

かった。壁溝は東壁から南壁にかけて巡る。ピットは 2本存在するが住居に伴う可能性はない。

出土遺物は81点検出された。須恵器坪を主体に坑、甕、土師器甕から構成される。また、灰釉瓶

の肩部小片と緑釉坑の小片が各 1点出土している。須恵器供膳器の大半は軟質で酸化焔焼成の製品

も混在する。残存率の高い土器は、南壁際の床面及び床面よりやや浮いた位置から検出されている。

第120図7の坪は砂粒の混入が多い。稲荷前XIII期に比定される。
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1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 黒褐色土

4 暗黄褐色土

5 暗褐色土

E E' 

疇
l 暗褐色土 ソフトローム・炭化物混入。粘性の強

いシルト質土主体。

2 暗褐色土 ロームブロック・炭化物多彙混入。粘

性極めて強い。シルト質。

3 褐色土 炭化物・焼土を多量混入。シルト質。

ローム粒子多量混入。しまり無。

ローム粒子・焼土多量混入。しまり無。

ロームプロック混在。しまり無。

ローム・ソフトローム混在。

ローム・ソフトローム混在。

0 2m 

第119図第58号住居跡(L=31. 10m) 
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第120図第58号住居跡出土遺物

第58号住居跡出土遺物観察表（第120図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.0) 3.7 5.5 ACDF D 褐灰 45% Nu42。覆土。
2 坪、 (12.6) 3.9 5.2 ABCDE B 灰 50% Nu54。覆土。

3 杯 12.8 4.2 5.1 ACE D 褐灰 70% Nu44。覆土。

4 坪 12.4 4.7 5.0 ADE B にぶい橙 75% Na55。床面。

5 坪； (12.3) 3.7 BCE D 褐灰 20% Nu53。床面。

6 坪、 12.6 3.6 ABE D 黒褐 55% Na 10, 13, 18, 21。床面。
7 坪、 (12.6) 3.9 AB A にぶい黄橙 25% 覆土。産地不明。接合痕3条。
8 坪 (12. 7) 4.1 ABE D 黒褐 35% Nu 5, 11。床面。， 高台塊 (15.2) 5.5 AB C 褐灰 45% Nu48。覆土。

10 高台坑 (12.4) 5.1 E D 褐灰 30% Nu6。覆土。
11 蓋 (19.0) 2.0 AB B 灰 15% 覆土。

第59~65号住居跡（第121図）

N-8区を中心にして 7軒の住居跡(65号住居を 2軒とすると 8軒）がほぼ同一地点において複雑

に重複して構築されていた。調査時点では黒色土中で遺物が多量に出土したために遺構の把握が難

しく、かつ出土遺物から見ても近接しており時期的な分離が容易ではなく、遺構数や土層断面にお

ける重複関係の想定にやや矛盾をきたしてしまった。ここで示した遺構及び新旧関係は整理時に推

定したものである。また遺物の帰属に関しても同様であるため、註記番号とは掲載住居が異なる場

合がある。一応土層観察や遺物から把握された新旧関係を示せば以下の様になる。

このうち最も古いのは第64号住居跡で出土した

土師器坪から 7世紀後半と推定される。他の住居

群は 9世紀中葉から後半にかけて相次いで構築さ

れたと考えられる。第60• 61号住居跡は該期とし

ては大型住居の部類に属し、おそらく主軸を90゚振

64 62)  63 

59一61ー→60_J
65B—• 65A_J 

って建て替えたものであろう。同様な建て替えと思われる例は第62• 63号住居、第65A• B号住居

にも見られ、それぞれ同一主軸方向に拡大または縮小したものと解される。
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第59号住居跡（第122図）

N-8•9 区に位置する。本住居を含め、最低でも 7 軒の住居跡が複雑に重複する密集地域の一画

にある。直接的には第61号住居跡と切り合い、本住居跡が旧いものと考えられる。

正確な形態は不明であるが、方形を呈する小型の住居跡と推定される。規模は長軸3.20m、短軸

1.48m、深さ0.20mを測る。主軸方位は北壁を基準にすると S-81°-Eを示す。

床面はほぼ平坦であるが、中央部を除く周囲は、貼床され軟弱であった。カマドは東壁に設置さ

れる。燃焼部は壁外に掘り込まれ、底面は平坦である。袖は検出されなかった。

ピットは 3本確認され

た。 P1・いは床面精査の

段階で確認され、住居に

伴う可能性がある。 P孔こ

関しては住居に伴う可能

性はないだろう。壁溝の

有無は明瞭に把握できな

かった。

出土遺物は、須恵器坪

類を主体に48点検出され

た。図示した以外の器種

には須恵器甕、蓋、皿と

土師器甕の破片があげら

れる。稲荷前X11期に比定

されよう。
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1 黒褐色土 焼土・ローム少量混

入。

2 褐色土焼土・灰色粘土プロ

ック混入。

3 黒褐色土 灰・炭化物・焼土混

入。
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第123図 第59号住居跡出土遺物
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第59号住居跡出土遺物観察表（第123図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 塊 (15.4) 6.0 7.8 AC B 灰 5% Na 18, 19。覆土。

2 坑 (15.2) 4.8 ACDF A 橙 30% Nu 6, 11。覆土。

3 坪 (13.0) 4.3 (6.8) ACD B 灰 15% 覆土。

4 坪 (13.0) 4.1 ABD A 灰 20% Na23。床面。

5 杯 2.1 (5. 7) AB B 灰 30% カマド内。

6 鉢 (32.0) 13.5 ABC B 灰白 40% Na332。SJ51カマド。覆土。

7 台付甕 3.0 (8.0) ADE B 橙 25% Na17。床面。

第60号住居跡（第124• 125図）

N • 0-8 • 9区に位置し、第61~65号住居跡と重複関係にある。調査時に於ける遺構の把握に混

乱があり、新旧関係と遺構の捉え方にやや問題が残るが、第62• 63号住居よりも旧いことはほぼ誤

りないものと考えられる。しかし、第61号住居跡との切り合いについては明確にし得なかった。土

器様相から見る限り本住居の方が若干新しい様相が認められ、ここでは61号（旧）→60号住居跡（新）

という変遷で捉えておきたい。おそらく両住居は連続した時間幅の中で建て替えられたものと推定

され、明確な年代差を抽出するのは難しいかも知れない。

また、第65号住居跡との新旧関係は、本住居跡の方が新しいものと推定される。 61号と共に長方

形を呈する大型住居跡であり、規模は長軸7.40m、短軸6.30m、深さ0.15m前後を測る。主軸方位は

N-87°-Eを示す。

床面はやや凹凸をもち一定しない。覆土は暗褐色系の土で構成され、土層変化及び堆積状態の詳

細は明らかにできない。

カマドは東壁の南東コーナーに寄った位置に設置される。燃焼部は壁外に位置し、掘り込みは浅

ぃ。焚口部のピット状の掘り込みには焼土が多量に含まれ締まりのない土質であり、カマドの一部

と考えても良かろう。全体に遺存状態はあまり良好ではなく、袖は検出されなかった。特に左袖の

状況は61号住居との切り合い関係を把握する上で重要であるが、残念ながら明確にできなかった。

伴う柱穴も明確ではない。南東コーナーに集中するピットは中世以降の所産と推定される。壁溝は

南壁に一部確認されたに留まる。

出土遺物はかなり多いが、第61号住居跡出土遺物と明確に分離できないものがある。出土位置か

ら本住居に含めて考えられるものは総数322点を数える。須恵器坪がおよそ半数を占め、須恵器坑、

皿、蓋、甕、甑、土師器甕、台付甕と混入品の土師器坪を含む。その他灰釉陶器 6点、緑釉陶器 1

点（第126図9）、輔羽口 1点(16)、鉄釘 1点がある。須恵器坪(1~8)は底径が口径の1/2以下のも

のが主体を占める。 8の須恵器坪には底部の内外面に「人」という墨書文字が記されていた。 15の

高台付坑はカマド内から出土したもので確実に遺構に伴う遺物である。輔羽口は鍛冶炉に使用され

たものと推定され、孔径が小さい。先端はガラス状に溶融し、続く部分は還元されている。稲荷前

XIII期に比定される。
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1 黒褐色土焼土・炭化物多混入。黄灰色粘土粒子含。

2 黄褐色土 粘質土・焼土粒子やや多。

3 黄褐色土 ローム質土。冒第124図第60• 61号住居跡（l)(L=31. 1 Om) ゜
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SJ 61カマド

1 暗褐色土 多菫の砂質粘土主体。 4 暗灰褐色土 焼土・砂質粘土の赤化ローム

2 暗褐色上褐色土主体・焼土・炭化物 混在。

少量混入。 5 砂質粘土焼七少呈混人。

3 暗黄褐色土 ロームプロックと黒褐色土 6 ロームブロック

混在。 7 灰白色土

第125図第60• 61号住居跡(2)(L=31. 1 Om) 

第60号住居跡出土遺物観察表（第126医）

0
』

1m 

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.8) 3.7 5.3 AC  B 灰 45% Nu 62, 65。覆土。

2 坪 (12 0) 3.8 4.5 DE B にぶい橙 55% SJ62-593。覆上。

3 界 12.0 3 4 5.3 ACD B 灰 25% SJ61-108。床面。

4 杯 (11.8) 4 0 (6.0) BG A 灰 25% Nu431。床面。

5 坪 3 7 5.5 ACD B 灰 25% 確認面。

6 恥 3 2 (5.5) C C 灰白 25% SJ6H02。床面。

7 坪 12.8 4.7 5.4 ABCD C 灰白 40% 確認面。

8 坪 12.6 4.1 5.4 ABC B 灰白 60% No 12, 19~21,37。床面。「人」の墨書あり。

， 緑釉埼 2 1 6.0 B A 灰 25% SJ61-206,25仇覆土。硬質。猿投産。

10 高台杯 2.6 6.9 ABE C にふい黄橙 90% SJ61-370。床面。

11 灰釉坑 1. 7 6 5 G A 灰白 40% SJ6Hl6。覆土。猿投産か。
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第126図 第60号住居跡出土遣物

器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

皿 (14.4) 2.3 (5.0) AC A 灰 15% NolS。床面。

皿 (16.8) 2 1 ACD B 灰 15% カマド内。

皿 (17.5) 2.4 ACD B 灰 20% SJ61-430。カマド前ピット内。

境 (16.6) 8.3 8.0 ACDE B にぶい黄橙 30% カマド内。

甕 (25 0) 5.9 ACD B 灰 15% SJ61-389。覆土。

甕 (30.0) 7.5 ACD B 灰 10% 確認面。

甕 5.4 4.0 G A にぶい褐 60% カマド内。

甕 7.1 13.0 AC B 灰 75% SJ61-360，覆土。

靴羽口 残長8.0cm。 ABC 10% SJ62-504。覆土。孔径1.5~2.6cm。

鉄釘 残長3.6cm。頭部平面形は方形(1.9Xl.8cm)。 Nu245。床面。鋲状を呈する。
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第61号住居跡（第124• 125図）

N-8区に位置する。第60号住居跡と並ぶ大型住居跡である。形態は長方形を呈し、規模は長軸6.60

m、短軸5.60m、深さ0.15~0.20mを測る。

主軸方位は座標北を指し、 60号住居跡とほぼ直交する。両住居は東壁を共有する形で存在し、ま

た規模・形態・主軸方位に密接な関連が窺えることから、同一地点に於ける建て替えと考えられる。

床面はほぼ平坦で、第60号住居跡よりも僅かに深い傾向にある。覆土の堆積状況の詳細は不明で

ある。

カマドは北壁の中央から東に偏した位置に設置される。遺存状況は比較的良好で、燃焼部中央か

らやや西に寄った位置には石製支脚が据えられていた。燃焼部の掘り込みは浅く床面と大差ない。

袖部には砂質粘土が若干残されていたが、天井部崩落土とも考えられよう。ピットは 5本検出され

た。 P戸いが主柱穴に相当しようか。但し深さは巳を除くとあまり深くない。 P叶ま伴わない。壁

溝は北壁を除き巡るが、南西コーナーは残存しない。

出土遺物は178点検出された。須恵器坪が半数弱を占め、須恵器塙、皿、蓋、甕、壺、土師器坪、

甕、台付甕から構成される。土師器坪は混入である。高台付皿（第127図4)はカマド内から検出され

た。また 5·6•8•10は床面に相当する位置から出土した。須恵器大甕（第128図14) は、カマド前

面の床面よりやや浮いた位置を中心に破砕された様な状態で散乱していた。 12の甕は破片の分布状

態から見ると、一部は第59号住居跡に掛かった位置にも存在しており、第59号住居跡から流れ込ん

だものとした方が良いかも知れない。稲荷前XIII期に比定される。
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第127図 第61号住居跡出土遺物(1)
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第128図 第61号住居跡出土遺物(2)

第61号住居跡出土遺物観察表（第127• 128図）

14 0 10cm 

番号 器種 ロ径 器商 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 11.8 3.5 A A オリープ灰 15% Nul55。覆土。

2 坪 12.0 3.5 ACD B 灰白 15% 氏内覆土。

3 坪 11.8 4.0 6.0 CD A 灰 45% Nu397。覆土。

4 高台皿 12.6 3.3 6.0 AD B 灰 80% Na330。カマド内。

5 坪 (12.8) 4.0 5.8 ACD A 浅黄 50% Na396。床面。

6 坪 (13.2) 4.3 (5.8) AC C 灰黄褐 45% SJ65-50。床面。口縁部内に油煙付着。

7 坪 11. 5 4.0 6.0 AD A オリープ灰 50% No49,50,342。覆土。

8 皿 14.3 2.9 6.0 A A 灰 30% Nu162。床面。， 坪 13.0 6.2 6.6 AD A 灰 90% Nu390, 401。床面。体部下端に糸切り痕残る。

10 皿 14.6 2.4 (4.8) AC B 灰白 20% Nu327，床面。底部接合痕残る。

11 皿 16.2 2.4 7.0 ACD B 灰 65% N雌， 10他。覆土。

12 甕 (15.0) 16.1 ABC B 灰 35% Nal1他。覆土。

13 甕 17.0 AB A 灰 80% Nu356,366,376,382,383。覆上。

14 甕 (47.0) 18.2 ABC A 灰 20% SJ61-257他。覆土。
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第62号住居跡（第129図）

N • 0-8区に位置する。新旧関係は土層観察から、第60• 61 • 64号住居跡よりも新しく、第63号

住居跡よりも旧いものと推定された。第63号住居跡は主軸方位もほぼ一致し、本住居跡の直上に規

模をやや大きくして建て替えられたものと考えられる。また住居内に位置する 2基の土塙は何れも

住居を切っていることが判明している。形態は一辺3.22mの方形を呈し、確認面からの深さは

0.35~0.40mを測る。主軸方位はN-86°-Eを示す。

床面はやや凹凸をもち北半では貼床が認められた。覆土は黒褐色土単層で構成され、上面は第63

号住居跡床面が乗っている。第63号住居跡を構築するために人為的に埋め戻されたものと推定され

る。カマドは東壁に設置される。上面は削平を受け、遺存状態は極めて悪い。袖は存在しない。伴

う柱穴は明確ではない。巳は第61号住居の主柱穴に相当する。壁溝は西壁に検出された。本住居に

伴う出土遺物は不明である。

第63号住居跡（第129図）

N•0-8 区に位置し、第62号住居跡直上に構築される。重複する住居群の中では最も新しい住居

跡と推定される。住居内に位置する 2基の土塙は明らかに住居を切っているもので中世に属する可

能性が商い。形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸4.80m、短軸3.64m、確認面からの深さ

0.25~0.30mを測る。主軸方位はN-88°-Eを示す。

床面は第62号住居跡を埋め戻して形成されほぼ平坦である。覆土は暗褐色土の単層である。カマ

ドは東壁の中央からやや北に偏した位置に設けられている。燃焼部は壁外に大きく延びている。袖

は存在しない。壁溝は北壁から東壁にかけて検出されたが、南壁部には存在しない。西壁部のそれ

は第62号住居跡に属するものとしたが、或いは本住居に帰属する可能性もある。ピットは東壁に掛

かって 2本検出されているが、勿論本住居に伴うものではない。

出上遺物は第62号住居跡と併せて550点余りを数える。小片がほとんどであるが、器種的には須恵

器坪を主体に皿、蓋、甕、土師器坪、甕、台付甕、灰釉陶器、緑釉陶器、瓦、鉄滓から構成される。

但し、土師器坪と甕の一部、そして須恵器坪のなかには明らかな混入品が含まれている。出土遺物

は、位置及びレベルからそのほとんどが本住居に帰属するものと推定され、第62号住居跡に対応す

るものは明確に抽出できない。

第130図 7の須恵器坪には体部外面と底部内面に「正」という文字が墨書されている。 8の皿は底

部内面が非常に磨滅しており、転用硯の疑いがある。 11~14• 17は灰釉培皿類、 15は緑釉耳皿であ

る。 26の鉢は酸化焙焼成され土師器風であるが、輔櫨整形される。中世に降るものであろうか。出

上位置から見て、 1号土墟に伴う遺物と推定される。 20の須恵器坪も混入である。 28は平瓦で、凸

面平行叩き、凹面布目 (3cm'あたり縦糸21本、横糸18本）残す。 29は丸瓦で凸面なで整形、凹面は布

目（縦糸11本、横糸14本／cmり。鉄滓は覆土中から検出され、長径6.2cm、短径4.7cmの楕円形を呈す

る。ほぽ完存する培型滓である。凸面は凹凸が顕著だが表面は滑らかである。凹面は多孔質でざら

ざらしている。重量65広稲荷前XIV期に比定される。
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第129図第62~64号住居跡(L=31.10m) 
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第130図 第62• 63号住居跡出土遺物

第62• 63号住居跡出土遺物観察表（第130図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.8) 3.4 ACDE C 明黄褐 40% Nu 416,436,453。SKOl内。

2 坪 (14.0) 2.9 ACD A 橙 15% SJ64-No.5。床面。

3 坪 (11.8) 3.3 ABC B 灰 20% SJ60-No.71。床面。

4 坪 (12. 6) 3.5 ACD B 灰 20% カマド内。

5 坪、 (12. 0) 3.5 5.0 AC B 灰 40% SJ60-No.6ふ覆土。

6 坪 12.2 3.5 5.5 AC C 灰 55% Nu26, 231, 244。覆土。

7 坪 12.6 3.8 6.4 ABC A 灰 75% Nu40,193,232。覆土。「正」の墨書有り。

8 皿 2.3 7.0 ACD A 灰 75% Nul7。覆土。内面磨滅。転用硯か。

， 蓋 (11. 9) 3.3 AC B 灰 25% N⑬3。覆土。

10 蓋 (16.0) 2.0 AC B 灰 15% Nul8。覆土。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

11 灰釉皿 13.7 3.8 6.5 G C 灰白 75% Nu449。SKOl内。灰釉漬掛け。産地不明。

12 灰釉坑 (15.8) 3.1 AB  C 灰白 5% Nu437。覆土。灰釉漬掛け。東濃産。

13 灰釉皿 (15.0) 1. 9 AB C 灰白 5% Nu472。覆土。東濃産。

14 灰釉坑 (14.8) 6.9 7.6 G B 灰白 25% Nu 80,147他。SKOl内。東濃産か。

15 緑釉皿 1.8 J A 灰 5% SJ64-1。床面。耳杯。硬質。猿投産。

16 高台坪 2.0 ABDF B 灰 70% Nu 51, 58。覆土。

17 灰釉皿 1.5 6.4 A C 灰白 25% N(l469。SKOl内。

18 坪 0.8 5.0 C A 灰白 35% Nu357。覆土。

19 坪 1.3 4.4 ABDF C 浅黄橙 80% Na538。覆土。

20 坪 0.9 6.5 BC A 浅黄橙 90% Nu 7,107。覆土。

21 杯 2.0 4.4 AEI C 橙 90% Nul64。覆土。

22 坪、 2.1 4.6 AEI D にぶい黄橙 60% Nu 342,382,428。覆土。

23 高台杯 1.6 8.1 ABD A 灰 100% Nu352。床面。

24 瓶 3.8 ACDE C 橙 90% Nu84。覆土。

25 甕 3.4 ABE A にぶい橙 25% NQ48。SKOl内。

26 鉢 (32.0) 4.8 ABCE A 赤褐 5% Nu 282,284。SKOl内。中世か。

27 甕 9.9 (15.0) ACD A 灰 15% Nu82,503。覆土。

28 平瓦 ACD B 灰白 Nu162。床面。

29 丸瓦 ACD A 灰 Nu235。P1内。

第64号住居跡（第129図）

0-8区に位置する。第62・63号住居跡の南側にあり、両住居に切られている。形態は不明である

が長方形または方形を呈するものと推定される。残存規模は長軸3.34m、短軸2.62m、深さ

0.15~0.20mを測る。主軸方位はN-6°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で、第63号住居跡と同ーレベルで続く。覆土は暗褐色土で構成されている。壁溝

は南壁から西壁にかけて巡るが、東壁では明瞭に確認できなかった。ピットは 3本検出されている

が何れも住居に伴うものではない。残存部にはカマドは存在しない。

出土遺物は少なく、 28点検出されたにすぎない。土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、壺から構成

される。小片が多いが、図示した 1• 2は南壁下の床面からやや浮いた位置から並んで出土した。

重複する住居跡群の中では最も古く位置付けられよう。他に中・近世の陶器片が 1片出土した。稲

荷前IV期としておきたい。

｀ □ 2 10cm 

第131図 第64号住居跡出土遺物

第64号住居跡出土遺物観察表（第131図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪、 10.6 3.6 ABCE A にぶい橙 80% Nu54。覆土。

2 坪 10.0 3.2 AB C にぶい赤掲 70% Nu55。覆土。
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第65(A• B)号住居跡（第133図）

N-8区に位置する。当初、重複する第60• 61号住居跡よりも新しいものと捉えたが、精査の結

果、重複部の床面が途切れており本住居が旧いものと判明した。また、調査進行中、西壁外にも遺

構の存在が判明したため精査を進めたところ、北壁と東壁を共有する形で更にもう 1軒存在するこ

とが明らかとなった（第65B号住居跡）。床面レベルは当初検出された住居（第65A号住居跡）が僅か

に深く、その上面に貼床は認められないため、調査所見に従って第65B号→第65A号に縮小したも

のと捉えておきたい。

第65A号住居跡の残存規模は長軸3.68m、短軸3.58m、深さ0.10m前後を測る。第65B号住居跡の

規模は長軸5.56m、短軸5.16m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-89"-Eを示す。

残存部の床面は比較的堅緻だが、北壁際は軟弱であった。 B号住居の壁に沿う形で溝が巡るが、

これは掘方と考えられる。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は僅かに壁外に突出する程度で、底面の掘り込みは約0.2mを

測る。立ち上がり角度は垂直に近い。袖は存在しない。おそらく A号住居のカマドと考えられ、 B

号住居使用時に同一箇所に存在したか否かについては不明である。ピットは遺構内に11本検出され

た。 P1~P 叶ま B号住居に伴う主柱穴と考えられる。 P6•Ps•P，は上面に床が貼られており、床下

土墳または掘方と判断される。また、 P11には焼土が多量に含まれていた。他のピットについては直

接遺構に伴うという可能性は少ないものと推定される。

出土遺物は141点あるが、これには本来重複する第60・61号住居跡に帰属すべきものが含まれてい

る。器種的には須恵器坪、皿、蓋、甕、壺、土師器甕、鉢で構成される。他に青磁碗と土師器坪の

小片が混入している。確実に伴うものとしては第132図 1の須恵器坪と 5の土師器甕があり、何れも

カマド内の火床面付近から出土している。稲荷前XII期に比定される。

ロロー-I"-=~ 

~:) 

□ ――-1 
フ

ロロロ
0 5cm 
1 上 9

第132図第65号住居跡出土遣物

第65号住居跡出土遺物観察表（第132図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 .t不 12.3 3 6 6.4 AC B 灰 50% Nu92。カマド内。

2 坪 1. 7 5.5 AC B 橙 70% 覆上。

3 甕 (26.0) 4.1 AC A 灰 10% No 101。覆土。

5 甕 (20. 7) 8.8 ADEFI A にぶい褐 10% Nu 73。カマド内。

6 甕 (21 0) 5.7 ADEI A 橙 25% P11内。

4 鉄釘 残長6.0cm。 覆土。
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赤褐色土焼土基調。ロー

ム・炭化物混入。
3 黒褐色土焼土・炭化物含。
4 黒褐色土焼土・炭化物少

旦
』 風混入。

5 黒褐色土焼土・炭化物多

量混入。
6 暗褐色土 ロームブロック

混入。しまり有。
7 暗赤褐色土黒褐色土基調。

焼土・炭化物含。
8 暗赤褐色土 ソフトローム基

D' 
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1 暗褐色土 ロームプロック多
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第133図第65号住居跡(L=31. 30m) 
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第66号住居跡（第134図）

N-7 • 8区に位置する。第67• 68号住居跡と重複するが、本住居が最も新しい。第67号住居跡調

査時には遣構の存在に気付かなかったため、詳細は不明とせざるを得ない。第67号住居跡出上遺物

のうち、該当する時期の遺物分布を基に想定した規模は、長軸約4.00m、短軸3.60m、深さ0.05~0.10

m程度であろう。主軸方位はN-89°-Eを示す。

残存部の床面は、平坦で比較的堅緻であった。カマドは東壁の中央部に設けられている。燃焼部

は壁外に位置するが掘り込みは浅い。第 3層が灰層と考えられる。袖は存在しない。ピットは 2本

検出されたが、伴うか否か明らかではない。

出土遺物は前述したように、第67号住居跡出土遺物のうち明らかに新しい一群の土器を本住居の

時期に合致するも 0)として組込んだ。破片総数438点を数える。須恵器坪が半数近くを占め、須恵器

坑、皿、蓋、甕、壺、土師器甕、台付甕から構成される。その他に灰釉塙 3点、瓶 2点が出土して

いる。

遺物の垂直分布を開るとほぽ床面と思われる高さに集中ずる傾向が顕著に謬められ、遺構に伴う

蓋然性はかなり高いものと考える。須恵坪は深身で口縁部が外反するものが主体を占め、底径はロ

径の1/2前後のものか多い。須恵器はほとんどが南比企窯跡群産と推定されるが、メ｝レクマールでも

ある白色針状物質が明瞭に観察されないものもー一定量含まれている。第135図2•12は体部下端に糸

を差し入れた痕跡を残す。 13は体部外面に「甲」もしくば「申」と記された墨書が残されているが、

墨痕が薄く良く判読できない。図示した灰釉壌は東濃産と推定される。稲荷前XIII期に比定される。
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1 褐色土砂質粘土・焼土粒子・炭化物混入。

2 褐色土砂質粘上主体。廃土粒子混入。

3 黒褐色土 灰1薗・灰・焼上・炭化物混入。

4 ロームブロック・焼土・灰混入。

〇
ヒ 加

第134図第66号住居跡(L=31.20m)
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第135図 第66号住居跡出土遺物

第66号住居跡出土遺物観察表（第135図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 12.0 3.9 6.3 AD B 灰 55% SJ67-1245,1252。覆土。
2 坪 (12.0) 4.0 6.5 AD C 灰白 40% SJ67-1250。覆土。体部下端に糸切り痕。

3 坪 11. 7 4.2 5.9 AD B 灰白 70% SJ67-1121, 1123。覆土。
4 坪、 12.3 4.3 5.9 A B 灰白 60% SJ67-29,30,1495,1496,1498,1762。覆土。
5 坪 (12.0) 3.9 6.2 ABF B 浅黄橙 10% SJ67-28。覆土。

6 杯 (12.0) 3.8 (6.0) AC A 灰白 15% SJ67-976,1492。覆土。

7 坪 11.8 3.7 5.0 ABC A 灰白 50% SJ67-803,805,1368。覆土。

8 坪 (12.0) 3.5 5.6 AD A 暗青灰 20% SJ67-978。覆土。， 坪 12.0 3.8 6.0 ACD B オリープ灰 45% SJ67-679。床面。

10 坪 (11.9) 3.7 (5.0) ACE B 灰白 35% SJ67-8。覆土。

11 杯 (12.0) 3.4 (6.0) AC A 灰 20% SJ67-1157, 1251。覆土。

12 坪 (12.1) 4.2 (6.0) AD B 灰 20% カマド内。体部下端に糸切り痕残す。

13 坪 12.4 4.0 (5.8) BG C 灰白 50% SJ67―覆土。体部外面に墨書あり。

14 坑 (13.0) 4.7 ABC C 灰 25% SJ67-1125。覆土。

15 皿 (15.0) 2.8 AB A 青灰 30% SJ67-629。確認面。

16 皿 (15.3) 2.5 A A 灰白 15% SJ67-734。覆土。

17 皿 15.2 1. 7 AB A 灰 20% SJ67-1153。床面。蓋の可能性あり。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

18 皿 1.9 (5.4) AC A 灰 25% SJ67-l。覆土。

19 蓋 (15.8) 1.1 AC B 灰 10% SJ67-992,99＆覆土。

20 蓋 15.7 1.6 AC B 灰 15% SJ67-1283。覆土。

21 蓋 (16.4) 3.0 ABC B 灰 50% SJ67-ll 78, 1179。覆土。

22 灰釉塊 (16.0) 4.2 G B 灰白 20% Nul4。床面。東濃産。

23 灰釉坑 2.0 (7.0) G A 灰白 15% SJ67-P2。東濃産。

24 甕 (25.0) 5.4 AB A 灰 10% 覆土。

25 甕 (21.0) 6.5 ABE A 橙 10% SJ67-1309,1617,1623。覆土。

第67号住居跡（第136• 137図）

N-7 区に位置する。第66•68号住居跡と重複している。第66号住居跡は本住居埋没後に構築され

たことは誤りないが、第68号住居跡との先後関係は微妙である。両住居は当初 1軒として処理され

ていたが、その後北側に存在した農道を除去したところ、新たにカマドが現れ、 2軒重複していた

ことが確認された。土層観察の際には残念ながら両者は識別されなかったが、出土遺物の様相から

みると第67号住居跡が新しい可能性がある。形態はほぽ方形を呈し、規模は長軸4.72m、短軸4.26

m、深さ0.30m前後を測る。主軸方位はN-52'-Eを示す。

床面はやや起伏をもつ。覆土の状態は不明である。カマドは東壁の南に偏した位置に設置される。

燃焼部は楕円形を呈し、床面から0.10m程掘り込まれる。煙道部への移行は急角度である。袖は比較

的遺存状態が良く、左袖には土師器甕と円柱状の礫が、右袖には土師器甕がそれぞれカマドの補強

材として埋設されていた。壁溝は南東コーナーを除いて全周する。ピットは住居内から 12本検出さ

れている。重複する遺構のものも含まれようが、明瞭に識別できなかった。 4本主柱穴とすればP1

～巳が該当するものと推定される。

出土遺物は前述したように、第68号住居跡と分離できないために、同一図版に掲載した。確実に

本住居に帰属するものは袖の補強材として使用された第140図46•47の甕とカマド内から出土した 6

の坪、 59の刀子程度である。土師器甕は胴部に膨みをもち、第68号住居跡のそれよりもやや新しい

様相がある。稲荷前Vll期に比定されよう。

第68号住居跡（第136• 137固）

N-7 区に位置し、第66•67号住居跡と重複する。形態はほぽ方形を呈し、規模は長軸5.90m、短

軸5.70m、深さ0.40m前後を測る。主軸方位はN-34'-Wを示す。

残存部の床面は概ね平坦で堅い。堆積状況は概ね自然堆積に近いと推定されるが、上層に第121号

土塙や第66号住居跡の攪乱を受ける。カマドは北壁に 2基設置される。 1号カマドは燃焼部はほぼ

壁内に位置し、掘り込みは浅い。袖には黄灰色粘土が比較的良く遺存していた。 2号カマド燃焼部

は壁を切り込んで構築されていたが、袖等の施設は遺存せず、 2号から 1号カマドヘ付け替えられ

たものと推定される。ピットは 5本検出されたが、 P2・い以外は浅く、柱穴とは想定し難く、第67

号住居跡内のピットを含めても規則的な柱穴配置を想定するには無理がある。壁溝は西壁で確認さ

れたのみである。
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1 暗褐色土

2 暗褐色土砂質粘土ブロッ

クを多筐混入。

3 黒褐色土砂質粘土・焼土混。

4 黒褐色土砂質粘土・焼土を

多量に混入。

5 黒褐色土焼土・ロームブロ

ック多量混入。

6 暗褐色土 ソフトローム・ロ

ーム粒多量混入。

7 灰白色粘土

8 灰白色粘土 ローム塊多。焼

土少盪混入。

9 灰白色粘土砂質粘土混在。

10 褐色土粘土を主にロー

ム・焼土多量混入。
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第137図第67• 68号住居跡(2)(L=31. 20m) 
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出土遺物は67号住居跡のものを含めて905点検出された。小破片が多く、覆土上層から下層まで満

遍なく出上している。器種的には土師器坪、塙、皿、甕、小型甕、台付甕、壺、須恵器坪、蓋、甕、

甑、瓶、壺類、瓦の他鉄製品がある。 68→67号住居跡という新旧関係が正しいとすると、須恵器坪

類の内第139• 140図17• 19~25 • 34、上師器甕では48• 49 • 51が本住居に該当することになる。土

師器甕（51)はカマド左袖から出土したもので基準とできるだろう。また土師器坪類に関しては小片

が多いが、在地産土師器としては最も新しい段階である。その他、水滴(37)・小壺(38)。鉄鎌(60)

等も本住居の遺物としても良いであろう。 32の坪は底部に静止糸切り痕が残るが出土位置から見る

限り本住居に属する可能性は低い。また37• 39は東海産か。 58の平瓦は凹面に布目 (18X 18本／cmり、

凸面平行叩痕を残す。稲荷前VI期～VII期にかかる時期と考えておきたい。
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第138図 第67• 68号住居跡遣物分布図
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第67• 68号住居跡出土遺物観察表（第139~141図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11 0) 1. 7 ABC A 橙 10% Nu 173。覆上。

2 坪 (11.8) 2.9 AE B 橙 35% 覆土。

3 坪 (12.0) 2.5 AC B 褐灰 10% SJ67カマド内覆土。

4 坪 (13.0) 2.6 BCF B にぶい赤褐 10% Nu203。覆土。

5 坪 (13.0) 2.5 ABC A 灰白 10% SJ68-l号カマド右袖。

6 坪 (13.0) 2.8 BE B 橙 15% SJ67カマド内覆土。北武蔵系。

7 坪 (12.8) 3.7 ADE B にぶい橙 10% Nu 784。覆土。体部ヘラケズリ不明瞭。

8 坪 (13.8) 3.6 C B にぶい赤褐 15% Nul07。覆土。， 恥 (13. 8) 4 5 BC A 明赤褐 20% N揺45,378,610。覆土。

10 坪 (14.8) 4.3 CDG B にぶい橙 25% N揺40。覆上。

11 坪 15.0 4.4 ABC B 橙 15% Nu365,856。覆土。

12 皿 (15.8) 2.3 AEG B 橙 10% Na192。覆土。

13 皿 (17. 7) 2.5 C A 橙 10% Nu474。床面。

14 境 (18.0) 3.9 ABC A 橙 20% Nu688。覆土上層。

15 杯 2.3 6.4 AC B 灰 10% Nu678。覆上。

16 坪 (13 2) 3.5 BC A 灰 25% Nu23。覆土。

17 坪 14.0 3.6 7 9 ACD A 灰白 60% Nu867。覆土上層。

18 坪 (15.0) 3.5 AC C 灰 10% Nu 544, 1021。覆上。

19 杯 (15.0) 3.3 (10.4) ACD A 灰 10% Nu3。覆土下層。

20 坪 14.6 3.2 9.8 ACD B 灰 45% Nu355,868。覆土上層。

21 坪 (15.0) 3.3 (10 2) ACD B 灰白 10% Nu926，覆土下層。

22 .t不 (15.0) 3.25 (10.4) ABC C 灰 25% SJ68-1号カマド上面。

23 坪 (15.8) 3.5 (10. 2) BC A 灰白 10% Nu249。覆土。

24 杯 (17.0) 2.9 ABC A 灰 15% Nu471。覆土上層。

25 杯 (15.3) 5.5 (10.2) ABC A 灰 10% N揺62。床面。

26 蓋 (13.0) 2.1 ACD A 青灰 15% 沌72。覆土上層。

27 蓋 (16.0) 1. 2 BC B 灰 10% 覆土。

28 蓋 (16 3) 1 8 BC A 灰 5% Nu2107。覆土下層。

29 芸r (17.8) 1 2 BC A 灰白 5% Nu 1170。覆土。

30 芸r (17.0) 2.8 AC C 灰 35% Nu989。2048，床面。

31 芸ロ (17.8) 3.9 AC B 灰 25% 池1356。覆土上層。

32 杯 2 8 8 0 ACD B 灰 25% N叫048。覆土，底部静止糸切り。

33 坪 (16. 0) 3 2 ACD B にぶい橙 20% Nu2129。覆土下層。

34 杯 16 2 3.6 9.9 AC B 灰白 95% 池2036。覆土。

35 坪 (16 0) 4.0 ACD A 灰 10% Nu691。覆土。口唇部内面磨滅。

36 杯 (16.8) 3 8 AC A 灰 15% Nu728。2008。覆上。
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番号 器種 口径 器高 底径 胎 土• 焼成 色調 残存 備 考

37 水満 3 4 5 6 G A 灰 50% SJ68-1号カマド内。覆上。東海産か。

38 小型壺 6.0 (5 O) ABC A 灰白 25% Nu78,286,1231。覆土。

39 瓶 4 6 G C 灰白 35% 確認面。東海産か。

40 甕 2.3 5 0 BDE A にぶい橙 40% Nu2197。床面。

41 甕 1.8 (6.8) ADE A 橙 20% SJ67カマド覆上。

42 甕 3.0 7.0 BEG A にぶい褐 50% Na 1157, 1536。覆土上層。

43 甕 (21. 2) 7.0 ADEF B 橙 20% 覆土。

44 甕 (23.0) 5.1 ABDF B 橙 25% Nul433。覆土。

45 甕 (22.0) 7.2 ABEF A 橙 40% Nu2220。覆土。

46 甕 (21.0) 17.1 ADE A 橙 30% SJ67カマド左袖内。

47 甕 (25 0) 26 7 ABD B 橙 50% SJ67カマド右袖内。

48 甕 (22 0) 8 3 ABE B 橙 20% Nul。覆土下層。

49 甕 (22.4) 9.8 BCEG B 橙 15% Nul04。覆土。

50 甕 (20.6) 9.4 AB B にぶい橙 15% Nu2046,2052。床面。

51 甕 (23.0) 17 2 ABE A 橙 35% SJ68-1号カマド左袖内。

52 台付甕 3.5 11.2 ABE B 橙 30% Nu2072。覆土。器面風化。

53 壺 (13.0) 1.8 AB B 灰白 15% Nu384。覆土。

54 甕 (22.0) 3 1 AC A 青灰 5% Nu232。覆土。

55 甕 (34.0) 6 1 AB B 灰 10% Nu402。覆土。

56 甕 (37.0) 4.8 ABC B 灰 10% Nul518。覆土上層。

57 砥石 残長8.4cm。最大幅6.1cm。重量252g。 A 覆土。凝灰岩製か。上下欠損。

58 平瓦 BCG A 灰 5% Nul552。覆土。

59 刀子 残長10.1cm。幅1.05cm。刀子自体残長8.6cm。 Nu38。SJ67カマド左袖内。木柄遺存。

60 鎌 全長127cm。基部幅4.1cm。 Nu1481。覆土。基部を折り返す。

第69号住居跡（第142図）

N-6•7 区に位置する。第47号住居跡に南西コーナー部を切られているが、遺存状態は比較的良

好である。形態はほぼ方形を呈し、規模は長軸5.16m、短軸5.02m、深さ0.20mを測る。主軸方位は

N-15°-Wを示す。

床面は概ね平坦で、壁際を除いて全体的に堅緻であった。壁際は幅約0.5mの掘方をもち、黒色土

で埋められている。覆土は褐色系の土壌で構成され、特に人為的堆積を示すような様相は観察され

なかった。

カマドは北壁の中央部に設けられる。燃焼部は壁内に納まるが、床面下の掘り込みは浅い。燃焼

部奥壁は急角度で立ち上がり煙道部へ続く。袖の遺存状況は比較的良好で、右袖には底部を欠いた

土師器甕（第144図20)が補強材として埋め込まれていた。

ピットは 6本検出された。 P1~Pバま深度も充分であり主柱穴と考えられる。何れも柱痕（抜き取

り痕か）が明瞭に観察された。 Ps• P6と第 1号土壊（ SKOl)の帰属は不明である。壁溝は検出され

なかった。

出土遺物は289点を数える。器種的には土師器坪、埼、甕、台付甕、甑、壺、須恵器坪、碗、蓋、

甕、壺、鉢で構成され、土師器坪類と甕の構成比が高い。上師器坪は小型化しており、北武蔵型坪

と称される一群（第144図 7~9)を含む。須恵器は数少なく図示した11の坪は南比企窯跡群産と考
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えられ体部中位以下がヘラ削りされる。 12の底部はヘラ切り成形されている。 13の底部は外縁部が

回転ヘラ削り、中心部が手持ちヘラ削りされる。 14は蓋としたが異なる器形かもしれない。 17の鉢

には口縁下に小孔が穿たれている。 20の土師器甕はカマド右袖の芯として使用されたもので底部を

欠いている。 21の甕はカマド前面に潰れた状態で出土した。 15~17は混入の可能性がる。稲荷前IV

期に比定しておきたい。
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は 三
1 褐 色 土 ローム・焼土粒子

少量混入。

2 黒褐色土 ロームブロック少

鱚・焼土粒子・炭化

物多量混入。しま

り良。

3 暗褐色土 ローム粒子多量・

焼土粒子少量混入。

しまり弱。

ピット

1 暗褐色土ローム。焼土粒

子少量含。柱痕。

2 暗黄褐色土 ロームブロック

多量含。

3 暗黄褐色土 ロームプロック

多量含。

0 2m 
, _~•--• ••—•---~---•------. -•ー→

第142図 第69号住居跡(L=31.20m)
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乱 乱

A 一＇

1 褐色土灰褐色粘土粒

子多醤・焼土

粒子少量混入。

2 褐色 土 ローム・焼土

粒子少量混入。

3 暗褐色土 灰褐色粘土小

プロック・焼

土粒少菫混入。

4 褐色土焼土・炭化物

粒子少量混入。

5 暗褐色土焼土粒多。炭

化粒少量混入。

6 黒褐色土 焼土粒子・炭

化物多量混入。

7 黄褐色土 ローム粒子多

量混入。

8 暗褐色土 焼土粒・プロ

ック多量混入。

炭化粒子含。

9 暗褐色土焼土含。

10 黄褐色土 粘土・焼土プ

ロック混入。

゜
1m 

第143図 第69号住居跡カマド(L=31. 20m) 

第69号住居跡出土遺物観察表（第144図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 10.2 3.3 ABF A 橙 70% Nu28。覆土。赤彩剥落し不明瞭。

2 杯 (9.9) 3 2 ACD A 橙 20% Nul9,174。覆土。

3 .t不 (10.0) 2.9 AB A 橙 20% Nu68。覆土。

4 坪 (11.0) 3 0 AB B 橙 15% Nu46。覆土。

5 杯 (11.8) 3.0 BF A 橙 15% Nu55。覆土。

6 坪 12.0 3.5 AB A 橙 15% p4内。

7 坪 (10.9) 3.4 ADE B 橙 25% 覆上。北武蔵系。

8 坪、 (12.0) 3.0 AB C 橙 20% Nu398。覆土。北式蔵系。， 坪 (13.0) 4.4 ABE B 橙 30% Nu445。覆土。北武蔵系。

10 坪 (13.0) 3.6 B A 橙 20% Nu326。覆土。北武蔵系。

1 1 坪 (11.0) 2.9 ABC A 灰 20% Nu22。p4上面。風化著しい。

12 坪 1.6 5.6 B C にぶい黄橙 50% Nu36。覆土。

13 堺 1.4 (6 3) AC A 灰 20% Nu,99。覆上。底部手持ちと回転ヘラ使用。

14 蓋 (13. 0) 2.9 A A 灰 10% Nu275。床面。器形不明。東海産か。

15 蓋 (18.0) 1.1 AC A 灰 10% Nul62。覆土。

16 蓋 18.6 1.3 AC C 灰白 10% Nu128。覆土。

17 鉢 (36.0) 2.9 BC A 灰白 5% Nu185。覆土。口縁下に小孔 2ヶ。

18 宮士 20.0 6.3 ABD A にぶい橙 15% Nu20。覆土。

19 士空 3.1 (10.0) B A 橙 20% Nu359。P1内。

20 甕 (21.0) 24.0 ADE A 浅黄橙 45% No463。カマド右袖内。

21 甕 20.6 27.5 ABE A 浅黄橙 30% Nu417。床面。

22 甕 2.2 (4.0) EF A にぶい褐 80% Nu372。覆上。

23 甕 3.8 (5.0) AE A 明黄褐 25% Na440。覆土。

24 甕 3.5 (6 2) AE B 橙 25% Nu170。覆土。

25 台付甕 3.0 12.6 ABE B 橙 45% Nu310。床面。
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第144図 第69号住居跡出土遺物

第70号住居跡（第145図）

N•0-6 区に位置する。第13号掘立柱建物跡に対応する柱穴が P3付近に存在したものと思われる

が床面まで掘り込まれていないため検出されなかった。住居の方が旧いものと推定される。形態は

ほぼ方形を呈し、規模は長軸2.80m、短軸2.74m、深さ0.20~0.30mを測る。主軸方位はN-71°-Eを

示す。

床面は平坦で全体的に堅緻であった。覆土は 3層に分かれ、一部に攪乱を受けるが、概ね自然堆

積と考えてよかろう。カマドは東壁に設置される。燃焼部は壁ラインよりも突出して掘り込まれる

が、床面下の深度は浅い。奥壁は急角度で立ち上がり煙道部へ続く。袖は灰白色の粘質土が少量残

存していたが遺存状態は悪く明確な形では検出されなかった。第6層は掘方埋土でありその上面が
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乱
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褐色土

黒褐色土

暗褐色土 焼土・ローム粒子混在。しまり弱。小

礫混在。

ローム粒子・プロック混在。しまり弱。

きめ細かくローム・焼土粒子含。しま

り・粘性弱。

0
』

カマド

1 暗褐色土

2 

3 

4 

5 

6 

7 

ローム粒多。焼土粒少量混

入。

褐色土ローム粒子斑状に多。焼土

粒子・炭化物少醤混入。

焼土粒子・炭化物多混入。

ローム・焼土粒子少混入。

焼土・粘土粒子多混入。プ

ロック状に炭化物含。

暗黄褐色土 ロームブロックと焼土粒子

斑状に混入。

黄褐色土 ブロック・焼土粒子少謎混

入。

黄褐色土焼土粒子多。炭化物少混入。

3層に類似。

赤褐色土焼土粒多混入。 5層に類似。

黄褐色土

黒 褐 色 土

赤 褐 色 七

(
j
 

尋

2m 
••• 

゜
1m 

第145図 第70号住居跡・カマド(L=31. 30m) 

火床面と考えられる。 ピットは 4本検出されたが何れも浅く柱穴とは見倣し難い。

遺物は115点出上した。第146図2は第144図11と同一個体の可能性がある。坪としたが蓋かもしれ

ない。床面上約 9cmから出土。厳密な意味では住居に伴うものではないが、時期的には岨輌はない。

3は口縁内面が凹み丸底の坪であろうか。 3~6の須恵器は伴う可能性は少ないであろう。上師器

坪類は図示したもの以外に比企型坪ふb類と凡b類が含まれる。伴出する北武蔵系坪（ 8）は口唇部が

内屈する古段階の特徴を具備している。稲荷前IV期でも前半代に位置付けられよう。
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第146図第70号住居跡出土遺物

第70号住居跡出土遺物観察表（第146図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 杯 (14.8) 3.4 AC B 灰 10% Nu 70。覆土。

2 坪 (10.8) 2.9 ACD B 灰 15% Nu 177，覆土。

3 杯 14.8 3.3 ACD B 灰白 20% 覆土。

4 蓋 (16.0) 1.6 ACD B 灰 15% Nu112。覆土。

5 蓋 (16.0) 1. 7 AB A 灰 10% Nu 164。床面。

6 蓋 2.0 AD B 灰白 70% NQ33。覆土。

7 坪； 10.5 3.5 AC B 褐 60% Nu 182。カマド内。

考

8 坪 11.0 2.3 BE B 橙 15% Nu159。床面。外面磨滅。北武蔵系。

， 坑 (14.0) 2.8 B A 橙 10% Nu19。覆土。

10 甕 (21.0) 21.5 ADE A 橙 70% Nu 181。カマド内。

11 甕 2.7 (5.8) AE B にぶい褐 25% カマド内。

第71号住居跡（第148図）

N • 0-5区に位置する。

第72号住居跡、第13号掘立

I < □三／
柱建物跡と重複する。新旧

関係は第72号住居跡→第71 I〗―口」
; a 号住居跡→第13号掘立柱建

物跡の順に新しい。調査区

外に延びるため、遺構の詳

)□王］細は不明とせざるを得ない。

残存規模は長軸3.02m、短

軸2.62m、深さ0.10mを測

る。主軸方位はN-2°-W。 ， し 10cm 

床面は平坦で良く踏み固 第147図 第71号住居跡出土遺物
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められているが、中央部を溝状遺構の攪乱を受けている。覆上は 3層に分かれる。第 3層は貼床面

である。カマドは北壁に設置される。第13号掘立柱建物跡により一部破壊され、遺存状態はあまり

よくない。袖には灰白色粘土が僅かに残存していたのみで詳細は不明である。ピットは存在しない。

出土遺物は68点検出された。器種的には土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、瓶から構成される。

第 146図 1はフラスコ形瓶で東海産と推定される。 2の須恵器坪は調査区界に近い位置の床面から伏

せた状態で出土した。稲荷前VI期に比定される。

第71号住居跡出土遺物観察表（第147図）

番号 器種 ロ径 器高

1 瓶 16.8 

2 坪 15.4 3 5 

3 甕 (15.0) 5 2 

4 甕 (19 0) 7.4 

A31 80 

旦 30

C 31.30 

Es↑.30 E' 

量

底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

G B 

10 0 ACD A 

ADF A 

AEF A 

＿毘

灰 25% Nu7。覆上。

灰 70% Nu50。床面。

橙 10% Nu 12, 23。カマド内。覆土。

橙 20% No29。床面。

-1-

3)言
， 

／ 

SJ 71カマド

1 褐色土 ローム粒子・焼土粒子少量混入。
2 暗褐色土 焼土粒子・炭化物粒子多誠混入。
3 黒褐色土 ロームブロック多量混入。

SJ71・72 

1 暗褐色土焼土粒子やや
多。ローム少。

2 褐色土ロームやや多。
焼土・炭化物少量混入。

3 黄褐色土粘質土。ロー
ム混入。

A’ 

8 黒褐色土 ローム粒子少
量混入。

9 暗褐色土

10 黄褐色土
11 暗褐色土 ロームブロッ

ク混入。

C'D  a1.ao -.. 4 暗褐色土焼土・ローム
12 褐色土焼上・ローム

粒少量混入。．． 

言
F 31 30 F' 

三

粒少混入。褐色粘土プ
ロック部分的に含。

5 暗褐色土焼土粒子の混
入多。

6 褐色土砂質粘土ブロ
ック・焼土粒多量混入。

7 明褐色土砂質粘土。
貼床。

゜第 148図第71• 72号住居跡
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13 暗褐色土焼土・ローム
粒微量混入。

14 黒褐色土 ロームプロッ
ク混入。

15 褐色土ロームブロッ
ク多量混入。
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第72号住居跡（第148図）

N-5区に位置し、南壁部を第71号住居跡に切られている。また住居の大半は調査区外に延びるた

め、遺構の詳細は不明である。床面の北半には当初、井戸状遺構が重複するものと考えたが調査の

結果、風倒木痕であることが判明した。土層観察により、風倒木痕の上部に貼床していることが確

認された。残存規模は長軸3.36m、短軸1.40m、深さ0.15mを測る。主軸方位は東壁を韮準にすれば

N-10°-Wを示す。

床面はやや凹凸をもち全体に軟弱であった。覆土には焼土やロームブロックの混入が多くすべて

が自然埋没とは思われない。壁溝は巡るが、調査区内にはカマドや柱穴等の施設は存在しない。

出土遺物も31点と少なく、全て小片

である。器種的には土師器坪、甕、須

恵器坪、蓋、甕があるが、全て覆土出

土であり時期決定の資料とはならない。

第71号住居跡との関係から 8世紀初頭

以前に構築されたものと考えられる。

第72号住居跡出土遺物観察表（第149図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎

1 芸m 12.8 1.5 AC 

2 芸P 15.8 1.8 ACE 

3 蓋 16.8 1. 9 ACD 

4 坪 1 3 (6 0) C 

5 坪 0 7 (7 0) ABC 

第73号住居跡（第150図）

三ーニ-- -- 1 ミー三一軍4

三ニーニー 、2

三 ご 三ロニ―:、30 10cm 

第149図 第72号住居跡出土遣物

土 焼成 色調 残存 備 考

A 灰 10% 覆土。

A 灰 10% 覆土。

A 灰 10% 覆土。

A 灰 10% 覆土。

B 灰 20% 覆土。

N-5 • 6区に位置し、第70号住居跡の北側に隣接する。第13号掘立柱建物跡と重複し、本住居が

旧い。形態は方形を呈し、規模は一辺3.20m、深さ0.30mを測る。主軸方位はN-6 "_ Eを示す。

床面は概ね平坦であるが、南壁側がやや浅い傾向にある。床面中央付近には炭化材が数点検出さ

れているが、特に火災を受けたような状況は認められない。覆土は 4層に分かれ、ロームブロック

の混入が目立つ。

カマドは北壁の中央部に設けられる。燃焼部はほぼ壁内に納まり、掘り込みは深い。第 4層は掘

方で、火床面は 3層下面と考えられる。袖は灰白色の砂質粘上を用いて構築される。焚口付近の粘

土は流失していたが、遺存状態は比較的良好である。右袖内からは土師器甕が潰れた状態で出土し

た。袖の補強材として使用されたものであろう。ピットは 4本検出された。位置的にはアンバラン

スだが柱痕が確認され、柱穴となる可能性が高い。壁溝は存在しない。

出土遺物は109点あり、土師器坪、甕、壺、須恵器坪、蓋、甕、瓶、鉢から構成される。須恵器は

少なく大半は混入であろう。第151図 1• 2は第13号掘立E内に落込んだ状態で検出された。 4はカ

マド袖の補強材と考えられ住居に伴うものである。 5の鉄鏃は長頸関箆被片丸造端刃箭式に属する。

時期の限定は難しいが図示以外に模倣坪内面に沈線をもつ例や浅椀タイプの坪かと推定されるもの
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が あ る こ と か らIII期 以 前 に は 遡 ら な い 。 稲 荷 前IV乃至V期 に含 まれ るも のと 推定 される。
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胃
1 暗褐色土 ロームブロ

ック多。焼

土少鼠含。

焼土多量含。

ロームプロ

ック・粘土

少蒐含。

暗褐色土 ロームプロ

ック混入。

5 黒褐色土柱痕。

6 黄褐色土黒色土混在。

堀方埋土。

暗褐色土

暗褐色土

F
 

冒ご
カマド

1 暗 褐 色土 焼土・ロー

ム粒少呈含。

褐色土粘土。焼土・

ローム粒子

多量含。

褐色土焼土・ 黒 褐

色土少呈含。

黒褐色土ロームブロ

ック混在。

灰多量含。黄灰褐色土

砂質粘土
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第151図

第73号住居跡出土遺物観察表（第151図）

第73号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 2 5 8.6 ACD B 灰 20% NalO。P1内。覆土。

2 甕 2 8 7.3 ABD A にぶい赤褐 25% Nu94。SB13。覆土。

3 蓋 (15 0) 1 4 A A 灰 5% Na46。覆土。

4 甕 (20. 0) 14 5 ABE B 浅黄 50% Nu2, 3, 4, 145。床面。

5 鉄鍬 残長7.9cm。 覆土。
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2.掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第152図）

R•S-5•6 区に位置する。調査区南西端にあり、調査区外に延びる可能性も否定できないが、

一応 5X 2間の狭長な建物と推定しておきたい。桁行11.75m、梁行4.40mを測り、主軸はN-83°-E

を指す。また見方によっては東の妻側に庇をもつとも考えられる。

柱穴形態は略円形をなすものが多く、規模は比較的小さい。径0.40~0.60m、深さ0.30~0.60mを

測る。柱間寸法はおよそ桁行2.35m、梁行2.20mとなり、前者の方がやや長い傾向が認められる。ま

た、妻側の中間柱である巳と P14は柱筋よりも僅かに外側にずれており、棟持柱様の構造を取って

いる。 14本の柱穴のうち10本で柱痕（柱抜き取り痕）が確認された。きめ細かい黒色土で締まり粘性

は弱い（第 1層）。掘方埋土は黒色土～暗褐色土で構成されロームブロックを含む（第 2層～第 4層）。

特に P5では版築状に突き固めた様相が観察された。

出土遺物は 7世紀代の土師器甕、 8~9世紀代と推定される須恵器坪、培が検出されている（第172

図 1~3)。柱掘方形態や柱間寸法等からみると古代の建物とするには違和感があり、遺物こそ出土

していないものの中世に下がる可能性も否定できない。

▲第 I群掘立柱建物跡群
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第 2号掘立柱建物跡（第153図）

P• Q -5·6 区に位置する南北棟の建物である。調査区西部にあり、第33号住居跡と重複し、本

建物跡の方が新しい。また、第 3号溝跡に上面を削られている。 3X 2間の側柱建物で、桁行6.15

m、梁行4.20mの規模をもち、主軸方位はN-5°-Eを指す。北側に第 3号・第13号建物が位置する

が主軸及び柱筋は僅かにずれている。寧ろ東側の桁行柱筋の延長上には第 5号堀立柱建物の西側の

妻側にほぼ揃う。
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暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

。I

ローム粒子・ローム

プロック混入。しま

り弱。

ローム混入。（均質）

しまり・粘性弱。

ローム主体。

゜
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甘穴掘JJ形態は楕円形を呈するものが多く、

長径は0.50~0.90m前後、深さ0.30~0.40m

程てある。柱間寸法は桁行2.05m、梁行2.10m

を測る。上層観察ができたものは少なく、柱

痕の有無は明らかでないが、 P2・ Psでは明確

に確認できなかった。掘方埋土はロームブロ

ックを均質に含む褐色系の土で構成されてい

る。

出士遺物は少ないが、埋土から上師器坪、

須恵器坪、甕の破片が検出されている。

第172図 4は体部外面に墨書が記されている。

残存部では「ー」と読めるが、欠損部にも墨

痕が廷びている。「上」のような文字であろう

か。正確な時期は明らかにできないが、稲荷

前VI期よりも確実に祈しく、およそ稲荷前IX

期頃に比定しておきたい。

第 3号掘立柱建物跡（第154図）

O•P-5·6 区に位置し、第 2 号掘立柱建

吻跡と第 3号掘立柱建物跡に挟まれた中間地

帯に構築される。第36• 44号住居跡と切り合

い関係にあり、上層観察等から、前者よりも

旧く、後者よりも新しいことが判明している。

5 X 3間の南北棟の側柱建物で、桁行9.75m、

梁行5.40mの規模を持ち、主軸方位はほほ座

標北を指す。柱穴掘方は比較的大型で円形か

ら楕円形を呈し、均等に配されているがP7と

P叶よ位置がずれ、柱穴規模が他に比して著し

く小さい。深さは不均等で隅柱が深い傾向に

ある。 P1•いでは0.9~l.Omを測る。柱間寸

法は桁行1.95m、梁行1.80m等間に復元され

るが、いと P，で検出された柱痕位置はやや

ずれてしまう。柱痕から復元される柱径は

0.20~0.30mのものでp4.  p，では抜き取っ

た痕跡が明瞭に残されていた。

出上遺物は44点あるが、全て破片である。
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l 暗褐色土 ロームプロック・小礫混入。

（柱抜取り痕）

2 ロームブロックと黒褐色上の混土層。礫

混入。（掘方埋土）

3 ロームブロックと礫の混上層。

4 暗褐色土 ローム粒子・炭化物混入。

（柱抜取り痕）

5 暗褐色土 ローム粒子少菫混入。（柱痕）

6 褐色土焼土粒子多鼠混入。ローム粒

。炭化物少量含。（柱抜取り痕）

第154図
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器種的には須恵器坪、塙、蓋、甕、土師器坪、

甕で構成され、 7~8世紀代と考えられる遺物

である。第172図 7• 8は第44号住居跡の遺物と

して取上げられているが、出土位置からいに帰

属するものと推定される。 9の蓋は掘方埋上（第

2層）上面から検出された。天井部に紐を接合す

るための螺旋状の切り込みがみられる。重複関

係や須恵坪からおよそ稲荷前IX期に比定されよ

う。

1 暗褐色土 焼土粒子・ローム粒子

混入（柱痕又は抜取り痕）。

黒褐色土とロームブロック・褐色

土の混土層。（堀方埋土）

黒色土 ローム粒子・ブロック

混入。（柱痕不明）

第 4号掘立柱建物跡（第155図）

0-6 • 7区に位置し、第42• 46~49号住居跡

と重複する。調査所見に拠れば、第42• 46 • 47 

号住居跡よりも新しく、第48• 49号住居跡より

も旧いものと判断された。 5X 2間の大型建物

で、桁行10.75m、梁行5.20mの規模をもつ。主

軸方位はN-88"-Wを指す。柱穴掘方は全体に大

きく P6• P13では径1.7mにも及ぶ。掘方形態は

円形と隅丸方形を意識したものが多く、各柱穴

はほぼ均等に配されている。深さは0.40~0.80

mを測り、隅柱が深い傾向にある。柱間寸法は桁

行2.15m、梁行2.60m等間となり、桁行と梁行で

寸法を違えている。柱痕は 4本のみ確認され、

p3.  p叶ま抜き取ったような痕跡が観察された。

柱径は約0.30mを測る。

出土遺物は71点検出された。 7~8世紀代の

上器が混在するが、明確に 9世紀代に下がるも

のは含まれていない（第172図10~13)。器種的に

は土師器坪、甕、須恵器坪、塙、蓋、甕、瓶が

ある。須恵器坪類は全て底部調整されている。

須恵器培の様相、切り合い関係からみてもおよ

そ時期は限定され、稲荷前IX期前後に位置づけ

られるものと考えておきたい。

尋 2m 
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第157図第5号掘立柱建物跡(2)(L=31.2Dm)

第 5号掘立柱建物跡（第156• 157図）

M•N-6•7 区に位置する。第 1 号小鍛冶遺構(S X06)と重複し、本建物が旧いものと推定され

る。 4X 2間の建物跡で桁行9.40m、梁行4.60mの規模をもつ。主軸方位はN-88'-Wを指す。柱穴

掘方は、形態的には方形乃至楕円形を呈するものが多く、長径は1.00~1.40mと大型である。深さは

0.40~0.80m程である。各柱穴はほぼ均等に配され、柱間寸法は桁行2.35m、梁行2.30m等間を測

る。柱痕は P5を除いた柱穴で確認され、柱径は0.30m前後と推定された。柱痕内覆土は、焼土粒子

とローム粒子を僅かに含む黒褐色土で充填され、締まりは全くない（第 1層）。掘方埋土はロームブ

ロックを多量に含む暗褐色土で構成され、堅く突き固められていた（第 2層）。

出土遺物は総点数163片を数え、土師器坪、甕、須恵器坪、椀、蓋、甕、瓶の各器種が認められ

る。ほとんどの土器は 7世紀～ 8世紀中葉前後に位置付けられるものであるが、第172図15のみ新し

い様相が窺われる。判断に迷うところであるが第 1号小鍛冶遺構との前後関係から 8世紀中葉（稲荷

前VIII期頃）に比定しておきたい。

第 6号掘立柱建物跡（第158図）

O•P-7·8 区に位置し、西側に第 4 号建物、東側に第 7 号建物が近接する。 3 X 2間の総柱建

物で桁行7.50m、梁行5.10mを測る。主軸方位はN-2°-Wを指すが、ほぽ南北棟の建物とみてよ

い。柱穴掘方は不整方形を呈するものが多く、長径は0.80~1.00m、深さ0.40~0.50m前後を主体と

する。各柱穴はほぼ均等に配置され、柱間寸法は桁行2.50m、梁行2.55m等間を測る。柱痕は P5.

p7. p11で確認され、p3のそれは抜き取られたものと考えられる。

出土遺物は33点検出されているが、何れも小片で図化し得る遺物はない。 7世紀から 9世紀後半

代の土器を含み、時期決定の決め手を欠いている。 9 世紀後半代 (XIII~XIV期頃）の遺物は P2• P3• 

Puから出土しており、本建物もそこまで時期的に降るものであろうか。

第 7号掘立柱建物跡（第160図）

O-8区に位置する。第 6号掘立柱建物跡の東側に隣接する。第 8号掘立柱建物跡とは P7が重複す

るが、新旧関係は不明である。 3X 2間の側柱建物で、桁行4.65m、梁行3.60mを測る。主軸方位は

N-84°-Eを指す。また南側に庇柱様の柱穴列が一列見られるが規模が不揃いで柱筋にきれいに対応

しないため除外した。柱穴掘方は円形または楕円形を呈し、径0.60~1.20m、深さ0.40~0.60m程の

規模をもつ。各柱穴は均等に配され、柱間寸法は桁行1.55m、梁行1.80m等間となる。全ての柱穴で

柱痕または抜き取った跡と思われる痕跡を確認できた。それによると、 P5 ・い間、 P9•P10間の寸
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入

ol 

｀ 1 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロ

ック混入。

2 黒褐色土 ローム粒子少量混入。

（柱抜取り痕）

3 黒褐色土 ローム粒子多量混入。

4 黒褐色土とロームプロックの混土層。

（掘方埋土）

5 暗褐色土後世のピット。しまり無。

6 黒褐色土 ロームプロック少量混入。

（掘方埋土）

7 黒色土 ローム粒子・ロームプロ

ック少量混入。焼土混入。

法は2.10m前後となる。束柱が検出されていないが、柱間や規

模から見ると倉庫風の建物となる可能性も残されていよう。

出土遺物は15点と少なく、正確な時期は明らかにできない。

7~8世紀代の遺物が中心で、明確に 9世紀末葉以降に含ま

れるものはない。 8世紀代の建物と考えておきたい。

第8号掘立柱建物跡（第161図）

O•P-8•9 区に位置する。第 7 号掘立柱建物跡の東側に

重複する。新旧関係は明らかにできなかった。また、第50号

住居跡とも重複するが、本建物の方が旧いものと考えられる。

3 X 2間の側柱建物で、桁行7.05m、梁行4.60mを測る。主

軸方位はN-2°-Wを指す。柱穴掘方は円形または楕円形を呈

し、径0.80~1.40m、深さ0.30~0.50m前後の規模をもつ。 P3

は倒木痕の攪乱を受け残存しない。各柱穴はほぼ均等に配さ

れるが、妻側中央柱の P7とP10は、柱筋よりもやや外側には

ずれ、棟持柱様の配置をとっている。柱間寸法は桁行2.35m、

梁行2.30m等間となる。柱痕または抜き取り痕は 5個のピッ
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1 黒褐色土 ローム粒子少量

混入。（柱痕）

2 褐色土 ローム粒子・焼

土混入。（柱抜取

り痕）

-g’. 3 黒色土とロームブロックの

混土層。

4 褐色土ローム主体。黒

色土少量混入。

5 褐色土とロームプロックの

混土層。

6 褐色土ローム粒子少量

混入。

7 褐色土ローム粒子多量

混入。

2m 

第160図第 7号掘立柱建物跡(L=31.1Dm) 

トで確認できた。

出土遺物は21点検出されたが、全て小片で出土遺物から時期を明確にすることはできない。第50

号住居跡との重複関係からXIII期まで下がることはないことは確実である。 8世紀から 9世紀前半代

の建物であろう。
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暗褐色土 ローム粒子・焼土

粒子少量混入。

（柱抜取り痕）

暗褐色土とロームプロックの

混土層。

黄褐色土 ローム主体。暗褐

色土少醤混入。

゜
2m 

第161図 第8号掘立柱建物跡(L=31. OOm) 

第 9号掘立柱建物跡（第162• 163図）

O・ P-9 ・10区に位置し、第 8号掘立柱建物跡の東側に隣接する。土層観察に拠れば重複する第

51号住居跡よりも旧く、第53号住居跡よりも新しいものと推定される。当初 3X 3間の総柱建物と

考えたが、周囲にも対応する位置に柱穴が検出され最低でも三面に庇が付属する。身舎柱の P2は倒
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褐色土

褐色土

ローム粒子混入。

ローム粒子・焼土粒子混入。

ロームプロック・焼土粒子

混入。

暗褐色土 ローム粒子・焼土・炭化粒

子混入。

ロームブロック混入。

ロームブロック混入。

第163図 第 9号掘立柱建物跡(2)(L=31. OOm) 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

7 褐色 土 ローム粒子・ロームプロック

混入。

8 黒色土とロームプロックの混土層。

9 褐色土とロームブロックの混土層。

10 褐色土ローム混入。

11 黒色 土 ローム・焼土・炭化粒子混入。

0 2m 
I 9 9 

木痕の攪乱を受け消滅していた。

建物東側は谷地が形成され、遺構確認が充分できなかったが、第54号住居跡内にあるピット(p30 • 

P31)が本建物に伴うとすると、四面庇をもつ一辺12.00mの大規模建物に復元される。何れにせよ、

身舎部分は 3X 3間の総柱で構成され、桁行・梁行共に7.80mを測り、柱間寸法は凡そ2.60m等間と

なる。庇と身舎の間隔は2.10mとなり身舎柱の間隔に比較してやや幅狭くなる。但し、庇に関しては

問題点もある。 P21とP22の間には入念に確認したものの柱穴が存在しないこと、

p 28が庇に該当するとするならば位置的にずれを生じ柱筋が揃わない点である。

また、 p 17•P25 ゜

身舎部分の柱穴掘方は楕円形を呈し、長径1.00~1.50m、確認面からの深さは深いもので0.90mに

も及ぶ。庇に相当する柱穴はやや小型で浅いものが多い。柱痕、または柱抜き取り痕は凡そ半数の

ピットで確認された。特にp8 ° p 14 • p 15では明瞭に観察され、柱痕内に空隙が存在する部分もみら

れた。

出土遺物は掘方内と抜き取り痕の中から92点検出された。須恵器坪、高台付培、甕、皿、土師器

坪、甕、緑釉段皿等の器種がある。 XIII期～XIV期頃の遺物が主体となり（第172図21~28)、建物の年

代も概ねそれに近い段階に比定されよう。

-157-



冒

｀

｀

□
]

ー

ロ

ニ

[

ロ
／

m

sJ 

ーロ

□:  
｀ 

第164図 第10号掘立柱建物跡(L=31.10m) 

-158-



第10号掘立柱建物跡（第164図）

P• Q-8•9 区に位置する。第28 • 29号住居跡と重複し、本建物が最も新しいものと推定され

る。第11号掘立柱建物跡との新旧は不明である。 3X 2間の規模をもつ南北棟の側柱建物で、桁行

7.95m、梁行5.20mを測る。主軸方位はN-3°-Wを指す。柱穴掘方は隅丸方形を呈するものが多

く、隅柱のp6は「く］の字状に屈曲している。深さは0.30~0.50m程を測る。各柱穴はほぼ均等に

配され、柱間寸法は桁行2.65m、梁行2.60m等間となる。柱痕は 8本の柱穴で確認できた。断面観察

から全て抜き取り痕と考えられ、埋土には一様に焼土が充填されていた（第 1層）。第 4• 7層は茶

褐色系の上で焼土の含有量は僅少であった。他の層は黒色上とロームブロックの混土層で、掘方埋

土である。出土遺物は24点あり小片が多い。 7~9世紀代の遺物を含み建物の時期的な限定は難し

い。図示した塙（第172図20）は P,掘方出土。最新の遺物としてはp3から高台培の小片が出上し、凡

そ稲荷前XIII乃至XIV期に位置付けられる。遺物の切合関係から見ても妥当な年代と思われる。

第11号掘立柱建物跡（第165図）

Q-9区に位置し、第10号掘立柱建物の東側に重複するが、直接的な切り合い関係にないため新旧

は不明である。 3 X 2間の南北棟の建物と考えられるが、東側の桁行が 2間、西側のそれは 3間と
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黒褐色土 ロームブロック少量含。焼土

粒子多菫含。粘性無。堅緻。

ローム粒子・焼土粒子含。

ロームプロック主体。褐色土

少量含。堅緻。

褐色土 ローム粒子少菫混入。

第165図 第11号掘立柱建物跡(L=31.00m) 
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なり変則的である。

主軸方位はほぼ座標北を指す。桁行は4.20m、梁行3.40mを測るが、柱穴の規模はかなり格差があ

り、 1棟の建物としてよいか疑問がないわけではない。深さも0.15~0.50mとかなり幅がある。柱間

寸法は東側桁行で2.10m、西側桁行で1.40mとなるが、後者では柱穴位置がやや南にずれてしまう。

出土遺物は16点検出されているが、全て小片で図化し得るものがない。 7世紀から 9世紀代の遺

物が含まれ、時期を限定することは困難であるが古代の建物であることは間違いない。 9世紀代の

建物とするのが妥当であろうか。

第12号掘立柱建物跡（第166図）

N-10区に位置する。第92号土壊によりいを破壊されていたが遺存状態は比較的良好である。 2X 

3間の南北棟の建物であるが、南側梁行は柱穴が 2本穿たれ、 3間構成となる。桁行7.05m、梁行5.10

mを測り、主軸方位はN-24°-Wを指す。

柱穴掘方は円形から楕円形を呈し、径0.70~0.90m、深さ0.40~0.70mを測る。柱間寸法は桁行

2.35m、梁行は北側で2.55m、南側では1.70m等間に復元できるが、 P5•P6間は中央に寄り気味で

ある。

柱痕は西側の桁柱で比較的明瞭に観察された。それによれば柱径は0.20~0.30m程となる。

出土遺物は100点検出された。器種的には土師器坪、甕、壺、甑、須恵器坪、蓋、甕がある。ほと

んどは土師器で須恵器の構成比は少ない。 9世紀後半以降の須恵坪が2点あるが、大部分は 7世紀

代後半を中心とする時期のものである。本建物も大きく時期的な隔たりはないものと考える。一応、

稲荷前V期頃と考えておきたい。

第13号掘立柱建物跡（第167図）

調査区西端のN•0-5 • 6区に位置する。第70~73号住居跡と重複するが、本建物が最も新しい

ものと考えられる。 3X 2 間の南北棟の建物で、束柱を 1 本もつ。 P3• P叶ま調査の不手際から検出

できなかった。また P!。と Pn間にもう 1本柱穴が入ると総柱となる可能性があるが断定できない。

桁行6.60m、梁行4.80mを測り、主軸方位はN-2・-wを指す。

柱穴掘方は楕円形を呈すものが多く、径0.70~1.20m、深さ0.40~0.60mを測る。各柱穴はほぼ均

等に配され、柱間寸法は桁行2.20m、梁行2.40m等間となる。柱痕は 4本の柱穴で明瞭に観察され、

柱径は0.20~0.25mと推定される。

出土遺物は59点検出された。器種的には、土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕がある。須恵器坪は

全て底部ヘラ削り調整されている。第173図41の須恵高台坪は P5から、 42の土師甕は P2埋土から出

土した。時期は明確にできないが、出土遺物の様相から 9世紀に下がる要素はなく、稲荷前VIII~IX

期頃に位置づけられよう。
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第33号掘立柱建物跡（第168図）

N-9 区に位置し、第57•58号住居跡と重複する。柱穴の検出状況から本掘立柱建物跡の方が旧い

ものと考えられる。 2X 2間の倉庫風建物であるが中心に束柱がみられない。規模は桁行3.80m、梁

行3.40m、柱間寸法は桁行1.90m、梁行1.70m等間を測り、僅かに南北に長い構造をもつ。主軸方位

はN-8°-Wを指す。

柱掘方は楕円形または円形を呈し、径0.60~1.00m程が主体となる。柱痕または抜き取り痕と思わ

れる痕跡は P1.p4.  p7で確認された。

出上遺物は11点ある。器種的には上師器坪、甕、須恵器坪、塙、甕が認められる。 1点のみ出土

した須恵坪は 9世紀後半以降、他の土器は 7世紀から 8世紀でも末葉に下がる要素はないものであ

る。何れも小片で図化し得るものはない。正確な時期は不明であるが、住居の切り合いからみても

XIII期以前であることは間違いない。 12号建物と主軸が揃い同時期の可能性もあろう。
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第168図第33号掘立柱建物跡(L=30.90m)
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第34号掘立柱建物跡（第169図）

I群ほぼ中央部の P・Q-8区に位置する。整理段階で検出したもので、不明な点もあるが、第30・

31 • 40 • 41号住居跡と重複し、本遺構が最も新しいものと判断される。 4X 2間の南北棟、

3 X 2間の北庇をもつ建物と考えられるが、柱間隔が不揃いな箇所と欠落する柱がみられる。東側

側柱の P叶ま深度も浅く除外して考えると、 P1• P2間は1.80m、P2からい間の柱間寸法は各2.00m

または
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黒褐色土 ローム粒子少量混入。

黒褐色土とロームプロックの混土層。

黒褐色土 ロームプロック少量含。
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第169図 第34号掘立柱建物跡(L=31.20m)
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等間になる。一方西側では P7• Psの位置がずれており規則的な配置を取らない。妻側柱間柱として

P11とP13を想定するとややずれてしまう。 P12を使用し、棟持柱風の構造を想定した方が良いかも

しれない。

規模は桁行7.80m、梁行4.10mを測り、主軸方位はN-2 °-Eを示す。柱穴規模は比較的小さく径

0.50~0.60m前後が主体を占める。柱痕は Eと巳で確認されている。

出土遺物はp4から土師器甕が検出されているが、p4自体本建物から除外して考えるとすると直

接建物年代を指し示すものとはいえない。中世の建物であろうか。

第51号掘立柱建物跡（第170図）

N-5区に位置する。調査区西端に位置し、柱穴が 2本検出されたのみで詳細は明らかにできな

い。おそらく調査区西側に延びる建物跡と推定される。第13号建物が南に隣接するが、柱穴間が接

近しすぎ、同時期存在は不可能と考えられる。柱穴は大型で深さ0.80mと深い。柱痕は P1で明瞭に

観察された（第 4層）。 P2の柱は抜き取られたものと考えられる。柱間寸法は2.20m程である。主軸

方位は不明であるが、座標北から数度の振れに納まるであろう。

出土遺物は土師器甕、

須恵器坪が計 3片検出

されている。 8世紀初

頭前後の遺物と推定さ

れるが、建物の時期と

合致するかどうかは不

明である。何れにせよ

古代の建物であること

は間違いなかろう。
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第170図 第51号掘立柱建物跡(L=31.50m

第52号掘立柱建物跡（第171図）

P-8•9 区に位置する。第10号掘立柱建物跡の北側に隣接し、柱穴 6 本が発見された。調査時点

ではピット群として処理されていたため、建物規模等の詳細は明らかにできない。仮に東西方向を

桁行、南北方向を梁行とすると桁行の柱間寸法は1.80m、梁行の柱間寸法1.60mを測り、桁行が僅か

に長い傾向にあるが、他の建物と比較して柱間寸法そのものは短いといえる。おそらく P6が束柱と

なる 2X 2間の総柱建物に復元するのが叢も妥当であろう。機能的には倉庫様建物と推定される。

この推定が正しいとすると建物規模は桁行3.60m、梁行3.20m前後となろう。主軸方位はN-2°-

Wを指す。各柱穴は円形と楕円形を呈し、径0.50m~0.90m、深さは0.30m前後と比較的浅い。

各柱穴からは出土遺物が検出されていないため年代を限定できないが、中世に降るものではなか

ろう。
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第 I群掘立柱建物跡出土遺物観察表（第172• 173図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (11.8) 3.2 ABC A 灰 10% SBOl-P叶覆土。

2 杯 12.6 3.1 ABC B 灰 10% SBOl-P11覆上。

3 坑 (16.0) 4.2 ABC B 灰白 10% SB01-P6覆土。

4 杯 (12.4) 3.4 (7. 9) AC B 灰 10% SB02-Ps覆土。不明墨書あり。

5 坑 (16. 0) 2.9 AC B 灰 5% SB02ー朽覆土。

6, 甕 (23.2) 4.3 AC A にぶい橙 5% SB02-f培覆土。

7 杯 12.0 3.4 ABC A 灰 20% SB03-P1覆土。

8 坪 12.0 3.5 6 8 ABC A 灰 70% SB03-P1覆土。， 蓋 (19. 3) 2.8 ABC A 暗灰 25% SB03-P4覆土。

10 蓋 (17.0) 1.5 ABC A 灰 10% SB04-Pl3覆土。

11 杯 2.4 (11.6) ABC C 淡黄 30% SB04-P10覆土。

12 碗 (16 8) 4.6 ABC A 灰 15% SB04-F愴覆上。

13 坑 (19 0) 6 0 (11.8) ACE B 灰白 15% SB04-I捨覆土。

14 坪 (13.0) 3 8 7 1 AC A オリープ仄 35% SB05-P9覆土。底部「 X」のヘラ記号。

15 坪 11 8 3 7 5.0 ABE B 明赤褐 90% SB05-Pu覆土。

16 芸吋 2.9 ABC A 灰 80% SB05-I祁覆土。

17 芸m 1.8 ABC B 灰 30% SB07-P]覆土。

18 小型甕 (13.0) 7.2 ABDE A にぶい橙 30% SB07-P6覆土。

19 甕 (26 0) 9.6 ABCD A オリープ罵 30% SB07-P•覆土。

20 埼 (16 0) 6.1 8.6 AC B 灰白 40% SBlQ-pg覆土。

21 杯 (12.0) 3 5 ABDE B にぶい黄橙 40% SB09-P1覆土。
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番号 器種 口径 器高

22 邦 1.8 

23 浣 1.6 

24 高台坪 2 8 

25 坪、 (11, 9) 1 8 

26 皿 (12.0) 1 3 

27 緑釉皿 (14.2) 1 5 

28 高台坪 04.0) 4.6 

29 甕 (27.8) 10 0 

30 坪 (10.4) 2 7 

31 坪 (10.0) 2.7 

32 上宛 17.2 6.3 

33 蓋 (18.0) 2.0 

34 甑 6.4 

35 芸『 2.2 

36 芸＇ (18 0) 1 0 

37 坪 1. 2 

38 坪 1 5 

39 坪、 2.6 

40 杯 2.4 

41 高台杯 (14. 0) 4.4 

42 甕 (21 2) 8.6 
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第173図 第 I群掘立柱建物跡出土遺物(2)

底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

5 6 ABCD B 灰 30% SB09-Ps覆土。

(6 0) AE C 灰黄褐 10% SB09-P,覆土。

(7 0) ABCE C にふい黄橙 20% SB09-P6覆土。

ABC A 暗灰 5% SB09-P11覆土。

ABC DE B 灰 20% SB09-P10覆土。

J A 灰 5% SB09-P6覆土。段皿。

ABC C にぶい橙 25% SB09-圧覆土。

ACDE A 橙 25% S834-No.l。P覆土。胴部ナデ。

AC A 橙 15% SB12-P10柱痕内。

ABC A 橙 20% SB12-P10覆土。

ABCE A 橙 40% SB12-P□覆土。

BC A 灰白 10% SB12ー圧覆土。

6.8 ABCD B にぶい黄橙 20% SB12ー圧覆上。

ABCD D 灰 40% SB13-P10覆土。

ABC D 灰白 5% SB13-P10覆土。

(8.0) ABC A 灰 15% SB13-P9覆土。

(6.0) ABC A 灰 30% SB13-P10覆土。

(12.0) ABC A 灰 10% SB13ー圧覆土。

(10.0) ABC B 灰白 10% SB13-P10覆土。

(8.6) ABC A 暗灰 35% SB13ー圧覆土。

AB A にふい黄橙 15% SB13-P2覆土。
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3.井戸跡

井戸跡は第 I群から14基発見された。時期的には集落の時期とほぼ対応し、古墳時代後期から中

世に至るものである。特に深いものはないが、当時の水位の関係でそれでも充分だったものと推定

される。形態や規模にはかなりバリエーションがみられる。

第 1号井戸跡（第174図）

0-6•7 区に位置し、第 4 号掘立柱建物跡の南に近接する。平面形態は東側が突出しており、水

滴形とでも呼ぶべき形態を呈する。規模は長径3.85m、短径2.88m、深さ 1.70mを測る。断面は本来

ロート状に掘り込まれたものであろうが、下部は出水のためか、壁が崩落しオーバーハングしてい

る。

覆土は 8層に分かれ、第 5層が井戸側の裏込め土、 8層が最下層に堆積する黒色有機質土と考え

られる。井戸側そのものは検出されなかったが、 8層上面相当層には木片が若干残されており、存

在した可能性が残されている。

A-

釦t50

1 暗褐色土焼土・ローム

粒少鼠混入。

暗褐色土焼土・ローム

粒多菫混入。

3 暗褐色土焼土・ローム

粒多星混入。

4 暗黒褐色土黒色シルト基

調。円礫多菫含。

5 暗黄褐色土 ソフトローム

・プロック多菫混入。

6 暗黄褐色土 ‘，フトローム

・プロック多星混入。

7 暗黄褐色土黒色土をプロ

ック状に含。

8 黒褐色土礫と有機物・ロ

ームブロック混入。

9 褐色土礫主体。
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出土遺物（第175図）は極めて多く、上層と下層から主に出土している。ほとんどが破片であるが総

数440点に及ぶ。器種的には土師器坪、培、皿、甕、台付甕、須恵器坪、塊、蓋、甕、壺類、磨鉢、

灰釉培、緑釉皿と桃の種子がある。須恵器からみると時期的にはおよそ 8世紀初頭～ 9世紀末前後

とかなり幅をもつ遺物を含んでいるが、出上層位により概ね時期を異にするようである。覆上下層

とした遺物は第 8層とした黒色有機質土から出土したもので、最も古い土器群はこれに属する（第

174・175図 3~5 • 15 • 18 • 20 • 25)。それ以上のものはドットで出上位置を記録したが、それによ

れば最新の土器群(7 • 9等）はほぼ埋没した段階（ほぼ第 1層相当）で混入したものであることが解

る。

また上層（第 2~7層）の遺物をみると、 7層に比定される遺物量は極端に少なく、聞層を形成す

る。従って上層とする遺物は主に第 2~6層出土遺物である。この第 7層堆積時にはかなり埋没が

進み井戸としての機能は停止していたものと考えられる。

特筆すべき遺物として 2点の墨書上器が挙げられる（第175図5・18)。何れも覆土下層から出土し

たもので本井戸跡が機能していた段階の遺物としてよいものと考える。 5は須恵器坪であるが、底

部外面中央に不明文字が記されている。欠損部位がありかつ墨痕も薄いため良く判読できないが

「多」または「的」か。中央に小さく書かれる点に特徴がある。もう一点の墨書土器に「多磨郡」と

読める文字があり、それとの関わりで捉えると多摩郡を意味する「多」と読むのが妥当であろうか。
〔大ヵ〕

18は扁平な須恵器蓋の破片で、紐と天井部の過半を欠く。外面に「口里郡」、「口尺本」、「多歴郡
〔郡ヵ〕

男｝11」、「ロロロ」の最低 4つの異なる文意をもつ文字が記されている。仮に順にAから Dとする

と、 Aでは最初の 1文字の大部分が欠損するが続く 2字が里郡であることはほぼ間違いなく、文意

から大里郡と読んで誤りなかろう。不明の第 1文字の残画も「大」の第 2画のはねと考えれば不自然

さはない。

Bは外側面に沿ったように書かれている。第 1字の偏は「申」であることは確定するが、芳が読め

ない。次の「尺」は坂と同義であり、「坂本」と読むことが可能である。 Dとの位置関係から

「本」の下に文字が続く可能性は少ないものと考えられる。人名または地名を表わしたものと推定さ

れるが、武蔵国の郡郷名に該当するものがない。

Cは紐を中心に逆時計回りに記されている。釈文はほぼ確定でき、「多磨郡」は武蔵国の郡の一つ、

多摩（磨）郡を意味するものと判断される。以下の「男川」は多摩郡に含まれる郷名に「小川郷」が存在

したことが知られており、音の一致からみて「小川」を「男川」と表記したものと解される。

Dは欠損部が多く判読が難しいが、最低 2文字乃至 3文字記されていたものと推定される。最後

の文字は偏に縦画、芳に「オオザト」をもつ字、例えば「部」や「都」、「鄭」、「郡」等の文字が候補に挙

げられる。このなかで最も可能性の商いものは他に書かれた文字から推して「郡」であろう。この推

定が正しいとすると、ここにも武蔵国の郡名が記されていた蓋然性が極めて高いものとなろう。上

の文字の残画から見ると、多磨郡の「磨郡」と読むことも可能であろう。

またこの土器の天井部内面には「内」の押印が刻されている。土器自体は白色針状物質を含み、広

義の南比企窯跡群産であることは確実である。類例は鳩山窯跡群小谷B9号窯で須恵器蓋天井部内

面、広町B15号窯で須恵器瓶胴部外面に押された例等が確認されるが、消費地で発見されたのは本

-170-



一
~2 

―-」

□ 
二ーノ

ロニ――/
ニーロ］］
こロロロ］

／／ニコ~15

三＝ー、16

□一三＝ェー、 17

、＼ ＼ ＼ 

／／／三；`：

鯰位
ぐ

戸一戸董~18

／三戸「 ＼、 19

/

l

 

ロ
□
｀
ロ
ロ

/

『

lこ

＼
 

．亨写ご・：：ー・T.ーー··-~,
｀主＝：'"":':ご．：.

芝寄｀』ミ＇~
•1・さ呈ご：
与全ミ云シにゞーニー・ ・ ,. ........... 
---,よ~~ ~‘”~ 
•, 9 ~ 

,.芯： :• 

： 
第175図第 1号井戸跡出土遺物

-171-



本例が唯一で、その性格や需給関係を知る上で貴重な資料であると考えられる。

22の須恵器壺は内面に鋭い刃先で付けられたと思われる無数の条線が刻まれており、後世おそら

く中世の頃、砥石に転用されたものと推定される。

第 1号井戸跡出土遺物観察表（第175図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 婉 (13.4) 4.5 7.6 ABC A 灰 30% N o.28, 277,565覆土上層。
2 坪 12.2 3.5 7.0 ABC A 灰 70% No.495, 522。覆土上層。
3 杯 2.6 9.5 AC B 灰白 70% 覆土下層。

4 坪 (15.0) 3.6 10.8 ABC B 灰 35% 覆土下層。

5 坪、 3.0 7.4 ABC B 灰 90% 覆土下層。

6 坪 1.2 7.0 ABC B オリープ灰 70% No.635覆土上層。
7 緑釉坑 1.3 (6.8) AB A 灰 10% No.180。覆土上面。
8 坪 1.6 10.0 AC B 灰白 25% 覆土上層。， 坪 (13.2) 4.2 5.3 AB B 灰白 30% No.261覆土上面。
10 坪 (12.8) 3.7 6.5 ABC A 緑灰 50% N o.32, 313, 518覆土上面。
11 坪 (15.1) 3.35 (9.3) ABC B 灰 55% 覆土上層。
12 坑 (16.0) 4.7 ACE B 灰 25% No.455, 567。覆土上層。
13 境 (18.0) 5.7 AC B 灰白 15% No.216。覆土上層。
14 椀 (18.8) 6.2 ACD B 灰 15% No.298。覆土上層。
15 蓋 1. 7 ABC C 灰 50% 覆土下層。

16 蓋 (14.8) 1. 7 AC A 灰 20% No.223履土上層。
17 蓋 (19.0) 2.6 AC B 灰 20% No.517, 527。覆土上層。
18 蓋 (17.4) 1. 7 AC B 灰白 25% 覆土下層。

19 短頸壺 (10.0) 2.3 AB A 灰 20% No.58覆土上層。
20 壺 (16.8) 6.3 AB A 灰 10% 覆土下層。
21 空·— (17.2) 4.7 ABC B 灰 10% No.63ふ覆土上層。
22 空ギ (20.0) 8.4 ACD B 灰白 15% No.265。覆土上面。
23 磨鉢 5.8 9.0 E A 灰 30% No.104。覆土上面。
24 鉢 (24.0) 5.4 ACD B オリープ黒 10% No.666。覆土上層。
25 鉢 (30.0) 12.4 AB B 灰 15% 覆土下層。

26 甕 (24.0) 6.8 ACD A オリープ黒 15% No.42覆土上層。
27 甕 6.8 16.0 ABC A 灰 30% No.123。覆土上層。

第 2号井戸跡（第176図）

R-7•8 区に位置し、第20号住居跡を切って構築される。確認面の平面プランは径3.30X4.06m 

の楕円形を呈する。内部は 2段に掘り込まれ、下段の上面プランは径l.65Xl.80mのほぼ方形を呈

し、おそらく木製井戸側の存在が想定される。確認面からの深さは1.40mを測る。

覆土は黒色土を基調とし、第 2• 3層が井戸側の裏込め土と推定される。最下層は黒色有機質土

で構成され、方形に巡る板材の一部が遺存していた。井戸側の基礎に使用されたものであろうか。

出土遺物は79点検出され、土師器坪、甕、須恵器坪、塊、皿、甕、施釉陶器、常滑系鉢、在地系

鉢、内耳鍋の各器種がある。

時期的には 7世紀後半～ 8世紀初頭前後、 9世紀末葉～10世紀初頭頃、中世と大きく三時期に分

かれるが、主体を占めるのは 9世紀末葉～10世紀初頭頃の土器群である。中世の遺物（第176図9

~12)に関しては遺物取上げ時の記載間違いの可能性があり、本来第 4号井戸に伴う遺物かも知れな
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い。第176図 1は重複する第20号住居跡から混入したものであろう。 2~8が本井戸跡に伴う遺物と

判断しておきたい。 5は灰釉培、 6は緑釉塙で何れも底部は回転ヘラ削り調整されている。稲荷前

XIV期に比定しておきたい。

第 2号井戸跡出土遺物観察表（第176図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪、 (9.8) 3 1 ABEF A 橙 20% 覆土。無彩。

2 杯 (11.8) 2 9 AD A 橙 15% 覆土。

3 坪 1.7 4.6 ACE C にぶい褐 80% 覆土。

4 杯 1 3 5.0 BEF A 橙 25% 覆土。

5 灰釉塙 1.4 7.0 A B 灰白 100% 覆土。猿投産か。底部回転ヘラケズリ。

6 緑釉坑 1.6 6.6 B A 灰 30% 覆土。猿投産か。底部回転ヘラケズリ。

7 高台坪 2 4 6.2 BCE B 橙 90% 覆土。

8 高台坪 2.6 6.8 ABD C 灰 40% 覆土。， 鉢 34.6 4 9 ABDE B 灰 10% 覆土。

10 鉢 (36.8) 8.4 ADE C 灰 15% 覆土。

11 内耳鍋 34.0 9.1 AEF A にぶい黄橙 10% 覆土。

12 内耳鍋 (28.2) (18.0) ABD A 灰 30% 覆土。

13 甕 (70.2) 31.8 ACD A 灰 30% 覆土。波状文9本単位2段。

第 3号井戸跡（第177図）

Q-8区に位置する。第 4号溝跡が上面を横断しているものと考えられるが土層観察では確認さ

れていない。形態は円形を呈し、規模は径3.90m、深さ1.70mを測る。断面は摺鉢状を呈する。底

面は礫層に達し一段深く掘り込まれ、水溜として底を抜いた曲物桶が設置されていた。その周囲に

は長さ0.30~0.60m程の杭が打ち込まれており、水溜を保護するための木製井戸側が設けられてい

たことが解る。

覆土は 7層に分かれ、第 1~4層は小礫・焼土を含む暗褐色系の土で埋まり、第 3 • 4層はシル

ト化していた。第 5層は砂礫を多量に含む灰褐色土で、井戸側の裏込め土と推定される。第 6層は

水溜（曲物桶）内の堆積土で有機質

土壌、 7層は褐色礫層で構成され

ていた。

出土遺物は197点検出され小片

が多い。器種としては土師器坪、

甕、須恵器坪、碗、蓋、甕、壺が

ある。 7世紀代の土師器坪から 9

世紀後半代の須恵器まで含まれる

が、数量的に主体を占めるのは底

部糸切り離し痕をそのまま残す須

恵器坪で、底径は口径の1/2をやや

上回るものである。再調整品も存 ▲曲物桶出土状況
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在するが数量的には少ない。層位別に取上げていないために井戸の構築時期を明らかにすることは

難しいが、主体となる須恵器の様相から稲荷前XII期頃を中心に機能していたものと推定しておきた

し）。

判明した。

曲物桶（第177図 1) 直径41.5cm、残高25.1cm、板厚0.4~0.5cmを測る。曲物側板で底部は抜かれ

ている。憫パレオ・ラボに委託した樹種同定に拠れば、ヒノキ科ヒノキ属の材が用いられたことが

この薄板を一重に巻き、二重に重ねた部分は 2ヶ所桜皮で縦に綴じられている。下端部

には対面する位置に径0.2cm程の方形の目釘穴が開けられていた。また内面には斜格子状切り込みが

無数に刻まれている。

第 3号井戸跡出土遺物観察表（第177図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

2 坪 (12.0) 6.0 (6.0) ABCD B 灰 20% 覆土。

3 坪 (11. 7) 6.2 6.2 BC A 浅黄橙 50% 覆土。

4 坪、 11. 8 3.6 6.0 AC B 灰 100% No.L覆土。

5 坪 1.2 6.2 BC B にぶい橙 80% 覆土。

6 蓋 (16 0) 3.7 AC A 青灰 20% 覆土。

7 塘 (16.0) 5.8 ABCD D 青黒 10% 覆土。
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1 暗褐色土土器小片・小礫・

焼土少量含。

暗褐色土土器小片・小礫・

焼土多量含。

小礫少量混入。シルト質。

シルト質。

砂礫多量混入。

有機質土。

礫層。
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第177図 第 3号井戸跡・出土遺物
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第 4号井戸跡（第178図）

Q •R-8 区に位置する。重複する第 5 号溝跡もほとんど同時期と推定されるが残念ながら遣構間

の新旧関係は把握できなかった。

形態は円形を呈し、径3.90m、深さ 1.25mを測

るA区の中でも最大規模の井戸跡である。断面は

逆台形を呈する。

覆土上層の堆積状況は明らかではないが、下層

では木片や木の葉片を多量に含む黒色有機質土

（第 1• 3層）とローム質の褐色系の土で構成され

ていた（第 2層）。水溜及び井戸側の存否は明らか

ではない。

凶＇

A-

釦"" 必出土遺物は土師器・須恵器を除いて74点を数え

る。上師質皿、内耳鍋、在地系鉢、土釜、常滑系

甕、片口鉢、瀬戸美濃系皿、盤、卸皿、石臼等の

遺物が比較的多く検出され（第179• 180図）中世の

井戸跡であることを示している。瀬戸美濃系陶器

を基準にすると 15世紀代を中心に機能していたも

のと推定される。

墨
2m 

第178図第 4号井戸跡

第4号井戸跡出土遺物観察表（第179• 180図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 常滑鉢 (30.0) 3.9 A A 灰 5% 覆土。須恵質。

2 播鉢 (30.8) 4.9 ABFI A にぶい黄橙 5% 覆土。在地系。

3 鉢 (32.6) 3.1 AB A にぶい黄 5% 覆土。在地系。

4 - 鉢 (33.0) 3.9 ABEI C 灰 5% 覆土。在地系。内面風化。

5 鉢 (32.6) 3.5 ABI A 灰白 5% 覆土。在地系。内面風化。

6 片口鉢 (32.0) 8.3 ABI B 灰 10% 覆土。在地系。

7 片口鉢 (33.4) 10.1 (14.0) ABEG C 灰黄 15% 覆土。在地系。内面底部周辺は磨滅。

8 坪 (7.0) 1 8 5 1 AE A 浅黄 80% 覆土。土師質。底部糸切り。， 緑釉皿 (9.8) 2.2 5.3 A A 灰白 35% 覆土。瀬戸・美濃系。口縁部に灰釉掛かる。

10 卸皿 (10.6) 1. 5 D A 灰白 10% 覆土。瀬戸・美濃系。口縁部に褐色釉掛かる。

11 三足盤 2.2 (14.0) AB A 淡黄 30% 覆土。瀬戸・美濃系。

12 瓦質鉢 5.0 (13.0) EGI A 灰 20% 覆土。在地系。

13 鉢 5 1 (10.8) AE A 灰 20% 覆土。在地系。

14 丸瓦 覆土。凸面ナテ‘。凹面切り離し痕。

15 土釜 9.4 (15.0) AC A 灰白 35% 覆土。接合しない2片よりなる。

16 石臼 (30.0) 8.8 覆土。粗粒凝灰岩。

17 内耳鍋 (32.0) 10 5 ABE A 褐灰 10% 覆土。

18 内耳鍋 34.0 12 4 AI A 灰 15% 覆土。

19 内耳鍋 (34.2) 13.7 AI B 灰 20% 覆土。

20 内耳鍋 (36.2) 16.4 (21.0) AEF A 灰黄褐 40% 覆土。

21 甕 (24.2) 7.5 ABDE D 暗灰黄 5% 覆土。在地系。胴部外面器面剥落。

22 内耳鍋 6.5 (20.0) AI B 黄灰 5% 覆土。

23 常滑甕 8.6 (18.0) ABF A 赤褐 10% 覆土。

-176-



三/―□---/
/--口／ロニニ／
ロ ローーロ□--]---7, \'~~ 

／口／

ロロニ1/8 ~□二三／

ミ：ロロ戸亨言ジ10

口
口ー＝ロロI

ロロロ一
I 

こ

゜

I// ¥¥ 

／ 

＼＼口 □□ ロ
·•... ・・・・・・・・・・・・ニ-ロロ

第179図第 4号井戸跡出土遺物(1)

-177-

口

_
 ... 
','—/ 

15 

O 10cm 
しー•- -・・ •—• --J 

96 

0 10cm 
~ ー・ー・• • -~ • 一 —· --. ~ ~ 



J
 

20 

/
/
]
 

ー
J
□第180図 第 4号井戸跡出土遺物(2)

-178-



第 5号井戸跡（第181図）

R-7区に位置する。径2.00X1.80mの楕円形プランを呈し、深さ1.70mを測る。断面形は筒状を

呈する。覆土は 5層に分割されるが、堆積状況を見る限りでは井戸側等の施設は確認されず、素掘

り井戸と推定される。また井戸の上面には井戸を囲むように浅い土塙状の掘り込みが存在していた。

覆土の状況から井戸に伴うものと判断した。

出土遺物は29点と少ない。古代の遺物と中世の遺物（瓦、在地系鉢、天目茶碗）が混在するが後者

の年代で代表し、 15世紀代に機能した井戸跡と考える。

第5号井戸跡出土遺物観察表（第181図）

9 9 9 9 9 胎 土 1焼成 1 色調 1 残存番号 器種 口径 器高 I底径

1 鉢 31.6 2.9 

2 天目 3.3 I 4.1 
3 丸瓦 残長5.2cm。厚さ1.6cm。

備 考

ABE 

A 

AB 

Bl 灰 5% 覆土。在地系。

灰白 1 80% I 覆土。瀬戸美濃系鉄釉天目。

Bl 灰 10% 覆土。此質。凹面布目条痕跡残る。凸面ナテ。
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釦 130 -A 

□ --□ 
¥ I 

＼ 
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□3 

1 黒褐色土 酸化礫やや多量混入。

黄褐色土 ローム主に黒色土少混醤混入。

黒褐色土 ロームブロック・礫多菫混人。

4 黄褐色土 ロームブロック。礫混入。

5 黒色土有機質土。

左
10cm 

第181図 第5号井戸跡・出土遺物

呵
第 6号井戸跡（第182図）

P-7区に位置する。第39号住居跡

と重複し、本井戸跡が切られている。

形態は楕円形を呈し、規模は長径

3.10m、短径1.90m、深さ1.50mを測

る。断面形は本来ロート形を呈する

ものと推定されるが、側壁が崩落し

オーバーハングしていた。覆土の詳

細な観察はできなかったが、上層か

ら中層にかけては礫の混入が目立ち、

下層は黒色有機質土が堆積していた。

A-

I ← ~ 

ロ＼ぶ

呵

ー
g 叫

釦 930 A' 

口
印1

10cm 

第182図 第6号井戸跡・出土遺物
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井戸側等の施設は確認されていない。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪が各 1点検出されたにすぎない。年代比定の資料に欠けるが、

図示した土師器坪（第182図 1)は覆土下層から出土したもので井戸跡の年代に近いものと推定して

おきたい。口径11.9cm、器高3.6cm。胎上に石英・長石含み焼成良好。色調は鈍い橙色。残存率50

％。覆土下層出土。稲荷前III期前後であろうか。

第 7号井戸跡（第183図）

R-7区に位置し、第 5号井戸跡に近接する。平面形は円形を呈し、径1.50m、深さ1.70mを測

る。断面形は筒状を呈するものと推定されるが、側壁は崩落しオーバーハングしている。

覆土は 7層に分かれ、第 3• 4層には礫が、 5層にはロームブロックがそれぞれ多量に混入して

いた。 7層は有機物を多量に含む黒色シルト質土である。底面には竹が 3本、木杭が 1本打ち込ま

れており、水溜もしくは井戸側の施設が存在したものと推定される。

出土遺物は上師器坪 l、須恵器甕 9、灰釉培2片と在地産と推定される瓦質鉢体部片 5点、砥石

1点、桃の種子 1個がある。資料が少なく年代決定は難しいが、中世と捉えておきたい。

2点を図化した。第

183図 1は灰釉培小片

である。推定口径は約

15.0cm、残存高3.4cm。

灰白色を呈し、焼成は

良好。 5％残、覆土か

ら出土し、東濃産と推

定される。

第183図 2は砥石で

ある。長さ11.1cm、重

量95gを測る。凝灰岩

製と推定される。
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第183図 第7号井戸跡・出土遺物

第 8号井戸跡（第184図）

N-9区に位置する。第57号住居跡と重複し、調査所見によれば井戸跡の上部に貼床されており第

8号井戸跡の方が古いものと推定された。平面形は楕円形を呈し、径l.80X1.60m、深さ1.50mを

測る。断面形は本来ロート形を呈するものと推定されるが、側壁は崩落してかなりオーバーハング

している。覆土は 3層に分かれ第 1層はロームブロック・炭化物粒子混じりの暗褐色土、第 2層は

ローム質の褐色土、第 3層はロームブロックを多量に含む黒色有機質土で、木片等の有機物が残さ

れていた。

出土遺物は93点ある。土師器坪、甕、須恵器坪、墳、皿、蓋、甕、壺から構成されるが、主体は

須恵器坪と甕である。第 2層を間層として大きく上・下層に分けられるが出土遺物に大きな時期差
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は窺えない。第185図 9は明らかに混入と考えられる。特に下層には井戸側に用いられたと推定され

る板材と曲物桶の底板（第186図20~23)と3点の墨書土器が出土した。墨書上器は何れも須恵器坪で

「占」と記されていた（第185図11~13)。曲物底板は径19cm、側面に目釘穴が穿たれる。稲荷前 XIII期

に比定される。

第 8号井戸跡出土遣物観察表（第185図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 11.2 3.2 5.6 AB B 灰 95% 覆土下層。

2 坪 (12.0) 3.6 (6.0) AC B 灰 15% NQ73。覆土。

3 杯 (12.5) 3.3 5.9 ABCD B 灰白 30% Nu51。覆土。

4 坪 (11 8) 3 7 (5.2) ABCE B 灰 35% Na9仇覆土。

5 坪 11. 9 4 0 5.5 AC B 灰 60% Nu3。覆土。

6 坪 12.6 4.0 6 2 ACD B 灰 100% 覆土下層。

7 坪 12 7 4.0 5.9 ACD A 褐灰 95% 覆土下層。

8 坪 (12. 8) 4 2 6.1 C B 灰白 40% Nu71。覆土。， 坪 (14.0) 4.8 ABC A 灰 25% Nu4。覆土。

10 皿 15.5 2.8 6 3 ACD A 灰 35% Na20, 32, 84, 92。覆土。

11 坪 (12.0) 3.9 5.7 AC B 灰白 50% Nu92。覆土。体部外面「占」の墨書あり。

12 坪 13.3 4.2 6.5 ACD B 掲灰 90% 覆土下層。体部外面「占」の墨書あり。

13 坪 (12 0) 3.4 5 3 AC B 灰白 40% 覆土下層。底部内面「占」の墨書あり。

14 甕 (19.0) 5.6 ABCD C 灰 75% Nu86, 87。覆土。

15 珈ョ (22.0) 3.4 ABC A 灰 5% Na94。覆土。

16 甕 (40. 0) 13.0 ACD A 暗灰 20% Na6ふ覆上。

17 症志 (64. 0) 13 9 ACD A 灰 10% Na広覆土。

18 甕 20.8 ACD A 灰 35% Nu40, 73, 74。覆土。内面叩き当具脹残す。

19 甕 16.7 (14 0) ACD A 暗灰 35% No 10, 41, 45。覆土。
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第185図 第 8号井戸跡出土遺物(1)
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第186図第 8号井戸跡出土遺物(2)

第 9号井戸跡（第187図）

R-8区に位置し、第19号住居跡の西側に隣接する。平面形は円形を呈し、径1.90m、深さ 1.55m

を測る。断面形はほぼ筒状に掘り込まれるが、井戸側等の施設は確認されない。覆土は 3層に分か

れ、第 1層はローム・礫・焼土を少量含む暗茶褐色土、第 2• 3層は礫が多量に混じる黒色土で構

成され、第 3層はシルト質土壌となる。

出土遺物は35点と比較的少ない。土師器甕、須恵器坪、蓋、甕、磨鉢、鉢の各器種が認められる。

土器様相から稲荷前VII期を中心に機能したものと推定される。

第 9号井戸跡出土遺物観察表（第187図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (13.3) 2.6 9.0 ABD B 青灰 30% 覆土。

2 坪 14.4 3.4 9.4 ACD B 灰 80% 覆土。

3 播鉢 6.1 6.1 ACD A 灰 70% 最下層。

4 壺 (13.0) 5.5 ABC A 灰 10% 覆土。

5 鉢 (35.0) 10.5 ABC A 灰 20% 覆土。

6 甕 (22.0) 10.5 ADE A にぶい褐 20% 覆土最下層。

7 甕 (21.0) 13.9 ABDE A にぶい褐 20% 覆士最下層。
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第187図 第 9号井戸跡・出土遺物

第10号井戸跡（第188図）

S-7区に位置する。平面形は楕円形を呈し、径l.90Xl. 70m、深さ1.50mを測る。断面形はロー

ト形を呈する。覆土は 6層に分かれ、堆積状態から見ると井戸側の存在を想定することもできる。

出土遺物は26点あり、上師器坪、甕、須恵器坪、墳、甕、壺から構成される。若干時期差が認め

られるようである。一応稲荷前v~VIII期のある時期に機能していたものであろう。

l r -

A □ A' 

釦 130 A' 

こ ／ 口ロニーン／
ロ ： ／ 

口l 黒褐色土 焼土・炭化粒子含。

2 黒褐色七 ロームプロック多鼠含。

3 黒褐色土 ソフトローム混在。

4 黒褐色土 ロームブロック・炭化粒子含。

5 黒褐色土 ローム・焼土粒子混在。

6 茶褐色土 ロームブロック少菫含。

第188図 第10号井戸跡・出土遺物

-184-

□ 
□ -ロー［

0 2m 
I --------――一丁ーヽー一― ―― l 
0 10cm 



第10号井戸跡出土遺物観察表（第188図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 2.7 BE A 橙 20% 覆土。

2 坪 (10.0) 2.5 B A 橙 20% 覆土。無彩。

3 椀 3.6 10.6 ACD B にぶい橙 20% 覆土。

4 坪 (12.8) 2.95 8.3 AC A 灰 35% 覆土。

5 碗 (14 4) 4.4 8.6 ACD A 灰 15% 覆土。

6 短頸壺 (15 0) 3.7 ABCD B 灰 10% 覆土。

第11号井戸跡（第189図）

Q-7区に位置する。第32号住居跡と重複し、本井戸跡の方が新しいものと考えられる。平面形は

不整円形を呈し、径1.70m、深さ 1.30mを測る。確認面下約30cmで礫層に至る。断面形は逆台形を

呈し、覆土は 2層に分かれる。ローム混じりの暗褐色土で構成され、下層に礫の混入が多い。井戸

特有の有機質土の堆積は認められなかった。出土遺物は土師器坪が 1点のみで時期は不明である。

第12号井戸跡（第189図）

0-9区に位置し、第52号住居跡と重複する。新旧関係は不明であるが、本井戸跡の方が新しい可

能性がある。形態は楕円形を呈し、径1.50X 1.30 

m、深さ 1.25mを測る。覆土は 4層に分かれ、

ローム混じりの黒褐色土で構成される。第 3層

にはロームブロックの混入が多く、第 4層には
ロ 公 I□

有機物が多量に含まれていた。出土遺物は27点 釦卓

と少ない。土師器坪、甕、須恵器坪、甕、灰釉

坑、灰釉瓶の各器種が認められるが、全て小片

で図化可能な遺物はない。おそらくほとんどの

遺物が埋没過程で重複遺構から混入したものと

考えられる。中世の井戸であろうか。

第13号井戸跡（第190図）

て、

A' 年t10 A' 

2m 

第189図第11• 12号井戸跡

第 I群東端の0-11区に位置する。平面形は円形を呈し、径0.80m、深さ 1.05mと非常に小型の井

戸である。ほぼ筒状に掘り込まれ、底面には 4枚の板を組み合わせて方形の井戸側が設けられてい

た。覆土は大きく 2層に分かれ、黒色土を基調としている。下層には木片等の有機物が多量に含ま

れていた。

出土土器は20点と少なく、上師器皿、甕、須恵器坪、培、甕、壺、緑釉皿がある。緑釉皿（第190

図 2)は覆土上層から出土したもので埋没過程で混入したものと考えられる。須恵器壺（ 3）は井戸底

面に横倒しの状態で検出された。底部が欠損するが故意に打ち欠かれたような様相が窺える。須恵

器坪（ l)、土師器甕(4 • 5)も底面に近い位置から出土している。 6~9は井戸側材で手斧痕が不
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0 20cm ~ ~ ~ 

明瞭ながら確認される。須恵器坪は底部が丸底風で全面ヘラ削りされている。土師器甕と須恵器壺

から稲荷前VI~VII期に比定されよう。

第13号井戸跡出土遺物観察表（第190図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 14.8 3.2 10.2 ACD B 灰白 95% No広覆土下層。

2 緑釉皿 1 5 7 2 B A 灰 15% 覆土上層。猿投産。

3 空士 14.2 19.5 ACD A 灰 95% Nol。覆土下層。底部穿孔。

4 甕 (21 6) 8.2 ACDF A 橙 20% No.3。覆土下層。

5 甕 21 8 11.5 ADE A 橙 60% No．ふ覆土下層。
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第14号井戸跡（第191図）

0-6区に位置し、第 4号掘立柱建物跡の柱穴間に挟まれている。形態は円形を呈し、径・深さ共

に1.20mを測る。断面は筒状を呈するものと推定されるが、底面近くの側壁は礫層が崩落し大きく

オーバーハングしている。土層は 3層に区分され、黒色土または暗褐色土で、第 2層にはローム塊

が、第 3層にはロームと礫が多量に含まれていた。出土遺物は53点検出され、土師器坪、甕、小型

甕、台付甕、須恵器坪、碗、盤、蓋、甕から構成される。第191図10の墳は口縁端部が平坦で、体部

外面に沈線が巡る。 9の盤は覆土最上層から出上した。口縁が平坦に仕上げられ古い様相が認めら

れる。集落内でも最も古い井戸跡と推定され、稲荷前IV期に比定される。

第14号井戸跡出土遺物観察表（第191図）

番号 器種 ロ径

1 坪、 (10.0) 

2 坪 (11 8) 

3 坪 (10.0) 

4 坪 10.0 

5 蓋 (10.8) 

6 坑 13.0 

7 小型甕 12.9 

8 罪武 (20.2) ， 盤 24.0 

10 椀 (17.0) 

11 甕 (17.0) 

12 広口壺 20.0 

| r-□]A  

釦 1印」ざ

器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

2.5 ABE B 灰 15% 覆土下層。

2.5 B B 橙 25% 覆土。

2 8 BEG A 橙 15% 覆土下層。

3.1 AB A にぶい橙 25% 覆土下層。

2.1 ACD A 灰 25% 覆土下層。

3.9 BD A 橙 15% 覆土下層。

12.7 ACD A 橙 50% 覆土。

7.3 ACD A にぶい橙 10% 覆土。

4.8 ABCD B 灰 40% 覆土最上層。

6 6 ABCD A 灰 20% 覆土下層。

3 1 ABCD B 灰 5% 覆土。

8.7 ABCD B 灰 20% 覆土。

□ 3 

□ 三 4

ロ

口 ニ 5

／］ 
ロニニ・

＼ □□ ~,--~r 
＼ 

11 

ロニー／―ニー（
第191図 第14号井戸跡・出土遺物
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4. 溝跡

第 I群では 6条の溝跡が検出された。何れも途切れ途切れで短く、かつ深度の浅いものである。

時期的には古代に遡るものはなく、全て中世以降と推定される。遺構配置は第192図、土層図と出上

遺物は第193図に一括して掲載した。

第 1 号溝跡は調査区西端の O•P-5 区に位置し、南北に約7.00m 延びる。幅40~50cm、深さ 10cm

を測る。覆土はローム粒子混じりの暗褐色土で締まり弱い。遺物は検出されていない。

第 2• 3号溝跡は一体のものである。
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最大で130cm、深さ10~35cmを測る。 P-5区で南北に分岐し 2号溝となる。幅70~100cm、深さ10~30

cm。覆土はロームブロック・小礫を含む暗褐色土で締まり及び粘性に欠ける。水の流れた形跡は窺

えず区画溝と推定される。出土遺物は72点検出されている。土師器・須恵器・施釉陶器と瀬戸・美

濃系折縁深皿片が認められる。時期的には中世陶器の出土から15世紀頃と思われる。

第 4号溝跡はQ-7~8区に掛けて東西に延び、 3号井戸跡上を抜けて東端は第 5号溝跡と合流す

るものと考えられる。幅80~130cm、深さ10~20cmを測る。覆土はローム粒子と粘土粒子を含む茶褐

色土で構成される。出土遺物は土師器・須恵器34点、常滑甕 1点がある。出土遺物及び 5号溝の関

係から15~16世紀頃と推定される。

第 5 号溝跡はQ •R-8 区に位置し、南北に約15m 延びる。第 4 号井戸跡と重複するが新旧関係は

不明であった。幅は100~160cm、深さ30~60cmを測る。覆上はローム粒子・ロームブロックと砂礫

を少量含む茶褐色土で構成される。出土遺物は土師器・須恵器計 6点、在地系鉢13片が認められる。

中世と推定されるが、重複する 4号井戸跡との時間差がどの程度あるのか、或いは一体のものであ

るのかが問題となるが結論は出せなかった。

第 6号溝跡は0-6区に位置する。平行する 2条の溝が東西に延び、南溝は第46号住居跡上で北に

屈曲する。幅は一定せず40~100cmほど、深さ10~30cmを測る。覆土は暗褐色から暗黄褐色土で構成
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され、比較的ロームの混入が多い。総じて締まりに欠ける。遺物は出土せず年代は不明であるが、

近世以降と考える。

第 1群溝跡出土遺物観察表（第193図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 緑釉椀 (14.8) 1. 7 B A 灰 5% SD03覆土。

2 杯 12.0 3.7 AC B 暗青灰 15% SD03覆土。

3 坪 1.1 5.0 B C 灰褐 50% SD03覆土。

4 坪 1.0 6.0 AC B 灰 30% SD03覆土。

5 播鉢 30.4 12.7 (13.0) ABEI B 灰 45% SD05覆土。(R-8Grid)。

5.土塙

第 I群では132基の土塙が検出された。遺構配置は第192図に、規模等の詳細は第 1表に示したと

おりである。形態は円形、楕円形、隅丸方形、長方形、不整形を呈するものの各種類が見られる。

時期は不明なものがほとんどであるが、一応出土遺物の年代を基に大まかな時期を表中に表わした。

但し出土遺物が古代であっても覆土の状況等の調査所見が中世以降であるものと推定された場合に

は中世とした。性格に関してもほとんどが不明であるが、第131号土墳は有機質土の堆積こそ認めら

れていないが形態や深度から井戸跡の可能性が強いものと推定される。第101号土壊は不整方形プラ

ンを持ち多数の礫が混入していた。底面は不安定であるが中世の土間状遺構とすべきかもしれない。

また、隅丸方形または楕円形の掘方をもつ土壊の中には掘立柱建物跡の一部を構成するものも含ま

れよう。

古銭（第200図21) 第101号土壇出土の寛永通賓（鉄銭）である。土壊に伴うかどうか疑わしい。径2.7

cmを測り、背に波文がある。

第 I群土塘出土遺物観察表（第200• 201図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 2.4 (5.0) ABCE C 灰 50% SKOl覆土。(0-9GridPs)。

2 坪 (13.8) 4.6 ABE A にぶい橙 15% SKOl覆土。(0-9GridPs)。

3 高台杯 4.7 5.6 ACE C 灰 30% SK06覆土。

4 杯 1.8 7.0 ABC A 灰 60% SK56覆土。

5 坪 (12.1) 3.0 ABC A 明赤褐 25% SK67覆土。

6 坪 3.0 (4.5) ACEF A 橙 25% SK50覆士。

10 坪； (12.0) 3.6 (7.0) BC A 灰 30% Na4。SK93覆土。

11 坪 (13.8) 3.8 (8.6) AC B 灰 25% NQ3。SK93覆土。

12 蓋 (17.8) 3.2 ABCD A 灰 25% SK93覆土。

13 壺 (18.0) 6.2 ABCD A 灰 25% SK93覆土。

14 坪 2.2 10.0 ACE A 灰 60% SK92覆土。

15 空士 (19.0) 6.2 BF A にぶい橙 20% SK92覆土。赤彩。

16 高台杯 1. 7 6.4 ABF B 橙 100% SK73覆土。

17 甕 3.4 (4.8) ABC B 浅黄橙 70% SJ22-ll。SK101覆土。

18 坪 (13.-0) 3.5 (7.0) ABH A 浅黄橙 20% SJ22-72。SKlOl覆土。土師質土器。
19 台付甕 3.7 ACEF B 橙 50% SJ22-8, 14。SKlOl覆土。

20 小型甕 11.9 11.2 ABC B にぶい橙 50% SJ22-35,51,52。SK101覆土。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

22 鉢 3.4 14.2 AEH B 灰白 25% SJ22-28。SKlOl覆土。中世在地系鉢。

23 平瓦 ACD B にふい黄橙 10% SK129覆土。凹面布目9X8本／cm’。

24 泣武 12.7 ABD A 灰 25% Nul2。SK43覆土。

25 甕 (18.8) 16 5 ADE A にぶい橙 20% SK65覆土。

26 蓋 1.6 ABC A 灰 100% SK90覆土。

27 常滑甕 6.6 A A にぶい赤褐 5% SK90覆土。

28 甕 19 8 24.1 5.0 ADE A にぶい橙 25% Nu12,13,17,18。SK128覆土。

29 坪 (12.0) 3.1 ABE A 橙 15% SK106覆土。

30 坪 13.3 3.9 ABE A 橙 100% Nul。SK106覆土。

31 坪、 2.2 7.1 ABC A 灰 60% Nul。SK102覆土。

32 高台杯 1.4 10.1 B A 灰 30% Nu2。SK106覆土。東海産か。

33 坪 (17.4) 5 1 10.8 AC B 灰黄褐 30% SK106覆土。

34 坪 11. 7 3.8 4.2 ABCE B 橙 72% Na1。SK105覆土。切り離し面が2枚。

35 坪 (12 2) 3 8 4.6 ACE A 橙 35% Nu2。SK105覆土。切り離し面が2枚。

36 高台坪 (13 2) 4.7 ABDE B 淡黄 15% Nul。SK115覆土。

37 高台皿 (11.8) 3 0 6.6 ABCE B 明黄褐 65% Nu3。105覆土。

38 高台坪 13.8 5.0 ABCE B にぶい黄橙 85% Nu4。SK105覆土。底部糸切り痕残る。

39 高台坪 2 9 6.4 EG C 灰白 70% Nu3。SK115覆土。

40 坪 11. 7 3.8 4.2 AE A 橙 70% Nu5。SK120覆土。切り離し面か2枚。

41 皿 (22.0) 3.5 B A 淡黄 15% SK125覆土。瀬戸・美濃系。

42 甕 (21.2) 4.0 ABF A 橙 5% SK123覆土。

43 鉢 (30.0) 8.4 AEI B 灰 20% Nu6。SK104覆土。瓦質。内面強い指ナデ。

7 鉄釘 残長3.9cm。 SK36覆土。先端折れ曲かる。

8 鉄器 残長2.8cm。幅0.5~1.0cm。 SK36覆土。板状を呈す。， 刀子 残長6.1cm。最大幅19cm。 SK71覆土。切先部完存。
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第 1表第 I群土壊一覧表

番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物厘複関係等）
（長軸x短軸X深さ） 6 7 8 9 10 11 中世近世

1 5 0-9 114 X 92 X 24 妥 怒 翠 土師坪、須恵坪

2 N-7 121 X 88 X 43 遺物なし

3 21 P-6 114Xl01X 18 忍 翠 忍 土師甕・壺須恵杯

4 65 N-7 106X 98X 52 遺物なし

5 26 0-5 158X136X 30 忍 翠 翠 蕊 士師杯・甕須恵杯

6 156 N-7 94 X 82 X 9 翠 土師甕須恵J｛ヽ ・塊

7 84 P-6 82X 76X 12 遺物なし

8 128 N-6 79 X 74 X 15 遺物なし， 126 N-6 84 X 86 X 19 ク 会 土師坪・甕

10 177 R-8 112X 98X 14 土師甕時期不明

11 79 Q-6 98 X 91 X 16 遺物なし

12 63 Q-7・8 84X 78 X 22 遺物なし

13 176 R・ S-8 104X 75X 19 遺物なし

14 162 Q-6 118X 98X 45 怜 土師甕

15 78 Q-5•6 116Xl06X 23 遺物なし

16 90 0-6 102 X 76 X 33 忍 蕊 須恵杯

17 186 R-7 104 X 84 X 46 須恵甕

18 175 R-8 110X 92X 18 遺物なし

19 129 N-6 126 X 84 X 18 遺物なし

20 183 Q-9 134 X 104 X 26 遺物なし

21 64 0-8 142 X 130 X 18 遺物なし

22 81 S-7 150Xl08X 19 土師杯・甕須恵坪・蓋・甕灰釉坑

23 187 R-7 150X 93X 41 遺物なし

24 178 R-8 138 X 118 X 57 蠅文土器時期不明

25 67 0-7 162 X 120 X 25 怜 土師甕須恵甕灰釉塙

26 278 0-5 129Xll6X 84 ね 土師甕須恵ポ・瓶

27 68 Q-6 162 X 128 X 8 遺物なし

28 P-9 156 X 140 X 25 土師甕須恵坪

29 168 N-6 101 X 56 X 14 に 土師甕須恵杯・甕瓦

30 170 R-8 123 X 92 X 22 怜 土師甕須恵甕在地系鉢

31 267 N-9 175X101X 21 翠 怜 土師杯・甕須恵杯・甕緑釉碗鉄滓

32 172 R-8 119X 96X 10 遺物なし

33 174 R-8 116X 93X 16 遺物なし

34 56 S-5 130X 86X 39 遺物なし

35 163 P-7 104 X 98 X 21 遺物なし

36 179 s-8 112 X 106X 83 忍 土師坪・甕・壺須恵坪・甕・瓶鉄器

37 39 Q-8 156 X 138 X 50 遺物なし

38 180 Q-7 192X 94X 14 遺物なし

39 152 N-8 160X 90X 29 翠 蕊 須恵坪・甕

40 169 P-8 141 X 92 X 20 遺物なし

41 173 R-8 174Xll4X 21 遺物なし

42 19 P-7 158 X 120 X 28 遺物なし

43 10 P-9 204 X 150 X 52 翠 伶 須恵甕

44 181 0-9 188 X 108 X 31 遺物なし

45 123 0-8 190Xl32X 23 忍 須恵坪・甕

46 171 R-8 167 X 126 X 16 区 須恵坪
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番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物•重複関係等）
（長軸x短軸x深さ） 6 7 8 ， 10 11 中世 近世

47 47 Q-7 168X 78X 22 遺物なし

48 77 R-6 144 X 124 X 29 遺物なし

49 62 N•0-7 170 X 104 X 31 土師坪・甕・甑須恵坪

50 273 Q-5 201Xl07X 38 翠 変 土師坪・甕須恵杯甕

51 221 N-10 194 X 140 X 80 ク 土師杯・甕・壺

52 127 N-6 108 X 80 X 8 遺物なし

53 155 N-7 108X 68X 11 遺物なし

54 183 Q-7 92 X 28X 18 遺物なし

55 54 R-5 151X 84X 21 土師甕時期不明

56 280 0-5 151 X 99 X 24 翠 土師坪・甕・鉢須恵比・甕

57 75 P • Q-7 104 X 36X 9 翠 硲 土師杯・甕須恵Jィく

58 27 0-6 168 X 88 X 13 遺物なし

59 61 N-7・8 154X 72 X 89 忍 上師甕須恵坪・甕

60 124 0-7 190Xl14X 14 怒 土師坪・甕須恵杯・甕

61 134 N-5 182X 86X 87 ← 土師甕須恵坪・甕

62 160 Q-6 122 X 70 X 18 遺物なし

63 279 0-5 154 X 31 X 28 土師坪・甕時期不明

64 28 Q-8 184X 118 X 11 遺物なし

65 153 0-8 222 X 152 X 21 ク 恣 土師坪・甕須恵坪・蓋・甕・瓶

66 143 N-8 286Xl82X 2 ヽ 怒 ク 土帥坪・甕須恵比・皿・蓋・甕

67 80 S-6•7 248 X 202 X 19 珍 土師邦

68 74 P-6 200Xll6X 11 娑 土師杯須恵坪・甕

69 57 R-5・6 254Xl84X 21 ク 土師甕須恵坪・甕

70 82 S-7 122X 66 X 5 翠 怒 土師甕須恵杯・甕

71 167 Q-9 162 X 64 X 13 傘 怒 土師坪須恵坪、鉄器

72 154 N-7•8 192X 64X 33 ク 翠 土師坪・甕須恵杯

73 35 P-5 223X112X 40 娑 須恵坪

74 72 Q-6 168 X 70 X 9 須恵広緑釉坑

75 34 P-5 181X 86X 35 翠 土師甕須恵坪

76 184 Q-9 158 X 62 X 17 土師甕時期不明

77 91 p • Q-5 256 X 92 X 26 傘 怒 須恵坪・甕

78 157 N-8 228X 88 X 10 怒 土師坪・甕須恵広・甕

79 158 0 • P-6 374X 64 X 16 遺物なし

80 168 0-8 255X 98X 16 久 土師甕須恵坪・甕

81 55 R • S-5 284X 85 X 18 士師甕須恵甕

82 66 N-7 274X 98 X 46 遺物なし

83 159 Q-6 272 X 108 X 16 翠 蕊 土師甕須恵坪・甕

84 81 P-6 396X 86 X 9 遺物なし

85 144 N-6 380X 98X 21 ク 土師祁・甕須恵甕

86 23 P-6 134 X 92 X 52 硲 土師杯・甕須恵杯・甕・鉢

87 24 0-6 324 X 158 X 24 ク 蕊 士師甕須恵杯・甕

88 25 0-6 358Xl01X 19 ク 蕊 土師坪・甕須恵坪・蓋緑釉坑

89 53 S-5 302X122X 35 遺物なし

90 142 N-7 336X 64X 21 怒 k忍 土師甕須恵杯・皿・蓋・甕常滑甕

91 73 Q-6 240 X 104 X 21 ク 土師甕須恵杯・瓶

92 220 N-10 295 X 126 X 121 怒 土師祁・坑・甕・壺須恵坪・甕

93 125 0-6 228X 76X 15 知 怒 土師蓋・甕須恵坪・蓋・甕・壺・鉢
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番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物・重複関係等）
（長軸x短軸X深さ） 6 7 8 ， 10 11 中近近世

94 185 R-7 246X 102 X 30 に 土師杯須恵杯・甕

95 277 P-5 162 X 72 X 19 卜 土師杯・甕須恵甕・瓶

96 276 P-5 246 X 84 X 9 怜 翠 土師坪須恵杯

97 145 N-7 246 X 90 X 17 土師名・甕・甑須恵凩甕

98 146 N-7 252X104X 14 レ 土師坪・甕須恵杯・甕

99 272 Q-5 256 X 66X 26 遺物なし

100 271 Q-5 228 X 130 X 17 翠 屁 土師邦・甕須恵杯・甕・瓶

101 40 R-7・8 354 X 178 X 12 土籐甕，台付甕士葡質訊在地系甕・鉢古銭

102 45 Q-8 340 X 102 X 14 肉 土師甕須恵坪縄文土器片

103 38 Q-7・8 514 X 92 X 21 久 土師甕須恵坪・甕在地系鉢

104 37 Q-7•8 138 X 98 X 25 ク 且詞・甕須恵椀甕在地系鉢

105 165 0-8 222 X 108 X 20 咳 忍 旦罰・甕須應）和蓋•illl・甕灰柑瓶

106 166 0-8 136 X 114 X 112 翠 土帥恥甕須恵坪・甕・瓶

107 Q-7 436 X 220 X 20 遺物なし

108 181 Q-8 178X 88X 10 怜 須恵杯

109 86 P-6 138 X 58 X 16 遺物なし

110 85 P-6 324 X 68 X 30 三 土師杯須恵）下・甕緑釉擁

111 274 Q-5 272 X 42 X 73 須恵甕

112 83 P-6 180 X 73 X 22 怜 縁釉坑

113 82 P-6 151 X 108 X 19 遺物なし

1 1 4 275 P-5 168Xll0X 11 忍 蕊
土師甕須恵杯

115 270 p ・Q-5 292 X 154 X 27 忍 忍
土帥杯須恵邦・椀・蓋・瓶

116 70 Q-6 312Xl08X 21 珍 忍 耳詞甕須恵界磨甕

117 71 Q-6 174 X 62 X 13 
翠 に疇

須恵甕灰釉坑

118 29 Q-7 180 X 108 X 7 遺物なし

119 30 Q-7 216X168X 9 翠 忍
須恵恥甕

120 31 Q-7 278 X 138 X 18 忍 蕊 土師甕須恵邦・1Ill唐磁器此

121 N-7 250Xl00X 25 遺物なし SJ68 

122 20 P-6 182 X 142 X 43 翠 蕊 ±i雁げヽ・甕須應恥・蓋・甕・瓶 SJ36内

123 S-6 210X 82X 20 
怜

上師甕 SJ13内

124 R-6 140X 95X 20 遺物なし SJ22 

125 49 R-7 150Xl08X 22 瀬戸lill SJ26内

126 50 Q-8 146 X 112 X 18 土師恥須恵甕時期不明 SJ26内

127 60 R-6 126X 74X 17 遺物なし

128 61 R-6•7 206 X 118 X 17 翠 参 土帥甕須恵J和甕 SJ25 

129 62 R-6・7 196 X 155 X 33 翠 疇 忍 土師邦・甕・甑須恵坪此 SJ25内

130 59 R-6 198Xl08X 28 邸 ク 須應恥甕 SJ24内

131 52 Q-7 140X114X 89 遺物なし SJ32内

132 12 S-6 225X 55 X 9 遺物なし S]13内
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6. 竪穴状遺構 (SXOl~03) 

第 I群では 3基の竪穴状遺構が検出されている。 3基は切り合いながら連続して構築されほぼ同

様な性格を有するものと推測されるが具体的な機能に関しては不明とせざるを得ない。第 1号竪穴

状遺構の南に接する23号住居跡も一応住居跡として報告したが、形態や規模から竪穴状遺構に含め

て考えるべきものかもしれない。そうすると南北に主軸をもっ SJ23・ SXOlと東西に主軸をもつ

S X02 • 03の二つのグループに分けて理解することもできよう。

第□9状・遺6構：□□2置図）す ］ 
る。平面形は隅丸方形を呈し、

規模は長軸3.80m、短軸2.95

m、深さ0.35mを測る。北壁

では第 2号竪穴状遺構と切り B 

合うが新旧関係は不明である。

底面は緩やかな起伏をもち、

床面状の堅い面は形成されて

いない。壁の立ち上がり角度

もなだらかで、通常の住居と

はやや異なる。

覆土は 7層に区分されるが、

大きく上層（第 1層）と下層

つ。

ピットは 3本検出され、土

層観察によれば遺構に伴う可

-0, 

•2 • 3 

（第 2層）に分かれる。全体に

ロームブロックの混入が目立 巳
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1 暗褐色土 ロームブロック多菫混

入。しまり無。

暗褐色土焼土粒子多量・炭化物

少量混入。しまり無。

3 暗褐色土焼上・炭化物・ローム

プロックを多量混入。

4 褐色土 ローム粒子・ソフトロ

ーム多鼠混。しまり有。

B' 5 暗黄褐色土 ソフトローム多菫混入。

粘性しまり有。

6 暗黄褐色土 ロームプロック・ソフ

トローム多試混入。

7 暗褐色土 ロームブロック少呈混。

2m 

第202図 第 1号竪穴状遺構(L=31.60m)
能性もある。

出土遺物は107点検出され、器種的には土師器坪、皿、甕、須恵器坪、碗、蓋、甕、鉢、壺と輔羽

口がある。須恵器坪が主体となり、そのなかでもほとんどは底部がヘラ削りが施されている。覆土

から出土したものがほとんどで、第203図2• 3 • 6は下層から出土した。出土遺物に大きな時期差

はみられず概ね稲荷前IX期に比定される。

第203図 7は輌羽□片で先端は飴状に溶け、続く部分は青灰色に還元している。残存径7.3cm、孔

径2.7cm。胎土にA・B・D含む。 No.62。覆土出土。
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第203図 第 1号竪穴状遺構出土遺物

第 1号竪穴状遺構出土遺物観察表（第203図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 坪 (12 2) 3.4 (8.0) ABC A 灰 20% 池33。覆土。

2 坪 (12.8) 3.9 7 9 ABC B 灰 15% Nu60。覆土下層。

3 杯 (12. 9) 3.7 (8.0) ABD A 灰 20% Na5広覆土下層。

4 坪 (12 8) 4.2 (8.2) ACD A 灰 25% Nu28。覆土。

5 蓋 (11 8) 2.2 ABC A 灰 25% NulS。覆土。

6 坑 (14. 5) 5.9 (8.0) ABC A 灰 15% Na7,35,36。覆土下層。

8 鉢 (30.6) 18.6 14.0 AC A 灰白 25% Nu21,24，゚覆土。

第 2 • 3号竪穴状遺構（第204図）

考

Q -5•6 区に位置し、 2 基南北に平行して構築される。土層観察によれば第 2 号竪穴状遺構が新

しいものと判断された。形態は不整楕円形を呈し、規模は第 2号竪穴状遺構が長軸5.10m、短軸2.45

m、深さ0.30m、第 3号竪穴状遺構が長軸5.20m、短軸2.30m、深さ 0.30mを測り、両遺構とも同様

な規模を有する。

底面は全体が皿状に凹み、堅く踏み締められたような形跡は観察されなかった。また壁の立ち上

がり角度も緩やかである。第 1号竪穴状遺構と形態や規模が類似し、同様な機能を果たしたものと

推定されるが、具体的な性格を明らかにすることはできなかった。

第 2号竪穴状遺構出土遺物観察表（第205図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.6) 3 5 7.8 AC B 灰 20% Nu SO。覆土。

2 坪 (12 4) 4.1 7.6 ABC A 灰 50% Nu54。覆土。

3 坪 (13 0) 3.7 (7 0) ABC A 灰白 25% Nu79。覆土。

4 塊 15.8 3.8 ABC A 灰 15% Nu54,86。覆土。

5 坪 1.8 6 0 ABC A 灰 45% Nu96。覆土。

6 蓋 (16. 0) 2.2 AC B 灰 10% Nu83。覆土。

7 芸m (17.8) 1.9 ACD A 灰 10% Null9。覆土。

8 壺 (20.0) 3.4 ABC B 灰白 5% Nu112。覆土。
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出土遺物は第 2号竪穴状遺構から108点、第 3号竪穴状遺構から188点検出された。両竪穴共に須

恵器坪類が主体を占め、明らかな混入品を除くと図示した以外の破片を含めて全て底部調整が施さ

れ底部糸切り未調整のものは 1点も含まれていない。稲荷前IX期の範疇に含まれるものと推定され

るが、 3号竪穴出土須恵器坪は、 2号のそれに比して口径分布が小型に振れており若干新しい要素

もある。これが有意差か否かは判然としないが遺構の切合関係とは矛盾する結果となってしまう。

ò 

A' 

S X02 □ 3 

A
- A' 

B' 

`
C
l
 

。̀'
B-

B' 

l 暗褐色土 ロームプロック・焼土少

量含。しまり無。

2 暗褐色土 ロームプロック・焼土多

量含。

3 暗褐色土 ロームプロック少量含。

しまり無。

4 暗褐色土 ソフトローム多量含。し

まり有。

5 黒褐色土 ロームプロック多量含。

しまり有。

゜
2m 

第204図第 2• 3号竪穴状遺構(L=31. 50m) 

口ノ

コ
ロロこノ ー：三＝、6

゜
~ 10cm 

ローロ□1 ／三□二~7

三亨f
第205図 第 2号竪穴状遺構出土遺物
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第206図 第3号竪穴状遺構出土遺物

第3号竪穴状遺構出土遣物観察表（第206図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 邦 (12 2) 3.5 7 6 AC A 灰 25% Nu 8, 14, 1ふ覆土下層。

考

2 坪 (11 8) 3.4 (6.6) ABC A 灰 20% NQふ覆土上層。底部にヘラ記号あり。

3 坪 12 6 3 7 6 7 ABC A 灰 85% Nu 80,107。覆＿L。

4 坪 ,(11. 9) 3.7 6.0 ABCD A 灰 45% Nu58,106。覆上下層。

5 坪 (12. O) 3.55 (7. O) AC A 灰 15% N揺 3。覆土。

6 坪 (12.8) 3 5 (7 2) ACD B 灰白 20% Nul34。覆土。

7 高台坪 2.2 8 0 ACD B 灰 60% Nu40。覆土。

8 芸而 (13. 9) 2.1 ACD A 灰 35% 覆土。， 杯 (12 0) 2 8 AC A 浅黄橙 5% Nul広覆土。

10 杯 (11 8) 2 7 B A 褐灰 15% 覆土。

11 塙 (17.0) 5.9 ACD A 灰 15% No.138。覆土。

12 珈琴 (30.0) 4.7 ABC A 橙 10% 覆土。

7.小鍛冶遺構(SX06) 

第 1号小鍛冶遣構（第207図）

M•N-6•7 区に位置する。 A区で検出された唯一の小鍛冶遺構で、直上に走っていた農道除去

中に鉄滓の出土が目立って多いためにローム上面に堆積する黒色土中で確認を試みた。凡そ東西

9.00m、南北6.10m程の図示した範囲にまとまるが、北壁と東壁側の限界は不明確であった。

第 5号掘立柱建物跡と重複し、掘立柱建物跡内部にまで鉄滓分布範囲が広がることから小鍛冶遺

構の方が新しいものと判断した。また97号土塙は本遺構よりも新しい段階の所産である。

底面はローム面またはその直上の漸移層中に形成されたものと考えられ、明確には捉えられない。

覆土は焼土粒子とローム粒子を多量に含む黒色土で構成され、鉄滓や小鉄片が混在するという状況

であった。

内部にはピット状の掘り込みが12基検出された。 Eは不整楕円形を呈し、焼土と粘土、炭化物の

混じった土層が不規則に堆積し性格は明らかではない。 P孔よ粘上溜状の遺構で白色粘土の堆積が多

く認められた。 P 3は第 2層が黒色土とロームの混じった上で床面状の硬化面を形成していた。

-205-



調査時は炉の痕跡かとも想定したが性格は不明である。p4. p孔よ鍛冶炉と推定したもので、前者

は上面に被熱した礫と薄い焼土が堆積していた。後者は上面に鉄滓、焼土と青灰色に還元した粘土

ブロックを含み、皿状に窪んだ底面は被熱し焼土化していた。ピット周辺及び内部の鍛造剥片の採

集は行なわなかったため鍛冶炉と証明することは困難であるが、p5は鍛治炉の一般的特性に合致す

る。他のピットについては伴うか否か明確にできなかった。
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l 暗褐色上 多菫の粘土塊と少量の焼土粒子を含む。

2 黒褐色土 粘土・焼土・炭化物含む。

3 褐色土黄灰色粘土多量含む。

4 褐色土 ローム粒子と粘土が混在する。

5 黄褐色土 ローム質土。褐色土少鼠混在する。

p2 

l 暗褐色土 焼土粒子・灰白色粘上を多量に含む。

p3 

1 黒褐色土焼l:.・炭化物を含む。

2 黒褐色土とロームの混土層。

3 黒褐色土 ローム粒子少量含む。

4 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子多量混入する。

5 黄褐色土 ローム主に焼土少量混入する。

p4 

1 暗褐色七 焼土・炭化物・ローム少量混入する。

2 暗褐色土 焼土・ローム多量混入する。

3 暗褐色土 多星のロームと少呈の焼土を含む。

4 褐色土 ロームプロック混入する。

5 黄褐色土 ローム主体。

第207図第 1号小鍛冶遺構
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出土遺物は境型滓数点を含む鉄滓数10点と鉄製品、銅製品、輔羽口、土製紡錘車、土器類231点が

ある。土器には土師器坪、甕、台付甕、須恵器坪、坑、皿、蓋、甕、壺類、枡形土器、灰釉境皿類、

緑釉碗がある。土器には 8世紀代の混入品と推定されるものがかなり含まれる。図示した 4• 7 • 

9は混入であろう。 5• 6は灰釉陶器である。 1• 2の須恵器を基準に稲荷前 XIV期に比定されよ

う。

第208図10は輔羽口で残長7.0cm、推定径7.4cm、孔径2.3cmの小型品である。 11は土製紡錘車。径

6.3cm、高さ3.2cm、孔径0.7cm。表面は指撫でで雑に整形される。 12は雁股鏃。残長4.6cm。13は鉄

釘か。断面方形を呈し、残長3.8cm。14は青銅製環状製品。全長3.3cm、幅2.2cm、厚さ0.65cm。接合

面は観察されず、鋳造によるものと推定される。外側面中央に弱い稜が走り断面は三角形を呈する。

刀装具責金具に似るが形状がやや異なり性格は不明。 15は残長2.7cmで上端は板状、下端は棒状に整

形される。未製品か。

第 1号小鍛冶遺構出土遺物観察表（第208図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 高台坪 (12.2) 5.3 (4.8) ABC C 灰 15% Nu44。覆土。

2 坪 (12.0) 4.7 4.2 AB A 橙 60% NulS,19,20,25。覆土。

3 杯 (12.0) 4.8 (6.0) ACD B 灰 20% Nu56。覆土。

4 坪ヽ~ 1. 9 9.5 ABCD A 灰 20% P2"覆土。

5 灰釉皿 1.5 6.2 B A 灰白 60% Nu37。覆土。

6 灰釉皿 (14.4) 2.95 6.5 B A 灰白 35% N(l74。覆土。灰釉漬け掛け。

7 枡形 (6.0) 6.7 BC A 灰 20% Nu47。覆土。

8 甕 (24.0) 10.8 ABC A 灰 20% N(l8。覆土。， 甕 (21.8) 5.2 ABE B にぶい橙 15% P1。覆土。
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第208図 第 1号小鍛冶遺構出土遺物
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8. その他

(1) ピット

第 I群では住居や掘立柱建物跡以外のピットが総数266基検出されている。この中には建物を構成

するものも相当数含まれるものと推定されるが、残念ながら復元するに至らなかったため、結果的

に単独ピットとして処理したものである。図示し得る遺物を出上したピットに関しては第192図に位

置を示したが、それ以外については個別図面の掲載は省略した。

第 I群ピット出土遺物観察表（第209図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 界 (12 O) 3 55 (6.0) ABC B 灰 25% N-7Grid。P18。覆土。

2 坪 (12 O) 4.25 (5. 8) AB B 灰 20% Q-6Gnd。E覆土。

3 杯 (12.6) 4.25 4.7 ACE D 暗緑灰 25% 0-8-a。p55覆土。

4 埼 (12 8) 4 3 (7.6) AB D 灰 40% 0-7Grid。圧覆土。

5 邦 (12.6) 4.0 BCE C 黒 10% Ps•(N-8-n Grid)覆土。

6 坪 (15.4) 4.1 (11.2) ABC A 灰黄 25% P138覆土。

7 緑釉坑 (14.0) 2 6 J A 灰 5% 0-7Gnd。P履土。硬質。

8 灰釉塙 (17.0) 2 1 AB A 灰白 5% Q-7Gnd。P濯土。東濃産か。， 甕 (23.0) 3.1 ABC A 灰 15% N-7Grid。P濃土。

10 台付甕 5 4 (13 0) BEG A 橙 30% 0-7Grid。Pぶ o.l。覆土。

11 小型甕 15 8 13 8 ABE A にぶい褐 50% 0-7Grid。PgNo2。覆土。

口ノロロンロニノ□J □三―/

□ □口／

口］ー ・ロ ： 
ロ 10 ° 10cm 

第209図 第 I群ピット出土遺物

(2) グリッド

明確な遺構に伴わず単独で出土したもの、或いは帰属遺構が不明なものについてはグリッド出土

遺物として扱った。点数はかなりあるがそのうち21点を図化した。

第210図19は方頭角釘である。残長4.2cm、頭部は一辺1.2cmの方形を呈する。 R-9区出土。

20は凝灰岩製と推定される砥石である。上下両端を欠失する。残長8.6cm、最大幅2.6cmを測り、
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欠損部を除く各面は平滑である。側面には刃先で付けられたと推定される条線が多数残る。 S-8区

出土。

21は石英製尖頭器。長さ4.4cm、幅1.2cm、厚さ0.5cm。一度折損したものを再加工した再生品。本

来は現存器体より僅かに大きなものであった可能性が高い。欠損部は表面右側縁上半部に認められ

るが、石材の節理に沿ったものである。

表裏剥離面との切り合いを観察すると、裏面側の加工は欠損以前のものであり、表面側の加工は

欠損後節理面を打面としたものであることが解る。もともとは断面がほぼレンズ状の優美な器体で

あったものが節理の影響によりエッジの一部が失われ、それを回復すべく再加工を施したが、平坦

面は除去しきれずに残されたものと思われる。欠損は完成間近の製作途上、あるいは完成後に生じ

たものであろうが、その時点で廃棄されることなく再生されている。 N-7区出土。（川口潤）

□三一ロンロ：ニノ’
ロこ／ロンロンコ
三言-----Iロ □ 7\ 三—了
＼ ＼ 1 ぺ ＼
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第210図第 I群グリッド出土遺物
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第 I群グリッド出土遺物観察表（第210図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11. 7) 3.4 (6 1) ABC A 灰 45% 0-SGnd。

2 坪 (11.4) 3.8 (4.3) BE B 灰白 35% P-7Gnd。

3 名 (11.8) 3.9 (5 0) ABDE C 暗灰賀 50% Q-5Gnd。

4 坪 (12.5) 4.0 (5 0) ABE B 褐灰 20% 0-9Gnd。

5 坪 (12 6) 4 0 5 0 ACE B 橙 30% Q-lOGrid。

6 坪 (12 2) 4.1 (5.2) ACD B にぶい褐 20% 〇-7-dGnd。

7 坪 (13.4) 4.9 4 7 ACD D 灰黄褐 35% P-SGnd。

8 碗 (14.8) 4.6 (6 O) ABCD A 灰 40% 0-8Gnd。， 灰釉坑 (15.8) 3 0 B A 灰白 10% P-5Gnd。東濃産。灰釉刷毛掛け。

10 緑釉塊 (16.0) 3.4 B A 灰 5% 0-7Gr辻硬質。猿投産。

11 緑釉椀 (15.0) 2.55 G B 灰白 15% 0-5-P Gnd。軟質。猿投産か。

12 灰釉椀 (15.8) 3.4 B A 灰白 10% 0-5-P Gnd。

13 皿 9.4 1. 9 4.4 A A 灰 65% Q-8-n Gnd。瀬戸・美濃系灰釉小皿。

14 枡形 3.0 (5.0) ABC A 灰 25% N-5-P Gnd。

15 嘩武 (19 0) 3 0 ABDE A 橙 40% P-5Grid。

16 鉢 (13 4) 7 1 ABCD A 灰 20% N-5-h Grid。

17 羽釜 (28.0) 5.7 ACDE A 橙 10% Q-8Grid。

18 鉢 (34 0) 4 8 AB A 淡赤橙 15% Q-7Grid。常滑系か。

△撮影の準備
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V 第II群の遺構と遺物

第II群は調査区の北西部に位置し、J区以南はほぼ平坦面が続き、第 I群と同様遺構が密集する。

対して北側の第17• 18号溝跡付近は東西に延びる谷地が形成され遺構分布は薄い。この谷地を挟ん

だ北側は稲荷前B区となる。検出された遺構は、竪穴住居跡26軒、掘立柱建物跡15棟、井戸跡15基、

土壊90基、溝跡13条などがある。住居跡の時期は 7世紀後半から 8世紀初頭頃と 9世紀後半代に下

がる住居が多い。掘立柱建物跡は 7世紀代から中世に下がる時期のものまで存在する。

11 

° o oo 

゜

M 

20m 

第211図第II群遺構配置図
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1.住居跡

第74号住居跡（第212図）

M-6区に位置する。第14号掘立柱建物跡が周囲を取り囲むように構築されているが、新旧関係は

捉えられなかった。形態はほぼ方形を呈し、規模は、長軸3.98m、短軸3.74m、深さ0.25mを測る。

主軸方位はN-22'-Wを示す。

床面は全体に平坦で堅い。覆上にはロームブロックの混入が多く、自然堆積とは断定できない。

また床面上には炭化物を含む黒色土が薄く堆積していたが、特に火災を受けた様子も認められない。

カマドは北壁に設置されるが、第192号土塙により一部破壊されていた。燃焼部は一部壁外に延び、

掘り込みは浅い。袖の遺存状況は良好で、砂質粘上を主体に構築される。壁溝はカマド周囲を除い

てほぼ全周する。ピットは住居内に 5本、壁に掛かって 3本検出されたが、明確に伴うものはない。

出土遺物は63点と比較的少ない。全体に浮いた位置から出土したものが多く、確実に住居に伴う

ものは少ない。また南壁直下の床面から自然石が 4個出土したが、いわゆる編み物石とは異なる。

器種的には土師器甕を主に坪、小型甕、台付甕、甑、壺と須恵器が少量ある。須恵器は混入の可

能性が高いと推定される。土師器の様相から稲荷前III期に位置付けておきたい。

1..4 □'1110p 

SB 14 f< 

A A
-

口
：
 

庄i

。-
D' 

1 黒褐色上粘性弱の黒色土が

主。ローム混入。

2 黒褐色土焼土・ロームブロ

ック・炭化物多量

混入。

3 黒褐色土 ソフトローム混入。

しまり良。

4 明褐色土 ロームプロック多

菫・炭化物焼土少

筐混入。

5 暗褐色土 ロームブロック混

入（ピット覆土）。

6 暗褐色土 ロームブロック・

ソフトローム多量

混入（壁溝覆土）。

7 黒褐色土 焼土・粘土ローム

を混入（カマド崩

壊土）。

8 明褐色土焼土粒子混入。

9 褐色土焼土・粘土粒子多

量混入。

10 褐色土焼土・炭化物・粘土

粒子多量混入。し

まり良。

11 焼 土炭化物混入。

12 黄灰褐色土焼土多量混入。砂質粘土。

13 灰褐色土砂質粘土・焼土を含む。

14 暗灰褐色土砂質粘土を含む。

15 暗灰褐色土 黒褐色と砂質粘土の混在土。

゜
2m 

第212図 第74号住居跡(L=31. lOm) 
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第213図 第74号住居跡出土遺物

第74号住居跡出土遺物観察表（第213図）

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 坪 (10.0) 2.5 AB A 橙 10% Nu5。床面。
2 坪 (11.0) 3.2 AB A にぶい橙 10% Nu70。覆土下層。
3 杯 12.0 1 7 BC A 橙 10% Nu＆床面。
4 坪 12.0 3 2 AD A 橙 25% NQ恥床面。

5 坪 (14.0) 3.6 AD B にぶい黄橙 10% Nu5足覆土。
6 蓋 (18.0) 3 3 ACD C 灰白 20% Nu68, 74。覆土。
7 甕 (19.0) 7.1 ACD A 明赤褐 20% Nu41。覆土。
8 甕 (20.0) 5.5 ABC B 明褐 15% カマド袖内。

第75号住居跡（第215図）

考

M-7区に位置する。周辺に位置す

る中世の土塙群によって激しく攪乱さ

れ、遺存状態は極めて悪い。カマド付

近が辛うじて残存するため、住居跡と

確認できたが、正確な規模や形態は不

ロニロ／□三□／
し＝「一` 10cm 

第214図 第75号住居跡出土遺物

明である。遺構確認の段階で部分的に床面が露出しており、深さも 0.05mに満たない。主軸方位は

ほぼ座標北を指すものと推定される。床面は凹凸があり一定したものではなく、覆上の状況も不明

である。カマドは北壁に設置される。燃焼部は壁外に突出し、床面下の掘り込みは浅い。袖は存在

しない。ピットは住居と推定される範囲内に 5本検出された。いは伴う可能性が高いと判断した

が、他のピットの帰属は不明である。壁溝等の施設は検出されなかった。

出土遺物は細片が15点あり、土師器甕、台付甕、須恵器坪、培、甕から構成される。須恵器坪は

口縁部が肥厚し外反度の強いものである（第214図）。稲荷前XIV期に比定しておきたい。

第75号住居跡出土遺物観察表（第214図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (13.0) 3.0 AB B 灰 10% Nu6。床面。

2 杯 (13.0) 2.6 ABC B 灰白 10% Nu6。床面。

3 高台坪 1.6 6.2 ABE B 灰黄 90% Na5。床面。
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カマド

l 黄褐色土粘質土。

2 暗褐色t 粘土粒子・炭化物多菫

混入。

3 暗褐色七 焼上粒子・ロームブロ

ック混入。

4 褐 色 土 ロームブロック混入。

゜
2m 

第215図第75号住居跡(L=31.00m)

第76号住居跡（第217図）

M-7区に位置し、第75号住居跡の東側に隣

接する。周囲に集中する土塙群に激しく攪乱

ニロ―--¥ ¥ 2  
1 9 __ 10cm 

第216図 第76号住居跡出土遺物
され、遺存状態は極めて悪い。第28号井戸跡と

も重複するが、新旧関係は明らかにできなかった。正確な規模や形態は不明とせざるを得ないが形

態は方形を呈するものと推定される。残存規模は長軸3.76m、短軸3.66m、深さ0.05m前後を測る。

主軸方位はほぼ座標北を示す。

床面は概ね平坦であるが、攪乱が多く詳細は不明である。覆土の状況も明らかにできなかった。

カマドは北壁に設置される。燃焼部は壁外に延びるが、掘り込みは浅い。

ピットは 5本検出され、 P1•いは遣構に伴う柱穴であろう。 Pバま柱穴とはならないがやはり伴

うものと推定される。p4. p叶ま遺構にぱ帰属しないものと考えられる。壁溝等の施設は検出されな

かった。

出土遺物は 9点を数えるのみである。正確な時期は明らかにできないが、須恵器坪の底部は小型

化しており 9世紀末葉頃の年代と考えられる。住居の位置や主軸から見て第75号住居跡と近接した

時期に比定されよう。
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ピット

1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 黒褐色土

S K217 

1 黒褐色土 焼土・炭化物多量に混入。

S K218 

1 褐色土

2 褐色土

3 暗褐色土

凡

ロームブロック・焼土混入。

ロームプロック混入。

ロームプロック・焼土混入。

焼土少量・ローム粒多量混入。

ローム多蘊・縞状に堆積。

ローム含み、しまりなし。

2m , -- --

第217図 第76号住居跡(L=31. OOm) 

第76号住居跡出土遺物観察表（第216図）

番号器種口径器高底径

l 台付甕 2.4 I (10.8) 
2 坪1.5I (5.0) 

胎土

ABC 

AC 

焼竺吐竺
A 

A 

調
一
橙
灰

残存

10% 

10% 

備

P2覆土。

恥覆土。

考

第77号住居跡（第219図）

M-7区に位置する。北西側に第87号住居跡が近接して所在する。南西コーナーは倒木痕に破壊さ

れ残存しないが、東側の倒木痕は住居構築以前のものである。平面形態は不整方形を呈する。規模

は長軸3.30m、短軸3.00m、深さ0.05m前後を測る。主軸方位は北壁を基準にとると N-83°-Eを示

す。

床面はほぽ平坦だが、礫が浮き出た堅い部分や軟弱な箇所がみられる。壁高が浅いために覆土の
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状況は不明である。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は壁

外に延び、燃焼部底面には薄い灰層が形成

されていた。袖は存在しない。 ピットは 2

□/ 
ロニ -~0-

ロニロニ
10cm 

本検出されたが、柱穴とは考えられない。 第218図 第77号住居跡出土遺物

壁溝は検出されなかった。

出土遺物は34点と少ない。土師器坪、甕、須恵器坪、甕、土師質土器（皿）の各器種が検出されて

いる。土師質上器（第218図 1)は中世段階のもので明らかに混入であるが、図示したものの他に 9世

紀代に降る土器片もみられ、正確な年代は決し難い。土師器甕は古墳時代的な器壁の厚いものが主

体であり、第218図 2の坪ともさほど年代的な創顧はなく凡そ 7世紀末葉から 8世紀初頭頃（稲荷前

V期） とするのが妥当であろう。

第77号住居跡出土遺物観察表（第218図）

器高

2.5 

3.9 

2.6 ]
 

ロ径

(11. 0) 

(13. O) 

(15.4) 

底 径

(8.0) 

胎 土

ACDE 

AD 

AC 汀
麟

A

A

A

備考

カマド。カワラケ。底部糸切り。

P1覆土。

P1覆土。

ロー—
L
 

f
 £

H

 

f
 

A』

B
 

、0 、3

wlロ ~I 

。I 』

/

1

i
1
 

IIHII
日

11ー
／
―

ー
ー

）

／
／
 

I
I
I
I
 二二二-「

T

二二二――
 

――
 二――

 
――
 

――
 

虹 ＼l

一＇

言言量＼し言
豆 亙
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言

□ 
□ C 

カマド

1 褐色 土

暗褐色土

暗褐色土

粘土・焼土粒子混入。

下面に極薄い灰層あり。

ローム粒子少量混入。

ロームブロック混入。

゜
2m 

第219図 第77号住居跡(L=31.00m)
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第78号住居跡（第222図）

M-9区に位置し、第79号住居跡及び第35号掘立柱建物跡と重複する。新旧関係は前者よりも旧い

が、後者との関係は明らかにできなかった。形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸4.38m、短軸3.50

m、深さ 0.10m前後を測る。主軸方位はN-2°-Wを示す。

床面はほぼ平坦であるが、東壁と西壁の壁際は軟弱であった。覆土堆積状況は、層厚が薄いため

に明確ではない。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は鍋底状に掘り込まれ、壁外に延びる。袖には僅かに粘土の

堆積がみられたが、はっきりしたものではない。壁溝はカマドを除き全周する。ピットは住居内に

8本検出されたが、伴う柱穴は不明である。第35号掘立柱建物跡柱穴に相当するものが 4本あるが、

p7~P，は掘立柱建物跡の柱穴配置上、ややずれるため伴うか否か微妙である。もし伴うとするなら

ば掘立柱建物跡の方が旧い可能性が高くなる。 P孔ま床下土壊であろう。

出土遺物は28点と少ない。器種的には土師器坪、甕、須恵器坪、塙、蓋、甕、鉢があるが、土師

器坪は混入と考えられる。図示した遺物（第220図 1~4)はカマド内から出土したもので遺構に伴う

ものと推定される。稲荷前VIII期新段階に比定されよう。

第78号住居跡出土遺物観察表（第220図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 13.0 3.8 7.0 ABC A にぶい橙 100% Na1。カマド内。

2 坪 13.0 4.0 7.0 ABC A 灰 70% N認。カマド内。

3 塊 (17.2) 5.3 (10.2) ABC A 灰 15% カマド内。

4 鉢 (24.0) 3.1 AC A 灰 10% カマド内。

口 □ ロ--=ロロー］

ロ 4
 

10cm 

第220図第78号住居跡出土遺物

第79号住居跡（第222図）

M-9区に位置し、第78号住居跡よりも新しく、第35号掘立柱建物跡との新旧関係は不明である。

形態は方形を呈し、規模は長軸3.38m、短軸3.20m、深さ 0.05~0.10mを測る。主軸方位はN-90°-

Eを示す。

床面は概ね平坦であるが、中央部が若干

深い。第78号住居跡上部には貼床されたも

のと思われるが、高低差が余りなく明確に

捉えられなかった。覆土は暗黄褐色土単層

ロ ニノ［三／
10cm 

第221図 第79号住居跡出土遣物
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□ローム粒子少菫含。堅緻。

ローム土主体に黒褐色土少量含。堅緻。

ローム粒子多量含。同ブロック少量含。

ローム含。

ローム粒子多量含。焼土・炭化粒子少

量含。堅緻。 (SJ79カマド）

暗黄褐色土 ローム粒子多菫含。同ブロック少量含。

堅緻。 (SJ79カマド）

黒褐色土

黄褐色土

暗黄褐色土

暗 褐 色 土

暗茶褐色土

SJ 78カマド

1 褐色土

2 褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 黒色土

SJ 78ピット

1 黄 褐 色 土

2 黒褐色土

3 暗茶褐色土

4 暗黄褐色土

5 黄褐色土

三三言 言三言
第222図 第78• 79号住居跡(L=30. 90m) 

焼土粒子多。黄灰色粘土粒子混入。

ソフトローム混入。

焼土・ローム粒多量混入。

ロームブロック多量混入。灰混入。

焼土粒子・灰混入。

SJ 79ピット

1 暗茶褐色土

2 暗黄褐色土

3 黄 褐 色 土

ローム土主体に茶褐色土少量含。

ローム粒子少量含。

ローム粒子多菫含。

ローム粒子。同プロック多菫含。堅緻。

ロームプロック主体に同粒子多量含。

茶褐色土少量含。

ローム粒子少菫含。堅緻。

ローム粒子・同プロック多量含。堅緻。

ローム主体に茶褐色土少量含。

0 2m 
, __  _ -- 9 
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で構成され、土層変化は観察されなかった。カマドは東壁に設置され、燃焼部の中心は壁外に位置

する。掘り込みは深く、床面下0.20mを測る。袖は存在しない。ビットは住居内に 5本検出されて

いるが、掘立柱建物跡の柱穴が混在する。覆土の状態から確実に遺構に伴うものは認められない。

壁溝等の施設は検出されなかった。

出土遺物は33点検出された。器種としては土師器坪、甕、須恵器坪、皿、甕、甑と中世の内耳鍋

片がある。土師器坪と内耳鍋は明らかな混入である。第221図 1の坪は焼きが甘く、土師器的な焼成

である。 2の底部は回転ヘラ削り調整がなされる。須恵器の様相から稲荷前 XIII期に比定される。

第79号住居跡出土遺物観察表（第221図）

番1号1器坪種 1:3悶I口巧I: : I ;台C 土 Iki'tc成 1は黄霊I::: Iカマト；：土。
考

2 I高台皿 2.51 (5.9) I AC Bl 灰白 55% I覆土。底部回転ヘラケスリ。

第80号住居跡（第223図）

M-9 • 10区に位置し、第81号住居跡と重複する。形態は方形を呈し、規模は一辺3.30m、深さ

0.05~0.15mを測る。主軸方位はN-9°-Wを示す。

床面はほぼ平坦であるが、北半は削平され第81号住居跡構築時に削平されている。覆土は暗褐色

土の単層で構成され、埋没過程の詳細は明らかでない。

カマドは北壁に位置するが、上面を第81号住居跡に削平され、燃焼部の掘り込み部分しか残存し

ない。土塙は 1基カマド西側のコーナー部に検出された。やはり削平を受け詳細は不明であるが、

本来貯蔵穴であった可能性がある。ピットは 9本検出されているが、 P1~P孔ま柱穴となる可能性が

あるが、他のピットは遺構に伴わないものと推定される。壁溝は削平を受けた北半を除くと全周す

る。

出土遺物は第81号住居跡のものと混在してしまって分離できない。第224図10の金環は本住居覆土

から検出された。銅地に鍍金されており、側面の金は比較的良好に遺存している。

第81号住居跡（第223図）

M-9区に位置し、第80号住居跡の北側に重複する。新旧関係は本住居跡が新しい。形態は歪んだ

長方形を呈し、規模は長軸4.50m、短軸3.45m、深さ0.10m前後を測る。主軸方位は西壁を基にする

とN-8°-Wを示す。形態や主軸方位とも第80号住居跡と近似するため、第80号住居跡から本住居へ建

て替えられたものと推定される。

床面はほぼ平坦で全体的に堅い。但し、西壁部には壁溝状に掘方が巡り、床面は軟弱であった。

覆土は黒褐色土で土層変化は観察されなかった。

カマドは北壁に設けられるが、袖は流失したか、破壊されたのかは不明だが残存していなかった。

燃焼部は二段に掘り込まれ、覆土には焼土粒子が多量に含まれていた。貯蔵穴はカマド西側のコー

ナ一部に設けられていた。ピットは 5本検出された。 P2・ P •には柱痕が明瞭に残り、覆土の状況も

近似する。住居の柱穴と考えても良かろう。
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1 黒褐色土 ロームプロック多量混入。

2 暗黒褐色土 焼土粒少羅混入。

3 黒褐色土 ローム粒・焼土粒多曼混入。

4 暗褐色土 ローム粒多菫混入。

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒混入。

6 黒褐色土 ロームプロック・焼土粒少量混入。

7 暗黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量混入。

8 黒褐色土 ロームプロック混入。

9 暗褐色土 ローム粒少量混入。

10 暗黒褐色土 ロームプロック少量混入。

11 黒褐色土焼土粒多量混入。

12 暗 褐 色 土 ロームプロック・焼土粒少量混入。

13 黒 褐 色 土 ローム粒・焼土粒少量混入。

14 暗 黒 色 土 ロームブロック多量混入。

カマド

1 黒褐色土焼土粒多量混入。

2 暗黒褐色土 焼土粒・炭化物多量混入。

3 暗灰褐色土 焼土プロック・炭化物多量混入。

4 暗茶褐色土 焼土粒・ローム粒多量混入。

5 褐色土 ロームプロック主体。

゜
2m 

第223図 第80• 81号住居跡(L=30.80m) 
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第224図 第80• 81号住居跡出土遺物

出土遺物は第80号住居跡と併せて124点検出された。ほとんどは土師器の坪と甕の破片で占めら

れ、須恵器は甕の破片を主に11点出土したに過ぎない。出土遺物からみても、両住居跡共に時期差

はほとんどないものと考えられる。稲荷前IV~V期前半段階に比定される。

第80• 81号住居跡出土遺物観察表（第224図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 2.75 AC A にぶい橙 25% SJ80覆土。

2 坪、 (11.0) 2.8 ADE B にぶい橙 5% 覆土。北武蔵系。

3 坪 (11.0) 2.2 BC A 橙 10% SJ81カマド内。
＜ 

4 坪 2.9 ABCE A にぶい黄橙 35% 覆土。

5 坪 (13.0) 2.4 BC A 橙 10% SJ81カマド内。

6 坪 (10.6) 2.6 BC A 浅黄橙 10% SJ81覆土。

7 坪 (13.2) 3.6 A A にぶい橙 15% 覆土。

8 甕 (23.4) 4.6 ACE B にぶい橙 20% 覆土。， 坪 1.6 ABC A 橙 20% SJ81カマド内。

10 金環 直径2.2cm。厚さ0.8cm。 Nal。SJ80覆土。

第82号住居跡（第226図）

L-9区に単独

で位置する。形態

は整った長方形を

呈し、規模は長軸

4.10m、短軸3.30

m、深さは0.05m

を測る。主軸方位はN-16°-Wを示す。

床面は平坦で全体的に堅い。床面中央部に倒木痕が

ーデニ二亘三一手一 1 

□ 2 

位置するが、住居は上部に貼床して構築されていた（第

1層）。確認面で床面が部分的に露出していたために覆

土の詳細は不明である。

カマドは北壁中央に設置される。左袖部にピットの

-221-
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第225図第82号住居跡出土遺物



攪乱を受け、遺存状態はあまり良くない。燃焼部壁外に延び、掘り込みは浅く床面と大差ない。袖

には明確な粘土の堆積は認められなかった。

壁溝はほぼ全周する。ピットは 4本検出された。何れも柱穴としても充分な深度を有するが、配

置からみて伴う可能性があるのは P2のみである。上墳は 1基存在するが、上部に床面が形成されて

おり、床下土塙と考えられる。

出土遺物は土器片が26点と少ないが、遺構の遣存状態から見て、ほとんどがほぼ床面に残された

遺物と考えられる。器種としては土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕が認められる。稲荷前VI~VII期

に比定されよう。

第82号住居跡出土遺物観察表（第225図）

番号器種口径器高底径胎

1 蓋 （16.0)I 1.4 I I ABC 

2 坪 14.9 I 3. 65 I 10. 4 I AB C 

3 甕 22.8 121.5 I I ABE 

土 I焼成I色調 I残存 備 考

A

A

A

 

灰 20% 覆土。

灰 40% 覆土。

橙 25% 覆土。
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1 暗 褐 色 土 ローム粒・焼土粒少菫混入。（貼床）

2 暗褐色土 ローム粒少量混入。

3 黒 褐 色 土 ローム粒・焼土粒少量混入。

4 暗黒褐色土 ローム粒少量混入。

5 褐 色 土 ロームプロック少鍵混入。

6 暗黒褐色土 ロームブロック多量混入。

7 黒褐色土 ロームブロック混入。

カマド

1 黒褐色土焼土粒多量混入。

2 暗黒褐色土 ロームブロック多量混入。

3 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少誠混入。

4 暗黄褐色土 ローム土。

第226図第82号住居跡(L=30. 90m) 

-222-



第83号住居跡（第228図）

L-9区に位置し、第84号住居跡と重複する。両住居とも掘り込みが浅く、新旧関係の把握は確実

とは言い難いが、一応本住居が新しいものと推定される。形態は方形を呈し、規模は長軸4.60m、短

軸4.22m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-22°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で全体的に堅く締まっていた。覆土は 2層に分割されるが、堆積環境の詳細は把

握できない。

カマドは北壁に設けられる。遺存状況は極めて悪く、燃焼部底面しか確認できなかった。壁外へ

の突出は少なく、埋土には焼上が多量に含まれていた。壁溝は東壁と南壁に途切れる箇所がある。

ピットは17本検出されたが、伴うと判断されるものは少ない。 P1~Pけよ住居の主柱穴と考えられ

る。第 1号土壊はいわゆる床下土塙と判断され、上面には床が形成されていた。

遺物は76点あり、

土師坪類と甕を主体

とし須恵坪。甕を少

量含む。後者は混入

品であろう。稲荷前

V期に比定される。

ロ ロロ／
口／ ＼＿ー 5

゜
~
 

10cm 
ーヽ

第227図 第83号住居跡出土遣物

第83号住居跡出土遺物観察表（第227図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11 9) 2.6 AEF A 橙 20% SKOl内。無彩。

2 坪 (12 0) 3 3 AF A 橙 15% 覆土。内面暗文。

3 杯 (12.8) 3 4 AB A 灰 25% 覆土。

4 皿 (16.0) 2.6 ABF A にぶい褐 15% カマド内。

5 甕 1 7 (6.0) ABE A 褐灰 25% 覆土。

第84号住居跡（第228図）

L-9区に位置し、重複する第83号住居跡に切られている。形態は方形を呈するものと推定され

る。残存規模は、長軸3.20m、短軸1.78m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-20°-Wを示す。

床面はほぼ平坦である。覆土の詳細は明らかにできなかった。残存部にはカマドは検出されてい

ない。ピットは 4本検出された。 P1゜いについては伴う可能性がある。壁溝は存在しない。

出上遺物は土師器甕 3片と須恵器甕 l片のみで時期は不明である。

第85号住居跡（第229図）

K•L-8•9 区に位置する。形態は整った方形を呈し、規模は長軸4.28m、短軸4.08m、深さ 0.15

m を測る。主軸方位はN-24°-Wを示す。

床面は平坦で全体的に堅い。覆土は 4層に分かれるが、第一次堆積層（第 2• 5層）にはロームブ

ロックが多量に含まれ、全て自然堆積とは思われない。

カマドは北壁に設置される。遺存状況は悪く、袖は平面的にも断面観察によっても検出されなか
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l 暗 褐 色 土 ロームプロック少量混入。

2 茶褐色土 ロームブロック多量混入。

3 黒褐色土 ロームブロック少量混入。

4 暗黒褐色土 ローム粒少量混入。

5 暗褐色土暗灰褐色粘土プロック混入。

6 暗褐色土 ローム粒・焼土粒多量混入。

7 暗黄褐色土 ローム主体。

8 暗褐色土 ローム粒少童混入。

9 黒 褐 色 土 ロームプロック混入。

10 黒褐色土 ローム粒・焼土粒少量混入。

11 暗 褐 色 土 ローム粒少量混入。

12 暗黒褐色土 ロームプロック多量・焼土粒

少呈混入。

13 暗黄褐色土 ローム主体。

14 暗黄褐色土 ローム主体。

15 暗黒褐色土 ローム粒少量混入。

カマド

1 暗茶褐色土 焼土プロック・褐色粘土粒多量混入。

2 暗褐色土 ロームブロック・焼土粒多量混入。

3 暗褐色土 ロームプロック主体。

4 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量混入。

第228図 第83• 84号住居跡(L=30. 90m) 
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った。燃焼部は大部分が壁内に納まり、底面は鍋底状に掘り込まれる。壁溝は全周するが、南壁か

ら西壁にかけては壁からやや内側に巡っていた。ピットは11本検出された。 P2• Pa• Ps• P6が主

柱穴に相当するものと考えられる。 Eは上面に床が貼られていた。他のピットは遺構に伴うもので

はない。

出土遺物は97点検出された。土師器坪、甕、甑、須恵器坪、蓋、甕、盤があるが、土師器坪類は

破片を含めても 5点に過ぎない。須恵器坪は全て小片で混入品であろう。盤(230図 1)は床面からか

なり浮いた位置から出土した。口縁部内面に沈線が巡り歪みが著しい（図上補正した）。 6の鉄器は

角棒状を呈し、上端は薄く延ばされ下端は細くなり緩く屈曲する。土師器坪(2)は浅坑風を呈する

大型品である。甕は口縁部が直立するものと水平方向に強く屈曲するものがある。盤は出土状況か

らみると直接伴うとはいえないが、大きな時期差は認め難く稲荷前V期に位置付けておきたい。

al (.) 
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1 暗褐色土焼土粒・ローム粒少量混入。

2 茶褐色土 ロームプロック多量混入。

3 暗黒褐色土 ロームプロック多量混入。

4 暗黒褐色土 焼土粒・ローム粒多量混入。

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物多量混入。

6 黒褐色土 ローム粒・焼土粒多量混入。

7 暗黄褐色土 ロームブロック多量混入。

8 暗黒褐色土 ロームプロック多量混入。

9 暗黄褐色土 ローム粒多量混入。

カマド

1 暗褐色土焼土粒・灰褐色粘土粒少量混入。

2 黒褐色土焼土粒・灰褐色粘土粒・炭化物

少量混入。

3 茶褐色土焼土粒多量混入。

_g‘ 4 暗灰褐色土 粘質土・焼土粒多量混入。

冒 量冒5 暗黒褐色：粘土ー：ー・焼土粒多量混入。―-2m 

H H' 

F
- -E’ 色

第229図第85号住居跡(L=30. 90m) 
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第230図

第85号住居跡出土遺物観察表（第230図）

第85号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 盤 21.0 3.6 ABC A 灰 50% Nu7。覆土。歪み有り。図上補正。内底面磨滅
2 皿 14.8 3.6 ABE A 明赤褐 100% Na12。覆土。

3 甑 (20.0) 7.2 ABCG A にぶい褐 20% N(l24。覆土。
4 珈示 (20.8) 13.9 AC A 橙 30% N(l17~20。覆土。
5 珈武 (23.0) 24.0 ACDG B 橙 45% N(l1,2,25,26,27,28。カマド内覆土。
6 鉄器 残長12.1cm。 Nu6。床面。角棒状製品残欠。

第86号住居跡（第231図）

L-8区に位置する。第85号住居跡の南西にほぼ軸を揃えて構築される。形態は整った方形を呈し

遺存状態は比較的良好であった。規模は長軸4.36m、短軸4.20m、深さ0.30mを測る。主軸方位はN

-27'-Wを示す。

床面は平坦で全体に堅く締まっていた。覆土は 5層に分かれ、概ね自然堆積と推定される。

カマドは北壁の中央部に設けられる。燃焼部先端はピット状に深く掘り下げられているが、カマ

ド構築前の掘り込みと考えられる。第 6• 7 • 9層上面が火床面であろう。袖は黄灰色砂質粘土で

構成され（第12層）、遺存状態は良好である。

ピットは 7本検出された。 E~p4は住居に伴う主柱穴と考えられる。貯蔵穴は 2基検出された。

第 1号貯蔵穴内部には甕が遺存しており、住居廃棄時まで機能していたことは疑いないが、第 2号

貯蔵穴はロームブロックを多量に含む暗褐色土で埋められ、同時存在した可能性は薄いものと推定

される。何らかの理由で 2号から 1号に付け替えられたのであろう。第 1号土墳は住居に直接伴う

可能性は少ないものと思われる。壁溝はカマド周囲を除くとほぼ全周する。

出土遺物はllO点検出された。器種的には土師器坪、甕を主体に土師器鉢、須恵器坪、蓋、甕と土
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第231図第86号住居跡(L=30. 90m) 

製紡錘車、鉄鎌がある。須恵器は数点に過ぎず、図示した 7以外は混入である。 7は胎土が精良で

東海産か。底部は削り後丁寧になでられている。土師器坪は口縁部片が56点検出され、 232図2• 3 

に代表される小型の比企系坪が16点、口縁部が内屈する小型の北武蔵系坪（搬入品）が 7点、 4のよ

うな内面沈線をもたない浅椀風タイプが 6点、 5• 6に示される沈線をもつ浅椀が24点、その他 3

点という比率を示す。図示していないが沈線をもつ浅椀には口径11cm前後で口縁部下に稜をもたな

いものが主体となり 5• 6のような大型品は少ない。稲荷前IV期に位置付けられよう。
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第232図

第86号住居跡出土遺物観察表（第232図）

第86号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 2.8 ABE A 橙 50% Nu43。床面。北武蔵系。

2 坪 (10.2) 3.45 BE A 橙 90% カマド左袖内。

3 杯 (9.8) 3.4 AB A 橙 45% Nu51。覆土。

4 坪 11.2 3.3 B A 橙 50% Nu83。床面。

5 坪 (13.0) 3.8 AB A 橙 35% Na9,67。覆土。

6 坪 13.9 4.0 ABC C にぶい褐 80% No60,61。覆土。無彩。

7 坪 (11.0) 4.0 AJ A 灰 35% No50。覆土。東海産。

8 椀 3 8 7.0 AC B 灰 40% 覆土。

10 甕 (20 2) 24.1 ADE B にぶい橙 80% Nu97。貯穴1内。

11 甕 (19.0) 8.7 ADE A 橙 30% Nu59。覆土。

12 甕 (20.6) 10.0 AE A 橙 25% Nul3。覆土。

13 甕 3.2 6.0 ACE A にぶい褐 60% Na33,5広覆土。， 紡錘車 径6.2cm。高さ3.2cm。 ACE A にぶい橙 95% Nu94。覆土上層。土製95g。孔径0.9~11cm。

14 鉄鎌 残長8.3cm。基部幅3.5cm。刃部欠損。基部折り返し。 NQ96。床面。

第87号住居跡（第233図）

L•M-8 区に位置する。東壁は倒木痕、西壁は攪乱を受けるなど、遺存状態は極めて悪く、遺構の

詳細は明らかにできない。第36号掘立柱建物跡、第19号溝跡と重複し、本住居跡の方が旧い。形
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態はやや歪んだ長方形と把握したが、南壁部は不鮮明で確実とはいえない。

残存規模は、長軸4.14m、短軸3.78m、深さ約0.05mを測る。主軸方位は北壁に直交するものと仮

定すればN-21'-Wを示す。

床面は極めて判りにくい。ほぼ平坦と推定されるが、若干掘り過ぎた箇所がある。確認面直上ま

で農道の攪乱を受けているために、覆土の状況は不明である。

カマドは明確に検出できなかったが、北壁中央部直下に楕円形の掘り込みがあり、灰と焼土が含

まれていた。壁外には痕跡は残されていないため確定できないが、この位置にカマドが所在した蓋

然性が高いものと考える。

ピットは 6本検出された。 Eは上部に床面が乗る。他のピットの帰属は明らかではない。第 1号

土壊は伴わないものと判断した。

出土遺物は81点検出された。器種としては土師器坪、甕、小型甕、台付甕、壺、甑、須恵器坪、

塙、蓋、甕、瓶、青磁碗がある。須恵器の大部分と青磁碗は直接伴うものではない。住居に伴う可

能性の高い遺物は北壁付近で検出された第234図1• 2 • 6~9である。 8の壺は床面に横倒しの状

態で出土した。胴部には指なでの痕跡が顕著に残る。

入である。稲荷前IV期に比定される。

1 • 2もほぼ床面から出土した。 3~5は混
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瓢｀＼＼疇疇疇1 暗褐色土 焼土粒子多量混入。灰・炭化物少量含。

2 暗褐色土灰やや多い。焼土粒子やや少い。

3 黄褐色土 ローム質土。ローム主体に焼土粒子・炭化物粒子若千混入。

4 暗褐色土とロームプロックの混土層。

5 黒褐色土 微細なローム粒子少量混入。

6 褐色土 ローム粒子多量混入。焼土粒子・黒色土粒子少量含。
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第233図 第87号住居跡(L=31.00m)
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第234図 第87号住居跡出土遺物

第87号住居跡出土遺物観察表（第234図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪、 (11.0) 3.5 BE A にぶい赤褐 25% NQ18。床面。無彩？。

2 杯 12.2 5.3 ACE A 橙 100% Nu17。カマド付近。床面。

3 長頸瓶 (10.3) 2 7 AC A 灰 20% 覆土。

4 坪 1.5 6.2 ABC C 灰 50% 覆土。

5 椀 (17.6) 7.0 AB A 灰 10% 覆土。

6 甕 13.5 6.0 ACE B にぶい褐 60% Nu,13, 15, 19。覆士。

7 甑 21.0 (10 0) ABE A にぶい橙 35% Nul~7。覆土。

8 
空一 (19. 9) 33.3 7.6 ABE A にぶい黄橙 75% カマド付近。床面。， 空士 19.5 9.0 ACE A にぶい橙 25% N叫0,11,14。覆土。
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第88号住居跡（第235図）

L-6•7 区に位置す

る。確認面で床が露出

しており、遺構の詳細

は明らかにできなかっ

た。また北壁部は第188

号土塙の攪乱を受けて

残存しない。小型の住

居跡と考えられ、形態

は方形、規模は長軸

3.10m、短軸2.90m前

後と推定される。主軸

方位は西壁に直交する

ラインを基準とすると

N-90'-Eを示す。

床面はほぼ平坦であ

るが、東壁部では残存

しない箇所もみられた。

覆土の状況は不明とせ

ざるを得ない。

{[ sk188 1/1「-----― ーロロ］

」 ノ1 / B' 

：口 三三り

口カマド

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

カマドは東壁に設置される。燃焼部

は楕円形を呈し壁外に延びるものと考

えられる。底面は皿状に掘り込まれ、

焚口部にピットがみられる。袖は当初

より存在しないものと推定される。 ピ

ットは 8本検出されているが、住居に

確実に伴うものは明らかにできなかっ

た。

焼土粒・ローム粒を含む。

1層より多く、炭化粒混入。

ローム粒多く、プロック混在。

第235図

A' 

一旦' 4 

5 

゜＇ 第88号住居跡(L=31. OOm) 

焼土粒混入。

ロームフロッ

ク混入。

暗褐色土 ローム粒・ブ

ロック混入。

ブロック多混。

ローム粒・焼

土粒多量混入。

黒褐色土 焼土粒・ロー

ム粒多菫混入。

褐 色土 ローム・焼土

多量混入。

褐色土焼土粒・ロー

ム粒混入。 2m

黒褐色土

褐色土

冒

ニ

□□□ 3 

ロロシ／

第236図

¥―十事、

10cm 

第88号住居跡出土遺物

出土遺物は16点にすぎない。ほとんどはカマド内から出土したもので、器種としては土師器甕、

小型甕、須恵器坪、蓋、甕、瓶がある。一応第236図1を基準に稲荷前X11期としておきたい。

第88号住居跡出土遺物観察表（第236図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪、 (13.2) 3.25 7.0 A C にぶい黄橙 30% Nu5, 7, 9。カマド内。

2 杯 (13.4) 4.2 (5 6) AG A 灰白 20% Nu14。カマド内。

3 小型甕 (12.0) 5.2 AB B にぶい褐 25% Nul3。カマド内。

4 坪 1.8 6.0 AB A 灰白 40% 覆土。
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第89号住居跡（第237図）

L-7区に位置する。

第188号土塙、第15号掘

立柱建物跡と重複する。

新旧関係は前者よりも

旧く、後者よりも新し

い。形態は横長の長方

形を呈し、規模は長軸

3.56m、短軸2.84m、深

さ0.05mを測る。主軸

方位は N-8 °-Eを示

す。

床面は概ね平坦であ

る。確認面で床面の一

部が露出しており、覆

上の状況は不明である。

カマドは北壁の中央に

設置される。燃焼部は

楕円形を呈し、皿状に

掘り込まれる。袖は存

竺 I

＼ 
虹 II

こ巴＼ 
———·-

＼ 一
SK 188 。I

A 

B-

rc 

冒

9

I

¥

‘

:

PaJ1)
 ＼

 
皇

。I

こ E' 

ユ 言
l 褐色土粘土・焼土粒

子混在。

2 暗褐色土 焼土・ローム

一＇ 粒子多混入。

3 黒色土黄褐色土が縞

状に堆積する。

4 黒色土焼土・ローム

粒子多混入。

0 2m 5 黒色土ローム粒含。
9-- - - - - - ---,  

第237図第89号住居跡(L=31. OOm) 

在しない。ピットは 5本検出されているが、伴うものは明確ではない。 P孔ま上面にカマド堆積土が

覆い、住居構築以前のピットと考えられる。北壁にかかって第212号土塙が存在するが、本住居の方

が旧いものと推定される。

出土遺物は極めて少なく、須恵器坪が 3点、土師器甕が 1点にすぎない。時期は不明確だが、出

土土器や住居形態から 9世紀後半頃（稲荷前 XIII期）と推定される。

第238図 1は須恵器坪である。残高2.4cm、推定底径5.0cm。胎土

A~CとG含む。焼成良好で鈍い橙色。 10％残。カマド内覆土。

＼ ノ
10cm 

第238図 第89号住居跡出土遣物

第90号住居跡（第239図）

L-6区に位置する。形態は長方形を呈し、規模は長軸3.92m、短軸3.20m、深さ0.15mを測る。

主軸方位はほぼ座標北を示す。

床面は全体に軟弱で堅い箇所はあまりみられない。覆土の堆積状況は不自然な箇所がみられ、自

然堆積とは思われない。

カマドは検出されていない。ピットは18本検出されているが、どれが遺構に伴うものか明確では

ない。周辺には中世以降のピットが多数存在し、多くはそれらに含まれるものと考えられる。土塙

は1基検出された。上部に貼床されている模様であり、住居の掘方か、または住居構築前の所産と
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推定される。

出土遺物は55点検出された。土師器坪、甕、小形甕、甑、壺、須恵器坪、碗、蓋、甕、鉢の各器

種がある。小片が多く、またやや時期的に幅があるため年代比定は難しいが、第240図 1を基準とす

ると稲荷前IX期に位置付けられよう。

第90号住居跡出土遺物観察表（第240図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 12.5 3.5 7 5 AC B 灰 80% Nu56,57。床面。

2 坪 0.7 7.4 ABC A 灰 60% Nu29。覆士。

3 坪 (14.0) 3.1 BC A 灰 5% Nu広床面。

4 椀 (17 0) 4.7 BCDG B 灰白 10% Nu40。覆土。

5 芸m 1. 9 BC B 灰白 95% Nu38。覆土。

6 芸＂ 1.1 ABC A 暗青灰 100% Nu54。覆土。

7 甕 (16.3) 13.3 BCEF B にぶい橙 25% Nu67。覆土。

8 
空一 18.6 (13.0) AC A 灰 45% Na47。覆土。， 甕 (57 4) 8.1 ABC B 黒褐 15% No20。覆土。

I. SK 148 11山
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冒
B
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C
-

C' 

。I
山 1

...5. 1 暗褐色土 焼土・ロームブロック少量混入。しまリあi)。

2 暗褐色土 ロームプロック多量混入。しまりあり。

3 暗褐色土 ロームブロック少量混入。しまりあり。

4 黒褐色上 ローム粒子混入。しまりあり。

5 黒褐色土 ロームブロック密に多菫混入。しまりあり。

6 明褐色土 ローム少量混入。しまりなし。

旦' 7 黒褐色土 ローム少量混入。しまりなし。

8 黒褐色土 ロームプロック少量混入。しまりなし。

9 明褐色土 ロームブロック多量混入。しまりあり。

10 明褐色土 ロームブロック多量混入。しまりあり。

11 褐色土 ローム粒子・焼土粒子混入。

12 黒褐色土 ロームブロック混入。

13 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子混入。

14 黒褐色土 ロームプロック混入。

゜
2m 

第239図第90号住居跡(L=31.1 Om) 

-233-



＼
 

r
¥
 

___JJ-3 

口ローニーロ-- □ 7口
¥ I /, 

7 
2、／ーロロローーロ

＼ ＼ 

丈 5ー「二 6

0 10cm 

／
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第240図 第90号住居跡出土遺物

第91号住居跡（第242図）

調査区西端の L-5区に位置する。第 8号溝跡、第21号井戸跡等の攪乱を受け西壁と北壁部の詳細

は不明である。形態は方形を呈するものと推定される。残存規模は長軸3.96m、短軸2.86m、深さ0.10

mを測る。主軸方位はN-76°-Eを示す。

床面は中央部を中心に貼床され、全体に堅く踏み締められていた。覆土にはロームブロックが多

量に含まれていたが、深度が浅いために堆積環境に関しては明確に捉えられなかった。カマドは東

壁に設置される。燃焼部底面はほぼ壁内に納まり、掘り込みは浅い。袖には砂質粘土が用いられ、

+~,.~言□□□三口［
]5:ィ-

10cm 

第241図 第91号住居跡出土遺物
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遺存状態は良好である。ピットは10本検出された。 P1•いは主柱穴と考えられるが、p 2 ° p3がそ

れに対応するか否かは明らかではない。他のピットは中世以降の所産と推定される。壁溝は存在し

ない。

出土遺物は33点あり、土師器坪、甕、台付甕、壺、須恵器坪、甕から構成されるが須恵器は 3点

のみで全て混入品と思われる。第241図 1• 2は小振りの深培風の坪で口縁部と体部に明確な境をも

たない。 3はやや大振りの模倣坪であろう。土師器坪には図化した以外に内面に沈線をもたない小

型の比企型坪（分類のふb類）片と、赤彩される模倣坪系土器（Bla類）が少量含まれる。 5の須恵高

台坪は小片からの復元で傾きに不安を残す。土師器坪と甕の様相から稲荷前IV期に比定される。

第91号住居跡出土遺物観察表（第241図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残調 備 考

1 杯 (11.0) 3.7 ABF A 明赤褐 25% NalO。覆土。

2 界 (11.0) 3.1 AF A 橙 20% Na9。覆土。

3 堺 (13.0) 4.1 AB A 明赤褐 10% Nul9。床面。

4 碗 (15.0) 3.4 B A 橙 10% Nul3。覆土。

5 台付甕 5.5 11 6 AE B 棺 30% 覆土。

6 坪 2.3 (10.0) ABC A 暗青灰 10% 確認面。

7 甕 8 8 5.4 ABE B 黄橙 50% No 3, 7, 8。覆土。

8 写芦佳 (19 7) 10.2 ADEF B 浅黄橙 15% Nu4。覆土。， 甕 20.0 13.2 ABDE A 橙 25% Nul。床面。
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〔砂

UL 

、0

叫

l 暗褐色土 ロームプロック多量混入。

黒褐色土 ロームブロック混入。（貼床）

暗褐色土 ローム粒子混入。

カマド

l 褐色土焼土・炭化物混入。

2 暗褐色土焼土・炭化物混入。

3 暗褐色土 焼七・炭化物・砂質粘土混入。

4 灰黄褐色土 砂質粘土。焼土少鼠混入。

5 灰黄褐色土 砂質粘土。

6 灰黄褐色土砂質粘土。

0 2m 

第242図 第91号住居跡(L=31.1 Om) 
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第92号住居跡（第243図）

K•L-5·6 区に位置する。第 7 号溝跡に上部を攪乱され、遺存状態はあまりよくない。形態は

方形を呈するものと推定され、規模は長軸3.32m、短軸3.20m、深さは0.05mに満たない。主軸方位

はN-26"-Wを示す。

床面は概ね平坦で中央部が比較的堅く締まっている。覆上の状況は不明である。カマドは北壁に

設けられる。上面は削平され、また中世期と推定されるピットに切られ、遺存状態は極めて悪い。

ビットは15本検出された。断面観察に拠って住居に伴う可能性があるものを拾うと P2.p6. pll. 

p 13が挙げられ、他は中世以降のピットと考えられる。壁溝等の施設は検出されなかった。

出土遺物は上師器甕 1片、須恵器坪 2片のみで正確な年代は不明である。実測し得る遺物はない。
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1 褐色土 ロームプロック混入。

2 暗褐色土 焼土・炭化粒子混入。しまりやや弱。

3 暗褐色土 ローム粒子混入。しまり・粘性あり。

4 暗褐色土 焼土粒子・ローム粒子混入。

5 暗褐色土 ロームブロック混入。

6 褐色土ローム粒子混入。

7 焼 土焼土主。炭化物・褐色土・ロームプロック混入。

8 褐 色土 ロームプロック多量混入。

9 暗褐色土

10 暗褐色土とロームブロック混在土。焼土・炭化物混入。

11 褐色土 ロームプロック混入。

12 黒褐色土 焼土粒子・ローム粒子混入。

゜
2m 

第243図第92号住居跡(L=31.10m) 

第93号住居跡（第244図）

調査区西端の K-5•6 区に位置する。東壁部に第27号井戸跡が重複し、本住居跡の方が古いもの

と考えられる。平面形態は方形を呈し、規模は長軸4.76m、短軸4.68m、深さ約0.05mを測る。主軸

方位は S-84°-Wを示す。
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床面はほぼ平坦で全体に堅い。深度が浅いために覆土の詳細は明らかにできなかった。

カマドは西壁に設けられる。住居に比して小規模なカマドで、床面下の掘り込みは殆どない。上

層観察によって壁溝を埋めて構築されていることが判明した。掘方は存在せず、底面が火床面とな

っている。袖は褐色系の粘質土が残存するが、あまり明確なものではない。壁溝は壁に沿って巡る

が、一部途切れている。

ピットは 8本検出された。 P 1～いを主柱穴と考えたが、配置が悪く確定できない。土塙は住居中

央部に存在する。上面に床が貼られていることから、床下土塙と考えられる。

出土遺物は26点と少ない。土師器坪、甕、小型甕、須恵器坪、蓋、甕から成る。須恵器は混入で

ある。土師器坪の様相から稲荷前III期に比定しておきたい。
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焼上粒・ローム粒混入。

粘質土。

疇

S KOl 

l 黒色土 ロームプロック混入。

2 褐色土 ローム質・黒色土プロック混入。

3 黒色土とロームブロックの混土層。

4 褐色土 ロームブロック・焼土粒子混入。

しまり弱。

カマド

l 暗褐色土

2 焼土

3 焼 土黄褐色粘土混入。

4 灰層

5 暗褐色土

6 黄褐色土

7 褐色 土

8 暗褐色土 焼土・ローム粒混入。

゜
2m 

第93号住居跡(L=30. 90m) 第244図
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第245図 第93号住居跡出土遣物

第93号住居跡出土遺物観察表（第245図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3.3 BF B 橙 10% Nul6。覆土。

2 坪 (12.1) 3.5 ABF B 橙 20% Nul5。覆土。

3 塊 (15 0) 5.1 ACDEF C にぶい褐 25% 覆土。

4 罪芦 2 0 (5.2) ABCF B にふい黄橙 20% p4覆土。

5 罪忘 (19.0) 5.2 ACDF B 橙 15% Nu28。覆土。

第94号住居跡（第246図）

K-6区に位置する。形態は長方形を呈する。規模は長軸3.34m、短軸2.96mを測る。深さは殆ど

な〈、確認面で床面か露出してい

る状況であった。主軸方位は s-
87° --Eを示す。

床面は概ね平坦である。カマト‘

は東壁に設置される。燃焼部は壁

外に延びるか、遺存状態は悪く詳

細は不明である。袖は存礼しない。 口` o
壁溝はカマド周辺を除いて 2/3周 旦

はど巡る。ピソトは 7本検出され

た。 P1·P2•P4 は覆土が類似す

る。一方 P3•P5•P7 は灰褐色土

を呈し、中世以降の所産と推定さ
と

れる。 P遺土は掘立柱建物跡の柱

掘方に類似し、貯蔵穴にはならな □□［／ 
いものと考えられる。

出土遺物は 7点と非常に少ない。

土師器甕と須恵器坪、甕があるが、

実測し得る遺物はない。

上器の様相から稲荷前 XIV期頃

と考えられる。

8
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'/ ぶ

。I
A' 

B' 

褐色土 ロームブロック混入。しまりなし。

褐色土とロームプロックの混土層。

3 黒褐色土とロームプロックの混土層。

4 里褐色土 灰・焼土粒子混入。（カマト）
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第246図第94号住居跡(L=31.00m)
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切
門胃山I. 第95号住居跡（第247図）

L-7区に位置し、第 7号溝

跡が僅かに掛かっている。形

態は不整方形を呈する小型住

三 居で、規模は長軸2.46m、短軸

口`疇），

2.34mを測る。深さは浅く、

床面の大部分が露出していた。

主軸方位は東壁に直交すると

仮定すればN-72°-Eを示す。

A 
A' 

床面はほぼ平坦である。カ

｀ 
L_ F' 

言冑 マドは東壁に設けられ、燃焼

B 土＇ G G' 
部底面には灰層が残る。袖は

ニ 存在しない。ピットは住居に

立 -g 
伴うものとは思われない。

カマド 遺物は 8点にすぎない。実

1 暗褐色土 焼土粒子多・粘
測し得る遺物はないが、須恵土粒少量混入。

暗褐色土 ローム粒多量混入。 (P,)
2 黒灰色土灰層。 器坪と土師器甕の様相から稲

暗褐色土 焼土粒・ローム粒混入。 (P,)

゜
2m 荷前 XIII~XIV期頃住居と推

第247図 第95号住居跡（L：：31.□Om) 定しておきたい。

第96号住居跡（第248図）

K • L-7 • 8区に位置する。第16号掘立柱建物跡と重複し、本住居跡の方が1日いものと推定され

る。形態はやや歪んだ方形を呈し、規模は長軸4.46m、短軸4.24m、深さ0.10mを測る。主軸方位は

東壁に直交するラインを基準とすると N-59°-Eを示す。

床面は平坦で全体に堅い。覆土には大きな土層変化はみられなかった。カマドは東壁に設置され

る。燃焼部は壁内に納まり、底面は皿状に掘り込まれている。袖は褐色の粘質土で構築されている。

カマド右側のコーナーには貯蔵穴（長径1.04m、深さ0.18m)が設けられる。北東コーナーにも貯蔵穴

様の上渡（第 1号土塙）が存在するが、上面に床面が貼られ、同時存在したものではない。ピットは

7本検出されている。 P1• P2゚ いは主柱穴と考えられるが、 SBl6P1が対応しないとすると柱穴

配置は不明である。 2本柱穴であろうか。壁溝はカマドから南東コーナーを除き巡っているが、南

壁部では壁ラインよりも内側に位置し、貯蔵穴に掛かる箇所がある。

出土遺物は134点検出された。器種としては土師器坪、培、甕、甑、壺、須恵器坪、甕があるが、

須恵器は全て混入と考えられる。第249図 2~4は床面、 5• 7の甕はカマド内から出土した。同一

個体の可能性もあるが、接点はなく、胎土。色調にも相違がみられる。 6の壺はカマド内と貯蔵穴

内の破片が接合している。稲荷前V期古段階に比定される。

-239-



E' F' 

ヽ

D
-

c 

／ --口＼
,J:S8 16) 

＼＼見／＇

□□
]
]
/
5
(
HQR

 

ロ口
／一――`‘

(:/¥c  

＜ 

江‘

C
-

C' 

。-
D' 

E
-

E' 

責

H H' 

_-
,, 

口 冒

G G' 

三
こ二＇

詈

三
~ _£' 

冒

2 褐色 土

カマド

1 黒褐色土

2 暗灰色土

3 暗褐色土

4 褐色土

ピット

l 褐色土

3

4

5

 

暗褐色土 ロームプロック・焼土粒子少

量混入。

ローム粒子混入。

褐色土

黒褐色土

黒褐色土

焼土粒・褐色粘土粒混入。

粘質土・焼土粒多量混入。

焼土ブロック・焼土粒子多量・

ローム粒子少量混入。

粘土ブロック混入。袖構築土。

暗褐色土・黄灰色粘土プロッ

ク・焼土粒子混入。 (Pl)

褐色土黄灰色粘土混入。焼土粒子多。

(P,) 

ロームプロック混入。 (P4)

柱痕。 (P6)

ロームブロック混入。（掘方

埋土） （P,) 

P,・フク土と類似。 (P,)

焼土粒・ローム粒混入。

（貯蔵穴）

暗褐色土 ロームブロック多置混入。

（貯蔵穴）

黒褐色土

暗褐色土

第248図

第96号住居跡出土遺物観察表（第249図）

第96号住居跡(L=30.90m) 。
2m 

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 2.0 B A にぶい褐 20% SKOl内。

2 坪 (12.0) 3 3 BCE A にぶい褐 10% No20。床面。

3 坪 (11.2) 2.7 B A 浅黄橙 20% Nu14。床面。

4 甕 (21.0) 8 9 AE A にふい黄橙 20% Nul2。床面。

5 甕 12.3 (5.0) ACE A にぶい橙 50% Nu36,37。カマド内Nu7, 11。覆土。

6 甕 (17. 9) 7.5 ABE A 橙 40% カマド内N叫貯穴。

7 甕 (20.6) 21.4 ABCE B 橙 20% Nn42。カマド内Nn2,5。覆土。

-240-



口
一エ

ロ

＼
 

／
 

／
パ
ロ
り
／
／

5

□/ 10cm 

第249図 第96号住居跡出土遣物

第97号住居跡（第250図）

k-8区に位置し、第16号掘立柱建物跡柱穴が切っている。形態は長方形を呈し、規模は長軸3.66

m、短軸3.40m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-85"-Eを示す。

床面は概ね平坦で、中央部からカマドにかかる一帯が堅く締まっていた。深度が浅く覆土の状況

は不明である。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は皿状に掘り込まれ、壁外に突出する。袖は存在しなかった。

壁溝はカマド部分を除きほぼ全周する。貯蔵穴は南東コーナーに位置する。壁ラインが正しいとす

ると一部壁外に突出することになる。断面観察によって重複する第211号土壊を切っていることが判

明した。

ピットは 4本検出されているが、全て住居よりも新しい時期の所産と推定される。土壊は 1基、

西壁近くの床面に穿たれ、径1.20m、深さ0.18mの規模をもつ。住居に伴うものと推定されるが性

格は不明である。

出土遺物は25点と少ない。器種としては土師器坪、甕、小型甕、須恵器坪、蓋、盤がある。土師

器坪と須恵器盤は混入である。第251図4の須恵器坪の体部外面には「人」の墨書が記されている。

稲荷前 XIII期に比定される。

第97号住居跡出土遺物観察表（第251図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11 S) 3.7 (5.2) ABC B 淡黄 25% 覆土。

2 坪 12.2 4.0 5.3 ABC B 浅黄橙 80% Nu6。貯穴内覆土。

3 坪 12 8 4.2 6.0 ABC C にぶい黄 75% Nul2。SKOl内覆土。

4 坪 12.4 4 3 5.9 ABC C 明黄褐 80% Nul,3。貯穴内。体部外面「人」の墨書あり。

5 盤 (16.0) 3.3 AC  A 灰白 10% 覆土。

6 坪 14 0 5.2 ABC B 灰黄 25% Nu7。壁溝内覆土。

7 小型甕 (14.0) 5.0 ABEF A 橙 25% SKOl内覆土。

8 卑武 4.6 3 8 ABE A にぶい褐 25% SKOl内。壁溝内覆土。
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1 暗褐色土 ローム粒微量混入。 (SKOl)

2 暗褐色土 ロームプロック混入。 (SKOl)

3 暗褐色土 ローム粒少量混入。（貯蔵穴）

4 暗褐色土 ロームプロック多量混入。（貯蔵穴）

5 褐色土 ローム・焼土粒少量混入。 (SK211) 

6 暗褐色土 ロームプロック多量混入。 (SK211) 

カマド

l 褐色土多量の焼土・黄灰色粘土ブロック混入。

2 灰 層焼土・炭化物混入。

3 黄灰色粘土

4 暗褐色土

゜
2m 

第250図第97号住居跡(L=30. 90m) 

＼ 
｀ 

こ こ」

□三□〔7

こミンf

＼ 
三

0 10cm 

第251図第97号住居跡出土遺物

-242-



第98号住居跡（第252図）

k-7区に位置する。形態は方形を呈し、規模は長軸4.20m、短軸3.96m、深さ0.15mを測る。主

軸方位はN-12°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で全体に堅く締まっていた。覆土は 2層に分層されたが、大きな土層変化は観察

されなかった。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は浅く、皿状に掘り込まれ僅かに壁を掘り込んでいる。袖は

褐色粘土で構築されていたが深度が浅いこともあり遺存状態は良くない。貯蔵穴はカマド東側に近

接して位置する。不整楕円形を呈し、深さ0.20mを測る。壁溝はほぼ全周する。

ピットは 5本検出されたが、主柱穴と考えられるものは明確ではない。 Ps • I％は住居に伴うもの
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言 言
l 黒褐色土 ローム粒少量混入。

一旦＇．
＾ 暗黒褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物多混入。

暗黄褐色土 ロームブロック混入。

4 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少量混入。

5 暗茶褐色土 ローム粒0焼土粒多量混入。

6 黒褐色土 ローム粒多量・焼土粒少鼠混入。

7 暗黒褐色土 ロームブロック混入。

---' 8 黒褐色土とロームブロックの混土層。（貯蔵穴）

9 黒褐色土 ローム粒極少量混入。（貯蔵穴）

三
S K02 

l 暗褐色土焼土粒・ロー

ム粒多量混入。

S K03 

カマド

l 暗茶褐色土 焼土粒・炭化物少量混入。

l 暗褐色土 焼土・ロームプロック少量混入。
2 赤褐色土焼土粒・炭化物多量混入。

2 暗褐色土 ロームプロック少量混入。
3 暗褐色土焼土粒・炭化物少量混入。

3 暗黄褐色土焼土・黄褐色粘土プロック多量混入。 4 褐色土粘土粒子混入。袖構築土。

4 暗黒褐色土 ローム粒・焼土プロック多量混入。 0 2m 

第252図第98号住居跡(L=30.80m) 
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ではない。土塙は 2基検出されている。何れも上部に貼床されており、床下土塙または掘方と推定

される。

出土遺物は116点検出された。器種としては上師器坪、甕、須恵器坪、培、甕、灰釉埼から構成さ

れるが、須恵器坪と甕、灰釉培は混入と考えられる。したがって土師器坪と甕が主体を占め、伴う

須恵器は図示した 6~8の3点のみである。貯蔵穴から出土した遺物が多い。第253図6~8の坪は

いずれも □縁部内面が凹み、底部はヘラ切り後二次整形されるという特徴をもつ。これらのうち 2

点は白色針状物質が確実に含まれ、南比企窯跡群産と考えられる。他の 1点も共通した形態から在

地産と考えてよかろう。稲荷前V期に比定される。

ロニ
ロロニ／
ロ

□ ローロ□ こ

□ 8 

□
 
＼
 10cm 

第253図 第98号住居跡出土遺物

第98号住居跡出土遺物観察表（第253図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3.0 ABC A 橙 25% 覆土。

2 坪 12.2 3 6 ABC A 橙 80% Nu2。貯穴内覆土。

3 坪 (13.0) 3.6 EF A 橙 55% Nal。貯穴内覆土。

4 杯 13.4 3.8 ABEF A 橙 55% Nu4。貯穴内覆土。

5 甕 2.9 5.5 AE B 45% 覆土。

6 坪 (13.4) 3.75 ABC A 灰 40% Nu32, 78。覆土。底部ヘラ切り後ケズリ。

7 坪 (13.2) 4.6 BE C 灰白 70% 覆土。全体に磨減。底部ヘラ切り後ケズリ。

8 坪 13.2 4.3 BC B 灰白 95% Nul3。貯穴内覆土。底部ヘラ切り後ケズリ。， 甕 (20.0) 12.0 AE B 橙 15% Nu64。SKOl底面。

10 甕 (20 0) 6.1 ABE A 橙 25% Nu22。カマド火床面。

11 甕 (22 0) 21 8 ABE B 橙 20% Nu75。貯穴内覆土。
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第99号住居跡（第255図）

J • K-8区に位置する。形態は方形を呈し、規模は長軸5.52m、短軸4.66m、深さ0.10mを測

る。建て替えされた形跡があり、東壁では壁溝の内側に段差をもつ。北東コーナ一部の形態に不自

然さを残すが、床面の状態からみて壁溝をもつ住居から東壁部を内側に縮小したと考えておきたい。

主軸方位はN-16°-Wを示す。

床面は概ね平坦である。覆土は 3層に分かれるが堆積環境の詳細は不明である。

カマドは北壁の中央部に設けられる。遺存状態は悪く、袖部は殆ど失われていた。壁溝は北壁東

半を除いて巡るが、建て替え前の住居に伴う蓋然性が高いものと判断した。

柱穴は 8本検出された。このうち P1~p4が主柱穴に相当するものと推定される。他のピットは直

接伴うものではなかろう。

貯蔵穴はカマド東側に位置する。また第 1号土壊は掘方であろう。第 2号土壊は底面に炭化物層

を形成する。一応床下土塙と考えておきたい。第220~222号土塙は住居を切って構築されており住

居に伴うものではない。

出土遺物には土師器坪、境、皿、甕、須恵器坪、蓋、甕、瓶が認められる。土師器甕は胴部片と

口縁部小片のためやや全体像はつかみにくいが、土師器坪にはいわゆる内面に沈線をもつ小型の比

企系坪は見られず、浅碗と思しきやや大型化した坪の底部が見られるのみである。須恵器坪の第

254図3は底部全面回転へら削りされる。床面から出土したが伴うかどうか判らない。 4は丸坑風

の坪で底部は箆切り成形されたものと考えられる。図示した以外に山下 6号窯又は鳩山 I期の坪に

類似した丸底風で腰をもつ底部片（底径約12cm)が 1点含まれる。須恵器蓋は 4点あるが何れも退化

したかえりを有するもので 3点には白色針状物質が認められる。 6の長頸瓶は灰白色の精選された

胎土をもち東海産の可能性がある。稲荷前V期後半頃に中心を置くものと推定しておきたい。

----—-l 

三へ、三2こ三口／
J I l 

コこ三□ロニ～‘6
~Ocm' 

第254図 第99号住居跡出土遣物

第99号住居跡出土遺物観察表（第254図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 蓋 (16.8) 3.4 AC B 灰白 20% Na＆貯穴内覆土。
2 蓋 (16.8) 2.3 ABC A 灰白 25% Nul5。SK02覆土。
3 杯 (12.2) 3.6 7.0 ABC A 灰 40% Nu7。床面。
4 坪 (13.8) 4.2 AG B 明褐灰 30% SK02覆土。
5 皿 (16.8) 3.1 AB A 橙 20% Nu13。覆土。
6 長頸瓶 3.4 BG A 灰白 15% 覆土。東海産か。

-245-



K' 

B'""'~ / "'p, 

：
 ゜

u 

⇒=—-~ 

〖□]
L 

k
 

冒

.3 / 

ロ
と

冒
一旦＇

A' 

B-

`
Q
 

L 

言
-g 

F' 

冒
こ

H' ヒ

カマド

1 暗茶褐色土

2 暗黄褐色土

焼土粒・ローム粒少量混入。

焼土粒・黄褐色粘土粒多量

混入。

暗褐色土焼士粒・黄褐色粘土粒多菫

混入。

ローム多量混入。4 暗黄褐色土

貯蔵穴

1 黒褐色土

2 暗黄褐色土

ローム穂少量混入。

焼土小ブロック少鼠混入。

01 

1 褐色土

2 暗褐色土とロームブロックの混土層。

焼土粒混入。

S K220 

3 暗褐色土

S K221 

4 暗茶褐色土

5 暗褐色土

6 暗黒褐色土

第255図

ロームプロック多量混入。

ローム粒多量混入。

ローム粒。焼土粒少筐混入。

ローム粒少量混入。

第99号住居跡(L=30. 70m) 

246 

暗 黒 ｀；［：焼 土 粒

ローム粒多量混入。

焼土粒・ローム粒

多星混入。

ローム粒混入。

焼土ブロック少量

混入。

ローム粒少量混入。

ロームブロック多

量混入。 (SK02) 

8 黒色土炭 化物主 体。焼土

粒少翼含。 (SK02) 

暗黄褐色土 ローム粒多菫混入。

(Pl) 

10 暗黒褐色土 ローム粒少量混入。

(P,) 

11 黒褐色土 ローム粒少量混入。

(P4) 

12 暗黒褐色土 ロームプロック多

量混入。 (P,)
2m 

暗褐色土

暗黄褐色土

黒褐色土

暗黄褐色土

6 黒褐色土

7 暗黒褐色土



2. 掘立柱建物跡

第14号掘立柱建物跡（第256図）

M-6区に位置し、第74号住居跡と重複するが新旧関係は捉えられていない。 3X 2間の側柱建物

で桁行6.90m、梁行4.80mの規模をもち、各柱間寸法は桁行2.30m、梁行2.40mを測る。主軸方位
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黒褐色土 ローム粒子少量混

入。（柱痕）

黒褐色土 ローム粒子・ロー

ムプロック混入。

暗褐色土とロームブロックの

混土層。

゜
2m 

第256図 第14号掘立柱建物跡(L=31.10m)
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はN-36"-Wを示す。

柱掘方は円形を呈し、比較的規模は小さい。

が確認された。

4本の柱穴で柱痕または抜き取り痕と思われる痕跡

出土遺物は少なく 10点のみで、土師器甕、須恵器坪が検出されている。図示した須恵器坪（第273

図 l)は底部回転へら削り調整されている。 P3から出土したが遺構に伴う可能性は薄いものと考え

る。正確な年代は不明とせざるを得ないが、第15号掘立柱建物跡と主軸方位が近く、南側妻のライ

ンがほぼ揃うことから同一時期に比定できようか。

第15号掘立柱建物跡（第257図）

L-7区に位置する。 P，上面を第89号住居跡に切られており、本建物の方が旧い。 3X 2間の側柱

建物で桁行4.80m、梁行3.50mの規模をもつ。各柱穴は規則的に配置され、柱間寸法は桁行1.60m、

梁行1.75m等間となる。主軸方位はN-30°-Wを示す。
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黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子混入。

（柱痕）

暗褐色土とロームプロックの混土層。

暗褐色土とロームプロックの混土層。ロ

ームと暗褐色土・縞状に堆積。

ローム粒子少量混入。黒褐色土

゜
2m 

第257図 第15号掘立柱建物跡(L=31.00m) 
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柱掘方は円形を呈し、径

0.50~0.60m、深さは隅柱が

深い傾向にある。柱痕または

抜き取り痕は 6本の柱穴で確

認できた。

出土遺物は 6点にすぎない。

土師器坪と鉢、金環がある。

第273図4の金環はp6の掘方

埋土中層から検出されたもの

で意図的に封入された可能性

も考えられよう。金環の出土

と併せ、図示した土師器坪か

ら稲荷前V期に比定されるも

のと考えておきたい。

第16号掘立柱建物跡

（第259図）

K-7•8 区に位置する。第

96 • 97号住居跡と重複し、本

建物の方が新しいものと判断

された。ほぼ東西棟の 3X 2間の建物で東妻側に庇をもつ。一応側柱建物と考えたが、p13が伴うと

なると、一部床張りの建物と推定される。

身舎の桁行7.65m、梁行3.80m、柱間寸法は桁行2.55m、梁行1.90mを測る。但し東西の妻中間柱

は中心からややずれ気味である。庇柱は身舎からの距離2.00mを測り、身舎の桁行寸法よりもやや

0 20m 
I I I 

第258図 第II群掘立柱建物跡見取図

短い。 また南北の隅柱P5.p7は側柱の柱筋よりも内側に入っている。主軸方位はN-90°-Wを指

す。

柱掘方は円形を呈し、径0.40m前後の比較的小規模のものが主体を占める。身舎柱の深度は

0.50~0.60mの比較的深いものが多いのに対し、庇柱は0.35m以下と浅くなっている。

覆土は第 1層が柱痕に相当する。ローム粒子を僅かに含む暗褐色土で締まり弱い。第 2~4層は

掘方埋土である。褐色系でロームブロックの混入が多く締まりが強い。

出土遺物は P2から須恵器甕の細片が 1点検出されただけで、建物の年代を明らかにする資料に欠

けるが、柱穴規模が小さくかつ深いことや柱間寸法が間延びしている点、覆土の状態等から中世の

建物と考える。
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第17号掘立柱建物跡（第260• 261図）

J •K-6•7 区に位置する。第16 • 22号井戸跡と重複し、前者よりも新しいことは判明したが、

後者との新旧関係は不明である。また37号掘立柱建物跡とも切り合い関係を有し、柱穴の断面観察

から本建物の方が新しいことが確認されている。

5 X 2間の 3面庇、または 6X 2間の 2面庇の大型側柱建物と考えられる。前者と考えた場合、

西側妻の中間柱が存在せず棟を如何に支えたのか解釈に苦しむ。また後者を想定した場合、桁行の

柱間寸法が 1スパンのみ短くなってしまい、かつ柱穴規模も一回り小さくこれまた問題が生じる。

一応柱穴規模と柱間寸法を重視し、 5X 2間の 3面庇建物と仮定して述べると、身舎の規模は桁行

10.00m、梁行4.00mとなり柱間寸法は桁行、梁行共に2.00mを測る。主軸方位はN-88°-Wを示す。

柱掘方は円形を呈し、径0.60~0.80m、深さ0.40~0.60m程のものが主体を占める。北庇は身舎

と同一寸法をもつが、柱穴規模がやや小さく深度も浅い。西庇及び南庇は身舎との間隔がl.Omと身

舎柱間寸法の1/2に設定されている。やはり柱穴規模は小さめで深度もやや浅い。

出土遺物は81点検出された。器種的には土師器坪、甕、壺、須恵器坪、蓋、甕、壺の他、鉄器 2、

鉄滓 1、土師質皿 1点がある。風化した小片が多く 7世紀代から10世紀に入るかと思われる遺物を

含み時期的にまとまる様相はみられない。調査当初は古代の建物と考えたが、古代の大型建物に比

較して柱掘方は規模がやや小さく、形態も円形を呈すること、建物構造が異質であること、また 1

点のみであるが土師質皿と思われる土器が存在する（第273図11)ことから、中世の建物と推定され

る。また鉄滓は径約 5cm、重量50gを量る。

▲第II群第17号掘立柱建物跡周辺

-251-



m
 

0

2

 

一

，

1

，

↓

こロー 一-l—――

SE22 

□。゚ロ-

P

 一

6
 

E

O

O

5

1

,

9

:

《
口
〕
p
．
|

E

O

O

N

R

ーロ・ロ

]
 

.. ~
 

.

.

.
 
,
 

.. 
,' 

□:

1

ーロ
ー
ロ

ーロ

三： 

R J 

□100m 

~ヽ—― -7.00m -- -_□ 
第260図 第17号掘立柱建物跡(1)(L=30.90m)

-252-



ロ

く

こ

こ

°

□°

□0

口

[

[

『

口

飼

ニ

i

七

]

ロ

ロ

ロ□

1

2

3

4

5

6

]

 

]

ロ

ニ

ロ

三

冒

□
『

二
□
三
ニ
ロ
ニ
冒
□`
《

＞

ロ

ニ

三

二

/
]
／
こ

□冒
冒
鬱
｀
｀

0

．
2m 



第18号掘立柱建物跡（第262図）

J -5 • 6区に位置する。第25号井戸跡、第 9号溝跡と重複し、断面観察により前者よりも新しく

後者よりも旧いことが判明した。 3X 3間の側柱建物で桁行、梁行共に5.40mの規模をもつ。主軸

方位はN-2 °-Wを示す。
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第262図 第1B号掘立柱建物跡(L=30. 90m) 
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柱間寸法は1.80m等間となろう。柱掘方は隅丸方形を意識したもので、隅柱の P1• P10は「L」

字状に屈曲する。径0.80~1.20m、深さ0.20~0.50mを測る。柱痕は 6本の柱穴で確認され、多く

は抜き取り痕と思われる。焼土とローム粒子を含む黒褐色土で構成され、締まり弱い（第 1層）。掘

方埋土はロームブロック混じりの暗褐色土で埋められ、堅く突き固められていた（第 2層）。また

p2.p3間は浅い溝で連結されていた。性格は不明であるが、本建物に伴うものと判断した。

出土遺物は土師器坪、甕、台付甕、須恵器坪の破片が計23点検出された。全て小片で図化し得る

ものは 1点にすぎず、正確な年代を比定することはできないが、掘方形態等から古代であることは

間違いない。土師器甕は所謂「コ」の字甕の系列下に位置付けられ、肩部横削りが認められる。 8世

紀後葉から 9世紀代と推定しておきたい。

第19号掘立柱建物跡（第263図）

I • J -6区に位置する。第26号井戸跡と重複し、本建物が切って構築されていた。 3X 2間の側
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第263図第19号掘立柱建物跡(L=30. 50m) 
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柱建物と推定されるが北西隅柱は調査区外に存在し検出されなかった。桁行7.50m、梁行3.60mの

規模をもち、柱間寸法は桁行2.50m、梁行1.80mと考えられるが、各柱穴の配置は、ずれ気味で芯々

を通らないものがある。妻側中間柱は棟持柱風にやや外側に突出する。主軸方位はN-86°-Wを指

す。柱掘方は円形を呈し、径0.30m前後、深さ0.20~0.30mを測る規模の小さいものである。断面

観察を行なった柱穴では所謂掘方部分は殆どなく、柱径より僅かに大きな柱穴を掘削したものと推

定される。

出土遺物はいから須恵器瓶の肩部片が 1点検出されたのみで、時期決定の資料に欠けるが、柱掘

方の形態や規模から推して古代のものとは思われない。中世段階の構築と捉えておきたい。

第20号掘立柱建物跡（第264図）

第II群北側緩斜面の I-7区に位置する。第21号掘立柱建物跡と重複し、 P2の土層観察により本建

物が新しいものと判明した。 2X 2間の倉庫様建物であるが、西側柱筋の中間柱と中央の束柱は当
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暗褐色土 ロームプロック混入。

（柱痕）

黒褐色土とロームブロックの混土層。

（掘方埋土）

暗青灰色土粘質シルト。ロームブ

ロック混入（掘方埋土）。

゜
2m 

第264図 第20号掘立柱建物跡(L=30. 30m) 
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初より存在しない。規模は一辺3.60m、柱間寸法は1.80m等間を測る。主軸方位はN-4°-Eを指

す。柱掘方は円形を呈し径0.50~0.60m、深さ0.60m前後を測る。柱痕は全て抜き取られたものと

考えられる。

出土遺物は P 5から 8~9世紀と推定される須恵器蓋の破片が 1点検出されただけで、正確な年代

は押さえられない。古代のものであろう。

第21号掘立柱建物跡（第265図）

I • J -7区に位置する。第20• 22号掘立柱建物跡と重複し、何れよりも旧いことが確認された。

2 X 2間の総柱建物で、一辺4.40m、柱間寸法は2.20m等間となる。主軸方位はN-7°-Wを指す。
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第265図 第21号掘立柱建物跡;L=30.30m)
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ローム粒子少量混入。

しまり無。（柱痕）
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暗褐色土

暗褐色土とロームプロックの混土層。

黒色土

黒色土 ロームプロック混入。
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柱掘方は円形から楕円形を呈し、径0.50~0.90m、深さ0.50m前後と比較的深い。但し束柱はや

や規模が小さく深度も浅い。柱痕は 6本の柱穴で検出されたが、殆どが抜き取られたものと推定さ

れる。出土遺物は 6点検出されたに留まる。器種としては土師器坪、甕、須恵器坪があり、 7世紀

後半～ 8世紀代に含まれる時期のものであろう。

第22号掘立柱建物跡（第266図）

I -7区、北に傾斜する斜面部に位置し、重複する第21号掘立柱建物跡を切って構築される。 3X 

2間の側柱建物で規模は桁行7.05m、梁行4.60m、柱間寸法は桁行2.35m、梁行2.30mを測るが、一

部柱痕の位置がずれるものがみられる。なお、南東隅柱は入念に確認したが検出できなかった。主

軸方位はN-2°-Eを指す。

柱掘方は円形または隅丸方形を呈し、径0.50m前後、深さ0.20~0.30mを測る。 P8.p，からは

柱材と考えられる木片が残存していた。その他p5以外の柱穴では柱痕が確認されている。

出土遺物は上師器坪、甕、須恵器坪の細片が 4点検出されたのみである。建物の時期を推定する

根拠としては弱い。やや柱穴規模が小さい点疑問もあるが、中世以降の遺物が皆無でもあり一応古

代の建物と推定しておきたい。

第273図23~25はP，から出上した木片である。23は径が細く柱材には不向きである。24は柱材の一

部かも知れない。斧状工具の痕跡が残る。 25はP8から出上した柱材である。残存径11.2cmで下端は

斧状工具で斜めに切断されていた。

▲SB22 P8 ▲SB22 P, 

第23号掘立柱建物跡（第267図）

H-7区に位置する。 II群とIII群を区画する谷地形の底面に所在し、一部西側の調査区外に延びて

いる。確認された建物は 2X l間の総柱であるが、おそらく 2X 2間の総柱建物になるものと推定

される。

残存規模は南北約3.50m、東西1.90mを測る。柱間寸法は凡そ南北1.75m、東西1.90m程とな

る。主軸方位はN-1°-Eを指す。

柱掘方は隅丸長方形を呈し、長径0.80~l.OOm、深さ0.20~0.30mを測る。柱痕は明瞭には確認
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2. 30m 

A' 

試

1 黒褐色土柱痕。

2 褐色土 ロームプロック混入。

3 黒褐色土 シルト質。ロームプロ

ック混入。

4 ロームプロック主体。黒色土少鎚

混入。

゜
2m 

されなかったが、 P2・ P3では柱材と考えられる丸太材が、 P6でも木片が遺存していた。特に P2の

柱材は径23cmを測る大型材でほぼ据えられた状態で出土している（第273図26)。底面は斧状工具によ

る加工痕が明瞭に残されている。倉庫とするに充分な柱であろう。束柱と考えられる P5は第18号溝
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1 暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子含。

しまり弱。

2 暗褐色土 焼土粒子・炭化粒子少量含。

3 黄褐色土 ローム粒子・ロームプロック

多量含。しまり有。

4 黒褐色土粘性強くしまり有。ローム粒

子含。

5 黄褐色土 ローム。

0 2m 

第267図第23号掘立柱建物跡(L=30. 20m) 

跡の攪乱を受け全容は不明であるが、他の柱穴と規模は大差ない。

出土遺物は、 P6埋土中から須恵器坪と甕が各 1点検出されたのみである。年代的に限定するのは

難しいが、出土土器及び掘方構造から古代の建物であることは間違いなく、おそらく 8~9世紀代

の建物であろう。
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第24号掘立柱建物跡（第268図）

H-8区に位置する。 23号掘立柱建物跡と同様谷底の低地部に構築されていた。 4X 2間の側柱建

物と考えられるが、北側妻の中間柱は検出されなかった。また P丑こ相当する柱穴は倒木痕の攪乱を

受け残存しない。

規模は桁行7.80m、梁行4.10m、柱間寸法は桁行1.95m、梁行2.05mを測る。主軸方位はN-4°_

Wを指す。

確認された柱穴は全体に規模が小さく、径0.30m前後のものが多い。柱痕の残されたものは確認
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できなかったが、 P叶こは径約10cmを測る柱材そのものが遺存していた。

出土遺物は P1.P4から土師器甕の細片が各 1点検出されたのみで時期決定の資料に欠ける。感覚

的にしかいえないが、柱穴規模が小さいことから中世の建物である可能性が高いものと考えておき

たい。

第25号掘立柱建物跡（第269図）

II群南西端のM-10区に位置する。 4X 2間に妻庇をもつ建物、或いは 5X 2間の建物と考えられ

る。北東隅柱と西側柱の 1本が欠けるが、両柱穴とも確認したが存在しなかった。何れの構造をと

るか決定できないが、一応前者として説明すると、身舎の規模は桁行6.40m、梁行4.00m、柱間寸法

は桁行1.60m、梁行2.00mとなる。庇状の張り出しは北側の妻に付き、柱間寸法及び柱穴規模は身

舎と同等である。主軸方位はN-7°-Wを指す。

柱掘方は円形または隅丸方形を呈し、深さは0.50m前後のものが多く比較的深い。柱痕が確認さ

れたのは 3本の柱穴に留まる。このうちp6では抜き取った形跡が明瞭に観察された。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器甕の破片が10点検出された。 2点を図化した（第273図6• 7) 

が、何れも 8世紀初頭以前のものでそれよりも新しい段階の遺物は含まれない。古代の建物である

ことは疑いないが正確な時期は不明である。出土遺物とともに主軸方位が北からやや西に振れてい

ることからみると以外に古くなる可能性もある。一応稲荷前V期頃に位置付けておきたい。

第35号掘立柱建物跡（第270図）

M-9区に位置する。第78・79号住居跡と重複するが、新旧関係は明確に捉えられていない。p4の

上面に貼床されたような形跡が窺え、第79号住居跡よりも旧い可能性が高いものと考えておきたい。

整理時に抽出した建物であるため全体の柱穴配置や規模に不明確な点がある。一応 2X 2間の側柱

建物と推定されるが、 P8.p，の配置がずれてしまう。また、 Eは西側柱筋に乗るが、伴わないか

もしれない。

規模は P8.p，を無視すると桁行4.40m、梁行3.60m、柱間寸法は桁行2.20m、梁行1.80mを測

る。主軸方位はN-8'-Wを指す。

柱掘方は円形から楕円形を呈し、径0.50~0.80mが主体となる。深さは0.20~0.30m程と比較的

浅い。柱痕が明瞭に観察されたものはみられなかった。

出土遺物は P1• P3から土師器甕の小片が 3点検出されたのみである。何れも 7世紀から 8世紀前

半頃の特徴を有しており、特に新しい遺物は含まれない。年代を限定することは難しいが、若し重

複する住居よりも旧いとすると稲荷前VIU期以前とすることができる。

第36号掘立柱建物跡（第271図）

M-7•8 区に位置する。調査時に建物として把握されなかったために、不明な点を残してしまっ

た。一応 3X 2間の側柱建物で南側妻に庇が付く構造と考えたが、庇の東隅柱が確認されておらず、

また建物北西部は攪乱を受け柱穴の配置が不明である。 P，が柱筋にうまく対応しないが、覆土の状
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3 暗茶褐色土 ローム粒子多鼠混含。同プ

ロック・焼土粒子少量混入。

4 暗黄褐色土 ロームブロック多量含。

5 黒 褐 色 土 ローム粒子多量含。

6 黒褐色土 ロームプロック少量含。
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褐色土焼土・ロームブロック少量

混入。

2m 

第270図

4 

5 

第35号掘立柱建物跡(L=30. 90m) 

ローム

暗褐色土 ロームブロック多量混入。

況は建物柱穴と考えても違和感がなく柱痕も残されている。本建物に伴うか否かもはや知る術はな

いが、 P，の捉え方如何によっては総柱、或いはp9~Pioを隅柱とする、西に延びる別の建物の存在

を想定することさえ可能である。

庇を含めた規模は桁行9.10m、梁行4.20m、身舎桁6.90mを測る。柱間寸法は身舎の桁行2.30m、

梁行2.10mとなる。主軸方位はN-l°-Wを指す。

柱掘方は方形または楕円形を呈し、径0.80~1.35mに及ぶ規模の大きなもので占められている。

深さは0.30~0.50m前後で、庇柱がやや浅い傾向にある。

出土遺物は土師器坪、高台坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、甑、灰釉培の破片が計37点検出された。

5点を図化した（第273図15~19)が、灰釉墳（第273図16）は P,から出土したもので前述したように伴

うか否か判断できないが、須恵器坪類（15• 17 • 18)が構築年代に近いものと考え、稲荷前 XIII~XIV

期に比定しておきたい。
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第37号掘立柱建物跡（第272図）

J • K-7区に位置し、第17号建物とp2 • p 6で重複する。p6の土層観察から本建物が切られてい

ることが判明している。 3X l間の東西棟の建物であるが、妻の中間柱と南東隅柱が検出されず構

造的に疑問もある。

規模は桁行8.40m、梁行3.80m、側柱の柱問寸法は2.80m等間となり、柱間寸法が長いのが特徴で

ある。主軸方位はN-89°-Wを指す。

柱掘方は円形を呈し、径0.70m前後で深さ約0.40m程の規模をもつ。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、甕と中世と推定される軟質陶器の土釜？ （第273図20)、鉄器

(21)、砥石(22)が計12点検出された。正確な年代は不明であるが、中世であることは疑いなくおよ

そ15~16世紀頃と推定される。

第II群掘立柱建物跡出土遺物観察表（第273図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 1.8 (7.3) BC A 灰 10% SB14-P3覆土。

2 坪 10 8 3.4 BF C 橙 40% SB15-P7覆土。

3 坪 11.0 3.4 AB A 橙 15% SB15-P4覆土。

5 台付甕 3.6 10.2 ACE B 橙 35% SBl8-P11覆土。

6 坪 (11.4) 3.1 ACE A にぶい橙 10% SB25-P10覆土。

7 坪 (14.0) 3.6 AB A にぶい黄橙 10% SB25-P12覆土。

8 坪 0.8 (6 0) BC B 灰 35% SB17-P23覆土。， 坪 1.2 (6.0) ABC A 灰 10% SB17-P1覆土。

10 坪 1.3 (6.0) ABC B 灰 10% SB17-P1s覆土。

11 皿 (8.8) 2.1 AFJ A 橙 10% SB17-P1内覆土。土師質。底部糸切り。

12 坪 1.4 (8.6) ABC A 灰 15% SB17-P1覆土。

15 高台坪 13.7 5.0 (5.9) AC C 浅黄 60% SB36-Pn覆土。

16 灰釉坑 2.2 (7.0) B A 灰白 10% SB36-P9覆土。

17 坪 (12.6) 4.05 5.4 ACE B 灰白 20% SB36-Ps覆土。

18 高台坪 (13.0) 4.8 CE B 橙 60% SB36-P11覆土。

19 甕 27.0 7.3 ABC A 灰 10% SB36-P7覆土。

20 土釜？ 9.7 ADI C 橙 10% SB37-P2覆土。

4 金環 外径2.2cm。重量80g。 SB15-I怜掘方埋土。

13 鉄器 残長4.4cm。径0.7cm。 SB17-Pt3覆土。棒状鉄器。

14 鉄器 全長5.0cm。最大幅2.3cm。厚さ0.3~0.5cm。 SB17-P20覆土。板状製品。

21 刀子 残長2.7cm。最大幅10cm。 SB37-Pz覆土。

22 砥石 残長7.4cm。重量85g。 SB37-P1覆土。凝灰岩製。
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3.井戸跡

第15号井戸跡（第274図）

L•M- 7区に位置する。平面形は楕円形を呈し、径2.50X2.00m、深さ 1.80mを測る。断面形は

筒状を呈する素掘り井戸である。

覆土は 6層に区分され、下層に（第 6層）には黒色有機質土が厚く堆積していた。

出土遺物は土器・石器類が84点、木製塗椀が 1点検出されている。須恵器が多いが、図示した以

外に在地系の鉢小片が 3片含まれており、中世の井戸跡と考えるのが妥当と思われる。第274図 1の

椀は推定口径16.0cm、体部外面に魚鱗状の削り痕が残る。全面黒色を呈し漆が塗布されたものと推

定される。底部は欠く。 3の平瓦は凹面に糸切り痕をそのまま残し凸面は平行叩き後、部分的にヘ

ら削り。 4は須恵窯で使用された焼き台が搬入されたものと推定される。表裏及び側面に自然釉が

付着する。 5~9は砥石、 10は臼玉で混入品と考えられる。
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勺
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ml 

1 暗褐色土 焼土・小礫・ロー

ム粒子多量混入。

2 黒褐色土 ロームブロック・

挙大の礫を多鼠混入。

3 黒褐色土 ローム粒・礫混入。

黄褐色土 ローム主体。 ゜
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第274図 第15号井戸跡・出土遺物
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番号 器種 ロ径 I器高 I底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

2 鉢 (3o.oi I 3.o I AC A 灰 5% 覆土。

3 平瓦 残長11.6cm。幅11.3cm。 AC B 灰白 覆土。

4 焼台 長さ7.3cm。厚さ1.5cm。 覆土。表面に自然釉付着。

5 砥石 残長4.9cm。重量65g。 覆土。

6 砥石 残長78cm。重量85g。 覆土。

7 砥石 残長7.2cm。重量60g。 覆土。

8 砥石 残長10.7cm。重量190g。 覆土。， 砥石 全長12.2cm。重量160g。 覆土。

lO 臼玉~ 最大径05cm。孔径0.2cm。 覆土。

第16号井戸跡（第275図）

J-6区に位置し、第17号掘立柱建物跡P1に切られている。平面形はほぼ円形を呈し、径1.10m、

深さ0.80mを測る小型の井戸跡である。

覆土は 2層に分かれ、第 1層はローム・焼土粒子混じりの暗褐色土、第 2層は小礫・ローム混じ

りの黒色有機質土で構成されていた。

出土遺物は土師器坪の体部片が 1点あるのみで時期を限定することは困難である。おそらく古代

の井戸跡であろう。
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ロ::::1
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2m 

第275図第16•24•26•28•29号井戸跡
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第17号井戸跡（第276図）

K-8 • 9区に位置する。平面形は不整円形、断面形はロート形を呈し、規模は径2.90X 2. 70m、

深さ 1.40mを測る。覆土は 6層に区分され、第 1層は攪乱、 2 • 3層はローム混じりの褐色系土、

4層が黒色土、 5層は酸化鉄が凝集した灰褐色土、 6層は暗青灰色の有機質土となる。腐朽しかか

った板材や側壁に刺さった状態の竹片が一部遺存しており、本来井戸側が存在したものと推定され

る。出土遺物は土師器・須恵器片28点の他、瀬戸・美濃系折縁深皿、在地系鉢、青磁蓮弁文碗小片、

瓦、砥石、青銅製品断片が出土した。折縁深皿（第276図 1)は白～薄黄色の釉が掛かり断面には黒漆

が付着し、補修を行なった痕跡が残る。平瓦（ 3）は凹面に糸切り痕、凸面はヘラなでか。青銅製品

は薄い板状を呈し、図上の右側縁が一部原形を留めるのみである。出土遺物から中世、おそらく

14~15世紀頃に機能した井戸跡と推定される。

第17号井戸跡出土遺物観察表（第276図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 皿 (35.0) 3.6 A A 灰白 5% 覆土。瀬戸・美濃系折縁深皿。

2 鉢 (30.0) 12 2 (10.5) AE C 灰 20% 覆土。在地系。

3 平瓦 AB B にぶい橙 覆土。

4 銅製品 残長3.35cm。幅0.95cm。厚さ0.2cm。 覆土。

5 砥石 残長10.0cm。重量145g。 覆土。
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第276図第17号井戸跡・出土遺物
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第18号井戸跡（第277図）

J -10区に位置する。掘方平面形はやや歪んだ円形を呈し、規模は径2.60X2.10m、深さ 1.20mを

測る。断面観察により、井戸側が存在したことは間違いなく、東側壁相当部には縦に打ち込まれた

杭が 3本、杭の外側には建築廃材と思われる板材が足場状に敷き並べられていた。また北側掘方側

壁に沿って曲物底板が 1点出土した。覆土は 7層に区分され、第 1• 2層が井戸側内部の埋土、 3
 

層以下が掘方埋土である。

出上遺物は少なく上器類では土師器・須恵器を除くと、在地系鉢 4、常滑甕 1点にすぎない。曲

物底板（第277図 4)は径15.6cm。厚さ1.0cm。杭（ 6)は残長94.3cmで下端は手斧状工具で削り込んで

いる。樹種同定の結果クロマツと判明した。 5 • 7は足場状の木材群の一部である。 5は棒状を呈

し木柄の一部か。長さ42.8cm。 7は建築材と推定され長さ63.2cmを測る。上下端部には切り込みが

入る。樹種同定によりスギ材であることが判明した。出土遺物により中世おそらく 15~16世紀に比

定されよう。
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-272--



第18号井戸跡出土遺物観察表（第277図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12 6) 4 6 4.3 ABG A 橙 20% 覆土。土師質。

2 播鉢 (32.4) 4 5 ABE A 灰 10% 覆土。

3 片口鉢 (31 4) 4.2 ADE B 灰 10% 覆土。

第19号井戸跡（第278図）

M-10区に位置する。平面形は円形を呈し、規模は径2.40X2. 20m、深さ1.40mを測る。断面形は

ロート形を呈する。

覆土は 9層に分かれるが、特に井戸側等の施設を設けた痕跡は確認されなかった。

出上遣物は灰釉瓶胴部片 1、在地系鉢片 4、常滑甕胴部片 3、砥石 1と土師器 6点、須恵器20点

がある。土師器・須恵器と灰釉陶器は混入で、井戸の年代としては中世と考えられる。

第278図1は砥石で残長6.7cm、重量60g。下端部を欠いている。石材不明。 2は在地産と推定され

る鉢である。推定口径32cm前後。残高3.5cmを測る。焼成は普通でにぶい褐色を呈する。胎土に石英

を含む。 5％残。

叫

口

'"I珈加笏加加笏笏加 1 茶褐色土 ローム・焼土・炭化粒少。 □□ 2 茶褐色土 ローム・焼土・炭化粒少。

3 黄褐色土 ローム粒多。炭化粒少。

[ ] [] 4 灰褐色土 ローム粒多。粘性有。

5 茶褐色土 ローム粒少。粘性有。

6 黄褐色土 ローム粒多。粘性有。

7 黒色土ローム粒少。

8 黄褐色土 ローム主体。黒色土少。

D 9 黒褐色土 ローム粒少。

ml 叫
A 308o A' 

ロー1 ーロ

Jm 
10cm 

第278図 第19号井戸跡・出土遺物

第20号井戸跡（第279図）

K-9区に位置する。平面形は瓢筆形を星するが、突出部は別の上壊と推定される。径1.85m、深

さ1.10mを測る。断面はロート形に掘り込まれ、覆土は 6層に区分された。第 1~4層は黒色土系

でロームや砂礫を含む。 5• 6層は青灰色粘質土で 5層はやや砂質が強い。

出土遺物は内耳鍋 3、在地系甕 1、同鉢 2、土師器坪 2、須恵器甕 6、瓦 1点と板状木製品があ

る。第279図 1は鉢で推定口径34cm、残高9.0cm。焼成は普通で褐灰色。石英・片岩含む。 15％残。

2は須恵質の瓦で凹面布目、 9X 9本／cm2。凸面縄叩き。側端面はヘラ調整される。木製品(3)は残

長14.1cm、厚さ1.0cm。下部に径0.6cmの穴が穿たれている。出土遺物から中世、おそらく 15~16世

紀と推定される。

-273-



A' 

A aom A' 

にロコ

秤
10cm 口 0 10cm 

9 _ ~—» 

第279図 第20号井戸跡・出土遺物

第21号井戸跡（第280図）

調査区西端のL-5区に位置する。第 8号溝跡に上面を切られ、第91号住居跡を切って構築されて

いる。確認面での平面形態は径1.60mの不整円形を呈し、やや下がった位置に一段テラスをもつ。

テラス面以下はほぼ垂直に掘り込まれ、径0.70~0.85m、確認面からの深さは1.45mを測る。覆土

は大きく 6層に区分したが、下部は狭過ぎるため土層観察は断念した。第 1層は第 8号溝の覆土で

ある。

出土遺物は38点検出され大きく二時期に分かれる。一つは 7世紀後半～ 8世紀代のもので土師器

坪、甕、甑、須恵器坪、蓋、甕、壺類計22点検出された。もう一つは中世遺物で、内耳鍋、鍋把手、

在地系鉢、常滑甕と有孔球状土製品、計16点検出されている。前者が井戸に伴う土器を含み、後者

は重複する第 8号溝に伴うものと推定しておきたい。

第280図9は有孔球状土製品である。径5.0cm、高さ4.5cmを測る。上面は僅かに平坦面が作りださ

れ中心部に径0.7cm、深さ3.0cmの小孔が穿たれるが、貫通していない。胎土に石英・長石を含む。

焼成良好で鈍い黄橙色を呈する。 95％残。重量100g。性格や用途は全く不明である。中世段階の遺

物であろう。

第280図10~12は覆土下層から出土した木製品である。 10は残長36.3cm、径3.0cmの棒状製品であ

る。断面は略円形で面取りされる。木柄であろうか。 11は長さ41.8cm、最大幅3.4cmの角棒状製品

で、上端は手斧状工具でカットされる。また上半には刀子状工具による切り込みと手斧状工具によ

る雑な切削痕が認められる。 12は長さ56.8cm、幅13.8cm、厚さ1.1cmの板状製品。片面には無数の条

線が残されている。また図上左側縁近くには桜皮で綴じた痕跡が確認された。補修痕と推定される。

用途は不明である。
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考

第22号井戸跡（第281図）

K-6区に位置する。第17号掘立柱建物跡の庇柱が重複する筈であるが調査では確認を怠ったため

検出できなかった。平面形は楕円形、断面はロート形を呈し、規模は径1.90Xl.80m、深さ1.40mを

測る。

土層は 3層に区分され、第 1• 2層はロームブロック混じりの褐色系土、第 3層はロームと礫を

含む黒色有機質土が形成されていた。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、甕、壺、瓦と瓦質陶器片、計25点検出された。おそらく中

世遺物は重複遺構である第17号建物に帰属するものと考えられる。土師器・須恵器の様相から井戸

の年代は 8世紀頃と思われる。

第22号井戸跡出土遺物観察表（第281図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (15.0) 3.1 ABC B 青灰 10% 覆土。

2 杯 1.0 7.0 AC B 灰 30% 覆土。内底面磨滅。転用硯か。
3 平瓦 AC B にぶい橙 5% 覆土。凹面布目8X9本／cm'。凸面箆ナデか。

口ニー／ ／ 
年 0.90 -A' ィ

瓢
＼ 、 ～口／

A.. ( ＼（ ）） ) __IS. 冒
口呵怠響鳴，' 

゜
2m こ 3 

゜
10cm 

第281図 第22号井戸跡・出土遺物

第23号井戸跡（第282図）

M-7区に位置する。平面形は円形を呈し、径1.20m、深さ1.40mを測る。ほぼ筒状に掘り込まれ

るが、西側に長さ0.60m程の 2段に掘り込まれた階段状の張り出しをもつ。性格は明らかでない。

井戸側等の施設は検出されなかった。出土遺物は土師器坑、甕、須恵器坪、境、蓋、甕、壺と曲物

底板、桃の種子がある。遺物数は22点と少ないが、稲荷前V~VI期頃の遺物で構成され、井戸の機

能した年代もほぼその頃と考えられる。第282図 1は土師器坑。推定口径18.8cm、器裔6.1cm。胎土

に石英、白色粒子含む。焼成良好。橙色。 45％残。内面に放射状暗文が施される。 2は曲物底板。

径23.0cm、厚さ1.1cm。遺存状態は悪いが側面に目釘穴が 7ヶ所確認される。
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ぷ 1 黒褐色土 焼土粒子・ローム

粒子少混入。

2 黒褐色土焼土粒子少、ロー

ム粒子多、挙大礫少混入。

3 暗褐色土 ローム粒子多量含。

4 褐色土 ローム粒子・プロ

ック混入。

5 暗褐色土礫少量混入。

6 黒褐色土有機質。礫少量含。

第282図 第23号井戸跡・出土遺物
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第24号井戸跡（第275図）

J-7区に位置する。平面形は楕円形、断面形はロート形を呈し、規模は径l.60Xl.35m、深さ1.00

mを測る。

土層は 3層に分かれ、第 1層は酸化鉄分とロームブロックを多量に含む灰褐色土、第 2• 3層は

黒色有機質土で、ロームブロックが少量含まれていた。井戸側等の施設は検出されなかった。

出土遺物は土師器甕、須恵器坪、甕計 9点に過ぎない。全て小片で図化資料はないが、土器様相

から見る限り 9世紀末葉から10世紀に掛かる時期と推定される。

第25号井戸跡（第283図）

J-5区に位置し、第18号掘立柱建物跡 P8しこ上面を切られている。平面形は円形を呈し、径1.20

m、深さl.OOmを測る。断面形はロート形を呈する。

覆土は 2層に区分される。第 1層はローム・焼土を少量含む暗褐色土、第2層はロームブロック

を含む黒色有機質土である。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、甕が計10点と少ない。出土遺物から稲荷前V1期頃を中心に

機能した井戸跡と推定される。

第25号井戸跡出土遺物観察表（第283図）

:ffi't1器：種1孔：：：I言I::I丑：土 1了I色：I匹:1:：：全：に磨滅。

考

AO]'̀ `□□□口：ニニー0mcm

第283図 第25号井戸跡・出土遺物
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第26号井戸跡（第275図）

J-6区に位置する。第19号掘立柱建物跡と重複し、本井戸跡の方が古い。平面形は円形を呈し、

径1.30m、深さ0.95mを測る。

覆土は 3層に分かれ、第 1層は酸化鉄と小礫を含む灰褐色土、第 2• 3層は有機物を含む黒色シ

ルト質土である。遺物は全く検出されず時期は不明である。

第27号井戸跡（第284図）

k-6区に位置し、第93号住居跡を切って構築される。平面形は円形を呈し、径1.10m、深さ1.30

m を測る。断面形はほぼ筒状に掘り込まれたものと推定されるが、側壁は崩落していた。

底面には板材を方形に組み合わせた井戸側が遺存していた。井戸側の径は55~60cmを測り、内部

には須恵器坪（第284図2)と曲物底板(3)の他、竹や木片が落込んだような状態で出土した。

出土遺物は極めて少なく土器類は図示したものが全てである。 2の須恵器坪底部には矢印状の墨

書が記されていた。墨痕は濃く明瞭であるが意味は不明である。記号的なものであろうか。

3は曲物底板か容器の蓋であろう。径15.5cm、厚さ1.0cm。片面には線状の傷が無数に刻まれてい

た。側面には目釘穴はみられない。 4は曲物底板残片。残長9.1cm、厚さ1.0cm。側面に 2箇所目釘

穴が穿たれる。 5は木柄状製品。残長18.3cm。下端は丸みをもちやや太くなっている。鎌柄か。分

析結果によれば樹種はブナ科カシ属に同定された。 6• 7は板材である。 6は井戸側北壁に用いら

A-

l
l、

一

A 0 9 D  -A‘ 

冒
疇疇

＼ロニ：
ロロニノ―
(*) 

）
 

を
ri-_―で:ー-
1

ー
ー
ー
―
―
-
|
_
-

乙乙／／／乏/---/ミ

戸 ミーミ ミ i

4
 

-
t

1
1
1
り

札

甘

一

こ

9 20cm 0 10cm 

第284図第27号井戸跡・出土遺物
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れていたもので常緑針葉樹であるマツ科モミ属に同定された。長さ42.7cm、幅14.0cm、厚さ3.8cmを

測り上下小口面は手斧整形されている。 7は割り板材か。井戸側西壁に用いられていた。残長52.8

cm、幅56.1cm、厚さ5.5cm。下端部小口面に手斧痕が残る。樹種は 6と同一である。井戸の年代に関

して 2の須恵器坪を基準にすると、口径の縮小化が顕著で底部整形が施される点から鳩山窯跡群H

B7号窯の様相に類似するが、器形は異なっている。一応稲荷前X期に位置付けておきたい。

第27号井戸跡出土遺物観察表（第284図）

番号器種 I口径 I器商 I底 径 I 胎 土 I焼成 I色調 I 残存 備 考

1 杯 （12.0)I 3.11 I AC 

2 坪 11.3 I 3.21 6.4 I ABC 
B

A

 

灰[20% I Nu2。覆土。

灰 I 95% I Nul＆覆土下層。底部外面に「↑」墨書あり。

第28号井戸跡（第275図）

M-7区に位置する。第76号住居跡内に掘り込まれるが新旧関係は捉えられなかった。平面形は楕

円形を呈し、規模は径1.30Xl.00m、深さ 1.35mを測る。断面形は筒状を呈する。

覆土は 5層に分かれ、第 1~4層はローム・焼土混じりの褐色系土、第 5層はロームブロックを

混入する黒色有機質土となる。出土遺物は上師器坪 1、須恵器坪 3片と中世の在地系鉢 1片のみで

年代比定は難しいが中世であろうか。

第29号井戸跡（第275図）

K•L-7 区に位置する。平面形は円形を呈し、規模は径1.25m、深さ 0.95m を測る。断面は筒状

を呈する。

覆土は 4層に分かれ、第 1• 2層はローム混じりの暗褐色土、第 3層はローム・焼土を含む黒色

有機質土、第 4層は第 3層と類似するが礫の混入が多い。遺物は全く検出されておらず、年代も不

明である。

4.溝跡

第II群では13条の溝跡が検出された。 I群同様中世以降に掘削されたものと推定される。第17• 

18号溝は谷地に沿って東流するもので水田に関る用排水路と推定される。他は区画溝であろうか。

遺構配置は第285図に、土層及び出土遺物は第286• 287図に示した。

第 7号溝跡は L-5~7区に掛けてほぼ東西方向に約22m延びる。幅50cm、深さ 10~20cmを測る。

覆土は褐色系の土で構成され、締まりに欠ける。重複遺構との切り合いは確認されたものは全て本

溝跡の方が新しいものと判断された。遺物は検出されていないため時期は明らかにできないが、覆

土や重複関係から中世以降であることは間違いない。

第 8号溝跡は調査区西端のM-5区に位置する。部分的に確認し得たに留まるがほぼ南北に走るも

のと推定される。幅は最大で1.0m、深さ 10~30cmを測る。時期は不明であるが21号井戸跡の新しい

一群の遺物が伴うとすると中世の所産と推定される。

第 9号溝跡はJ-5 • 6区に位置する。第18号掘立柱建物跡を斜めに横断するように延び、西端は

調査区外に消えてしまい確認できない。東端は同掘立柱建物跡 P12上部で止まっている。長さ約 6
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m、幅50~60cm、深さ30cm前後を測る。覆土はローム粒子を含む暗褐色土で構成され、締まりやや弱

い。出土遺物は土師器片18、須恵器片31、灰釉埼 1、緑釉培 1、中世陶器類 3点がある。中世陶器

類には土師質皿の細片と在地系甕（第287図 1)が認められ、溝の年代も中世後期頃と推定される。

第10号溝跡は I-6区に位置する。谷を臨む台地肩部にあるため北側は消失している。南端付近で

屈曲し、第9号溝の方向に延びるが一体のものであるか否かは不明である。幅40cm前後、深さ10cmを

測る。覆土は黒色土が埋積していた。出土遺物はない。

第11・12号溝跡は同一溝である。 I-9区を頂点に直角に屈曲し、南流する部分を11号、西流する

部分を12号溝とした。またこの屈曲部から北側にも幅160cm、深さ10cmの浅い溝が分岐しているが、

長さ 3m程で消失している。 11号溝はK-9区付近で一度途切れるが本来は繋がっていたものと考

えられる。北端の屈曲部には上塙状の掘り込みが見られ上幅280cm、深さ90cmを測る。 11号溝南端で
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は幅100cm、深さ 15cm程、 12号溝は幅40~130cm、深さ10~35cmを測る。覆上は褐色系土で構成され、

ローム粒子・ブロックを混入する。土塙状掘り込みは底面は黒褐色または青灰色の有機質土が堆積

していた。出土遺物は上師器38点、須恵器29、内耳鍋 3、鉢 2、土師質皿・瓦・土錘・砥石各 1点

が検出された。出土遺物から中世後期（15~16)世紀頃と推定される。

第13号溝跡は I-9区に位置する。谷地に面した台地肩部にあり、弓状に屈曲している。幅130cm、
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深さ10~20cmを測る。覆土は褐色土で小礫とロームブロックの混入が目立つ。出土遺物は須恵器片

6、瀬戸・美濃系鉄釉天目茶碗片 1点がある。 15~16世紀頃と推定される。

第14~16号溝跡は一体のものと考えられる。第II群東端のJ~N-9・10区に位置し、ほぼ南北に

延びる。 14号溝跡は西側にあり北端では二条に分かれ、J区付近で東側に広がる不整形の土壊と連

結する。幅40~130cm、深さ10~25cmを測る。 15号溝跡は土塙状の掘り込みを介して14号溝と連結す
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る。途中途切れるが南側延長線上には16号溝があり、両者は同一溝と考えられる。 14号溝の東側に

ほぽ平行して延びている。幅は40~300cm、深さ約10cmを測る。覆土はローム粒子・礫を含む褐色土

で構成される。単なる区画溝とも思えず、性格は明確にできない。 14~16号溝跡出土遺物は古代の

遺物と中世から近世のものが含まれ、後者が溝の年代に近いものと推定される。

第17号溝跡はG•H-7~9 区に位置する。谷底を東西に延びるが20m 程で消失している。最大幅

200cm、深さ50cmを測る。覆土は黒色土で粘土ブロック、ローム粒子が混入していた。出土遺物は20

点あり、須恵器と常滑系の甕の破片が認められる。時期としては中世と推定される。第287図21は覆

土から出土した須恵器坪で体部に「大」と思われる墨書が記されている。

第18号溝跡は17号溝の南側にほぼ平行して延び、東側の延長はH-13区まで達している。幅は部分

的に異なり、 30~90cm、深さ 10~40cmを測る。覆土はローム粒子・礫を含む黒色土で構成され、粘

性が強い。部分的に酸化鉄凝集層が認められる。出土遺物は 5点に過ぎないが、内 1点は瓦質の陶

器（鉢？）が含まれる。中世後期以降の所産と推定される。

第19号溝跡はM-8区に位置する。ほぼ東西に約3.5m延びる。溝幅は20~30cm、深さ 10cmを測る

小規模なもので、畑の畝の一部かもしれない。覆土は褐色の締まりない土でローム粒子が含まれる。

近世以降の所産と推定しておきたい。

第II群溝跡出土遺物観察表（第287図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 甕 (31.4) 4.4 AB C 橙 30% SD09覆土。在地系甕。

2 鉢 33.0 4.7 AE B 灰白 5% SDll覆土(L-9Grid)。在地系。

3 鉢 4.2 (11.8) AE C 黄灰 15% SDll覆土(L-9Gnd)。在地系。

4 高台坪 1.6 BCG C 灰 35% SD11覆土(I-8Grid)。

5 軒丸瓦 ABE C にぶい褐 30% SDll覆土(L-9Grid)。

6 土錘 AC A 橙 40% SD11覆土；

7 皿 1.5 4.8 G A 白 20% SD14覆土。染付皿。

8 萩 4.3 (12.0) BG B 灰白 10% SD14覆土（J-lOGrid)。瀬戸・美濃系梅瓶。

， 青磁盤 (26.0) 3 3 A 白 5% SD14覆土。青磁盤。内面に蓮弁文巡る。

11 甕 (27.0) 5 1 ABC A 灰 15% SD15覆土。

12 福鉢 6 9 (13. 0) AB A 橙 20% SD15覆土。常滑系か。内面磨滅。

13 鉢 5.8 (12.0) ABC A 灰 15% SD15覆土。

14 長頸瓶 14.6 AC A 灰 80% SD15覆土(H-12Grid)。頸部に2条の沈線。

15 坪 1 9 (8.0) C C 灰白 60% SD15覆土。

16 高台碗 (10.2) 6.2 5.0 G A 灰白 10% SD15覆土。褐色の鉄釉か掛かる。

17 播鉢 (29.4) 6.9 AB A 灰 10% SD15覆土。瓦質。

18 播鉢 (29.0) 3.1 ABCG B 淡黄 5% SD16覆土。在地系。

19 播鉢 (30 0) 6 4 ABE C 灰オリーブ 10% SD16覆土。内面風化。

20 皿 (32. 0) 1. 7 B A 灰白 5% SD16覆土。瀬戸・美濃系折縁深皿。

21 坪 (13 2) 4.8 (6.0) ABC D 淡黄 20% SD17覆土。体部外面に「大」の墨書あり。

10 砥石 残長10.9cm。重量110g。 SD12覆土(I-8Grid)。1疑灰岩製か。
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5.土塙

第 II群では第133号～222号土塙に至る90基の土塙が検出された。遺構配置図は第285図に、各遺構

は第288~290図、出土遺物は第291• 292図に示した。各土壊の規模等に関しては第 2表にまとめて

記し個別説明は省略する。

形態的には円形を呈するもの、楕円形、方形、長方形、不整形の各種が見られる。概して浅いも

のが多いのが特徴である。長方形プランをもつ大型の土壇(SKl84~188 • 196 • 206等）は座標北ま

たはそれに直交する方位に主軸をもつようである。

特筆すべきものに第145号土塙がある。径90cm程の円形プランを有し深さ 94cmを測る。小形の井戸

に似た形態であるが、ほぼ完形の平瓶や口縁部が平坦で外面に浅い沈線を数条もつ甑、長頸瓶等の

須恵器が出上した（第291図 4~8）。また第183号上壊からは「上」と記された須恵器坪底部が、 218

号土塙からは祭祀に使用されたと推定される鉄鐸が検出されている。

第II群土塘出土遺物観察表（第291• 292図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 1.3 (7.0) AB B 灰 15% SK139覆土。底部手持ちヘラケズリ。

2 坪 1.4 (5.6) BC A 橙 45% SK140覆土。

3 坪 (10.4) 2.5 AB A 橙 20% SK141覆土。北武蔵系。

4 長頸瓶 9.8 ABC A 灰 80% SK145覆土。

5 坪 1.1 (10.0) ABC A 灰 60% SK145覆土。

6 甕 (28.0) 3.4 ABC A 灰 10% SK145覆土。頸部10本単位の櫛描波状文。

7 甑 (30.0) 16 7 ABC A 灰白 30% SK145覆土。内面ヘラケズリ。外面は沈線。

8 平瓶 9.3 19.1 ABC A 灰 60% SK145覆土。， 坪、 1.3 5.3 AC B にぶい黄橙 70% SK152覆土。

10 坪 (12.0) 3.45 ABC A 褐灰 15% SK152覆土。

11 坪 (13.0) 3.6 (6.0) ABC A 灰 10% SK152覆土。

13 杯 (12.0) 2.8 AB B 黄橙 25% SK164覆土。

14 坪 0 7 (7 0) AC B 灰白 30% SK183覆土。底部外面に「上」の墨書あり。

15 播鉢 (30 0) 7.4 ABG A 灰白 10% SK188覆土。全体に風化。

16 播鉢 (33.0) 5.1 AE B 灰 5% SK187覆土。瓦質。

17 坪 (14.6) 3.1 (10.1) AC B 灰 20% SK187覆土。

18 甕 (30.0) 3.9 ABC C 褐灰 5% SK195覆土。

19 瓶 3 8 (10 0) AB A 灰 15% SK195覆土。

20 甕 (40.0) 7 3 ABC A 灰 5% SK152覆土。11本組？の波状文2条。

21 坪 (14 6) 4 2 AC B 灰白 15% SK214覆土。

22 坪 (14.6) 4.1 ABC C にぶい褐 20% SK214覆土。

23 坪 (12.0) 3.0 AB B 橙 15% SK222覆土。北武蔵系。

24 甕 (26 O) 4.2 ABC B 灰白 10% SK204覆土。

25 羽釜 23.6 4.8 ABE A 橙 5% SK204覆土。

26 揺鉢 (35.6) 6.0 ABG C 灰オリーブ 10% SK204覆土。全体に風化。

27 揺鉢 (32.6) 5 6 ABE B にぶい橙 5% SK184覆土。風化している。

28 坪 3 0 (5 O) BC A 橙 35% SK218覆土。土師質。内面黒色処理。

29 灰釉培 1.1 (7.6) AG C 灰白 20% SK218覆土。底部糸切り痕残る。

30 鉄鐸 残長5.5cm,径1.3~1.5cm。 SK218覆土。
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第 2表 第II群土壕一覧表

番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物・重複関係等）
（長軸x短軸x深さ） 6 7 8 9 10 11中世近柑

133 102 L-6 69X 62X 10 遺物なし

134 190 L•M-6 76 X 50 X 13 遺物なし

135 121 H-7 69 X 58 X 11 遺物なし

136 101 L-6 92 X 86 X 9 公 土師坪須恵杯・甕

137 190 L-8 88 X 80 X 14 遺物なし

138 99 L-6 94X 79X 14 遺物なし

139 116 I -6 86 X 70 X 24 ク 須恵杯翰羽日

140 203 L-9 101 X 76 X 8 翠 土師杯・甕須恵広

141 192 K-8 106 X 83 X 24 忍 怒 土師坪・甕須恵甕鉄器

142 35 J -6 98X 88 X 23 遺物なし

143 206 L-9 117X 106 X 8 遺物なし

144 245 L-10 108X 98X 77 土師甕須恵坪甕

145 199 M-8 91 X 82X 94 忍 怒 土師杯・甕須恵杯・甕・鉢・甑・平瓶

146 193 K-8 133 X 118 X 12 遺物なし

147 113 M-6 134Xl05X 10 土師甕時期不明

148 96 L-6 80 X 74 X 7 遺物なし

149 217 J -8 154X 72 X 18 遺物なし

150 M-9 206 X 120 X 12 遺物なし

151 105 L-6・7 119 X 84X 9 久蕊 須恵甕

152 191 L-8 134X108X 24 忍 土師甕須恵杯・蓋・甕

153 95 L-6 127X 96 X 7 遺物なし

154 32 K-6 134X 98 X 22 遺物なし

155 204 L-9・10 196Xl02X 43 公 土師甕須恵坪・甕

156 118 I・ J -6 105 X 78 X 4 疇 土師甕

157 216 J -8 146X 58 X 24 遺物なし

-289-



番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物・重複関係等）
（長軸x短軸x深さ） 6 7 8 ， 10 11 中世近世

158 208 K-9 126 X 73 X 7 遺物なし

159 202 L・M-9 140X 64X 11 怜 土師甕須恵甕・椀

160 210 K-9 170X 58X 11 ク 疇 土師甕須恵甕内黒坑

161 209 K-9 143X 76X 23 遺物なし

162 243 L-10・11 168 X 160 X 8 須恵菜甕

163 120 H-7 179Xl55X 57 遺物なし

164 218 I -8 194Xl69X 78 傘 蕊 土師坪・甕須恵蓋・甕・瓶

165 239 K-10 265 X 196 X 22 土師甕時期不明

166 214 J ・K-7 164X 80 X 10 ね 土師杯・甕須恵甕

167 33 K-6 194 X 62 X 17 ク 土！耐和甕須恵玲・甕在地系鉢嘴滑系鉢内黒碗

168 207 L-9 178 X 78 X 5 遺物なし

169 200 K-8 169X 86X 17 遺物なし

170 98 L-5 172X108X 4 遺物なし

171 106 L・M-7 186 X 114 X 18 翠 土師甕須恵坪・甕常滑甕

172 107 M-7 184X102X 10 土師甕須恵坪

173 205 M-9 194Xll5X 31 土師坪・甕須恵界甕

174 201 L-9 169X 99X 21 須恵甕

175 115 J -6・7 172X 80X 14 土師甕須恵甕

176 219 H-7 109 X 97 X 24 遺物なし

177 213 J -9 139 X 100 X 48 遺物なし

178 114 M-7 160X100X 12 遺物なし

179 34 J ・K-6 147Xl38X 20 遺物なし

180 189 L-8 200Xll0X 14 遺物なし

181 108 M-7 109X 104X 12 須恵恥甕

182 211 M-10 123 X 78 X 29 妥 蕊 土師坪・甕須恵杯・甕

183 97 L-6 172X112X 8 ね 須恵杯（「上」銘の墨書あり）

184 215 J •K-8 270X 85X 12 ク 土師甕須恵坪・甕在地系鉢

185 194 K-8 324X 74 X 8 翠 土師甕須恵甕

186 222 M-10 288X 73X 14 土師恥甕須恵坪・甕

187 36 K-6 280X 94X 24 蕊 ク 須恵坪在地系鉢

188 109 L-7 259X 109X 20 ク 土師甕須恵鉢片口鉢

189 119 M-5 336X 86X 12 忍 久蕊 土師界甕須恵坪・甕

190 112 M-6 116 X 40X 16 硲 染付碗

191 195 L-8 112 X 57 X 22 忍 怒 土師界甕須恵甕

192 4 M-6 114X112X 16 遺物なし

193 223 M-10 230X 66 X 10 土師甕時期不明

194 244 L・M-10・11 268 X 68 X 7 遺物なし

195 136 M-6•7 242 X 126 X 14 公 土師界甕須恵杯・甕

196 224 M-10•11 412 X 81 X 11 怜 土師翡須恵杯・蓋

197 151 M-6 254 X 90X 45 忍 蕊 土師恥甕須恵甕

198 103 L-6 193 X 121 X 29 翠 怒 土師甕須恵杯・甕

199 104 L-6 121 X 67 X 17 貶 土師界甕

200 111 M-5 182 X 101 X 12 蕊 翠 ク 土師拓・甕須應甕緑釉培鉄滓（椀型滓）

201 149 M-5 152Xl34X 34 ク 怒 土師坪・甕須恵甕

202 150 M-5•6 82 X SOX 83 須恵甕時期不明

203 5 L-6 274X 88X 24 遺物なし

204 141 M-7 284 X 194 X 18 翠 欠忍 た 土師甕・鉢須恵坪・蓋・甕羽釜
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番号 旧番号 位置
規 模

（長軸x鐙軸X深さ）

205 147 M-7 258 X 132 X 22 

206 133 M-6 308 X 139 X 14 

207 131 M-6 273X168X 37 

208 132 M-6 114X 73X 22 

209 6 L-6 575Xll9X 48 

210 M-8 115Xll0X 27 

211 2 K-8 103X 84 X 23 

212 110 L-7 146X 86X 6 

213 135 M-6・7 222Xl04X 27 

214 137 M-7 104 X 102 X 12 

215 130 M-7 290X 134X 8 

216 138 M-7 219X 82X 14 

217 139 M-7 96X 86X 20 

218 140 M-7 304Xll9X 15 

219 148 M-7 232X 92X 14 

220 196 K-8 86X 73X 12 

221 197 J -8 116X 78X 41 

222 198 K-8 96X 50X 10 

6.竪穴状遺構(SX04 • 05) 

第 4号竪穴状遺構（第294図）

6 7 

翠

翠

翠

時期（世紀）
備 考（出土遺物・重複関係等）

8 ， 10 11 中世 近世

土師恥甕

翠 怒 土師甕須恵坪・甕

怒 土師甕須恵杯・甕

ク 医 須恵甕

ク に 土師界甕須恵杯・甕緑釉埼灰釉培

遺物なし SX04内

遺物なし SJ97 

遺物なし SJ89 
ク 土師恥甕須恵杯・甕 SJ75内

傘 蕊 土師杯・甕須恵杯 SJ75内

土師甕須恵杯・甕・瓶 SJ76 

ね 蕊 土師杯須恵杯・甕鉄滓 SJ76内

忍 土師坪・甕須恵杯・甕・瓶 SJ76内

忍 怜 ク 須恵杯屯か甕阪釉培在地系鉢内黒坑SJ76内

土師坪須恵坪・蓋・甕・瓶 SJ75内

が 土師甕 SJ99内

遺物なし SJ99内

怒 土師杯須恵甕 SJ99内

M-8区に位置する。第36号掘立柱建物跡と第210号土塙を切って構築される。規模は長径4.40m、

短径3.60m、深さ0.30mを測る不整方形プランを有する土間状遺構である。底面は緩やかな凹凸を

もち、堅い面は認められない。壁の立ち上がり角度も鈍い。

覆土はローム粒子を少量含む褐色土で構成され大きな土層変化はみられなかった。

出土遺物は土師器・須恵器を除くと在地系の鉢 2、土師質坪 1点がある（第293図）。中世の所産と

推定される。

第 4号堅穴状遺構出土遺物観察表（第293図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備

1 杯 2.1 7.0 ACE A 橙 20% 覆土。土師質土器。

2 播鉢 4.0 11. 0 A B 灰 25% 覆土。

3 揺鉢 (33.6) 4.1 ABI C 橙 5% 覆土。

こ □口
＼／  

第293図 第 4号竪穴状遺構出土遺物
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褐色土 ローム粒子を少量含む。

褐色土 ローム粒子・ブロックを多量

に含む。

3 黒褐色土 焼土粒子を微輩に混入。

4 黒褐色土とロームプロックの混土層。

0 2m 

第294図 第 4号竪穴状遺構(L=31. OOm) 

第 5号竪穴状遣構（第295図）

K • L-9区に位置する。東壁部は削平されており遺存していなかった。平面形は不整方形を呈

し、残存規模は長径4.00m、短径2.10m、深さは西壁下で0.20mを測る。

底面は凹凸をもつが比較的堅く踏み締められていた。ピットは 7本検出されているが、全て伴う

か否かは不明である。

出土遺物が検出されていないため年代は不明であるが、覆土の状態等から中世以降の土間状遺構

と推定される。

7. その他

(1) 柱穴列(SA)

第 1号柱穴列（第296図）

J • K-8区に位置する。掘立柱建物跡にはならないが 4本のピットがほぼ等距離に並ぶため柱穴

列とした。
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褐色土 黒色土・ローム粒子

混入。しまり弱い。

褐色土 ロームプロック・焼

土粒子多量に混入。

゜
2m 

第295図 第 5号竪穴状遺構(L=30. 80m) 

こ180m

A
-

《

こ
1.80m 

5 40m □□：口：：］：ユ‘
A' 

暗褐色土 ローム粒多

量混入。

黒褐色土 ローム粒少

量混入。

褐色土ロームプロ

ック混入。

゜
2m 

第296図 第 1号柱穴列(L=30. 70m) 

柱間寸法は約1.80mを測る。深度は0.40~0.50mを測るが巳のみ浅いため疑問も残る。出土遺物

は検出されておらず、性格・年代共に明らかにできない。

(2) ピット

第II群では278基の単独ピットが検出された。出土遺物は第297•298図に掲載した。

を出土したピットの位置は第285図に示すこととし、個別遺構図は省略した。

特筆すべき遺物としてK-7区P7から出土した瓦塔がある（第297図11）。これは長径70cm、深さ45

cmの楕円形ピットの下層から根固め状に敷き詰められた小礫群に混じって出土した。おそらくピッ

トそのものは中世以降の所産と推定され、瓦塔の破片は二次的に使用されたものと考えられる。

厚さ3.0~3.5cm程の円形に巡らせた粘土板周囲に粘土を貼付して製作されている。須恵質の焼き

また図示遺物
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第297図 第II群ピット出土遺物(1)

で胎土に白色針状物質を含むことから南比企窯跡群で焼成されたものと考えられる。現状では正面

と左側面の 2面が確認されるが、両面の挟角は105゚ 前後を測り、あるいは六角瓦塔の可能性も想定さ

れるが現状では決し難い。正面には基部に基檀状の張り出しが見られ、その上部に柱が 1本、 その

-294-



＼ ＼ ＼ 

口＼口＼

/ ]))| 
J /))  

--------― 

¥~~」--///16 
0 10cm ．・  • ---

第298図 第II群ピット出土遺物(2)

右側の側壁欠損部には切り

込みが確認され、扉を表現

した開口部となる。またこ

の開口部と柱の中間点下部

には軸ずりの穴が僅かなが

ら残されている。左側壁に

は張り出しは存在せず柱は

基部まで延びている。隅か

ら柱中心部までの距離は正

面 で8.0~8.5cm、側面で

10.0cmと両者で異なり柱間

寸法の相違を反映したもの

なのか製作上の誤差である

のか不明である。

3は瀬戸・美濃系鉄釉小

杯、 9は龍泉窯系青磁碗で

ある。体部に鏑蓮弁文が施

されている。

第II群ピット出土遺物観察表（第297• 298図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3.3 AB A 浅黄橙 35% L-7Grid。P20覆土。

2 坪 1 9 6.0 ABC A 灰 90% M-6Grid叫覆土。

3 小杯 (4 5) 1.9 1. 7 J A 灰白 35% K-6 Grid。Pio覆土。瀬戸美濃系鉄釉小杯。

'4 坪 2.2 6.6 BC B 橙 100% L-8-g Grid。P10覆土。

5 皿 2.0 (7 0) ABC B 灰 45% L-9Grid。P9覆土。

6 蓋 (17.0) 1.1 ABC A 灰 10% L-9Grid。p，覆上。

7 坪 (13.8) 3.7 (9.6) ABC A 灰 25% L-6Grid。P10,11。底部外周手持ち箆削り。

8 坪 (14.4) 4.0 10.4 ABC A 灰 55% I-9Grid北覆土。， 青磁碗 (16.0) 6.2 B A 白 15% L-9Grid。P1ゎ龍泉窯系。鏑蓮弁文を施す。

10 揺鉢 (28.0) 10.1 ABI B にぶい褐 20% L-6Grid。PI覆土。

11 瓦塔 10.0 ABCE B 灰 20% K-7Grid。E覆土。

12 甕 (38.0) 10.4 AC B 灰 10% L-6Grid。瞑覆土。

13 磨鉢 7.0 (10.0) AC A 灰 15% L-9Grid。pg覆土。

14 甕 (50. O) 7.0 BC A 灰 10% L-9Grid。P9。Na8,10覆土。

15 甕 (65.0) 3.6 ABC A 灰 10% L-9Grid。p,。 Nu3,6覆土。

16 甕 46.0 AC A 灰 25% L-9Grid。P1覆土。

(3) グリッド

15点を図化した。第299図 6は瀬戸美濃系灰釉瓶子胴部片で、ヘラ描沈線で孤状の文様を描く。釉

調は淡緑色。 10は在地産土釜の把手。板状の火除が付される。 11は板状鉄製品。接合しない 2片か

らなり、幅0.9~1.1cm、厚さ0.15cm前後で刃は無い。 L-8区。 12は刀子。残長5.1cm、最大幅1.3
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cm。M-7区。 13は土錘。全長7.2cm、最大径3.8cm、孔径1.3cm。重量90g。 K-8区。 14・15はI-9 

区確認面から出土した寛永通賓。 14は径2.3cm。15は径2.5cm。 3枚銹着したうちの 2枚である。

第II群グリッド出土遺物観察表（第299図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 小杯 5.8 1. 5 2.6 B A 灰白 35% K-9Grid，瀬戸鉄釉小杯。

2 坪 10.0 2.7 (6.0) BF A 浅黄橙 25% I-9Grid。

3 坪 11.4 3.7 AB A にぶい橙 100% K-5-p Grid。

4 瓶 3.1 7.8 BG A 灰白 100% I-lOGrid。

5 高台坪 14.4 6.1 5.6 BC B 灰白 40% M-7Grid。

6 瓶子 B A 灰白 10% I-lOGnd。瀬戸灰釉瓶子。

7 福鉢 (28.0) 5 4 ABE A にぶい黄 5% J-lOGnd。

8 揺鉢 (33.0) 7.1 AB B 灰白 5% J-lOGrid。， 甕 (30.0) 13.5 ABGI C 褐灰 20% J-lOGrid。在地系

10 土釜 AD C オリーブ黒 5% J-lOGrid。在地系。

／ ／  

~ /I  (Q) 
＼ 

\~—— 

三言戸乙三三亨

ロニニ丁こ二ニ□□ 11

oこニワD12

0 5cm 
, -~-,  

J. 9・心へ、
」」、展ふ；:¥
；寄＇叫凡．；；、

．.,今マ・てそ

崎ゞ.fS:14 

10cm 0 5cm 
r - '  

第299図 第II群グリッド出土遺物

-296-



VI 第III群の遺構と遺物

第III群はA区の北東部に当る。北と東には浅い谷が広がり、 B区・ C区との境界をなしている。

本群では住居跡22軒、掘立柱建物跡20棟、井戸跡14基、溝跡12条、土壊55基、火葬墓 1基と単独ピ

ット208基が検出された。遺存状態は全体に悪いが、古代から中世の遺構が複雑に重複していた。
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第300図 第III群遺構配置図
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1。住居跡

第100号住居跡（第301図）

J -10 • 11区に位置し、北東コーナーを削平されている。形態は方形を呈するものと推定される。

規模は長軸5.68m、短軸5.26m、深さ0.10mを測る。主軸方位はN-28°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で全体に堅い。覆土はローム粒子・焼土粒子を含む褐色土で土層変化は観察され

なかった。

カマドは北壁に設けられるが、上面は削平され袖は残存しない。燃焼部は僅かに壁外に延びてい

る。壁溝は残存部ではほぼ全周する。
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l 暗褐色土焼土粒少量混入。

2 褐色土とロームプロックの混土層。

3 褐色土焼土粒少量混入。

4 褐色土とロームプロックの混土層。

カマド

1 暗褐色土 焼土・灰多量混入。

2 褐 色土 山砂を含む砂質粘土。焼

土・炭化物少量混入。

3 黄褐色土 ローム。
0 2m 

第301図第100号住居跡(L=30. 60m) 
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ピットは14本検出された。主柱穴を 4本とすると配置に無理がある。 P1.p4 • P叶ま埋土が類似

し、柱痕も確認されているが確実に住居に伴うとはいえない。

□ 9□-一［ロロコ／

［ロ=::・ (1口1/
見 cm I I 11 I , ¥ ,  

第302図 第100号住居跡出土遺物

第100号住居跡出土遺物観察表（第302図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成

1 坪 (10.0) 2.5 AB A 

2 青磁盤 (23.0) 2.6 G A 

3 甕 (24. 7) 10.4 AB B 

4 小刀 残長6.6cm。最大幅1.8cm。

第101号住居跡（第307図）

色調 残存

橙 10% 

灰白 5% 

にぶい橙 15% 

出土遺物は31点あり、土師

器坪、甕、小型甕、須恵器坪、

甕と青磁盤、鉄製刀子が検出

されている。青磁盤（第302図

2)はいから出土したもので、

住居に伴わない。龍泉窯系で

あろう。土師器坪（ 1)と甕

(3)から稲荷前IV期に比定し

ておきたい。

備 考

P10内覆土。無彩。

P2内覆上。

Nul, 2。床面。

No3ふ覆土。

J-11・12区に位置する。住居北半は後世谷地を水田化した際に削平されたものと思われ、遺存状

態は極めて悪い。形態は方形または長方形を呈するものと推定される。残存規模は長軸4.60m、短軸

3.64m、深さ約0.20mを測る。主軸方位はN-33°-Wを示す。

第 3• 4層上面が床面に相当するが、住居北東部は不明である。特に堅く締まった箇所は少なく、

貼床が検出されたのは部分的に留まった。

覆土は 4層に分けられ、第 3• 4層が掘方に相当する。覆土の残存状態が悪いため、堆積環境は

明確には捉えられない。

カマドは残存部には検出されなかった。おそらく削平された北壁に位置したものと推定される。

ピットは12本検出された。 P1~p7は何れも径が小さくかつ深度も深く、柱穴であることは間違いな

い。本住居に帰属する可能性もないとはいえないが、中世頃の建物の一部となる可能性の方が高い

ものと考える。寧ろ、p10や p11が住居柱穴となる可能性があろう。

土塙は 4基検出されているが、何れも住居の掘方と考えられる。壁溝は南壁と西壁にかけて部分

的に検出された。

出土遺物は195点を数え、住居の遺存状態が悪い割りには比較的多い。器種的には土師器坪、甕、

甑、須恵器坪、蓋、甕、壺がある。遺物からみると大きく二時期の製品がみられ上師器坪はIV期前

後の製品で占められる。第304図 7•8·10はこの段階に含まれる可能性が高い。 1 • 2 • 3~6の

須恵器はVI期に位置付けられる。 9の甕もこれらに伴う段階であろう。時期決定は難しいが一応後

者で以て住居の年代としておきたい。その他に刀子片が床面から出土している。
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冒 ： ：：：：日：口昇亡‘゚旦 旦． 3 黒褐色土ロームプロック・焼土粒子・

炭化物多量混入。

4 黒褐色土 ローム・焼土粒子霜降状混入。

5 黒褐色土粘質。（柱痕）

6 黒色土 ロームプロック混土層。焼土・

炭化物混入。

7 黒褐色土 ロームプロック・焼土混：ヽ 0

こ—‘v 応—- -― 9 - / / •ハ～一9一 0
9 褐色土粘質土。黒色土プロック・

焼土粒子を含む。

、3

ご

第303図第101号住居跡(L=30. 60m) 

第IOI= 、上—......,.,、

135。SK03底面。

137。SK04内覆土。

ln36。SKOl底面。

ia112。SK02底面。

in 56, 72, 87, 89。覆土。

土。

1。覆土。

14,116。P2内覆土。
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第304図 第101号住居跡出土遺物

第102号住居跡（第305図）

J -11区に位置する。遺構確認作業中、焼土・ローム混じりの黒色土が薄く分布する地点が発見さ

れ、床面下まで削平の及んだ住居の掘方と判断した。分布範囲は凡そ3.4X3.8m程で、ほぼ方形を

！ロ
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ローム・焼土粒混入。

多量の焼土粒子。明褐色

粘土粒子混入。

3 暗褐色土明褐色粘土粒子少量混入。

1 暗褐色上

2 褐色土

゜
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第305図 第102号住居跡(L=30. 70m) 
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呈する。第37号掘立柱建物跡と重複するが、本住居の方が旧いものと推定される。

カマドは不明であるが、 P10に切られた楕円形の上塙がその候補で、覆土には焼土粒子が多量に含

まれていた。推定線の範囲内には10本のピットが検出された。伴う可能性のあるものは P1• P2のみ

で、他は中世以降のピットと考えられる。

出土遺物は21点と少なく、全て小片である。土師器坪、甕、須恵器坪、培、甕の各器種があるが、

土師器坪は明らかに混入である。第306図 1の須恵器坪は第37号掘立柱建物跡Pバこ流入したもので、

本来は本住居に伴うものと判断した。年代としては、須恵器坪と甕の様相から 9世紀末葉（稲荷前

XIV期）頃と推定しておきたい。

第102号住居跡出土遺物観察表（第306図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (14.0) 4.5 AC B 灰 5% SB37P2内覆土。

2 塊 (15 O) 5.0 AC A 褐灰 5% P［内覆土。

3 甕 20.8 5 1 ACE B 橙 5% カマド内覆土。

¥2-J ~-~J— 7 —t □3 

1.Ocm 

第306図 第102号住居跡出土遺物

第103号住居跡（第307図）

J • K-12区に位置する。浅谷に面した台地肩部にあり東壁部は削平されていた。また、南壁部も

倒木痕による攪乱を受け全体に遺存状態は悪い。平面形態は方形を呈するものと推定され、残存規

模は長軸4.12m、短軸3.84m、深さ0.10mを測る。主軸方位は北壁を基準に取ると、 N-67°-Eを示

す。

床面はほぼ平坦で全体に堅く締まっている。覆土はローム粒子混じりの暗褐色土単層で土層変化

は観察されていない。カマドは東壁部に設けられたものと推定され、僅かに P5周囲に褐色粘土が散

布していた。ピットは 9本検出された。いから P4が主柱穴と考えられる。他は中世以降の所産であ

ろう。

出土遺物は92点検出されたが、小片が多い。器種的には土師器坪、甕、壺、須恵器坪、聾、瓶が

あるが、須恵器は混入の可能性が高い。稲荷前IV期に比定される。

第103号住居跡出土遺物観察表（第308図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 3.2 ACE A にぶい黄橙 25% Nu16。覆土。

2 坪 (10.0) 3.1 ABF A にぶい橙 25% Nu112, 17, 19, 23。覆士。無彩。

3 :I不 (12.0) 2.9 BE B 浅黄橙 35% Nu125。p4内覆土。

4 坪 (13.0) 4.0 AB A 橙 20% NQ|3。覆土。

5 空士 (20.0) 8.0 BEG A 橙 30% N(l』26,36。覆土。
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1 暗褐色土 ローム・焼土粒子少量混入。

2 黒褐色土焼土・炭化物多。

3 褐色土 （中～近世のピット）。

゜
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第307図第103号住居跡(L=30.50m) 

二
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ロニニ〗2 ----

口＼、口¥□□＼口cm5

第308図 第103号住居跡出土遺物

第104号住居跡（第309図）

J • K-11区に位置し、第26• 38号掘立柱建物跡と重複する。形態は南壁部が不明瞭であるが不整

長方形を呈するものと推定される。規模は長軸4.00m、短軸2.26m、深さ0.05mを測る。主軸方位は

東壁を基準とするとN-3'-Eを示す。

床面はほぼ平坦であるが、特に堅い箇所はみられなかった。覆土の状況は明らかにできなかった。

カマドは北壁に設けられる。円形プランを呈し、燃焼部は壁外に突出する。袖は存在しない。ピッ
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l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 褐 色土

5 暗褐色土 焼土・ロームブロック混入。

6 黄褐色土と黒色土の混土層。

7 暗褐色土 ローム粒子少量混入。

8 暗褐色土 ロームプロック多鑑混入。

9 黒褐色土 ロームプロック混入。

カマド

1 暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

山 1

G' 

LI 

” 柱痕。

ロームブロック含。

灰・焼土。

焼土粒やや多。ロームブロッ

ク少菫混入。

焼土・ローム粒子やや多。

焼土粒微量混入。

゜
2m 

第309図 第104号住居跡(L=30. 60m) 

トは8本検出されたが、確実に本住居に伴うものは認められなかった。覆土の様相からほとんど中世

以降の所産であろう。土塙は 2基検出された。第 1号土壇には焼土と灰が詰まっていた。

ニ：牛力口，1：こ二゚と：イニ言 □□□□／／ 
310図3は球形の石製品で、一端に平坦面を設

け、径0.6~0.7cmの孔を穿っている。小孔は <: □□□ 口／’
＼ロ
第310図第104号住居跡出土遺物

深さ2.1cmを測り貫通しない。用途不明。おそ

□ 
□3 

10cm 

らく中世の遺物であろう。 p6出土。

第104号住居跡出土遺物観察表（第310図）

番号器種口径器高底径胎

1 椀（13.8)I 3.11 I AC  

2 椀 (14.8)I 3.41 I AB  

3 石製品最大径4.5cm。高さ3.9cm。重量100g。

土 翠 I色
A 

A 誓
調

灰

灰

備

SK02覆土。

床面。

凡内。凝灰岩製か。

考
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第105•106号住居跡（第311図）

K • L-11・12区に位置する。当初、 1軒の住居として調査を進めたが、北壁と南壁部の内側に段

差が生じ、 2軒の住居が入れ「コ」状に重複することが判明した。内側の住居を105号、外側のそれを

106号とする。床面の遺存状況から後者から前者に建て替えられたものと推定される。第105号住居

跡は西壁と東壁を106号住居跡と共有し、規模は長軸5.16m、短軸4.10m、深さ0.10mを測る。第106

号住居跡は長軸5.46m、短軸5.16m、深さ0.05mの規模を有する。主軸方位は何れも N-20°-Wを示

す。
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員
暗褐色土 ローム粒子・焼土粒子多含。

黒褐色土 ロームブロック多。

褐色土とロームプロックの混土層。

暗褐色土 ロームブロック・焼土粒子混入。

暗褐色土 ロームプロック混入。

カマド

1 黒褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 褐色土

焼土粒混入。

粘質土・焼土粒子やや多混。

粘質土・焼土粒子少。

黒色土・炭化物・焼土混入。

暗褐色土

黒褐色土

しまり弱い。

炭化物・焼土粒混入。

゜
2m 

第311図 第105• 106号住居跡(L=30. 70m) 
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105号の床面はほぼ平坦で全体に堅い。覆上は暗褐色土単層で土層変化は観察されなかった。

カマドは北壁に設けられる。遺存状況は悪く詳細は明らかにできないが、 106号カマドの南側に重

複して構築されたものと判断した。第 5層が106号住カマド埋土であろうか。袖は明確には検出され

なかった。ピットは住居内に13本検出された。 P1～いは105号の主柱穴と考えられる。 106号に対応

する柱穴は明らかにできなかった。他のほとんどのピットは、周辺に群在する中世のピット群に含

まれるものと考えられる。土塙は 3基検出された。第 1• 2号は掘方、 3号は貯蔵穴の可能性があ

る。壁溝は106号の壁に沿って検出されたが、北壁の東半部は途切れていた。

両住居から出土した遺物は37点を数える。土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、瓶の各器種が検出

され、出土位置からほとんどは105号に属することになる。第312図 1は底部ヘラ切り後削り。 2の

碗？は東海産であろうか。胎土が精良である。 6は北武蔵系の坪、 8は土師器坪に酷似するが、還

元焙焼成を受け灰色を呈するため一応須恵器坪としたが良く分からない。小片が多く時期を確定し

難いが、稲荷前V期頃と考えておきたい。

第105• 106号住居跡出土遺物観察表（第312図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 1.8 8.0 ABCE C 灰白 30% Na7。床面。風化。底部ヘラ切りか？。

2 塊 (14.0) 3.0 BG A 灰 5% Pio覆土。東海産か。

3 蓋 (14.0) 1.2 ABC B 灰 5% 覆土。かえり蓋。

4 蓋 18.0 1.5 ACG B 灰白 5% Nu3。床面。

5 甕 ABC B 灰 5% Nu9，覆土。

6 坪 (11 8) 3.4 ABE B 橙 20% Na12。覆土。口唇部磨滅。

7 皿 (16.0) 3.0 AB A 橙 15% 覆土。

8 坪 (13.5) 3.5 ABC B 灰 20% No11。P1覆土。体部から底部ヘラ削り。， 甕 (22.0) 5.1 ABE B にぶい橙 25% 覆土。

¥ 1 / 

~~1 
／ロロ

／←＝三二二、`-3 ~-=-----ーロ｀ 4 

ロ□1 口□ ／ □三□
lどi9)5ロロノ8□三］丁ローロ

第312図 第105号住居跡出土遣物

第107号住居跡（第313図）

L•M-11区に位置し、第110· lll号住居跡と一部重複する。遺存状態は悪く、確認面で既に床面

の大部分が露出していた。形態は長方形を呈し、長軸6.08m、短軸5.llmを測る大型住居跡であ
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カマド

l 焼土焼土粒子多・

粘土粒子少混。

焼土黒色上ブロッ

ク粘土粒子多。
A' 

さ
ピット

l 暗褐色土焼土・ロー

ム粒子少量。

暗褐色土焼土・焼土

粒小礫混入。

3 黒褐色土焼土・ロー

ム粒子多。

暗茶褐色土 ローム粒子

少量混入。

暗褐色土 ロームプロ

ック・焼土粒子少量。

6 里褐色土焼土・ロー

ム粒少菫。

7 黒褐色土 ローム・焼

土粒・小礫多混。

8 黒褐色土 ローム粒子

多しまり弱。

褐色土とロームブロック

の混土層。

10 黒褐色土礫混入。

11 黒褐色土 ローム小礫・

焼土粒子混。

12 褐色土ロー ムブロ

ック混入。

13 暗褐色土 焼土・小礫

少量混入。

14 暗褐色土焼土粒子少

小礫多量。

15 褐色土焼土多。

゜
2m 

第313図 第107号住居跡(L=30. 70m) 
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る。主軸方位はN-30°-Wを示

す。

床面は平坦で全体に堅い。

但し、南東隅は削平されて遺

存していなかった。

カマドは北壁東寄りに設け

られるが、床面下の掘り込み

ー ー 三□二／ 三ーー一三ニ―~3

ロニローロロ＿―|

＼～ーニ2 0 10cm 

第314図 第107号住居跡出土遺物

が僅かに残るのみである。燃焼部は壁内に納まり、覆土には焼土粒子が多量に含まれていた。袖は

削平されており確認できなかった。ピットは22本検出された。 P1~p4を主柱穴と判断したが、 P2

がやや浅い。他のピットは直接伴うものではない。

土塙は 3基検出された。第 1• 2号土塙は掘方乃至床下土壊と思われる。壁溝は北壁と南壁に途

切れる箇所がある。貯蔵穴はみられない。

出土遺物は土師器坪、塙、皿、甕、須恵器蓋、甕が計46点検出されたが全て小片である。欠落器

種が多くて年代決定は難しいが、上師器坪類には比企型坪の系譜を引く内面に沈線をもつ小ぶりの

坪は皆無で、大振りの皿または塙タイプに変わっている。稲荷前VI期頃の様相と理解しておきたい。

第107号住居跡出土遺物観察表（第314図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (12.8) 2.8 AB A 橙 5% 覆土。

2 坑 (16.0) 3.5 BF A 橙 5% 覆土。

3 蓋 (17.0) 1.2 BC A 灰 10% 凡内。

4 皿 (16.8) 2.8 ACE B にふい黄褐 5% 覆土。

第108号住居跡（第315図）

L-11 • 12区に位置する。第109号住居跡と重複し、本住居跡の方が新しいものと考えられる。ま

た、第41号井戸跡が住居内に位置するが、井戸跡に切られているものと判明した。西壁から南壁に

かけては掘り込みが浅く、全体の様相は不明な点がある。

一応東辺5.90m、北辺2.90mを確認したが、推定規模が正しければ、かなり大型の住居跡にな

る。住居の捉え方を誤った可能性と 2軒の住居跡の重複についても検討したが、該期の遺物分布は

推定線内のほぼ全域に及ぶため、一応当初通りのプランと考えた。深さは0.10mに満たない。主軸

方位は東壁を基準にすると、 N-60°-Eを示す。

床面はカマド前面を中心に堅く踏み締められていたが、西域から南域にかけては全体に軟弱で、

踏み締められた形跡は窺えない。覆土は薄く土層変化は明瞭には捉えられなかった。

カマドは東壁に設置される。燃焼部は壁外に一部延び、皿状に掘り込まれる。袖は存在しないも

のと推定される。

ピットは16本検出された。p10~p 13は伴うものと考えられるが、他のピットに関してぱ帰属不明

である。上塙は 2基検出された。第 1号土塙はカマド前面の掘方と推定される。第 2号土塙の帰属
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は不明であるが、遺構に伴う可能性もある。

出土遣物は142点検出された。土師器坪、甕、小型甕、須恵器坪、碗、皿、甕、壺の各器種があ

このうち、主体をなすものは須恵器坪類で、土師器坪と土師器甕類の大部分は混入である。第

316図3• 6の培は二枚重なった状態でカマド燃焼部から出上した。 4の坪は P11に、 5の坪はp13に

それぞれ落込んだような状態で検出された。稲荷前 XIII期に比定される。
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7 暗褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

焼土粒子やや多。

焼土粒・ローム粒・炭化物混入。

焼土・ローム粒子多。

ロームブロック混入。

言言
11 褐色土

12 褐色土 ロームブロック混入。

13 暗褐色土 ローム粒子多。

14 暗褐色上 ロームプロックとの混土層。

第315図第108号住居跡(L=30. 80m) 

暗褐色土

褐色 土

焼土粒子多。

ローム・褐色粘土・

焼土多。

黒褐色土 焼土粒・ローム少

謳混入。

黒褐色土 焼土・炭化物含む。

灰層。

褐色土 ローム・焼土含。

（掘方埋土）

暗褐色土 焼土粒子・ローム

粒混入。

゜
2m 
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第316図 第108号住居跡出土遣物

第108号住居跡出土遺物観察表（第316図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 11.8 3.6 5.8 ABG B 灰 40% Na2。SKOl覆土。

2 坪 11. 9 3.6 6.0 AB A 灰 20% Nul7。覆土。

3 椀 14.4 6.0 7.0 ABC C 淡黄 95% Nu34。カマド内覆土。

4 杯 (12. 0) 3.8 5.7 ABC B 灰 40% Na5。P11覆土。

5 杯 12.4 4.7 5.5 ACE B にぶい赤褐 95% p13覆土。

6 椀 14.5 6.2 6 6 ABC C 淡黄 95% Nu35。カマド内覆土。

7 皿 (17.0) 2.1 AC C にふい黄橙 10% Nu16。覆土。

8 瓶 (13.0) 1.0 ABC B 灰 25% Nu43。SKOl覆土。， 甕 4.0 (6.0) ABF A にぶい橙 20% 覆土。

10 甕 (47.0) 4.6 AC A 灰 5% Nul5。覆土。13本組の櫛描波状文を施す。

11 留金具 残長5.3cm。頭部幅1.3cm。 P8覆土。

第109号住居跡（第317図）

L • M-11 • 12区に位置する。第108号住居跡の南側に重複し、本住居の方が旧い。形態は長方形

を呈し、規模は長軸4.16m、短軸2.98m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-56"-Eを示す。

床面は概ね平坦であるが、処々に礫が露出していた。また、カマド前面の床面には0.40X0.80mの

範囲に焼土が薄く堆積していた。特に床面下の掘り込みは認められず、炉状の施設ではない。覆土

の状況は不明である。

カマドは東壁に設けられるが、遺存状態は極めて悪い。燃焼部の大半は壁内に納まり、底面は鍋

底状に掘り込まれる。袖は削平され残存しない。覆土は第 1層が焼土、ローム粒、灰を混入する暗

褐色土、第 2層が焼土混じりの黄褐色土、第 3層が褐色土で埋められていた。ピットは 5本検出さ
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第317図 第109号住居跡(L=30.80m)
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¥ 1/(/  

れたが、どれが住居の

柱穴となるか明らかで

はない。第 1号上塙は

攪乱に切られ性格は不

明である。

出土遺物は75点検出

された。器種的には土

師器坪、甕、台付甕、

鉢、須恵器坪、甕と鉄

片、石製紡錘車から成

る。主体は土師器坪と

甕で、須恵器は混入と

考えられる。上師器坪

には北武蔵系坪を含む

（第318図3• 7)。1と

5は床面から約 3cm浮

いた位置から 2枚重な

った状態で出土。滑石

製紡錘車（11)は側面に

斜方向の条線が無数に

走る。鉄器（12)は鏃茎

部か。稲荷前IV期に比

定される。
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第318図 第109号住居跡出土遺物
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第109号住居跡出土遺物観察表（第318図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 10.2 3.5 AB A 橙 55% Na55。覆土。

2 杯 (10.0) 3.6 AB C にぶい黄橙 25% Nu74。p4内。無彩。

3 坪 (11.5) 2.5 ABE C 橙 10% Nu4。SKOl内覆土。

4 杯 (11.6) 2.8 ABC A 橙 10% Na101。p4内。

5 坪 (11.6) 4.1 9.6 AB A 褐灰 50% Nu56。覆土。

6 坪 (11 6) 3.3 ABC B 橙 15% 覆土。

7 坪 (14 8) 4.2 ABE B 橙 40% 覆土。

8 甕 (21.0) 8.2 ACE B にふい黄橙 15% Na12。攪乱内。， 台付甕 2.4 10.0 ABCD B にぶしヽ橙 50% Nu2, 94。SKOt覆土。

10 空ギ 1.8 8.4 AC A にふい黄橙 50% No32。覆土。

11 紡錘車 最大径4.2cm。高さ1.9cm。重量45g。 100% Nu45。覆土。滑石製，孔径08cm。

12 鉄器 残長49cm。幅09cm。 NuSO。床面。角棒状。

第110号住居跡（第319図）

L • M-11区に位置し、第107• 111号住居跡と重複する。遺存状況が悪く、新旧関係は明確ではな

いが、本住居の壁溝上に貼床状の堅い面が確認されたことから110→111号住居に建て替えられたも

のと判断される。しかし、 107号住居との新旧関係は明確にできなかった。形態は長方形を呈し、規

模は長軸3.73m、短軸3.32m、深さ 0.10mを測る。主軸方位はN-15°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で全体に堅いが、重複する 111号住居のそれとほとんど同一レベルで続いている。

部分的に床面が露出していたため、覆上の状態は明らかにできない。

カマドは北壁に設けられるが、遺存状態は極めて悪く詳細は不明である。新旧関係が正しいとす

ると 111号住居跡のものとなり、本住居のそれは全く遺存しない。同一地点で作り替えたものであろ

うか。ピットは 2本検出されたが、 1本は111号の柱穴と判断される。

土壊は 2基あり、 1号土壇は111号住居に伴うものと推定され、貯蔵穴の可能性もある。壁溝は北

壁を除いて巡るが、褐色土で意識的に埋められた形跡が窺え、上面は堅く踏み締められていた。

出土遺物は本住居域内から出土したものは本住居に伴う遺物として取上げたが、新旧関係の検討

からほとんどは111号住居に含まれることになってしまう。遺物に時間幅が認められるため111号住

居の時期そのものの限定が難しいが一応VI期前後とすると本住居はV頃に比定されよう。

第111号住居跡（第319図）

L • M-11区に位置し、第110号住居跡の東壁と北壁を基準に拡張したものと推定される。平面形

態は長方形を呈し、規模は長軸5.25m、短軸4.72m、深さ0.10m前後を測る。主軸方位はN-15°-W

を示す。

床面は全体的に堅いが、北東部では床面直下まで削平され、遺存しない箇所もみられた。覆土の

状況は掘り込み自体が浅く明らかにできなかった。

カマドは北壁に設けられ一応本住居に伴うものと推定されるが、遺存状況が悪く詳細は不明であ

る。ピットは住居内及び壁に掛かって 6本検出されたが、住居の柱穴と判断されるものは 3本(P1
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～い）である。

土塙は 1基あるが住居掘方と考えられる。壁溝は南西コーナーを中心に巡り、全周しない。

出土遺物は110号と合わせて89点検出されたが、ほとんどが小片である。土師器坪、甕を主体に須

恵器坪、蓋、鉢を少量含む。若干時期差が認められ、第320図 1• 4はIV期、 2はVI期か、 3は鉄鉢

形とするとVII期に下がるかもしれない。土師器坪も 7• 8は北武蔵系であるが型式的には 7の方が

やや新しい。在地系の 5• 6はV期頃に比定できよう。両住居の年代比定は難しいが、稲荷前IV期

~ V期頃にかけて建て替えられたものと考えておきたい。
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第320図 第110• 111号住居跡出土遺物

第110• 111号住居跡出土遺物観察表（第320図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 上 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.8) 2 25 ABC A 灰 10% Nu46。覆土。

2 坪 3 6 8.0 ABC A 灰 35% 確認面。

3 墳 14 4 4.9 AB C 灰 65% Nu 60, 64。SKOl内。壁溝上。

4 芸皿 (12 3) 2.1 AB A 灰 5% Nu62。床面。産地不明。

5 坪 (11.6) 2 5 ABC A 橙 5% Nuふ覆土。赤彩不明。

6 杯 (11.2) 2.9 AB B にぶい橙 15% Nu 14, 24。床面。

7 坪 13.9 3 9 ABG B 橙 35% 覆土。

8 杯 (13.6) 3.1 ABE B 橙 5% Null。床面。， 甕 4.9 (4.6) ABEF A にぶい橙 25% N揺， 54。床面。

10 甕 (21. O) 3.3 AEI B 橙 10% Nu30, 4ふ覆土。

第112号住居跡（第321図）

M11区に位置する。形態は長方形を呈し、規模は長軸5.10m、短軸4.66m、深さ0.05mを測る。

主軸方位はN-7°-Wを示す。

床面は平坦で全体に堅い。覆土は薄く、堆積状況の変化は捉えられなかった。

カマドは北壁に設けられる。楕円形の燃焼部を有し、底面は皿状に掘り込まれている。袖は僅か

に残存し、灰褐色の粘質土で構成される。土塙は 2基存在するが、何れも住居埋没後に掘り込まれ

たものである。ピットは14本検出されているが、主柱穴と考えられるものは P1～いでP5•P 叶こつ

いても可能性はある。 P4底面には土師器長胴甕の胴部大破片が流れ込んだような状態で出土してお

り、柱は抜き取られたことが判る。壁溝は南壁から西壁にかけて検出されたが、途中が途切れてい

る。

出土遺物は76点検出されたが、大半は小片である。器種的には土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、

瓶がある。第322図 3の高台坪は他地域（東海か）からの搬入品と推定される。若干時期幅のある土器

群であるため、時期の限定は難しい面もあるが、 6の北武蔵系の坪はやや古い要素をもつが、図示

以外の土師器の様相を見てもIV期に遡らない。 V期～VI期頃の住居と考えておきたい。
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暗茶褐色土 ローム粒子少菫含。
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旦： 7 暗茶褐色土 ロームプロック・焼土・炭化粒子少菫

含。

8 暗茶褐色土 ロームブロック多景含。焼土粒子少

巌含。

9 黒褐色土 ロームブロック・焼土・炭化粒多。

10 暗黄褐色土 ロームプロックを主体に黒褐色土少

-g 
カマド

1 焼 土焼土ブロック主に炭化物・粘土多筐に

混入。

2 黒色土灰層。

3 灰褐色土粘質土。
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第321図 第112号住居跡(L=30. 80m) 

第112号住居跡出土遺物観察表（第322図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 芸m (18.0) 1 5 AC A 灰 20% p4覆土。

2 坪 (15. O) 3.6 ABCE B にぶい橙 15% 覆土。

3 高台杯 2.0 (10 0) BG A 灰白 20% 覆土。東海産。

4 坪 1.4 ABC B 灰 20% 圧内覆土。

5 坪 (11 2) 3 4 AB A 橙 30% カマド内覆土。

6 坪 11.2 3 0 BE B 橙 10% P6内覆土。北武蔵系。

7 甕 18.5 (6.8) ABCE A 橙 50% p4内覆土。
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第113号住居跡（第324図）

M•N-11 ・ 12区に位置し、第112号住居跡の南東に隣接する。形態は方形を呈し、規模は長軸6.00

m、短軸5.88m、深さ0.07mを測る。主軸方位はN-13°-Wを示す。

床面は平坦で西壁際を除き、全体に堅く締まっていた。深度が浅く覆土の様相は明らかにできな

かった。

カマドは検出されていない。おそらく北壁に設けられたものと推定されるが、痕跡は見いだされ

なかった。貯蔵穴は北壁西側の隅に検出された。ピットは 6本あり、 P1~P4が主柱穴となる。上塙

は1基北壁際に検出され、長楕円形を呈する。

掘方と思われる。

ロームブロック混じりの土で埋められており、住居

出土遣物は73点検出された。小片が多いが、北壁部周辺から主に出土した。器種的には土師器坪、

甕を主体に土師鉢、台付甕、須恵器坪（？）、甕、瓶（東海産か）の破片を少量含む。第323図9は土師

器坪に酷似するが、還元焙焼成を受け、灰色を呈する。須恵器坪であろうか。稲荷前IV~V期に比

定しておきたい。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼 成 色調 残存 備 考

7 宰＝ 七 (12.0) 7.1 ABCE A 橙 25% 覆土。

8 甕 (23.0) 7.2 ABCE B にぶい黄橙 10% Nu20。床面。， 坪、 7 (11.4) 2.7 BC C 灰黄 15% 覆土。還元烙焼成を受ける。土師坪に酷似。

10 高盤？ 1. 9 (15.0) ABC B 灰 20% Nu5, 25。覆土。器種不明。高盤脚部か。

第114号住居跡（第325図）

M-13区に位置する。形態は長方形を呈し、規模は長軸4.06m、短軸3.49m、深さ0.20mを測る。

主軸方位はN-11°-Wを示す。

床面はやや凹凸が目立ち、余り堅く締まった箇所は観察されていない。壁の立ち上がり角度は緩

やかである。また図には表現していないが、住居中央から西壁にかけて掘方をもち、不整形の土塙

状に窪んでいた。覆土は 3層に分割され、埋没過程は自然堆積に近いものと判断される。

カマドは北壁に設けられ、燃焼部は壁内にほぼ納まっている。掘り込みは浅く、緩やかな角度で

煙道部に続く。袖は明褐色の粘質土を積み上げていたが、大半は流出しており遣存状態は悪い。ピ

ットは 4本検出されている。柱穴とするには深度が浅いが、何れも住居に伴うものと考えられる。
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1 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子少量含。

2 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子多鼠含。ローム

ブロック少量含。

3 暗黄褐色土 ロームプロック主体に黒褐色土少量含。
A' 

カマド

1 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子多量含。

2 暗橙褐色土焼土主体に茶褐色土少量含。

3 茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子少量含。

4 黄褐色土 ロームプロック主体に茶褐色土少緻含。

....!'', 5 明褐色土粘土粒子・ローム粒子含。

ピット

l 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子少量含。

2 暗橙褐色土 焼土粒子・炭化物多量含。ローム粒含。
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第325図 第114号住居跡(L=30. 70m) 
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p3に関しては土層堆積と遺物の出土状態から、住居使用時に開口していたものと思われ、貯蔵穴と

も考えられる。壁溝は検出されなかった。

出土遺物は233点検出され比較的多い。土師器坪、塊、甕類、鉢、須恵器坪、甕、瓶と中世の鉢が

ある。主体は土師器甕で土師器坪は口縁部破片数でも20点に満たない。口縁と体部を画する稜がは

つきりしないものが主体となり扁平化したもの (2 • 3)とやや器高の深いもの (4 • 5)の二者があ
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第326図第114号住居跡出土遺物
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る。 1は小型でやや古い様相もあるが、口縁は外反に傾いている。須恵器は量的にも少なく混入品

がほとんどである。図示した 7の坪は伴うと考えている。丸底を呈する底部の中央はやや突出し、

ヘラ切り成形と推定される。白色針状物質を含み在地産である。上師器甕は厚手の甕といわゆる「＜

の字」甕がみられる。 6• 14は混入であろう。稲荷前V期に比定しておきたい。

第114号住居跡出土遣物観察表（第326図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (9.8) 3.3 ACE B にふい黄褐 45% Nu65。覆土。

2 坪 (10. 9) 2.8 BCE A 橙 25% Nu235。カマド内覆土。外面赤彩不明。

3 坪 (11 4) 3.1 AE  A にぶしヽ橙 30% Nu240。カマド内覆土上層。赤彩不明。

4 坪 11.1 3.7 ACE B 橙 60% NaSS,89。覆土。

5 坪 (12.0) 3.4 ABF C にぶい橙 15% Nu71。p4内覆土。

6 坪 1 3 (8.8) ABC B 灰白 20% 覆土。i昆入力~゜

7 坪、 (13 8) 5.0 ABCG C 灰白 45% Nu247, 151。カマト内覆土。

8 小型甕 13.8 5.0 AEF C にぶい橙 20% Nu 189,226, 230。覆土。， 甕 (23 0) 5.0 ABE A 橙 35% Nu53,148,150。氏内覆土。

10 甕 (22.0) 18.0 AEG A にぶい橙 35% Nu244。カマト内覆土。

11 甕 15.1 7.6 ABC C 橙 65% Nu 20, 24, 78, 79, 82, 90, 92, 106他。覆土中層

12 甕 (22.0) 30.0 BCEF C 橙 40% No25。覆土中層。

13 鉢 (20.8) 10.6 ACE A にぶい橙 25% Nu136。覆上下層。

14 揺鉢 7.8 11 8 AB  C 暗灰 80% 覆土。内面磨滅。在地系。混入。

第115号住居跡（第328図）

M-13区に位置し、第29•30号掘立柱建物跡と第32号井戸跡に切られている。形態は長方形を呈す

るものと推定されるが、遺存状態は極めて悪く、遺構の詳細は不明である。残存規模は南北長4.56

m、東西長4.17mを測る。主軸方位はN-2 °-Wを示す。

掘り込みが浅いため床面は削平され遺存せず、覆土の様相も不明である。

カマドは残存しない。第 1号上壊がカマド掘方となる可能性があるが、明確な証拠は見いだされ

なかった。第274号上塙は床下土塙であろう。壁溝は検出されていないが、掘方と思われる溝が壁に

沿って周溝状に巡っていた。ピットは10本検出されている。い～Pけま主柱穴と考えて誤りないが、

他のピットは直接伴うものではない。

出土遺物は、掘方及びピット内から土師器坪と甕の小片が計12点検出されただけで、正確な時期

を明らかにすることはできない。重複する第32号井戸跡が 8世紀前半頃と推定されることから、お

そらくそれ以前の7世紀後半代に営まれたと考えられる。図示した坪（第327図 1)から稲荷前IV期頃

としておきたい。

第327図 1は土師器坪である。推定口径11.0cm。残高2.6

cmを測る。胎土に石英、白色粒子、角閃石を含む。焼成良

好でにぶい橙色を呈する。 15％残。 P4覆土から出土した。
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l 暗茶褐色土 ローム粒子少量。ロームブロック・

焼土・炭化粒子多量含。
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第328図 第115号住居跡(L=30. 60m) 

第116号住居跡（第329_図）

N-13区に位置する。第117• 118号住居跡と重複し、新旧関係は117→116→118号の順に新しいも

のと判断された。形態は東壁が明確に検出されていないため、正確とは言い難いが長方形を呈する

ものと推定され、規模は長軸6.30m前後、短軸5.96mを測る大型住居跡である。深さは0.05m程し

か残存しない。また、西壁部で壁溝が 2本確認されることから、建て替えがなされたものと想定さ

れるが、詳細は明らかにできなかった。主軸方位はN-8°-Wを示す。

床面は東半部が118号住居跡に切られているが、床面レベルはほとんど同一である。残存部は比較

的平坦で堅い。覆土は浅く 118号住居のそれと大差なく、土層面から切り合いを捉えることはできな

かった。

カマドは北壁に設置されるが、上面は削平され、遺存状態は悪い。燃焼部はほぽ壁内に納まり、

覆土には焼土の堆積が多い。袖は残存しない。ピットは住居内に13本検出されている。 P1～いは主

柱穴と考えられる。 P5• P6• P，も建て替え前の主柱穴の可能性がある。 P1は貯蔵穴と切り合い関

係をもつが、新旧は明らかにできなかった。貯蔵穴は北東コーナーに位置し、長方形を呈する。壁

溝は入れコ状に 2条検出されたが途切れる部分や 2条重なる箇所があり今一歩明確にできない。最

低2度の建て替えがなされたものと推定される。
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1 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子多量含。

2 暗黄褐色土 ロームプロック多量含。

3 褐色土ローム粒含。

4 暗赤褐色土 ローム粒子・焼土炭化粒子多量含。

5 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土粒子多量含。

6 暗黄褐色土 ロームプロック多量・焼土粒子少

量含。

7 黄褐色土 ローム土主体に茶褐色土少量含。

カマド

1 暗茶褐色土 ローム粒子少量・焼土粒子少

量含。 (SJ117)

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量•同プロック

少量含。 (SJ117)

3 明褐色土粘土。 (SJ117)

4 灰褐色土焼土粒子・灰多量・ローム粒

子少量含。 (SJ116)

5 暗黄褐色土 ローム・焼土含。 (SJ116)

貯蔵穴 • 1 黄褐色土 ロームプロック主

体に茶褐色土少量

含。 (SJ117)

2 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土

粒子多量含。

゜
2m 

第329図第116~118号住居跡(L=30. 70m) 
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哺鬱讐鬱 褥讐冒

冑
出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、

甑等がある。土師器坪(1.2)と7の須恵器坪は

混入の可能性が高いものと考える。 8• 9の須恵

器坪を基準に稲荷前V1期に位置付けておきたい。

第117号住居跡（第329図）

N-13区に位置する。遺構上面を第116•118号住

居跡により破壊されており、遺存状況は悪い。平

面形態は長方形を呈し、規模は長軸3.46m、短軸

3.06m、確認面からの深さ0.20mを測る。主軸方

位はN-20°-Wを示す。

床面は緩やかな凹凸をもつ。覆土はロームブロ

ックを多量に含む暗褐色土で構成され、人為的に

埋め戻されたものと推定される。

カマドは北壁に設置されるが、第116号住居跡

P心貯蔵穴に壊され、全容は不明である。袖に相

当する部分には明褐色の粘質土が僅かに遺存する

程度であった。貯蔵穴はカマド東側のコーナー部

＇` 
に検出されたが、燃焼部と接してしまう。

伴うピットは明確ではない。土壊は 1基検出さ

れ、本住居に伴う掘方の可能性が高い。

G G‘ H H' 出土遺物には土師器坪、甕、須恵器坪、高台坪、

冒 冒
甕がある。第331図中段 1・2から稲荷前V期に比

定しておきたい。 3は伴うかどうか判らない。

_..!' 
土 -i’. 

L 

麟 瓢
第118号住居跡（第329図）

N-13区に位置し、重複する第116•117号住居を

切って構築され、第35号井戸跡に切られていた。
K K' L ー!'., 平面形態は長方形を呈し、規模は長軸5.02m、短軸

冒 冒 4.86m、深さ0.10mを測る。主軸方位はN-2'-W

を示す。

床面は概ね平坦で堅い。覆土は暗褐色土で占め
M M' N N' 

瓢 麟
られ大きな変化は観察されなかった。

カマドと思われる掘り込みは東壁に掛かって検

゜
2m 出されたが、軸に対してかなり傾いている。形態
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第330図 第116~118号住居跡遺物分布図

は楕円形を呈し、覆土には焼土が多量に含まれていた。他にカマドに相当する施設は確認されてお

らず、この土壊がカマドになる可能性が高いものと判断した。伴うピットは明確ではない。貯蔵穴、

壁溝は存在しない。

出土遺物には土師器坪、皿、甕、須恵器坪、塊、蓋、甕、壺、灰釉境が認められる。第331図7の

須恵器坪内面の剥離面に糸切り痕が残る。 12の胴部内面には、墨またはタール状を呈する有機物の

被膜が観察される。内容物の痕跡であろうか。 1は本来116号住居に伴うものであろう。出土土器に

時期差が認められるが、出土状態から 2• 4の須恵器坪は住居に伴う遺物と推定される。稲荷前XIII

期に位置付けておきたい。
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第331図

第116号住居跡出土遺物観察表（第331図）

第116~118号住居跡出土遺物

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (10.0) 3.2 ABF A にぶい橙 15% Na145。氏内覆土。外面赤彩不明。

2 坪 (11.2) 2.4 BCE B にぶい橙 20% Na113。p4内覆土。無彩。

3 甕 4.3 5.2 ABEG B 橙 10% Nu34。覆土。

4 甕 4.2 (7.0) ABCE B にぶい赤褐 35% N叫6,126。貯穴内覆土。

5 蓋 (17.2) 1.3 ABC A 灰 5% Na98。覆土。

6 蓋 (18.0) 1.4 AB B 灰白 5% p4覆土。

7 杯 (12.0) 3.4 ABC A 灰 15% Nul38。覆土。

8 坪 (15.0) 4.0 (11.2) ABC A 灰白 30% 貯穴。， 坪、 (16.2) 3.6 (11.0) AC C 灰白 20% Nul5。覆土。底部手持ちヘラケズリ。
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番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

10 知頸壺 (3.3) 4.0 ABC A 灰 25% Na 78, 79。床面。

11 甑 8.4 (14 0) AC B 灰白 35% 貯穴。

12 鉄器 残長8.2cm。最大幅07cm。 Nul37。覆土。鉄釘か。断面方形。

第117号住居跡出土遺物観察表（第331図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 士 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (10.6) 3.5 B A 橙 20% Na46。貯穴内覆土。

2 杯 (11. 9) 3 8 ABC B にふい黄橙 15% N心19。床面。

3 高台杯 (16.0) 3 9 (10.2) ABC A 灰 10% Nu253。床面。

第118号住居跡出土遺物観察表（第331図）

番号 器秤 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 皿 17.0 3.4 BEF A 橙 10% Nu45。覆土。

2 杯 12.0 4 1 4.8 ABCE C 黄灰 100% Na71。覆土下層。

3 碗 (13.0) 2.9 AC A 灰 20% Nul41。覆土。器種不明。

4 高台坪 14.4 6.1 ABCE D にぶい赤褐 55% Na54。床面。

5 杯 (12.4) 3 9 6.4 ABC C 褐灰 40% Nu204,209。覆土。

6 坪 1. 9 4.9 ABE D 褐灰 40% Nu66,67。覆土。

7 ，坪 0.8 6 6 AC A 灰 95% Nu 190,210。覆土。内面に糸切り痕残る。

8 蓋 (17.8) 2.0 AC A 灰 15% Nu 144,227。覆土。， 椀 2.0 (7 0) A C 灰白 10% Nu127。覆土。灰釉。猿投産か。

12 小型壺 (5.4) 5.0 AC A 灰 20% Nul56。カマド内覆土。

13 長頸瓶 (9.0) 1.8 AC A 灰 20% Nul79。SK277内覆土。

10 刀子 残長3.8cm。最大幅10cm。 Nu225。覆土。刀子柄部残欠。

11 釘 残長6.2cm。最大幅0.8cm。 カマド覆土。角釘茎部片。

△第III群（南より）
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第119号住居跡（第332図）

N • 0-14 • 15区に位置し、南西コーナーを第228号土壇に切られていた。平面形は方形を呈し、

規模は長軸2.74m、短軸2.67m、深さ0.10mを測る比較的小型の住居跡である。主軸方位は S-76゚ー

Eを示す。

床面はやや凹凸を有し全体に堅く締まっているが、壁の立ち上がり角度はやや緩い。覆土は 2層

に分かれ、下層にロームの含有量が多い。

カマドは東壁に設けられる。燃焼部は一部壁を切り込んで掘り込まれ、底面は凹凸が激しい。袖

は全く遺存していなか

った。住居廃絶時に取

り払われたものと推定

される。ピットは 6本

検出された。 P1は貯蔵

穴と推定される。 P3.

p4は伴う可能性があ

るが、他は住居廃絶後

。障笏笏 靡伽： の掘り込みと考えられ

B』◎

ヽ ，． ムヽ ヽ 9 : '  

p3 記 Y -』---
I /i I SK 228 

I ii...£. 
こ1)

＼ 

A
-

C
-

口｀`＼＼＼、‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘

u」

B' 

ー. _':._ _£' 

麟冒l 暗褐色土 ローム粒少量混入。
2 褐色土 ローム粒・プロック多量混入。
3 暗褐色土 ローム粒少量混入。
4 褐色土 ローム粒多量混入。
5 暗褐色土焼土粒少量混入。
6 暗褐色土 ロームプロック多量混入。
7 褐色土 ローム・炭化粒少量・焼土粒

多量混入。
8 褐色土焼土粒・炭化粒少量・ローム

ブロック混入。
...£. 9 黄褐色土 ローム粒多量・焼土粒少量含。

10 暗褐色土 ロームブロック多量混入。
11 ロームプロック

゜
2m 

第332図第119号住居跡(L=30. 70m) 

第119号住居跡出土遺物観察表（第333図）

る。

出土遺物は73点検出

された。器種組成はほ

とんど土師器（坪、甕、

小型甕、壺）で構成され

る。厳密に住居に伴う

遺物はなく、大部分は

一括投棄されたような

状況で出土した。出土

遺物から稲荷前w期に

比定しておきたい。

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考
1 杯 (10.0) 3.1 ABCF A 橙 20% NQ3ふ覆土。
2 坪 (11.0) 3.6 ABCE A 橙 20% Na 15, 34。覆土。
3 甕 (15.8) 6.1 BCEF A にぶい褐 25% Nu32,53。覆土。
4 甕 (23.0) 3.8 ABC B にぶい橙 25% Na45。カマド内覆土。
5 甕 (20.8) 15.7 ABCE A 橙 25% Nu6,22,23,69,7ふ覆土。
6 壺 (16.4) 23.0 8.0 ABC B 橙 70% NnZ,30,36,37他。覆土。
7 甕 5.8 (8.0) BCE B 明赤褐 25% Na.18, 20, 27, 29。覆土。
8 壺 4.9 7.2 BCE A 浅黄橙 80% Nu40。覆土。
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第333図 第119号住居跡出土遣物

第120号住居跡（第334

図） 可 "i鬱霧隻 "I 

0-14・15区に位置す

]£  
口 口る。形態は方形を呈し、

長軸3.64m、短軸3.60

m を測る。主軸方位は A 

＼ 

◎p (gp, 

N-10°-Eを指す。床面

はほぼ平坦である。確

認面で床面が露出して

いたため、覆土の状況

g ! O P a こ》p4

II 旦＇

は不明。カマドは北壁

I 試昌に設けられるが、掘り 三＼

込みも浅く詳細は明ら

かにできない。ピット A A’ 
_g' E 

は 5本検出され、 P1

言~p4が主柱穴に相当
B B' D" ＿旦＇

する。 P5の帰属は不明

冒である。出土遺物は土

師器甕片が 1点のみで
＇゚ 

2m 

時期は不明。 第334図第120号住居跡(L=30. 60m) 
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第121号住居跡（第335図） 門

可I 0-15区に位置し、第30号溝跡

三□ロ 冒ニによって床面の一部は攪乱を受

けている。全体に住居の遺存状

態は極めて悪く詳細は不明の部

分が多い。 形態は長方形を呈

し、規模は長軸3.92m、短軸3.10

/j ＼ 

Q E 
I I 一土＇

m を測る。確認面で既に床面ま

で達しているため壁の立ち上が

りは殆ど確認できない。主軸方

位はN-9 °-Eを示す。

床面及び覆土の状況は不明で 1)(/ □ II B' 

ある。カマドは北壁に設けられ
SD 3 

るが、やはり掘り込みが浅く詳 IQ 。I
細は不明である。ピットは 3本

A ―A' 

検出されているが、伴うか否か

についても明らかではない。 B B' 

出土遺物は皆無で、時期決定

はできない。

゜
2m 

第335図第121号住居跡(L=30. 60m) 

2.掘立柱建物跡

第26号掘立柱建物跡（第336図）

J • K-11 • 12区に位置する。第104号住居跡を切って構築されるが、棟筋を僅かにずらして重複

する第38号建物との新旧関係は不明である。 3X 2間の側柱建物と考えられ、規模は桁行8.10m、梁

行4.20m、柱間寸法は桁行2.70m、梁行2.10m等間となり、柱間が広いのが特徴である。主軸方位は

N-81°-Eを指す。

柱穴は円形を呈し、径0.60m前後とさほど大きくないが深度は0.70mに及ぶものもあり非常に深

い。柱痕は全ての桁柱で確認されP7には柱材の基底部が遺存していた。一方妻側中間柱の P孔ま浅

く、 P [。は柱穴規模が小さく柱筋から棟持柱風に突出してしまう等建物に伴うか疑わしい面もある。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器甕、瀬戸美濃系灰釉小皿（第355図6)、瓦質の在地系鉢、砥石（第

355図 7)がある。土師、須恵は混入で灰釉小皿と在地系鉢が建物の年代を表わすものと考えられる。

灰釉小皿は口縁部内外面に釉が掛けられており、凡そ15世紀中葉から後半頃に比定される。本建物

もこれを前後する時期と捉えてよかろう。

-329-



B ' f l ~ ` 9 ~ 

。： ：口/i"II;~~ -

／
 

三。aぃ

~ -4.20m  

A A' 

B_ B' 

1 褐色土柱痕。

2 褐色 土 ロームブロック混入。

3 褐色士とロームプロックの混土層。

4 暗褐色土 ロームブロック多菫混入。

5 暗褐色土 焼土粒子・ローム粒子多量

混入。（柱痕）

ロニニニ言ニニニ 。 2m 

第336図 第26号掘立柱建物跡(L=30. 60m) 
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第27号掘立柱建物跡（第338図）

K-10•11区に位置し、第28号掘立柱建物跡と主軸を揃えて隣接する。 2 X 2間の総柱建物で倉庫

跡と考えられる。規模は一辺3.20m、柱間寸法は比較的短く 1.60m等間を測る。主軸方位はN-35°-

Wを指す。

柱掘方は円形または楕円形を呈し、径0.60~0.90m、深さは最も深いもので0.60mとなる。埋土

はロームと黒色土の混在した土で埋められ堅く締まっていた（第 2層）。柱痕は幾つかの柱穴で確認

されたが、抜き取られた痕跡を残すものが多い（第 1層）。

出土遺物は土師器鉢、甕、須恵器瓶の破片が計 9点検出されたにすぎない。年代決定の根拠とし

ては弱いが、何れも比較的古手の様相を示し、おそらく 7世紀後半代から 8世紀の前半という年代

幅には納まるものと考える。

第28号掘立柱建物跡（第338図）

K-10区に位置し、第27号建物の南西2.0mの距離に隣接して構築されていた。主軸、規模、柱筋

も共通している。

確認された柱穴は 6本、 2列のみで南西側の柱列は存在しなかった。これは建物の所在する位置

ではロームの堆積が非常に薄く、下部の礫層が表面に浮きでており、深く掘削することが困難であ

ったために結果的に遺存しなかったのか

も知れない。

事実残存柱穴の深さをみても隣接する

第27号建物跡に比して非常に浅くなって

いる。従って、当初の規模は 2X 2間の

総柱の倉庫建物であった蓋然性が極めて

高いものと考えておきたい。

柱間寸法は桁行、梁行共に1.60mを測

り、第27号掘立柱建物跡と同一である。

また柱掘方の規模も大差ない。覆土は焼

土粒子、ローム、小礫の混じった暗褐色

土で構成される（第 3層）。

出土遺物はないが、規模・主軸の一致

から見て第27号掘立柱建物跡と同時期、

または相前後した時期のものと推定され

る。ただし、同時併存したとすると建物

間隔の 2mはやや狭すぎるようにも思

える。
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第29号掘立柱建物跡（第339図）

L •M-13区に位置する。 3 X 2間の南北棟の建物で南西隅柱を欠いている。第30号建物と重複す

るが、 P5の切り合い関係から本建物の方が新しいことが判明した。桁行5.70m、梁行3.80m、柱間

寸法は1.90mを測る。主軸方位はN-4°-Wを指す。

柱掘方は円形を呈し、径0.40~0.60mと比較的小規模なものが主体となり、深さは0.20~0.40m

程である。柱痕は 4本の柱穴で確認されたが、何れも抜き取られた形跡が認められた。
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出土遺物は50点を数え、土師器坪、甕類、須恵器坪、甕が認められる（第355図 1~5)。須恵器坪

は全て底部調整されており図化遺物の中では 3が最も新しくなろうか。重複する30号掘立柱建物跡

との関係からみて、稲荷前VIn~IX期頃の建物と推定しておきたい。

第30号掘立柱建物跡（第340図）
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1 黒褐色土 焼土粒子・ローム粒子を

霜降状に含。（柱痕か）

2 黒褐色土 ロームブロックと焼土粒

子・ローム粒子混入。

3 黒褐色土とロームプロックの混土層。

ロームブロック多量含。

゜
2m 

第340図第30号掘立柱建物跡(L=30. 60m) 
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M-13・14区に位置する 3X 2間の側柱建物で、第29号掘立柱建物跡と P8で切り合う。新旧関係は

本建物が旧いものと考えられる。桁行6.45m、梁行4.40mを測る。柱間寸法は桁行2.15m、梁行2.20

m となる。主軸方位はN-85°-Eを指す。

柱掘方はほぼ円形で径0.50m前後の比較的小さいもので構成され、深さは0.20~0.50mを測る。

柱痕は 5本の柱穴で確認されたが、全て抜き取られたような痕跡が認められた。出土遺物は76点検

出された。器種的には土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、瓶がある（第355図8~10)。小片が多く

土器様相からみる限り 7世紀後半から 8世紀初頭頃のもので正確な年代は明らかにはできないが、

占められ、それ以降の遺物は確認できない。稲荷前VI期前後の建物と考えておきたい。

第31号掘立柱建物跡（第341図）

第III群南端のO-14区に位置する。

山

呵

／三ー：＿

B
-

C 

山 11

1.60m~-

3.20m 

ー

2 X 2間の総柱建物で規模は桁行・梁行共に3.20m、柱間寸法

吋

言 一411

旦

冒 3

こ

冒 ー

。I｀
 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

明褐色土

u • 
ローム粒子含。（柱痕）

ロームプロック含。

ローム粒了•含。

ロームブロック混入。

ロームブロック混入。

ローム粒子含。

ローム粒子多謎含。

2m 
― →-- -

第341図 第31号掘立柱建物跡(L=30. 50m) 
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1.60m等間を測るが、確認された柱位置からは若干ずれ気味となってしまう。

柱掘方は円形を呈し、径0.50~0.70m、深さ0.20~0.45m程の規模をもつ。主軸方位はN-15°-W

を指す。柱痕は 7本の柱穴で確認された。柱径は0.15~0.20mを測る。

出土遺物は検出されていないため時期を限定することは難しいが、中世に降ることはないものと

考える。主軸方位や規模からみて、 7世紀後半～ 8世紀初頭頃の可能性もある。

第32号掘立柱建物跡（第342図）
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第342図

二
＼立柱建物跡(L=30. 30m) 
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1 暗 褐 色 土 ローム粒子・焼土粒子

多量含。（柱痕）

2 暗褐色土とロームブロックの混土層

（掘方埋土）

3 暗灰褐色土 焼土粒子・ローム粒子

混入。

゜
2m 



I -11・12区に位置する。第III群北側の低地部に所在し上面は圃場作成時に削平されたものと思わ

れ遺存状態は悪い。また P8.p1。は上部を第24号溝跡により破壊されている。 3X 2間の側柱建物

と考えられ、規模は桁行6.30m、梁行4.60mを測る。柱間寸法は桁行2.10m、梁行2.30mとなる。

主軸方位はN-72・-Eを指す。

柱掘方は円形または隅丸方形を呈し、深さ0.10~0.30mと浅い。柱痕は 2本の柱穴で確認された

のみである。出土遺物は 4点検出され、土師器甕、須恵器坪、蓋がある。正確な年代は不明である

が、 8世紀前半代に位置付けられる可能性があろう。

第38号掘立柱建物跡（第343図）

J -11•12区に位置する。第26号掘立柱建物跡と僅かに軸を北側にずらして重なっているが、新旧

関係は不明である。

規模は桁行8.70m、梁行3.80mを測る。柱間寸法は一定せず、桁行では北側と南側で柱穴の並び

が異なる。西側妻の中間柱(p10)は中軸線に乗らず、東側妻の中間柱は存在しない。p10の延長上に

はP12が位置し、若し伴うとすると独立棟持柱風の構造となる。また屋内棟通りのほぼ中間部に P11

が存在しており、屋内棟持柱の可能性が考えられる。西側妻の中軸線上外側にある P，については伴

うか否か不明である。主軸方位はN-95°-Eを指す。

柱掘方は円形を呈し、径0.40m前後から0.80m程のものまである。深さは0.40~0.50mと比較的

深い。柱痕は 4本の柱穴で確認され、 P7では柱材と思われる木片が僅かに残存していた。またい底

面には柱を据えたと思われる板石が検出されている。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、土師質土器？の小片が計39点検出されたが、図示できるも

のはない。土師質土器を除くと他は混入と考えられる。建物構造からみても中世段階の構築物と考

えて誤りなかろう。

▲第III群（東側谷地から西を臨む）
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暗褐色土 ロームプロックやや多。

暗褐色土とロームプロックの混土層。（掘方埋土）

暗褐色土 ローム・焼土粒やや多。

暗褐色土とロームブロックの混土層。

褐色土とロームブロックの混土層。

暗褐色土 ロームプロック多量混入。

゜
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第343図 第38号掘立柱建物跡(L=30.6Dm)
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第39号掘立柱建物跡（第344図）

J • K -12 • 13区に位置する。周囲は後世の削平を受けてお

り、遺構の遺存状態は良くない。

本来 3X 2間の側柱建物と推定されるが、桁柱が 3本欠落し

ている。規模は桁行7.80m、梁行4.40mを測る。桁行柱間寸法

はPs・ P 6間で2.60m、梁行では2.20m等間となる。主軸方位は

N-64°-Eを指す。

柱穴は上面を削平されているためもあろうが、全体に小規模

で径0.40~0.60mを測る。深さは0.20~0.45m程で全体に浅

い。柱抜き取り痕はほとんどの柱穴で確認され、特にp7では柱

材そのものが残されていた（第355図17)。

出土遺物は土師器甕片が 5点検出されたのみである。時期を

明らかにすることは難しいが、桁柱間隔が広く、かつ柱径が小

さいことからみると、古代の建物とするには違和感がある。こ

こでは中世段階の建物と推定しておきたい。

第40号掘立柱建物跡（第345図）

J -13区に位置する。後世の水田化による削平を受けているた

めに遺存状態は極めて悪い。東西 2間、南北 1間が辛うじて残

存していただけで詳細は不明である。おそらく北側に延びる建

物と推定される。

柱間寸法は1.80m程と比較的狭く、東西長3.60m、南北長

1.80mを測る。仮に南北棟の建物とすると、主軸方位はN-7°-

Wを指す。

柱穴規模は遺存状態が良くないためもあり全体に小規模で、

径0.30m前後、深さ0.30m以下である。

覆土は黒褐色の粘質土で構成されていた。柱痕の有無は不明

である。

出土遺物は 8世紀初頭以前と推定される、器壁の厚い土師器

甕の破片が 4点検出されただけで、時期決定の資料に欠ける。

柱間寸法が短いことを考えると古代とすることもできようが、

断定はできない。
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第345図 第40号掘立柱建物跡(L=30.OOm) 

第41号掘立柱建物跡（第346図）

K・ L-12区に位置する。第III群東側の谷部に所在し上面は削平されている。確認できた柱穴は 4

本のみで詳細は不明である。一応南北 2間(6.00m)、東西 l間(2.40m)が残存する。西側柱列の柱間

寸法は3.00m(lO尺）、東側の P4 • Ps間は2.70mを測る。主軸方位はN-20"-Wを指す。

柱穴は小規模で径0.30~0.50m、深さ0.10~0.25m程である。柱痕の有無は不明である。

出上遺物がないため正確な時期は明らかにできないが、柱間隔が 9尺または10尺と長いことから

中世段階の建物と推定しておきたい。
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第346図 第41号掘立柱建物跡(L=30. 30m) 
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第42• 43号掘立柱建物跡（第347図）

L-10. 11区に位置する。調査時に建物の存在に気付かず、不明な点を残してしまった。第107号

住居跡と大部分重複するが、住居そのものの遺存が悪く新旧関係は明確にできない。建物同士の切

り合いは断面観察から42号建物が新しいことが判明しており、 43号建物から僅かに北西に軸を移
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第347図 第42• 43号掘立柱建物跡(L=30. 80m) 
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して建て替えたものと推定される。

第42号掘立柱建物跡は 2X 2間の総柱建物で倉庫と推定される。 P2・ P叶ま検出できなかったが存

在したものと考えられる。規模は桁行4.00m、梁行3.20m、柱間寸法はそれぞれ2.00m、1.60mを測

る。主軸方位はN-72°-Eを指す。柱穴掘方は円形を呈し、径0.50~0.80m、深さ0.30~0.40m前後

の規模をもつ。柱痕は 3本の柱穴で確認され、何れも抜き取られた形跡が認められた。

第43局掘立柱建物跡はやはり 2X 2間の総柱建物で、桁行4.00m、梁行3.00mを測り、 42号建物

よりも梁行が一回り小さい。巳は未確認、p4は断面で確認した。柱穴規模は42号建物よりも若干小

さい。柱痕は P4.p5で確認され、両柱穴とも抜き取られていた。

遺物は柱穴埋土から土師器坪、甕が 8点検出されたのみである。小片のため時期比定の根拠とす

るには弱いが、 7世紀から 8世紀初頭前後の時間幅に納まる土器群と考えられる。柱間寸法や覆土

の状況から古代の建物と考える。 107号住居跡との時間差が問題となるが、主軸方位を重視すると時

期的に大きく隔たらない可能性もある。

第44号掘立柱建物跡（第348図）
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k-11区に位置する。第105号住居跡と一部重複するが、新旧関係は不明である。一応 2X 2間の

建物で、束柱は存在しない。

整理段階で抽出したため東側柱筋の 2本が検出されておらず、疑問点を残している。規模は桁行

4.40m、梁行3.80mを測る。主軸方位はN-29°-Wを指す。

柱間寸法はそれぞれ2.20m、1.90mとなるが、 P孔ま等分線に乗らない。 P社よ柱筋には乗るが伴う

可能性は少ない。柱穴は円形を呈し比較的径は小さい。深さは全体に浅めで0.20~0.30m程であ

る。柱痕はp2 • p 5で確認された。

出土遺物は存在せず、時期は不明である。

第45号掘立柱建物跡（第349図）

K • L-11 • 12区に位置し、 4X 2間の南北に長い側柱建物と推定される。第105• 106号住居跡、

第44・46号掘立柱建物跡と重複する。住居跡よりも新しいことは判明したが、建物同士の直接的な切

り合いはなく新旧は不明である。規模は桁行9.20m、梁行4.50mを測る。主軸方位はN-2 °-Wを指す。

柱間寸法は規格制に乏しく、特に東側の桁柱は2.30mの等間距離からずれてしまう。また妻側の

中間柱も柱筋に乗るものがなく、p6とP12をそれに想定すると妻の等分線からずれることになり、

片屋根風の建物に復元されようか。

各柱穴は円形を呈し、径0.40~0.60mを測る比較的規模の小さいもので構成される。柱痕は 6本

の柱穴で確認された。褐色系の土で埋まり、締まりに欠ける（第 1層）。掘方はロームブロック混じ

りの褐色土で構成される（第 2層）。

出土遺物は14点出土

した。土師器坪、甕、

須恵器坪、甕があるが

何れも細片で時期的な

まとまりもない。柱穴

規模や構造から見て古

代の建物とするには無

理があろう。中世の建

物と推定しておきたい。

第46号掘立柱建物跡

（第350図）

L-11区に位置する。

2 X 2間の側柱建物に

東側と南側の 2面に庇

が付くものと考えた。
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第45号建物及び第106~108号住居跡と重複する。前者との新旧関係は不明であるが、後三者とのそ

れは本建物の方が新しいものと推定される。

身舎の規模は桁行5.00m、梁行4.00m、身舎と庇との距離は東側で1.00m、南側で1.10mを測る。

本建物も整理段階で抽出したため、不明な箇所が見られる。先ず北西隅柱が存在しない、妻の中間

柱が庇も含めて中軸線上からややはずれる等である。主軸方位はN-83°-Wを指す。

各柱穴は円形を呈し径が小さいのが特徴である。深さは身舎柱が深く、庇柱は浅めである。柱痕

は6本の柱穴で確認された。ローム・焼土粒子を僅かに含む褐色系の土で埋没し、、締まりに欠ける

（第 1層）。ほとんどは抜き取られた形跡を示す。掘方はロームブロックを多量に含む褐色土で構成

されていた（第 2層）。

出土遺物は土師器・須恵器の破片が計28点ある。また 1点のみカワラケ風の土師質土器小片が含

まれている。土師器と須恵器は時期的にまとまりがなく、年代比定の根拠とは成らない。建物形態

からも中世の建物と考えるのが妥当であろう。

第47号掘立柱建物跡（第351図）

M-12 • 13区に位置し、第29• 30号建物の西側にほぽ軸を揃えて隣接する。 1(2)Xl間で桁・梁
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3 黒褐色土 ローム粒子少量含む。

4 茶褐色土 ロームプロック・焼土粒
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ともに中間柱が欠けるため疑問が残るが、一応建物と推定しておきたい。桁行・梁行共一辺3.80mを

測る。 P 2を中間柱としたが柱筋が通らず、伴うか否か不明である。主軸方位はN-2 °-Wを指す。

柱掘方は円形から楕円形を呈し、径0.50~0.90m、深さ0.25~0.40mの規模をもつ。柱痕はp4. 

p5で確認された。

出土遺物は 8世紀前半以前と推定される土器（須恵器坪 1、土師器甕 2点） 3点のみで時期は不明

であるが、古代のものであろう。

第48号掘立柱建物跡（第352図）

M-12区に位置する。整理段階で抽出した建物で柱穴の確認が充分でない点がある。

建物規模は、桁行7.20m、梁行4.40mを測る東西棟の建物で北側に庇が設けられる。身舎と庇の

間隔は1.60mを測る。主軸方位はN-8T-Eを指す。

身舎の北側柱列は 3間、南側柱列は 2間となる。西側妻の中間柱は検出されなかった。また東妻

の中間柱は柱筋よりも 1本分ほど外側に突出し、棟持柱様の構造を示す。

庇柱は P11とP12の間に 1本存在した可能性が高いが検出されていない。p4 • p 13が伴うか否かは

明らかではない。柱穴規模は円形または楕円形を呈し、 P，を除くと径0.50m程で比較的小さめであ

る。深さは0.20~0.40mが主体となる。

柱痕は 5本の柱穴で確認され、ローム粒子を少量含む茶褐色土で構成される（第 1層）。掘方は黒

色上とロームブロックの混土層で埋められ堅く締まっていた（第 2層）。

遺物は20点検出された。上師器坪、甕、須恵器蓋、甕の各器種があるが何れも小片である。 2点

を図化した（第355図11・12)が年代を特定する根拠としては弱い。寧ろ建物構造や柱穴形態からする

と、中世に降る可能性が高いものと考える。

第49号掘立柱建物跡（第353図）

M-11区に位置する。 2X 2間の建物と推定されるが、整理段階で抽出したために P7~P10が伴う

か否か不明である。第111・112号住居跡と重複しするが、土層観察により本建物の方が新しいもの

と推定される。

建物規模は、桁行6.30m、梁行5.00mを測る。桁行の柱間寸法は不明であるが、梁行では2.50mを

測る。主軸方位はN-11°-Wを指す。

柱穴形態はほとんどが円形を呈する。直径0.40~0.60m程と比較的小さく、深さは0.25~0.40m

を測る。p4とした不整楕円形の上塙は古代のものと推定され、偶然建物柱穴が重複したものと考え

られる。

出土遺物はp4から土師器坪、碗、甕、台付甕、須恵器甕、鉄滓等36点検出されているが、前述し

たように建物の年代を直接反映したものとは考えられず、建物自体はおそらく中世段階のものと推

定する。
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第50号掘立柱建物跡（第354図）

N-11区に位置する。本建物も整理時に抽出したものである。調査の際柱穴の確認が不十分で建物

形態及び規模に不明点を多々残してしまった。柱穴4本は確認できたが南東隅柱が検出されていな

し％。

建物規模は南北推定長6.00m、東西は2.50m以上となる。主軸方位はN-16'-Wを指す。

柱掘方は円形または隅丸長方形を呈し、径0.80~1.20mに及ぶ規模の大きなもので占められる。

明瞭な柱痕が確認できたものはないが、p4では抜き取り痕と思われる堆積が確認された。埋土には

ロームブロックを多量に含まれる等、通有の建物掘方と類似した土層構成が認められる。遺物は

P1  • P2といから39点検出されている。土師器坪、甕、須恵器坪、甕を主体とし、p4から 2点中世

陶器片が出土した。前者はほぼ 7世紀後半代、降っても 8世紀初頭という時間幅の中に納まるもの

と考えられる。柱穴形態から推しても中世の遺物は混入と考えるのが妥当であろう。
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- 上' 1 暗茶褐色土 ローム粒子・焼土・

炭化粒子少量含む。

2 黄褐色土 ロームプロック多

量・茶褐色土少量

含む。
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第355図 第II]群掘立柱建物跡出土遺物

第III群掘立柱建物跡出土遺物観察表（第355図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 0.8 (8.0) BC A 灰 10% SB29-P]覆土。

2 蓋 (17. 7) 1.3 AC B 灰 5% SB29ー朽覆土。

3 坪 (12.1) 3.4 BC A 灰 25% SB29-P1覆土。

4 坪 (12.5) 4.8 ABCE A にぶい褐 60% SB29—恥覆土。

5 杯 1.6 9 2 ABC A 灰白 50% SB29-P3覆土。

6 皿 (10.6) 2.7 (5.0) J A 灰白 25% SB26-Iら覆土。瀬戸・美濃系緑釉小皿。

8 坪 1.4 (8.0) AC B 灰白 5% SB30ー氏覆土。， 坪 (12.0) 2.7 AEF A にぶい橙 5% SB30ー朽覆土。

10 坪 15.2 3.1 12.0 ABC A 灰 15% SB30ー朽覆土。

11 蓋 (17.0) 2.3 ABC A 灰 15% SB48-P]覆土。

12 皿 (15.0) 2.9 ABC A にぶい赤褐 5% SB48-P9覆土。

13 坪 (9.6) 1.5 BC B 灰 5% SB50-P4覆土。

14 坪 2.2 ABC A 淡橙 20% SB50-P2覆土。

15 坪、 (11.4) 2.1 ACF B にぶい橙 15% SB50-P1覆土。

16 坪 15.0 3.3 ABC B 灰 10% SB32-P2覆土。

7 砥石 残長5.7cm。幅1.7cm。厚さ1.6cm。 SB26ー朽覆土詮疑灰岩製か。線状痕数条残る。
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3.井戸跡

第30号井戸跡（第356図）

k-11・12区に位置する。平面形は楕円形を呈し、径l.50X1.20m、深さ 1.20mを測る。断面形は

ロート形を呈する。覆土は 3層に分かれ、第 1• 2層はローム粒子・炭化物を少量含む褐色土、第

3層は黒色有機質土で構成される。また、周囲には径3.80X2.20mの浅い楕円形土壊が掘り込まれ

ており、性格は明らかではないが井戸跡に伴う可能性もある。

出上遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕計24点検出された。全て小片で時期は不明確である

が、 8世紀～ 9世紀代の井戸跡と推定される。

第31号井戸跡（第357図）

K-12区に位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は径2.75X2.10m、深さ1.25mを測る。断面形

はほぼ筒状を呈するが北側にテラスをもつ。このテラス部分には径20cm前後の扁平な礫が24個敷き

詰められた状態で残され、この礫群に寄りかかるように棒状木製品 3本（加工痕無し）が出土した。

また礫群と棒状木製品西側に接する位置には木杭が 1本打ち込まれた状態で遺存しており、これら

は井戸側と水を汲むための足場状の施設と理解することができよう。

出土遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、蓋、甕、軟質陶器（鉢か）が計 9点と木製椀 1点が検出され

ている。土器類は小片であるため年代決定の資料とするには弱いが、一応中世の井戸跡と推定して
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おきたい。第357図 1は木製塗椀。棒状木製品下部から出土した。口縁部を欠くが残高5.9cm、高台

径8.0cm。輛櫨成形後、体部外面は手斧状工具で鱗状に削られる。全面黒漆が塗布される。 30％残。

1
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回 勺

ml 

A
 

5

0

c
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年 060 A' 

暗茶褐色土

黄 褐 色 土

黒灰色土

淡緑色砂礫

＼ ー ーロ ／ 

ロームプロック少量含。

ローム土主体に暗茶褐色土少菫含。

淡黄色粘土プロック少量含。

ロームブロック少量含。

和l

10cm 

第357図 第31号井戸跡・出土遺物

第32号井戸跡（第358図）

M-13区に位置し、重複する第115号住居跡を切って構築される。形態は円形を呈し、規模は径0.90

m、深さ1.25mを測る。上面周囲には浅い土壊が存在するが伴う可能性は少ないものと判断され

た。断面は筒上を呈するが、側壁は崩落していた。

められる。

覆土は 3層に分かれ、第 1• 2層は茶褐色土、 3層はロームを含む暗黄褐色土で構成される。

出土遺物は42点検出され、器種としては土師器坪、甕、台付甕、須恵器坪、蓋、甕、甑、壺が認

また底部付近から木材片が 1点出土したが、井戸側等の施設の存否は明らかにできなか

口

／ 
こロ―-←ー ニ ー ー、 1

口

口 口
□□□ 

4
 

和
10cm 

第358図 第32号井戸跡・出土遺物
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った。稲荷前VI~VII期頃に比定されよう。

第32号井戸跡出土遺物観察表（第358図）

番号 器種 ロ径 器尚 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 蓋 (17.0) 2.0 BC A 灰 10% 覆土。

2 坪 3.0 (10.0) ABC A 灰 15% 覆土。

3 宰土 12.6 12.3 ABC A 灰 60% 覆土。
4 甑 7.4 (18.4) AC A 灰白 30% 覆土。

第33号井戸跡（第356図）

M-12区に位置する。平面形は円形を呈し、規模は径1.20m、深さ1.10mを測る。ほぼ筒状に掘り

込まれるが、底面近くの側壁は崩落していた。

覆土は 3層に分かれ、第 1層は焼土・ロームブロック・礫が多量に含まれ人為的に埋め戻された

可能性が高い。第 2層はロームを少量含む暗褐色土、第 3層は粘性の強い黒色土で構成される。

形態から見ておそらく古代の井戸跡と推定されるが、出土遺物は全くないため年代を限定するこ

とはできない。

第34号井戸跡（第359図）

N-14区に位置する。確認面の平面形は不整円形を呈するが、肩部以下は方形を呈する。規模は径

1.60m、深さ 1.40m、断面形はロート形を呈する。底面はやや狭まり、側壁に沿って板材と角材を組

み合わせた井戸側が一部遺存していた。覆土は 4層に分かれ第 4層は掘方と推定される。

出土上器は109点あり、須恵器坪、培、甕、蓋、壺類が存在する。須恵器坪には底部未調整のもの

と周辺ヘラ削りを施すものがあり後者の方が比率的には高い。 IX~XI期に比定されようか。

第360図12は井戸側東側壁に使用された板材である。長さ 25.5cm、厚さ3.1cm。13は長さ34.7cm、

厚さ3.4cm。14は長さ 36.5cm、厚さ5.5cm。15は長さ45.1cm、幅6.2cm、厚さ0.9cmの板状製品。 16は

長さ 33.2cm、厚さ4.1cm。17は長さ 31.7cm、幅20.6cm、厚さ2.5cmの板材で下端隅にほぞ穴が穿たれ

る。 18は長さ57.4cm、幅5.4cm、厚さ4.0cmの角材で下端部は謄状に突起を設ける。 19は長さ41.2cm、

幅20.1cm。形状は17と同一。

第34号井戸跡出土遺物観察表（第359図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (12.5) 3.7 5.6 AB A 灰 35% 覆土。

2 杯 (12.1) 3.0 (8.0) ABC A 灰 20% 覆上最下層。

3 坪 (12.2) 3.4 7.0 ABC A 灰白 10% 覆土最下層。

4 坪 12.6 3.5 6.8 BC B 灰 60% 覆土最下層。

5 坪 2.8 (7.0) ABC B 灰白 40% 覆土下層。

6 坪 2.1 6.4 AC B 灰 70% 覆土最下層。底部に「＜」印のヘラ記号あり。

7 蓋 (16.8) 3.5 ABC A 灰 25% 覆土最下層。

8 塊 (17.0) 4.1 AB A 灰 10% 覆土最下層。口唇部磨滅。， 甕 13 8 5.0 ABEG A にぶい黄橙 30% 覆土最下層。

10 甕 32.8 (19.0) ABC A 灰白 20% 覆土。

11 甕 21.0 AC B 灰 40% 覆土。
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第360図 第34号井戸跡出土遺物(2)

第35号井戸跡（第361図）

N-13区に位置する。第118号住居跡を切って構築される。平面形は円形を呈し規模は径1.70m、深

さ1.10mを測る。断面形はロート状を呈するものと推定されるが底面近くの側壁は崩落し形状が変

わっていた。覆土は 3層に分かれ、第 1層は焼土・炭化物粒子を多量に含む暗茶褐色土、第 2• 3 

層はローム粒子などを少量含む黒褐色土で構成される。

出土遺物は少なく、須恵器坪 1、灰釉坑 5、灰釉瓶 1、緑釉塊 2点の計9点で、施釉陶器が主体

を占める。 9世紀末葉～10世紀代であろう。

第35号井戸跡出土遺物観察表（第361図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 灰釉坑 (16.4) 2.6 AB A 灰白 5% 覆土。灰釉潰掛け。産地不明。

2 灰釉坑 (15.0) 3.0 B A 灰白 25% 覆土。灰釉潰掛け。東濃産。

3 灰釉坑 (16.0) 3.4 B A 灰白 10% 覆土。灰釉刷毛塗りか。東濃産。

4 灰釉坑 (16.0) 2.0 B B 灰白 5% 覆土。東濃産。

5 緑釉坑 (16.0) 2.0 J A 灰 5% 覆土。猿投産か。

6 灰釉瓶 (12.0) 0.8 G A 灰白 5% 覆土。猿投産。
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第361図 第35号井戸跡・出土遺物

第36号井戸跡（第356図）

N-14区に位置する。平面形は楕円形、断面形はロート状を呈し、規模は径l.70Xl.50m、深さ1.35 

m を測る。覆土は第 1層が暗褐色土、 2層がロームブロックを少量含む黒灰色土、 3層が砂質の強

い緑灰色土である。

出上遺物は土師器・須恵器が 8点と常滑焼の大甕胴部片 2点がある。後者から中世の井戸跡と考

えられる。

第37号井戸跡（第362図）

k-12区に位置する。平面形は円形、断面形は筒状を呈し、規模は径1.60m、深さ 1.10mを測る。

覆土は第 1層が焼土粒子を微量含む褐色土、 2層が砂質の黒色有機質土である。

出上遺物は土師器甕、小型甕、須恵器坪、蓋、甕、壺が計89点あるが細片が多い。須恵器坪類に

は酸化焙焼成のものが 8点含まれる。稲荷前XIII~XIV期頃と推定しておきたい。

ロロ空l

O 10cm 

□三]--I,□□口／

□□□-I 
第362図 第37号井戸跡・出土遣物

第37号井戸跡出土遺物観察表（第362図）

番号 器種 口径 器商 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 杯 (12 4) 3.3 ACE B 浅黄 10% 覆土。土師質。

2 埼 (14 6) 3 5 ACE C 淡黄 10% 覆土。土師質。

3 空て (18.2) 5 2 ABC A 灰 10% 覆土。
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第38号井戸跡（第356図）

k-11区に位置する。平面形は円形を呈し、径1.25m、深さ 1.15mを測る。断面形はほぼ筒状を呈

する。覆土は 2層に分かれ、第 1層はロームブロックを多量に含む褐色土で堅く締まっていた。人

為的埋土と推定される。第 2層はローム粒子を少量含む黒色有機質土である。遺物は検出されず年

代は不詳。

第39号井戸跡（第363図）

J -13区に位置する。平面形は楕円形を呈し、径0.85XO.70m、深さ0.90mを測る。断面形は筒状

またはロート状を呈するものと推定されるが、側壁は崩落している。底面には板材が 6枚重なるよ

うに遺存しており、井戸側等の施設が存在したものと推定される。

［青

u-U 約
10cm 

•• ilfflllJ'll鱗

O 10cm 
~ ~ 

第363図 第39号井戸跡・出土遣物

遺物は上師器甕 3点、須恵器蓋 l点、

甕 1点が出土したのみで詳細な年代は明

らかにできないが、 8世紀～ 9世紀の範

疇には納まるものと考えられる。

第363図 1は須恵器蓋。推定口径17.0

cm。残高2.0cm。胎土に石英、白色針状物

質含む。焼成良好で灰白色を呈する。 15

％残。覆上中層出土。 2は板材である。

長さ45.2cm、幅16.0cm、厚さ2.1cm。3は

長さ41.7cm、幅10.0cm、厚さ1.9cm。腐食

が進んで遺存状態は悪い。

第40号井戸跡（第364図）

J -12区に位置する。低地部に位置し上面は削平されている。平面形は円形を呈し、径1.25m、深

さ0.75mを測る。覆土は第 1層が黒色粘質土で酸化鉄粒子、ローム粒子を多く含む。第 2層は礫と

粗砂を含む黒色有機質上である。

出上遺物は土釜と鉢の破片が各 1点認められた。中世の井戸跡と考えられる。

叫

胄《
Amo k 

口 /
 

庄
10cm 

第364図 第40号井戸跡。出土遣物
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第364図 1は上釜である。推定口径14.0cm、残高6.8cmを測る。胎土に石英、白色粒子、角閃石、

片岩を含む。焼成は普通で灰黄色を呈する。 15％残。覆土出土。 2は鉢である。内面は磨滅が著し

い。残高7.5cm、底径13.8cmを測る。石英と片岩を含む。焼成は甘く、灰褐色を呈する。 15％残。覆

土出土。

第41号井戸跡（第365図）

L-12区に位置し、第108号住居跡を切って構築される。平面形は不整円形を呈し、径1.50m、深さ

0.95mを測る。断面形はロート形を呈するものと推定されるが側壁は崩落している。覆土は 3層に

分かれ、第 1層は小礫混じりの暗褐色土で焼土・炭化物・ローム粒子を含む。第 2• 3層は黒色有

機質土で、 3層には砂礫が多量に混じる。遺物は土師器甕、壺、須恵器坪、甕と瓦、計10点検出さ

れている。土器の大半は重複住居からの流れ込みと推定され正確な年代は明らかにできない。中世

に降る可能性もある。

第365図 lは丸瓦。凸面縄叩き痕残る。凹面ナデ。紐造り成形。胎土に石英、白色針状物質含む。

焼成は普通で灰褐色を呈する。覆土出土。 2は酸化焙焼成の須恵器坪である。推定口径12.5cm、残

高4.0cm。胎上に石英、白色針状物質、角閃石を含む。焼成は普通で橙色を呈する。 15％残。覆土出

土。

□ ロノ／

〗

□

'
ロ
ロ
~

,fm 
10cm 

第365図 第41号井戸跡・出土遺物

第42号井戸跡（第356図）

N-14•15区に位置する。平面形は円形を呈し、規模は径1. 10m、深さ 0.80m を測る。断面形は筒

状を呈し、底面は丸みをもって窪む。

覆土は 3層に分かれ、第 1層はローム粒子を僅かに含む暗茶褐色土、第 2層は黒色土、第 3層は

黒色土を少量含む緑灰色土で砂質が強い。

遺物は土師器甕、須恵器坪、甕、計12点検出された。図化できる遺物はないが、土器様相から 8

~9世紀頃の井戸跡と推定される。
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第43号井戸跡（第366図）

0-12区の谷地に位置する。平面形が方形を呈する箱形を呈する井戸跡で規模は一辺0.80m、深さ

0.90mを測る。底面には 4枚の板材（幅40~50cm、高さ50~60cm)を方形に組み合わせて井戸側を構

築している。内部には板材が 3枚とヒョウタンと思われる植物遺体が遺存していた。覆上は 3層に

区分され、第 1層はローム粒子を少量含む暗茶褐色土、第 2層は黒色有機質土、第 3層はロームブ

ロックを多量に含む黄褐色土で井戸側の裏込め土と考えられる。

出上遺物は土師器坪 5点と甕 2点に過ぎないが時期的にはまとまっている。稲荷前IV~V期頃と

推定される。

|.--

ぶ`：：ロロ□ ロコ
庄
10cm 

第366図 第43号井戸跡・出土遺物

4.溝跡

第366図 1は上師器坪。推定口径10.2

cm、残高2.4cm。胎土に石英、白色粒子含

む。焼成良好でにぶい橙色を呈する。 15

％残。覆土出土。赤彩の有無は不明。 2

は土師器坪。推定口径11.4cm、残高2.9

cm。胎土に石英、白色粒子含む。焼成良

好でにぶい橙色を呈する。 15％残。覆上

出土。

第III群には12条の溝跡が検出された。 II群から延びる18号溝跡と関連するものと、 III群南東部に

まとまる一群に大別される。出土遺物や覆土から何れも中世以降の溝と推定され、古代に遡るもの

は確認されなかった。

第20• 22 • 23 • 25号溝跡は18号溝跡と一体のものと考えられる。 H-13区付近で北側に延びる20号

溝、北東に広がる22号溝、東に延びる23号溝、南東に延びる25号溝にそれぞれ分岐する。覆土は18

号溝と近似する。

規模は第20号溝が幅70~120cm、深さ20cm。第22号溝は最大幅180cm、深さ 10~25cm。第23号溝は

最大幅150cm、深さ 10~20cm。第25号溝は幅70~120cm、深さ 10~20cmを測る。出土遺物は少なく 22

号溝から上師器甕と内耳鍋の破片が、第25号溝から土師器壺が検出された。溝の機能した年代とし

ては中・近世と推定される。

第21号溝跡はH-10区から 2条に分かれ、第18号溝跡と重なりながら東流し、 H-12区で 1条にま

とまり南東に向かっている。 18号溝跡との新旧関係は捉えられていないが、時期的にもほぼ一致し

一体のものと捉えた方が良いかもしれない。幅は西端付近で120cm、東端で80cm前後、深さ20cm以下

である。出土遺物は47点検出された。磨滅した須恵器が主体を占めるが、中世の摺鉢（第369図 1)や

深皿片、近世の染め付け碗が含まれている。中・近世の水路であろう。

第24号溝跡は第21号溝跡の西側に平行するように南東流するが、底面深度が一定しないため途切

れる箇所がある。幅100cm、深さ30cmを測る。覆土はローム粒子を含み、褐色から黒褐色土で構成さ
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れる。出土遺物は44点検出されている。土師器・須恵器が主体を占めるが、常滑甕、在地系甕、鉢、

内耳鍋の破片が含まれる。中・近世の溝であろう。

第26号溝はK-13~L-14区に位置し、長さ7.5m程確認された。 21号溝跡の南東延長線上にあるこ

とから同一溝と推定される。幅70cm、深さ 10cm前後と規模は小さい。出土遺物はない。

第27号溝跡は N•0-13·14区に位置する。南北に延びる溝で長さ約17mが確認された。幅30~40
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第367図 第III群溝跡・土塘配置図
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cm、深さ20cmを測る。覆土はローム粒子を含む暗褐色土で構成される。遺物は16点検出されている。

土師器・須恵器類であるが全て細片で時期比定の根拠とするには弱い。

第28号溝跡は27号溝の東約 6mをほぽ平行して延びる。幅30cm、深さ10cm前後と小規模である。

覆土は27号溝と近似する。出土遺物はない。

第29号溝跡はN~P-15区に位置しほぼ南北に延びる。最大幅120cm、深さ20cmを測る。

第30号溝は29号溝から分岐している。幅30cm、深さ30cmを測る。両溝とも出土遺物がなく時期不

明である。

第31号溝跡も29号溝から分岐し、北端で第32号溝と切り合うが新旧関係は不明である。幅50cm前

後、深さ10cm程である。時期は不明。

第III群溝跡出土遺物（第369• 370図）

第369図1は摺鉢である。推定口径約30cmを測り、胎土は灰白色を呈し精選されている。全面に茶

褐色の釉が掛かり内面に播り目を残す。 16世紀代の瀬戸の大窯製品と考えられる。第21号溝から出

土した。 2は須恵器壺である。推定口径16.2cmを測り、胎土に石英・白色粒子・白色針状物質を含
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第369図第III群溝跡出土遺物(1)

む。灰色を呈し、焼成は普通。 20％残。第21号溝から出土した。 3は在地系の鉢である。推定口径

28.8cmを測る。胎土に石英と雲母含む。灰白色を呈し焼成は良好である。 5％残。第24号溝から出

土した。

4は内耳鍋である。推定口径31.4cm。胎土に石英・白色粒子、角閃石を含む。焼成は普通で褐灰

色を呈する。 5％残。第24号溝出土。
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第370図 第III群溝跡出土遺物(2)

5. 土壊

5は在地系の甕である。口縁

部と底部の破片からなり、胴部

を欠いている。推定口径は24cm

程を測り、底部は平底となる。

胎土に石英と白色粒子を含む。

焼成は甘く、鈍い橙色を呈する。

第24号溝から出土した。中世遺

物と考えられる。

第370図6は上師器壺である。

口縁部と底部を欠いている。残

高27.7cm。胎土に石英・白色粒

子・白色針状物質を含み、焼成

は良好である。橙色を呈する。

25％残。第25号溝のH-13グリッ

ドから出土した。

第III群では55基の土壊が検出された。遺構配置図は第367図に、規模等の詳細は第 3表に示し、個

別説明は省略した。出土遺物は土師器・須恵器片を出土する土塙が多いが、中世に降る土壊もかな

り含まれるものと推定される。

第lII群土塀出土遺物観察表（第373図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 12.6 3.7 5.0 ABCE D にぶい橙 60% N叫。SK272覆土。土師質に近い焼き締り。

2 坪 12.6 4.0 4.5 ABC C 灰黄 75% SK272覆士。体部外面に不明墨書あり。

3 甕 (24.0) 11.3 ABE B 橙 50% Nul。SK237覆土。口唇部内面凹む。

4 坪 (13.6) 4.7 AC C 浅黄橙 35% SK264覆土。

5 坪 (13.6) 4.7 AB A 橙 25% SK270覆土。体部内面ヘラナデ。

6 坪 (13.0) 3.0 AB A 橙 20% SK244覆土。

7 甕 5.4 5 0 BCE A にぶい橙 60% SK244覆土。底部砂底。

8 
空一 (19 8) 10.4 ACE A 褐灰 20% SK270覆土。内面ヘラナデ（平滑）。， 
空一 12.7 13.8 ABC A 灰 40% SK270覆土。外底面にも叩き痕残す。

10 宮士 ABC A 灰 SK270覆土。胴部に環状把手か付される。

1 1 丸瓦 ABC A 灰 SK265覆土。凸面叩き。凹面ケズリ及ひナテ。

12 丸瓦 ABC A 灰白 SK265覆土。凸面叩き。凹面布目8X9本／cmね

14 軒丸瓦 ABC A 灰 SK265覆土。瓦当面径10.0cmを測る小型瓦。

15 瓶 11.9 AC A 灰 25% SK270覆土。胴部下位格子叩き。

13 鉄釘 残長39cm。 SK258覆土。
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第3表第m群土蠣一覧表

番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物・重複関係等）
（長軸x短軸x深さ） 6 7 8 9 10 11 中世近世

223 N-12 lOQX 88X 24 遺物なし

224 230 K-11 84X 80X 40 遺物なし

225 237 J -12 92X 64X 10 レ蕊 土師杯・甕

226 285 0-14 102X 81X 12 遺物なし

227 269 I -12 110X100X 8 土師杯・甕

228 D区211 0-14 12ox11ox 13 土師杯・甕須恵甕

229 290 0-14 101 X 95X 49 土師杯・甕

230 233 J -11 86X 86X 10 遺物なし

231 232 J-11 124 X 100 X 33 遺物なし

232 K-11 lOOX 82X 20 遺物なし

233 265 0-13 118X106X 17 土師杯・甕須恵甕

234 235 N-11 148 X 122 X 97 土師杯・甕須恵杯・蓋・甕灰釉杯

235 282 N-14 134 X 132 X 36 土師甕須恵甕

236 261 L-11 156 X 136 X 23 遺物なし

237 268 H • I -12 152X116X 14 忍 蕊 土師甕

238 248 L-12 170X132X 14 ヤ 土帥坪・坑須恵甕

239 257 M-12 172X 78X 8 土師杯・甕

240 241 J-11・12 130X 62X 13 遺物なし

241 251 L-11 114X104X 16 蕊 土師甕須恵杯・甕

242 J-11 115X 92X 42 遺物なし

243 250 L-11 176X 94X 23 た 土師菜甕須恵甕

244 258 M-13 122 X 108 X 13 土師界甕須恵杯縄文土器

245 236 J -12 116X 94X 24 蕊 た 土師杯・甕

246 231 J -11 134X 92X 10 遺物なし

247 263 I -11 138X 130X 9 

＾ 
蕊 土師杯・甕須恵拓・甕

248 264 I -11・12 148 X 136 X 10 た^ テ^ た^ テ^ 土師杯・甕

249 254 M-11 170Xl32X 30 土師杯・甕須恵杯・蓋・甕・瓶

250 M-11 120X 78 X 34 遺物なし

251 284 N•0-13 214 X 100 X 19 忍 蕊 土師甕須恵杯

252 226 N-11 242Xll5X 50 傘

＾ 
土師甕

253 229 K-11 136X 58X 8 遺物なし

254 252 M-11・12 194X 96X 38 遺物なし

255 290 N-13 190Xl58X 14 忍 蕊 た 土師坪・甕灰釉坑

256 256 M•N-12 198X 66X 11 土師界甕須恵甕

257 234 J-11 188X 74X 9 遺物なし

258 287 N・0-14 240X131X 59 蕊 鉄器

259 286 N•0-13·14 222X 74X 12 た 土師界甕灰釉瓶

260 265 1-11 140Xl30X 7 土師坪・甕須恵甕

261 247 L-12 110X100X 61 忍 た 土師界甕須恵坪・甕緑釉杯瓦

262 266 I -12 • 13 226 X 176 X 28 土師甕須恵甕

263 289 0-11・12 180 X 126 X 64 土師坪・甕須恵杯・甕丸瓦

264 262 M-13・14 268X148X 23 土師坪・甕須恵杯

265 289 M-13 409X 82X 9 土師坪・甕須恵杯・甕瓦

266 288 N-13 338X 84X 14 土師界甕須恵坪・甕

267 249 L-11 310Xl70X 12 怜 土師甕・甑須恵杯・甕

268 283 N-15 222 X 182 X 20 土師杯須恵坪・甕
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番号 旧番号 位置
規 模 時期（世紀）

備 考（出土遺物・重複関係等）
（長軸x侮軸x深さ） 6 7 8 9 10 11 中世近世

269 255 M-12 248 X 116 X 9 ク 土師杯・甕須恵杯

270 281 H-13 340X 158 X 48 怒 土師界壺須恵杯・甕・壺

271 240 K-11・12 344X270X 15 お 土師甕須恵杯・甕

272 253 M-11 134X 80 X 19 蕊 蕊 土師尿甕須恵杯・甕 SJ112内
273 259 M-11 252 X 112 X 14 忍 久 土師界甕須恵杯 SJ112内
274 260 M-13 172Xl48X 12 

＾ 
土師甕須恵甕 SJi15内

275 212 N-13 83X 74X 13 遺物なし SJ118 
276 263 N-13 112X 80X 17 穴 怒 土師界甕須恵杯・甕 SJ116 

277 L-12 190X 96X 10 遺物なし

6.火葬墓(ST)

第 1号火葬墓

K-11区に位置する。「T」字形を呈し、本体の楕円形土壊

（長径1.40m、短径0.54m、深さ0.18m)に、長さ 0.50mの焚

口または煙道が付される形態である。

覆土は大きく 2層に分かれ、第 1層は焼土・炭化物・骨

片が混じった暗褐色土で構成される。

出土遺物は検出されず、年代は不明であるが中世の所産

と推定される。

7. その他

(1) ピット

本群では208基の単独ピットが存在する。J~M-11・12

区にかけて多数のピットが群在する。おそらくかなりのも

のは古代、あるいは中世の建物を構成する柱穴と推定され

るが、現状では柱並びがうまく揃わないため建物から除外

筐
A’ ．旦ー 一旦'

ML 冒 疇
1 暗褐色土 焼土・炭化物・骨片混在。
2 暗褐色土 ロームブロック・ローム

粒子混入。

゜
m 

第374図第 1号火葬墓(L=30. 60m) 

｀］  
0 10cm 

第375図第III群ピット出土遺物

したものである。

出土遺物は比較的少なく図示し得たのは土師器坪 1点に留まる（第375図 1)。

第375図 1は土師器坪である。推定口径9.5cm、残存高2.8cmを測る。胎土に石英・白色粒子を含み

焼成は良好である。淡橙色を呈する。 25％残。 L-14区P13の覆土から出土した。

(2) グリッド

本群で遺構外から出土した遺物は比較的多い。 G•H-13区周辺の谷地形から出土したものが目立
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つ。ここでは一応15点を図化した（第376図）。

第376図13は小型の軒丸瓦である。凸面平行叩き、凹面撫でを施す。須恵質である。

14は石製紡錘車で凡そ半分を欠く。孔径0.8cm、重量40g。

15は寛永通賓で約1/3を欠く。径2.5cm。K-10区出土。

ロニ
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第376図 第II［群グリッド出土遣物

第II]群グリッド出土遺物観察表（第376図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 10 2 3 1 B B にぶい橙 15% N-12Gnd。

2 坪 10.2 3.6 BCE A 橙 75% N-llGnd。

3 坪 (11 0) 3.5 AB A にぶい橙 25% N-12Grid, 

4 坪 (11 0) 3 3 ABE A 橙 20% N-12Gnd。

5 坪 (12.0) 2.9 ABCE B 橙 25% N-12Gr此器面風化。

6 坪 (13.0) 4 1 6 2 ABC C 褐灰 40% J-llGnd確認面。

7 坪 (12.0) 4 0 (6.0) ABC B 灰 25% J-llGnd確認面。

8 芸皿 2.1 ABC A 灰 60% H-13Gnd。， 坪 (14.2) 3.7 (10 3) ABC A 灰 15% H-13Gnd。

10 坪 3.2 10.2 ABC A 灰 70% H-13Gnd。

11 長頸瓶 (17.8) 7.5 AC A 灰 20% G-14Gnd確認面。

12 鉢 (30.0) 7.4 ABC C 灰黄 5% Q-14Grid。

13 丸瓦 ABC A 灰 G-14Grid確認面。凸血平行叩き。

14 紡錘車 最大径4.8cm。高さ2.2cm。重量40g。 H-13Gnd。
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VII 第IV群の遺構と遺物

第IV群はA区の南東部に位置し谷を隔てて北群と南群に分かれる。検出された遺構は住居跡16軒、
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第377図第N群遺構配置図
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井戸跡 3基、土塙19基、溝跡 8条がある。上面の削平が激しく遺存状態は悪い。

1. 住居跡

第122号住居跡（第378図）
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ローム粒微量。

ローム粒・焼土粒多量混入。

ローム粒少菫混入。

焼土ブロック・ロームプロック少量。

焼土。ロームブロック多量混入。

ローム粒多量混入。

ローム粒多量混入。
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口

暗褐色土

褐色土

黒褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

゜
カマド

1 暗褐色土

2 黄褐色土

3 焼土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗黄褐色土

7 暗黄褐色土

8 暗褐色土

9 黄褐色土

10 暗黄褐色土

11 暗褐色土

12 暗褐色土

13 褐色粘質土

14 暗褐色土

15 褐色土

2m 

ローム粒・焼土粒混入。

焼土プロック・炭化粒子多量混入。

プロック状。炭化粒・焼土粒多星混入。

ローム粒・炭化粒・焼土粒多量混入。

焼土粒・ローム粒少量、炭化粒多量混入。

ローム粒・焼土粒少量混入。

焼土粒・炭化粒多醤混入。

ローム粒・焼土粒若干混入。

焼土粒少量混入。（掘方埋土）

焼土粒少量混入。（掘方埋土）

ローム粒少量混入。

ローム粒・焼土粒少量混入。

焼土粒少量混入。（袖土）

（袖土と思われるが粘質ではない）。

ローム粒・焼土粒多量混入。（埋土）

゜
1m 

第378図 第122号住居跡・カマド(L=30.60m) 
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P-17 • 18区に位置する。西壁部を倒木痕の攪乱を受けている。形態は方形を呈し、一辺3.88m、

深さ0.05mを測る。主軸方位はN-5 "-Eを示す。

床面はほほ平坦で堅い。覆土は褐色土または暗褐色土で構成されるが、覆上が浅く埋没状況の詳

細は不明である。

カマドは北壁に設けられ、燃焼部は壁を切り込んで掘り込まれる。第 9 • 10層は掘方である。袖

は褐色から暗褐色の粘質土で構築されるが、遺存状況はあまり良くない。貯蔵穴はカマド東側のコ

ーナーに設置される。覆土上層と底面に焼土が多量に堆積していた。

ピットは 9 本検出された。 P2•P3•P1•P，が主柱穴に相当しよう。p 4覆土中層には片岩が敷か

れていた。住居に伴うものではなかろう。

出土遺物は少なく 31点検出されたに留まる。小片が殆どであるが、土師器坪、甕、小型甕、須恵

器坪、蓋の各器種がある。

時期はあまり明確にはでき

ないが、稲荷前VI期頃と考

えられる。

第379図 1は須恵器坪で

ある。推定口径15.0cm、残

高2.9cm。胎土に石英・白色

粒子・白色針状物質を含む。

焼成は普通で灰白色。 10%

残。カマド内覆土出土。 2

は天井部の低平な須恵器蓋

である。推定口径16.0cm、

残高1.4cmを測る。胎土に石

英・白色針状物質を含む。

焼成良好で灰色。 5％残。

カマド内覆土出土。

第123号住居跡（第380図）

P-17区に位置する。形態

は略方形を呈し、規模は長

軸3.34m、短軸3.10m、深さ

0.05mを測る。主軸方位は

N-20"-Eを示す。

床面はほぼ平坦で全体に

堅い。覆土が浅く埋没状況

は明らかにできない。

\--□＿―-ー／／ーニニ~2
\----_」~1 0 10cm 

第379図 第122号住居跡出土遺物

、8

＼ ： 

叫

A
-

l 褐色土 ローム粒子多量混入。

明褐色土 焼土粒子・粘土少菫混入。

褐色土焼土粒子・ローム粒子・

炭化粒子多呈混入。

褐色土 ロームプロック混入。

黄褐色土 焼土粒子少量混入。

、g
『

3

二

.,,, 

土 ：こ 」

胃
6 黄褐色土 ローム粒子混入。

7 褐色土 ローム粒子・炭化粒子少量。

8 明褐色土 ローム粒子・焼土粒子少菫。

9 暗褐色土 ロームプロック混入。

゜＇ 
2m 
I 

第380図 第123号住居跡(L=30. 60m) 
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カマドは北壁に設置され、燃焼部は壁を一部切り込んで構築されている。底面の掘り込みは浅く、

袖も流出して残存しない等、遺存状況は悪く詳細は不明とせざるを得ない。

ピットは 2本検出されているが、伴うか否か明らかにできなかった。壁溝はカマド東側と南東コ

ーナーを除き巡っている。

出土遺物は少なく、須恵器坪8点と土師器甕 1点が検出されたのみである。時期も明確にできな

いが、図示した遺物はカマド掘方と思われる位置から出土した。一応稲荷前V1期頃と推定される。

第381図1は須恵器坪である。推定口径15.1cm、器高3.9cm。底径10.4cmを測る。胎土に石英・白

色針状物質を含む。焼成は普通で浅黄橙色を呈する。 25％残。註記No.7。カマド内覆土出土。赤焼

け風で口唇部が磨滅している。底部は全面回転ヘラ削り。

2は須恵器坪である。残高1.5cm、底径12.1cmを測る。胎土に石英・白色粒子・白色針状物質を含

む。焼成は良好で灰色を呈する。 45□ 1 三ニーノ 2

0. 
10cm 

第381図第123号住居跡出土遺物

％残。 No.8。カマド内覆土出土。底

部丸底を呈し回転ヘラ削り調整され

るが、体部との屈曲部までは及ばな

い。ヘラ削り径は9.8cm程である。

第124号住居跡（第382図）

R • S-14 • 15区に位置し、北壁側は第293号土壇の攪乱を受けている。また第44号井戸跡とも重

複するが直接の切り合いがないため新旧は不明である。平面形態はほぼ方形を呈し、規模は長軸4.32

m、短軸4.28m、深さ0.17mを測る。主軸方位はN-62°-Eを示す。

床面は平坦で全体に堅く締まっている。覆土は 2層に大きく分かれ、第 1層にはローム粒子の混

入が目立つ。

カマドは東壁に設けられ、燃焼部は壁を一部切り込んで構築される。底面は皿状に凹み、第 6層

上面が火床面に相当する。袖は褐色粘土を積み上げて構築されるが、特に向かって左側のそれは遺

存状態が悪い。

貯蔵穴はカマド南側のコーナーに位置し、住居主軸に対してやや傾いている。径70X50cmの長方

形を呈し、約15cmの深さを有する。ピットは 4本検出され、 P1• P 4が主柱穴に相当するものと考え

られる。壁溝は遺存部分では全周する。

出土遺物は49点検出された。殆どは土師器甕で占められ、土師器坪、皿、須恵器坪、甕瓶が少量

含まれる。須恵器瓶は東海産と推定される。遺物はカマドから貯蔵穴周辺から出土している。稲荷

前VI期に比定される。

第383図1は土師器皿である。推定口径16.4cm、残高3.4cmを測る。胎土に石英・白色粒子・角閃

石を含む。焼成良好で橙色を呈する。 20％残。 No.5• 15 • 17 • 20。貯蔵穴内出土。 2は土師器皿であ

る。口径16.6cm、器高4.5cmを測る。胎土は 1と同様で焼成は普通。橙色を呈する。 75％残。 No.11・

12 • 21。覆土出土。
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暗褐色土 ローム粒子多鼠、焼土粒子微量

混入。

褐色上 ローム粒子多菫、ロームブロッ

ク少呈混入。

暗褐色土 ロームブロック・ローム粒子多

呈混入。

褐色土撹乱。

゜
2m 

カマド

1 暗褐色土

2 黒褐色土

3 赤褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色上

褐 色上

暗褐色土

焼土粒子・粘土多菫混入。

焼土粒子・炭化粒子多鼠。

焼土粒子・炭化粒子・灰土

多量混入。

焼土粒子・炭化粒子多量。

粘土少誠、焼土粒子微鼠。

粘質土。（貼床）

粘土ブロック。

焼土粒子少鍼混入。

G' H
-

； 冒第382図 第124号住居跡・カマド(L=30. 80m) ゚

1m 

3は須恵器坪である。推定口径16.4cm、器高3.6cm、推定底径12.5cmを測る。胎土に石英・白色粒

子・白色針状物質を含む。焼成はやや甘く浅黄橙色を呈する。 20％残。 No.9・14。貯蔵穴内、及び覆

土から出土した。底部全面回転ヘラ削りと思われるが磨滅しており不明瞭。
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第383図 第124号住居跡出土遺物

第125号住居跡（第384図）

R-14区に位置する。第IV群の中では最も遺存状態の良い住居跡である。平面形態は整った方形を

呈し、規模は長軸4.52m、短軸4.44m、深さ0.20mを測る。主軸方位はN-13°-Eを示す。

床面は平坦で全体的に堅く踏み締められていた。覆土は細かく分層されるが、全て自然堆積とは

思われない。カマドは北壁に設けられ、燃焼部周囲と袖にかけては黄褐色の粘質土を張り巡らせて

いた（第 7層）。燃焼部底面は浅く皿状に掘り込まれ、壁外への掘り込みは少ない。ピットは11本検

出された。 P1～巳が主柱穴と考えられる。 P5は北東コーナーに位置し半月形の浅い溝が周囲を取

り囲んでいた。貯蔵穴としても良いかもしれない。壁溝はほぽ全周する。

出土遺物は43点検出され、土師器坪、坑、皿、甕、小型甕、須恵器坪、蓋、瓶、壺がある。須恵

器坪は口径15~17cm代と大型で底部は全面回転ヘラ削りが施される。全体に器肉が薄手で均質な点

も特徴である。須恵器坪は國示以外にもう 1点あるが、やはり大型坪の底部片で中央部が厚く周辺

に向かって厚みを減じるものである。土師器坪類は図示したものがほぼ全てで、北武蔵系と考えら

れる坪も含まれる（第385図 8•10）。しかし、比企型坪の系譜を引く小振りの坪は破片中にも見いだ

せない。 16の甕はカマド火床面と思われる位置から出土した。鳩山窯跡群第 I期とされる土器群に

やや先行する可能性があろうか。稲荷前V期後半としておきたい。

第125号住居跡出土遺物観察表（第385図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 蓋 (19.0) 1.85 ABC A 灰 15% Nu30。覆土。

2 坪 (15.0) 3.1 (10.6) ABC A 灰 30% Na21, 72。覆土。

3 坪 (16.4) 3.9 (12.0) ABC B 灰 40% Nu 6, 51, 7ふ覆土。

4 坪 (17.4) 3.7 (13.6) ABC B 灰白 20% Nu24, 28, 3ふ覆土。

5 広口壺 (20.0) 4.0 ABC B 灰白 10% N(l61。覆土。東海産か。

6 瓶 (10.4) 2.4 GJ A 灰白 10% Na32。覆土。

7 坪 12.2 3.0 ABC A 橙 75% Nu46,48。覆士下層。

8 坪 (11.4) 3.0 ABE B にぶい橙 25% Na26。覆土。北武蔵系。， 坪 (12.D) 2.8 AB B 暗褐 10% Nu45。覆土。無彩。

10 坪、 (12.0) 3.1 ABE B にぶい黄橙 15% Nu25。覆土。北武蔵系。

11 皿 (17.0) 2.7 AB B にぶい貰橙 10% Nu16。覆土。

12 境 (16.2) 3.5 BC A にぶい赤褐 10% Na67。覆土下層。

13 甕 (23.0) 11.1 ABE A 橙 40% Nu64, 49。床面。

14 甕 24.0 ADE A 橙 35% Nu2,10~13,15,17~20, 29, 33, 37, 56。覆土。

15 甕 5.4 5.4 AB A にぶい黄橙 80% Nu,63。覆土。

16 甕 (24.6) 28.4 ABD C 橙 55% Na153。カマド内火床面。
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1 黒褐色土 ローム粒子少鼠混入。

2 黒掲色」 焼土ブロック・ロームブロノク混入。

3 暗褐色土 ロームブロ／ク多量混入。

4 褐色土 焼土粒子・炭化粒子・粘土多量混入。

5 黒褐色土 ロームブロソク少量混入。

6 賠褐色上 ロームブロ／ク多量、焼土料子・炭

化粒子少量混入。

7 賠褐色土 ロームブロ／ク・焼土粒子混入。

B 8 褐色ナ ローム粒了・・焼土粒十多鼠混入。

9 褐色土 ローム粒子少量混入。

10 黒褐色j ローム粒子・焼土粒十少量混入。

11 焦褐色土 ロームブロ／ク、焼ナ粒少量含。

12 暗褐色ゴ・ ロームブロ／ク多量混入。

゜
2m 

第384図

カマド

l 暗褐色土 焼土粒子・炭化粒子・

黄褐色粘土少量混入。

淡褐色土 焼土粒子・黄褐色粘

土多量、炭化粒子少

量混入。

3 暗褐色土 焼土粒子・粘土少量、

炭化粒子微試混入。

4 暗褐色土 焼土粒・粘土多量、

炭化粒少量混入。

黄褐色土粘土多量、焼土粒・

炭化粒少量混入。

黄褐色土粘土多量、焼土粒・

炭化粒少量混入。

黄褐色土粘質上。焼上粒子少

量混入。

8 暗褐色上 焼土粒子・炭化粒子

こ 8o C' 多量混入。

こ悶，：二土瓦口:ば
第125号住居跡・カマド
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第385図 第125号住居跡出土遣物

第126号住居跡（第386図）

R • S -13 • 14区に位置する。平面形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸4.28m、短軸3.16mを

測る。確認面で既に床面が露出しており、壁溝とカマドによって辛うじて全体の規模を知ることが

できたものである。主軸方位はN-90°-Wを示す。

床面はほぼ平坦であるが、余り堅い箇所はみられない。カマドは西壁に設けられるが、遺存状態

は悪く、掘方面が僅かに残存するのみである。

ピットは 1本検出されたが、柱穴とば性格が異なり、灰が詰まった灰溜め状を呈する。一応住居

には伴うものであろう。壁溝はカマド付近を除き巡っている。

出土遺物は少なく、土師器甕、台付甕、須恵器坪が計4点検出されているのみである。須恵器坪
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l 褐色土 ロームプロック多量、

焼土粒少量混入。

（カマド覆土）

2 赤褐色土 焼土粒・炭化粒多呈混

入。 (P,覆土）

゜
2m 

第386図第126号住居跡(L=30. 90m) 

（第387図 1)は底部糸切り離しで比較的底径は大きい。台付

甕口縁も「コ」の字状を呈する。正確な時期は不明であるが、

凡そ稲荷前 XII~XIII期頃であろう。

第387図 1は須恵器坪で口縁部を欠く。残高2.8cm、推定

底径6.8cm。焼成良好で、灰色を呈する。 20％残。カマド内

覆土出土。

2は土師器台付甕である。推定口径11.0cm、残高10.5cm

を測る。焼成良好でにぶい褐色を呈する。 20％残。カマド

内覆土出土。

＼ロニノ

() 
゜

10cm 

第387図 第127号住居跡出土遣物

第127号住居跡（第388図）

R-12・13区に位置し、南壁部周辺を第39号溝跡の攪乱を受けている。平面形態は長方形または方

形を呈するものと推定され、残存規模は長軸3.10m、短軸2.98mを測る。掘り込み自体が浅いため

か、確認面で既に床面下まで削平されており、遺存状態は極めて悪い。主軸方位はN-7T-Eを示

す。

床面は残存せず、確認されたのは掘方のみである。南壁部から西壁部にかけてローム地山を残す

他は、全面掘方となりローム混じりの土で充填されていた。

カマドは東壁に設けられるが、確認面からの掘り込みは浅く、構造の詳細は把握できない。出土

遺物も全く検出されず、時期も不明とせざるを得ない。
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l 暗褐色土 ロームブロック少量含む。

2 褐色土 ローム粒多鼠混入。

3 黄褐色土黒色土少量含む。

4 黒褐色土 ローム粒少量混入。

È-

5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒少星混入。

6 暗褐色土用水路埋土。

0 2m 

第388図 第127号住居跡(L=30. 90m) 

゜1
 

1
、

一

A
-

_A 
l 暗褐色土 ロームプロッ

ク・焼土粒少呈混入。

2 褐色土ローム粒多量、

焼土粒微鼠混入。

3 黒褐色土 ローム粒少量。

゜
2m 

第389図 第128号住居跡(L=30. 90m) 

第128号住居跡（第389

図）

s-13区に位置する。

第39号溝跡が住居内を

南北に貫通する。形態

は長方形を呈し、規模

は、長軸3.08m、短軸

2.24m、深さ 0.05mを

測る。主軸方位は N

7°-Eを示す。

床面はほぼ平坦で、

西壁付近を除き堅く締

まっていた。覆土が僅

かしか残存しないため、

埋没状況は明確に把握

できなかった。

カマドは北壁に設置され

たものと推定され、第39号

溝付近の北壁際に焼土の散

布が確認された。溝跡によ

って破壊されたものと考え

られる。壁溝状の凹みはカ

マド推定部付近の北壁際に

僅かに検出されたが、詳細

は不明である。柱穴は存在

しない。

~1 

10cm 

第390図 第128号住居跡出土遣物

出土遺物は須恵器蓋の破

片が 1点検出されたのみで

ある。正確な年代は勿論不

明であるが、第390図 1の蓋

は環状紐をもつもので 8世

紀前半代に比定されるものであろう。

第390図 1は須恵器蓋である。口縁部を欠失する。残高1.8

cmを測る。胎土に石英・白色粒子。白色針状物質を含む。焼

成は良好で灰色を呈する。 20％残。 No.1。覆土出土。
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第129号住居跡（第392図）

S-13区に位置し、第39号溝跡と住居中央部に存在する第295号土塙の攪乱を受け遺存状態は悪い。

平面形態は長方形を呈し、残存規模は長軸3.50m、短軸3.24m、深さ0.05mを測る。主軸方位はN-

1 °-Eを示す。

床面はやや凹凸をもち、住居中央部が比較的堅く締まっていた。

カマドは残存しない。おそらく東壁に設けられたものと推定されるが、溝跡により破壊されたも

のと考えられる。壁溝、柱穴等の施設は検出されなかった。

出土遺物は少なく 18点検出されたが全て小片である。土師器坪、甕、須恵器坪の各器種があり、

須恵器坪（第391図 2)のみ 9世紀代に下がると思われ、混入の可能性が高いものと推定される。年代

の限定は難しいが、上師器の様相からみる限りにおいては稲荷前V期前後に位置付けられるであろ

う。

第391図 lは土師器坪である。推定口径約12cm、残高2.1cmを測る。胎土に石英・白色粒子を含訂。

焼成は良好で橙色を呈する。 5％残。 No.9。床面出土。

2は須恵器坪で、口縁部を欠いている。残高2.7 し二万口］ ］口 ／―_＿＿ロフ

cm、推定底径5.4cmを測る。胎土に石英・白色針状 ¥¥-___L___ー／／ 1 ¥：こーニ＿/2

物質を含む。焼成は良好で灰色を呈する。 10％残。 ° -一tOcm

覆土出土。 第391図 第129号住居跡出土遺物

] /―--旦
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u| 

ul■ 。I

1 褐色土 ロームブロック多量混入。

（住居跡覆土）

2 暗褐色土 ローム粒少量混入。

(S K295) 

3 黒褐色土 ローム粒少鍵混入。

(S K295) 

4 明褐色土 ローム粒多量混入。

5 褐色土 ローム粒少彙混入(SD39)。

゜
2m 

第392図 第129号住居跡(L=31.00m)
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第130号住居跡（第393図）

門
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ul 
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パ

冒 04

塁

1 暗褐色七 ローム粒-f多菫・焼

土粒子少呈混入。

黒褐色土 ローム粒子少量混入。

黄褐色土黒色土少昼混入。

ソフトロームブロック。

2m 

第393図 第130号住居跡(L=31. OOm) 

S-13・14区に位置

する。ほほ床面まで

削平が及び遺存状態

は悪い。形態は略方

形を呈し、規模は長

軸3.64m、短軸3.20

m を測る。主軸方位

はN-9°-Wを示す。

床面はほぼ平坦で

あるが、特に堅い箇

所はみられない。覆

土の状況は不明であ

る。

カマドは北壁中央

に設けられている。

燃焼部先端は壁外に

延び、底面は皿状に

掘り込まれる。中央部に攪乱が入るため堆積状況は明確ではないが、第 1層下面が火床面と推定さ

れよう。

柱穴等の施設は検出されなかった。

出土遺物は土師器甕の小片が 5点検出されたのみで、図化し得る遺物はない。年代は決し難いが、

甕は器壁の厚いものでさほど新しい要素はみられない。 7世紀後半から 8世紀前半頃であろう。

第131号住居跡（第394図）

T-13区に位置する。形態はほぼ方形を呈するが、上面はかなり削平されており西壁から南壁にか

けての壁は遺存していなかった。規模は長軸3.64m、短軸3.44m、深さ0.05mを測り、主軸方位はN

-5°-Wを示す。

床面はほほ平坦であるが、特に堅く踏み締められた形跡は認められなかった。覆土の状況は深度

が浅いため不明である。

カマドは北壁に設けられる。煙道部は壁を切り込んで長く壁外に延びる。袖は残存しない。ピッ

トは 1本検出されたが、伴う柱穴か否か明らかではない。

出土遺物は極めて少なく、土師器坪と甕の小片が計 9点検出されたのみである。年代を限定する

ことは難しいが、土師器坪は口唇部内面に沈線を有する比企型坪の系譜を引くものである。この坪

については稲荷前IV期から V期頃に位置付けられるものであろう。住居の年代と合致するか否かは

不明であるが周辺住居の状況からさほどかけ離れたものとは思われない。
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冒 言言
1 褐色土 ローム粒・焼土粒多

量。灰褐色粘土少菫。

2 黒褐色土 ローム粒・焼土粒・

炭化粒少菫。

3 暗褐色上 ローム粒多量。炭化

粒少菫。

4 黄褐色土 里褐色土少景混入。

5 暗褐色土 ローム粒多菫。焼土

粒・炭化粒少量。

6 褐色土灰褐色粘土・焼土粒・

炭化粒多量混入。

7 褐色土 ローム粒多筐。焼土

粒・炭化粒少鼠。

8 褐色七ローム粒少量。

9 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・

炭化粒多羅。

0
」

2m 
＇ 

第394図 第131号住居跡(L=31.00m)

第132号住居跡（第395図）

T-14区に位置する。東壁部に倒木痕とピットの攪乱を受け、またほぼ床面に達するまで上面が削

平されるなど遺存状態は悪い。形態は横長の長方形を呈し、規模は長軸4.64m、短軸3.74mを測

る。主軸方位はN-11°-Wを示す。

床面は平坦で全体に堅い。カマドは北壁に設けられるが、掘り込みが浅く火床面が僅かに残存す

るのみである。袖は削平されたものと思われ遺存しない。住居内に土塙（第294号上塙）が 1基検出さ

れたが、住居よりも新しい段階の所産である。壁溝は南壁から北壁にかけて巡り、東壁部には検出

されなかった。

出土遺物は全く検出されず、年代についても不明とせざるを得ない。

第133号住居跡（第396図）

T-14区に位置する。第39号溝跡の攪乱を受けるなど遺存状態は良くないが、かろうじて床面が残

存していた。平面形態はほほ方形を呈し、規模は長軸3.64m、短軸3.32m、深さ0.05mを測る。主軸

方位はN-5 °-Wを示す。

床面はほぼ平坦で、住居中央部が比較的堅く締まっていた。覆土は住居南半で僅かに残るが北壁

側では殆ど遺存していなかった。

カマドは検出されなかった。東壁部中央には焼土が僅かに分布しておりこの部分に設けられたも

のと推定されるが、第39号溝跡によって破壊されたものと考えられる。
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1 褐色 七 ローム粒少菫混入。

2 暗褐色土 ローム粒少呈混入。

3 明褐色土 ローム粒多鼠混入。

4 暗褐色上 ローム粒少呈混入。

5 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子

多鼠。焼土粒了少鼠混入。

゜

カマド

1 褐色土焼土粒多呈、ローム粒少菫混入。

゜ 2m 

第395図 第132号住居跡(L=31. OOrn) 

~
第
N

群
の
遺
構
分
布
（
南
東
よ
り
）

-385-



ピットは 2本検出さ

れた。いは伴う可能性

があるが、巳は住居よ

りも新しい段階の所産

である。

出上遺物は図示した

土器（第397図 1)が 1

点検出されたのみで正

確な年代は明らかにで

きない。およそ 7世紀

後半から 8世紀前半頃

であろう。

第397図 1は土師器

壺である。口縁部から

胴部上半を欠いている。

残高8.4cm、底径6.8cm

を測る。胎土に石英・

白色針状物質・赤色粒

子を含む。焼成は普通

でにぶい橙色を呈する。

90％残。 Eの上面から出土した。

C
l
 

~
 

ハ
）

□□1 

ロ

"I鱈霰誓可

QI 骸霰疇。I

A' 

B-

1 暗褐色土 ローム粒多量混入。

2 暗褐色土 ローム粒少量混入。

3 黒褐色土粘質土。

4 暗褐色土粘質褐色土多菫。

5 ロームプロック

ピット

B' 
l 黒褐色土 ローム粒・焼土粒

微量混入。

゜

2 ロームブロック褐色土混入。

3 暗褐色土 ローム粒少呈混入。

4 褐色土ローム塊混入。

2m 

第396図第133号住居跡(L=30.90m)

第134号住居跡（第398図）

S • T-14 • 15区に位置する。形態は略方形を呈

し、規模は長軸3.40m、短軸3.20m、深さ0.05mを測

る。主軸方位はN-11°-Wを示す。

床面は概ね平坦で、ほぼ全面にわたって貼床され

る（第 3• 4層）。
第397図 第133号住居跡出土遺物

覆土は暗褐色土が薄く堆積するが、埋没状況の詳細は不明である。

カマドは北壁に設けられる。燃焼部は壁を切り込んで構築されている。第 9層上面が火床面に相

当しよう。袖自体は遺存しないが、袖下部ととカマド東側の隅は掘方面よりも一段高く掘り残され

ていた。柱穴等の施設は検出されていない。

出上遺物は20点と少ない。土師器坪、皿、甕、須恵器坪、甕から構成される。第399図 1• 2は貼

床内、 3は覆土から出土した。小片が多いため確実とは言い難いが、一応稲荷前VI期に比定してお

きたい。

第399図 1は土師器坪である。推定口径13.6cm、残高2.7cmを測る。胎土に石英・白色粒子を含む。
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焼成は普通でにぶい橙色を呈する。 15％残。 No.13。貼床内出土。

2は上師器皿である。推定口径16.8cm、残高2.8cmを測る。胎土に白色粒子・角閃石を含む。焼成

は良好でにぶい橙色を呈する。 15％残。貼床内出土。

3は須恵器坪である。推定口径16.0cm、残商3.7cmを測る。胎土に石英・白色針状物質を含む。焼

成は堅緻で灰色を呈する。 5％残。覆土出土。
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A' 

仁

B
 

QI 

l 暗褐色土 ローム粒子・炭化粒子・焼j→→

粒子少鼠混入。

暗褐色土 ロームブロック多鼠混入。焼

七粒子少斌混入。

褐色土 ロームブロック多斌混入。

4 褐色土 ロームブロック少鼠混入。

カマド

5 褐色土焼十：粒子・ローム粒子多鼠混

入。

1:ニ:ミこロロ
8 黄褐色土 ローム粒子多量濯色土少凪

Iニニ
B
-

8' 

゜
2m 

第398図 第134号住居跡(L=30. 90m) 

□□ J) —---_L—--~1 

□］ 一・ーロ
•~---------_l____—--------•----- 2 口ー／

O 10cm ―---- _』

第399図 第134号住居跡出土遺物

第135号住居跡（第400図）

S • T-15区に位置する。住居のほぼ東半分は緩斜面に掛かり、削平されており遺存しない。平面

形態は方形または長方形を呈するものと推定される。残存規模は長軸4.00m、短軸3.00mを測る。

ほぼ床面まで削平が及び、壁の大部分は検出されなかった。主軸方位は仮に西辺を基準とすると

N-17°-Wを示す。

床面はやや凹凸を有し、中央部は比較的堅く締まっていたが、西壁部付近では貼床され（スクリー

ントーン部分）ており、やや軟弱であった。
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カマドは検出されていな

い。おそらくは削平された

東壁部に存在したものであ

ろう。

ピットは 1本検出されて

いるが、住居の柱穴とする

にはやや無理がある。

出土遺物は須恵器坪 1点

と土師器甕 3点の計 4点検

出されたのみである。全て

小片であり図化し得るもの

はない。

確実に伴うとはいえない

ため、正確な年代は不明と

せざるを得ないが、土器の

特徴からみると、 8世紀初

頭を中心とした時期に営ま

れた可能性もある。
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言`｀`｀`＼`1 暗褐色土 ロームプロック多量混入。貼床。 O 

、G

o| 言
2m 

第400図 第135号住居跡(L=30. 80m) 

2. 井戸跡

第44号井戸跡（第401図）

R-15区に位置する。上面は第293号上塙による攪乱を受けている。平面形は楕円形を呈し、規模

は径l.15X0.95m、深さ0.85mを測る。断面はロート状を呈し底径は0.45m前後と幅狭くなってい

る。覆上は黒色土で埋まり粘性が強い。底面直上はロームから砂礫層に移行していた。出土遺物は

皆無で年代は不明とせざるを得ない。

第45号井戸跡（第401図）

u-15区に位置する。第IV群の南に広がる谷地に単独で構築されている。平面形はおよそ円形を呈

し、規模は直径1.15m、深さ0.85mを測る。断面形はロート状を呈し、底面は径0.30m程と非常に

幅狭くなっている。

覆土は 3層に分かれ、第 1• 2層はロームブロックを少量含む黒褐色土、第 3層は粘性強く、粘

土ブロック混じりの黒色上で構成される。出上した遺物は土師器甕 2点と図示した灰釉培が 1点あ

るのみである。灰釉塙が井戸に伴うか否かは不明である。

第401図 lは灰釉培である。残高1.5cm、焼成は堅緻で灰白色の胎土をもつ。東濃産と推定される。
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第401図 第44~46号井戸跡・出土遺物

5 ％残。覆土から出土した。

第46号井戸跡（第401図）

R-18区に位置する。平面形は楕円形を呈し、規模は径l.30Xl.20m、深さ0.95mを測る。断面形

はロート形を呈する。

覆土は 4 層に分かれ、第 1 層•第 2 層はローム粒子を含む褐色系土、第 3 層•第 4 層は粘性の強

い黒色土で構成され、第 4層には青灰色粘土ブロックが少量含まれていた。遺物は全く検出されず

年代は不明である。

3.溝跡

第IV群では 8条の溝跡が発見された。谷を挟んだ北東側の一群と南側の島状台地に位置する一群

とに分かれる。出土遺物に乏しく年代の解るものは少ないが、住居跡等の古代の遺構と重複する例

では全て溝跡の方が新しいものと判断された。また覆土の状態も締まりないものが多く、古代に遡

る溝は存在しないものと推定される。

第32号溝跡は31• 33号溝跡と切り合うが新旧関係は明らかにされなかった。幅90cm、深さ10cm前

後であるが、北端は溝幅が 2mに広がる部分がある。出土遺物はない。

第33号溝跡は31号溝跡と平行するように北東から南西に延びている。 3条の溝と重複するが新旧

関係は捉えられていない。幅40~50cm、深さ20cm前後を測る。遺物は土師器甕と須恵器坪、甕が計

4点出土しただけで時期は不明である。

第34• 35号溝跡は北端で合流している。規模は34号が幅90cm、深さ35cm、35号は幅30cm、深さ20

cm前後を測る。覆土はローム・焼土粒子を含む褐色土で構成される。遺物は 7点出土した。 35号溝

から出土した 1点は瀬戸・美濃系の灰釉小皿（第403図3)で15世紀頃のものと推定される。中世以降

に機能した溝であろう。

第36号溝跡は調査区東端部に位置し、直角に屈曲している。溝幅60~80cm、深さ20~30cmを測る。

覆土はローム・焼土粒子を含む褐色系の土で構成される。遺物は土師器坪、甕、須恵器坪、甕、瓶
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の破片が計15点検出されたが、溝の年代を表わしているとは必ずしも言えない。おそらく中世以降

と推定される。

第37• 39号溝跡は一体のものと考えられる。途中 2条の溝が分岐する。溝幅は70~90cm前後で、

深さ40cm以下を測る。出土遺物は少なく 3片であるが、中世以降の瓦質陶器を含む。おそらく近世
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第402図 第N群溝跡・土塀配置図
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以降の水田用水路と推定される。

第38号溝跡は調査区最南端のV-15区に位置する。部分的に確認されただけであるが、ほぼ東西に

延びる。最大幅115cm、深さ 20cmを測る。遺物は検出されず時期は不明であるが中世以降と推定され

る。
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第403図 第w群溝跡土層・出土遺物

第N群溝跡出土遺物観察表（第403図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 高盤 4.5 (10.0) ABC A 灰 35% SD34覆土。

2 蓋 (19.0) 1.4 ABC A 灰 15% SD34覆土。

3 小皿 1.1 5.4 A A 灰白 90% SD35覆土。(0-16Grid)。瀬戸美濃系鉄釉皿。

4 緑釉碗 J A 灰 5% SD37覆土。硬質。猿投産。

5 坪 (15.0) 3.3 (10.5) ABC B 灰 10% NuLSD36覆土。

6 坪 (12.0) 3.2 ABF A 橙 25% Nu2。SD36覆土。

7 坪 (10.3) 2.5 AC A にぶい橙 10% Nu2。SD36覆土。

8 長頸瓶 4.4 BJ A 灰 15% SD36覆土。東海産か。
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4. 土塙

第IV群では19基の土塙が検出された。遺構配置は第402図に、遺構図は第404図、規模等の詳細は

第 4表に示した。大半は遣物が出土せず時期・性格共に不明である。第288号土壊は内部に多量の礫

が詰まっており、他の土塙とは異なる性格が想定されるが、具体的には明らかにできない。須恵器

甕の破片が検出されている。第293号土壊は長径7.65mにも及ぶ大きな楕円形土塙である。覆土の状

態から近世以降の水田に関る遺構と推定される。
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第404図第N群土堀

第IV群土塀出土遺物（第405図）

第405図 1は須恵器碗。口径14.7cm、器高5.0cm、底

径6.4cmを測る。胎土に石英・白色粒子を含むが、白色

針状物質は確認できない。焼成はやや悪く淡黄色を呈

する。 95％残。第291号土塙出土。
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第 4表第W群土壊一覧表

番号 旧番号

278 D区213

279 II 218 

280 II 219 

281 II 205 

282 II 216 

283 II 207 

284 II 220 

285 II 210 

286 II 209 

287 II 206 

288 II 214 

289 II 204 

290 II 203 

291 II 215 

292 II 217 

293 II 208 

294 II 201 

295 II 202 

296 II 212 

5。その他

(1) グリッド

位置

Q-18 

Q-17 

P-16 

T-14 

Q-17 

S-12 

P-15 

R-13 

R-13 

R-14 

Q-18 

Q-13 

R-13・14 

R-18 

Q-16 

R-14・15 

T-14 

S-13 

Q-18 

規 模

（長軸x短軸x深さ）
82 X 75X 4 

75 X 70 X 4 

100 X 82 X 19 

77X 67X 16 

108 X 97 X 9 

110Xl08X 15 

92 X 60X 12 

llOX 90X 16 

126Xl21X 11 

107X100X 48 

145 X 115 X 87 

123 X 95 X 14 

120X 80 X 8 

200X 88 X 10 

235X 109 X 11 

765 X 315 X 23 

139 X 129 X 12 

115X 74X 19 

83X 74X 13 

時期（世紀）
備 考（出土遺物・重複関係等）

6 7 8 ， 10 1 1 中世 近世

遺物なし

遺物なし

遺物なし

翠 土師杯・甕

遺物なし

遺物なし

愛 須恵坪

遺物なし

レv 土師甕

遺物なし

須恵甕

須恵甕

遺物なし

翠 須恵邦

翠 須恵坪

怜 土師杯甕須恵坪・皿・甕

遺物なし SJ132内

遺物なし SJ129内

遺物なし

本群では遺構に伴わずに出土したものとして土器 4点を図化した。 2の須恵坪は底部丸底を呈し

全面ヘラ削り調整される。口縁内面に沈線が巡り、内面はかなり磨滅している。 4の須恵壺は口縁

直下に凸帯をもつ。

ロ □□ー／ロ―□l
□ 010cm  

第406図 第N群グリッド出土遣物

第w群グリッド出土遺物観察表（第406図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 備 考

1 坪 (11.0) 3 05 7 0 ABC B 灰 60% Q-llGrid。

2 坪 (14. 6) 4.8 ABC B 灰 35% P-13Grid。内面磨滅。

3 壺 (16.6) 5.1 ABC A 灰 20% P-13Gnd。

4 壺 (22.0) 5.4 ABC B にふい赤褐 5% P-12Gnd。
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VIII 表採遺物

試掘調査時、或いは表土除去作業中等に出土し、伴出遺構や出土位置が不明確な遺物を一括して

掲載した。須恵器と土師器がほとんどであるが、図示した以外に縄文時代と推定される石鏃が 2点

ある。

ロ
口

□-4 

こ

口

ロ

10cm 

5cm 

第407図 A区表採遺物

A区表採遺物（第407図）

第407図 1は須恵器坪。口径12.6cm、器高3.8cm、底径6.2cmを測る。胎土に石英・白色粒子・白色

針状物質を含む。焼成はやや悪く灰色を呈する。 80％残。試掘時出上。

2は須恵器坪。推定口径13.0cm、器高3.5cm、底径8.0cm。胎土は 1と同様である。焼成は普通で

灰白色を呈する。 25％残。底部外縁部ヘラ削り。註記消滅により出上遺構不明。

3は須恵器瓶と思われ底部に高台が付く。底径9.8cm。胎土に石英・白色粒子含む。焼成はやや甘

＜灰白色を呈する。 50％残。 A区表採。

4は緑釉皿。推定口径14.0cm。器高2.4cm、底径6.6cm。胎土は灰色で焼成は堅緻。 15％残。猿投

産か。 A区表採。

5は土師器埼。口径12.1cm、器高4.6cm。胎土に石英・白色粒子・白色針状物質を含む。焼成は良

好で橙色を呈する。 30％残。試掘時出上。

6は土師器碗。口径14.4cm、器高5.2cm。胎土に石英。白色粒子を含む。焼成良好で橙色を呈す

る。註記消滅により出土遺構不明。

7は土師器小形甕。推定口径14.4cm、残高6.0cm。胎土に白色粒子・白色針状物質・角閃石含む。

焼成はやや悪くにぶい橙色を呈する。 20％残。註記消滅により出土遺構不明。

8は煕寧元賓で外縁を僅かに欠く。直径2.4cm。北宋銭で1068年初鋳。 A区表採。
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第 5表稲荷前遺跡A区遺構新旧対照表

新番号 旧 番 号 群 新 番 号 旧 番 号 群 新番号 旧 番号 群 新番号 旧番号 群

S J -01 SJ -26 S J -46 S J -12 S J -91 S J -18 SB-01 SB-01 

02 54 47 13 92 90 02 06 

03 78 48 79 93 19 II 03 14 

04 78 49 15 94 83 04 12 

05 75 50 45 95 84 05 13 I 

06 76 51 30 96 37 群 06 15 

07 69 I 52 30 I 97 39 07 17 

08 70 53 29 98 38 08 18 

09 71 54 100 99 40 09 19 

10 73 55 97 100 58 10 16 

11 72 56 98 101 88 11 29 

12 68 群 57 91 群 102 102 12 30 

13 63 58 50 103 101 13 群

14 64 59 31 104 103 III 33 

15 60 60 32・49 105 104A 34 

16 61 61 51 106 104B 51 

17 82 62 46B 107 107 52 

18 115 63 46A 108 105 14 07 

19 59 64 47 109 106 群 15 09 

20 81 65 48 llO 108 16 27 

21 62 66 96 111 110 17 10 II 

22 65 67 52 112 109 18 02 

23 25 68 95 113 118 19 08 

24 67 69 80 114 111 20 04 

25 66 70 86 115 116 21 04 

26 22 71 87 116 113 22 03 

27 28 72 94 117 112 23 05 

28 07 73 16 l18 114 24 11 

29 03 74 17 119 D区 117 25 20 群

30 04 75 92 120 D区 116 35 28 

31 01 76 93 121 D区 115 36 

32 21 77 117 122 D区 113 37 

33 24 78 34 II 123 D区 114 26 25 

34 53 79 33 124 D区 109 27 21 

35 55 80 57 125 D区 107 N 28 26 

36 10 81 56 126 D区 106 29 22 III 

37 08 82 42 127 D区 110 30 23 

38 23 83 43 群 128 D区 111 31 D区 01

39 02 84 44 129 D区 108 32 24 

40 06 85 41 130 D区 105 群 38 

41 05 86 36 131 D区 112 39 

42 11 87 35 132 D区 102 40 群

43 27 88 85 133 D区 101 41 

44 14 89 89 134 D区 103 42 

45 09 90 20 135 D区 104 43 
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新番号 旧番号 群 新番号 旧番号 群 新番号 旧番号 群 新番号 旧番号 群

SB-44 SE-19 SE-31 SE-44 SE-21 w SD-23 SD-26 

45 nI 20 29 II 45 05 24 24 

46 21 01 46 22 群 25 34 III 

47 22 09 SD-01 08 26 33 

48 23 14 02 09 I 27 27 

49 群 24 13 03 03 28 28 

50 25 07 04 14 29 29 群

SE-01 02 26 06 群 05 13 群 30 30 

02 04 27 12 06 02 31 31 

03 03 I 28 19 07 07 32 D区 14

04 27 29 10 08 01 33 D区 13 N 

05 26 30 32 09 06 II 34 D区 11

06 24 31 35 10 12 35 35 

07 25 32 36 11 14 36 D区 10

08 17 33 34 nI 12 15 37 D区 04

09 21 34 44 13 16 38 D区 05 群

10 08 群 35 46 14 19 39 D区 17

1 1 23 36 42 15 20 S x-01 01 

12 20 37 41 16 21 02 02 I 

13 36 38 23 17 10 群 03 03 

14 18 39 40 18 11 04 05 II 

15 15 40 39 群 19 05 06 群

16 11 41 37 20 22 06 04 
： 

17 28 42 43 21 23 SA-01 II 

18 30 43 45 22 26 群

※SKは土壊一覧表に記載
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IX 調査のまとめ

稲荷前遺跡(A区）では竪穴住居跡135軒、掘立柱建物跡52棟、井戸跡46基、溝跡39条、土塙296基、

竪穴状遺構 5基、小鍛冶跡 1基、火葬墓 1基、単独ピット 750基等多数の遺構とそれに伴う多量の遺

物が検出された。各遺構は古墳時代後期(7世紀代）から中世に至る時期のものと推定され、時代を

異にして複雑に重複していた。それでも稲荷前遺跡全体からみると 1/3強の遺構数でしかなく、遺跡

の全体像を把握するには今後整理される B•C 区の結果を待つほかない。本章では土師器・須恵器

の編年を軸に各時期の集落構成とその変化をトレースすることに主眼を置くこととしたい。稲荷前

遺跡を含む入西遺跡群における律令期集落の動向を明らかにするためのいわば序論的な意味合いを

もつものである。合わせて郡名墨書上器の性格について若干触れることでまとめとしたい。

1.遺物について

ここでは土師器・須恵器の分類と編年を行ない、集落構成の変遷を追うための前提作業としたい。

7世紀代においては在地の須恵器生産自体まだ整っておらず、土師器の変遷を主に時期判定せざる

を得ない状況である。 8世紀以降、より具体的には鳩山窯跡群で須恵器生産が本格的に開始される

ようになると、供膳器はほとんど全て須恵器に取って代わられてしまう。そこには在地の土師器生

産体制の大幅な改変乃至、在地に於ける土師器生産そのものの終焉という重大な変化が内包されて

いるものと思われるが、この問題は別に考えるとしてここでは深く触れない。 A区の時期幅は 7世

紀中葉から10世紀前半までであるが、次回報告予定のB・C区並びに隣接する塚の越遺跡では 7世

紀前半の資料も含まれるため、将来の入西遺跡群全体の検討に備えて 6世紀末葉前後から筆を起す

こととしたい。付言すれば、入西遺跡群全体を見渡すと 6世紀前半代と考えられる桑原遺跡の消滅

以降、一定の断絶期間が存在するものと思われる。

土師器ヰ類の分類（第408図）

坪A いわゆる比企型坪で、口縁部がS字状に外反し、口縁部外面と内面を赤彩することを原則と

する。口唇部内面に沈線をもたないもの (A1類）、沈線または凹みをもつもの (A2類）の 2タイプがあ

る。更に口縁部が内屈するもの（ a)、ほぼ直立するもの（ b)、外傾するもの (C)に分かれる。

坪B 鬼高系模倣坪の影響を多分に受けたもの。比企型坪が口縁部下位に「腰」といえるような丸み

をもって底部に移行するのに対し、 B類は「稜」で以て底部と区別される。口唇部沈線をもたないも

の（恥類）、沈線をもつもの (B2類）の 2者があり、更に口縁部の形状により直立するものを a類、外

反するものを b類とする。いわゆる模倣坪と単純にいえないのは、口縁部沈線をもつものの存在、

或いはもたないものにしても赤彩されるものが一定量含まれることにあり、やはり比企型坪の影響

を認めざるを得ない。両者の折衷形態とすべきであろう。

坪c 口縁部と底部を区画する稜または腰が明確でなく口縁部から底部にそのまま続くもの。小型

の深碗風の形態を示す。口唇部沈線の有無により、無沈線を C1類、有沈線を C2類とする。
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坪D □縁部が短く直立乃至外反気味に伸び丸底の底部に続く浅椀風のものを一括した。口唇部無

沈線を D1類、有沈線を D2類とする。坪D は幾つかのタイプに分かれ口縁部と体部の境が外面では比

較的明瞭に表現されるものを a類、 D1b類としたものは口縁部が外反するもの (408図86)、D2b類

は口縁部と体部の境が不明瞭なものとした (49・50・72~77)。D2C類は短い口縁部から底部中心に

向かってやや角度を以てすぼまる皿形のもので口唇上端に沈線をもつ特徴がある (87• 107 • 108)。

坪E 鬼高II式期からの伝統を引く有段坪で、口縁に 2乃至 3条の段をもつ。胎土からみて他地域

からの搬入品と考えられる。

坪F 口縁内屈丸底坪(52)とその系譜下にあるもの。胎土から明らかに在地産とは異なり、他地域

（粉っぽい胎土からおそらくは児玉周辺地域の可能性が高い）からの搬入品と推定される。口縁部が

強く内屈するものを E類(55~57)、内弯気味に直立するものを凡類(92~94)、口縁部が直立し体部

との境が比較的明瞭なものを F3類（112• 113)とする。

坪G 暗文坪を一括した。半球状の碗形態を呈し、口唇部に沈線をもつもの (94)ともたないもの (93)

がある。

培A □縁部が直立または外反する大型の深塙形態を一括した。バリエーションはかなりある。大

形の模倣坪系土器群を含む。

碗B □縁部が短く直立し、口唇部内面に沈線をもつもの。形態的には深塙となる。

碗C 平底風の深培形態を示すもの。

皿A 口径15cmを越える大型の浅椀形態ともいえるもので、内弯気味に立ち上がるもの (78)。

皿B やはり大型の浅椀形態で、口縁部は短く直立するもの (81・101)。

皿C 口縁部が外反する浅い皿形を呈するもの (79。100)。

皿D 皿Cと同様な器形をもつが、胎土から北武蔵系と考えられるもの (98• 99。114。115)。当然

ながら赤彩はない。

土師器甕の分類（第409• 410図）

甕A □縁部が短く強く外反し胴部に膨らみをもつもの。最大径は胴部にある。

甕B □縁部の外反は弱く斜め上方に立ち上がるもの。胴部の膨らみは弱い。

甕c □縁部がやや長く胴部の張りもやや強い。最大径は口縁部にある。

甕D □縁部が短く強く外反するもの。肩が張り胴部は直線的となる。

甕E □縁部が直線的に上方に延び端部を外反させるもの。

甕F 甕Cに類似する。口縁部の外反がやや強くなり弓状を呈する。

甕G □縁部の形状は甕Bに類似するが、胴部の張りは殆どない。

甕H □縁部に最大径をもち、胴部は歓頭砲弾形を呈する。

甕 I 甕Eに類似するが、口縁部上端の外反が強く最大径は口縁部にある。

甕J □縁部は外反し、肩部が強く張るもの。最大径は口縁部にある。

甕k □縁部は「く」の字状に外反し胴部上位に張りをもつ。最大径は口縁部にある。

甕L 口縁部の形状は甕Kと同様で、肩部斜め削りを施す。
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甕M □縁部の外反度はやや弱くなり、胴部上位に張りをもつ。

甕N □縁部は弓状に外反し最大径は胴部に移行する。

甕〇 □縁部は「コ」の字状に近い形状を示す。

甕P 頸部の直立が顕著でいわゆる「コ」の字状□縁甕となる。

甕 Q 甕Pの退化形態で器壁はやや厚くなると共に頸部と胴部の境が弱くなり、見かけ上「く」の字

に近いものや胴部の最大径が下がるものなど個体毎の変異が大きくなる。

土師器の変遷

1期

坪は前代の主系列である比企型坪A悶類に加え、内面沈線をもつA2a類が出現している。腰の位

置は高く口径は13cm代の法量を保ちまだ大ぶりである。伴出する有段口縁坪E類も口径が大きい。

甕は口縁部が短く外反するタイプで胴部中位から下位に膨らみをもつA類と、胴部の膨らみの弱い

B類の両者がある。稲荷前遺跡中には良好な資料が見いだせない。東松山市舞台遺跡B区13号住、

二次 5号住を当てる。

II期

坪は比企型坪A茂類•A足類の他、口縁部が直立気味となる b 類が加わる。口縁部がやや長くな

り、必然的に腰の位置は I期に比して下がってくる。口径は13cm代のものも含むが主体は12cm代に

縮小する。甕はA・B類が残存する他、 C~E類がみえる。稲荷前遺跡B・C区及び塚の越遺跡に

は該期の資料は存在するがA区では認められない。

III期

坪A沼類は残存するが口縁の内傾度は弱くなり、 A1b類との区別が不明確になる（第408図21• 

22)。A2a類も少なくなる。第408図15はあまり適当な資料ではないが、 A2a類の流れを汲むものと

しておきたい。該期における主体はA2b ° C類にある。口縁部が外傾する C類の出現に関しては水

口に拠れば、須恵器蓋の影響下にあるとして比企型坪とは別系列に展開するとされているが（水口

1989)、ここでは敢えて須恵蓋の影響を持ち出さずとも A2b類からの型式変化の中で追えるものと

考えておきたい。 A戸類の中には口縁の外傾が著しく皿形に近いものも現れている (20)。全体に腰

の位置が器高の1/2前後まで下がってくるとともに、口径はやや大きいものを残しながらも主体は12

cm前後～11cm代まで縮小する。一方、大型の坪D類、培B類も少量ではあるが存在する。また有段

口縁坪E類は口径の縮小したものが存在するが構成比は低い。

甕はA類 •B類の系譜を引くものと、 C類に近いがより外反のきつくなる F類、肩部に段をもつ

直胴のG類、口縁部が直立気味のE類からなる。稲荷前遺跡A区において集落が出現する段階であ

る。

IV期

A茂類及びふ a類の系譜で追える坪は殆どみられなくなる。 Aゆ類、 A戸類の系列にあると考

えられるもの（第408図38~42)については口唇端部の外反は残すものの腰の位置は器高の1/2よりも

下位に下がる。また外面の赤彩範囲が減少する例や当初から赤彩されないものが増加するなど、も
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第409図 土師器壺・甕類の変遷(1)

-402-



VI|]□。、[]:[]1•I] : 
= ~__ _~•-----~—: 

＼―一―三9/
て•.」

I -~----. 1 -c;--~-- J 39 

SJ71 

SJ82 

□[。口:2] 三
SJ67-68 二□三ロ

43 

ーーー ロ7.1 SJ101 

SJ 67•68 

VII 

M 

SE09□(45□□□ 
SJ67・68 

N 

VIII I ロ□51 ロ口52ロロ口54

SJ07 

IXI：口ロ□8 ロロ□□¥ 57 ¥ ¥ ¥ sJO1 □/6 0 口 62

SJ01 
SJ01 

p 

XII I □□~64 ロロ65 □三□66 □~67 
SJ65 

□68 "6, 
SJ16 SJ126 

XIII I □Q,つ]仁 70 

XIV I□ '¥¥¥Ii 
1/,SK1?只 6 

ロニ〖71 □三：口73 言：74口75
Q □¥77□三，三□：ロコ84

□ 1M80三82 8 - 0 m  

第410図 土師器壺・甕類の変遷(2)

はや比企型坪の範疇から逸脱するものが顕著になる。 B 2類の盛行は本期のメルクマールになる。須

恵器模倣坪またはその影響の強い一群で口縁部と底部の境は「稜」で以て区画され、坪A類にみられ

る「腰」作りとは一線を画すものと考えている。しかし、 A類の影響も口唇部内面の沈線や赤彩され

るものがあるなど確実に認められ、正確には両者の折衷形態を含むものとした方が良いかもしれな
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い。 C類としたものは赤彩にのみ比企型坪の影響を残すが、口縁部と体部の境が不明瞭となり丸碗

化した小形坪である (43~48)。A~C類に関しては小型化が最も進んだ段階で、口径は10cm前後の

ものが主体となり、中には10cmを切るものもみられる。

一方D1• D2類とした口縁部が短く直立する浅椀タイプのものは前期の D類から系譜的に連続す

るか否か確たる証拠はないが、 A~C類に比してかなり大型の一群（口径13cm代）が、坪類の器種組

成において一定量を占めるのは間違いないようである。また坪Fが新たに加わるのも本期における

特徴といってよい。北武蔵系とされる一群で口唇部の内屈が強く同系のなかでも最古段階の特徴を

備えるものである。小型(52)から大型品 (54)まであり、胎土から児玉地域周辺から搬入された可能

性が商い。坪Eは底部が扁平化し箱形を呈するものが存在する。

甕はA類の系譜を引くと考えられる長胴甕はみられる (409図17)が、口縁部が長くなり外反度が強

くなる。 F類（18• 19)も口縁部の屈曲が強くなり、端部は水平方向に引き出されるものが現れる。

また胴部が砲弾形にすぼまる H類の出現も本期にあるようだ(22)。

V期

坪Aの系譜で捉えられるものは殆どなくなる。坪Bは一定量を占める。前期に比して口径が11cm

前後のやや扁平化したものと前期と殆ど変わらないものもみられる。 C類は一定量存在するが、一

部に深培化が著しいものがみられる。 D類は引続き存続し本期の主体となるが、全体に扁平化が進

行し浅椀的なものに変わっていくようである (72~77•82~87) 。 D]類においては口縁部が外傾する

もの (86)が出現し、口縁部内面に内傾した端面をもつもの、従って口縁は尖り気味となるものが多

く見受けられるようになる (85)。坪Eは本期まで残存するが、底部扁平化と小型化に型式的な退化

が如実に現れている。坪Fは口縁が内屈するものに加えて内湾気味に直立するものが存在する。内

面に暗文を施す坪Gは量的には少ないが本期または次期に伴うものであろう。皿A・ B • C2類は本

期に出現するものと考えている。本来坪とすべきかもしれないが口径が大きく扁平化している点か

ら皿とした。皿Bは坪のなかに類似した形態が認められ(80)、坪が大形化したものと考えるのが妥

当であろう。

甕は F・H・Eまたは 1類の系譜を引くものは引き続き存続する。その他に肩部に強い張りをも

つJ類は本期に出現するようである（第409図28・29)。K類は口縁部が「く」の字状に強く屈曲し胴部

上半に張りをもつ。次期以降の主系列に連なろものであろう。最大径は全て口縁部にもつもので占

められ、胴部調整も縦方向のヘラ削りが施される。

VI期

坪A~C類は基本的には消滅するようである。というよりも土師器坪類の減少が本期を特徴付け

るといっても良い。比較的坪類の出土量の多い67・68号住居跡の様相をみると、坪は D2C類と北武

蔵系坪、大型培、皿類で構成され小型の坪類は器種組成から欠落する。この様相は若葉台遺跡 1号

住等でも確認され本地域の一般的な傾向となるかもしれない。

甕は武蔵型甕の系譜に連なる「く」の字甕（40~43)が主体となり胴部上半の斜め削りも顕在化する。

ほかに前期以来の系譜下にある甕もまだ存続するようである (37• 38)。
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VII~XIV期

土師器坪類はもはや確認できない。 67・68号住居跡出土の北武蔵系坪（113)はVII期に下がる可能性

をもつが、比企型坪の流れを汲む在地産坪類の本遺跡への供給はVI期を境にほぼ停止したものと考

えられる。その他の時期の上師器坪類としてはIX期後半と思われる第 1号住から内面黒色処理を施

した坪が 1点検出されている。白色針状物質を多量に含み在地産であることは明らかであるが系統

は不明である。

甕類は全て武蔵型甕の系譜下にあるもので統一される。口縁部が「く」の字状を呈するVII期から口

縁部が「コ」の字状に屈曲するいわゆる「コ」の字甕を達成する XII・XIII期、口縁部「コ」の字状の屈曲

が形骸化し、器壁も厚くなる XIV期という連続した変化が辿れる。XIV期の甕には底部外面に砂が多

量に付着する「砂底」のものが現れている。 XIV期以降では遺構に伴うものではないが羽釜が 1点検

出されているのみで、稲荷前の集落は解体する段階である。

須恵器の変遷

IV・ V期（第411図）

IV期では坪は受け部をもついわゆる坪H(1)と、無台坪身とかえり蓋のセットをなす坪G(4 

~15)がある。 3は坪としたが或いは坪H蓋かもしれない。口径が10cmに満たない小振りのものから

13cm前後の比較的口径の大きなものがあり、大きく飛鳥II期～IV期の土器群を含む。 17は高台坪と

思われ体部に沈線、口唇部に内傾した面を有する。立野遺跡（今井1980)に類例が見いだされる。 16

は器種が明らかではないが同様に高台坪かもしれない。盤は厚手で大振りのものがある (18)。口唇

部が平坦に切られ分厚い作りが特徴である。口縁部の立ち上がりが丸みをもち底部との区別ない点

は立野遺跡以降の盤の様相とは異なり、類例に乏しい。強いて挙げれば本庄市今井遺跡群G地点 5

号住、畿内ではTK217号窯のものに近い形態である。甕の様相は余り明確ではないが、胴部破片を

みる限りでは内面に青海波文の当て具を使うものが頻出している。瓶類には21~23のような長頸瓶

が認められる。何れも東海地方からの搬入品と思われる。 23は沈線区画された肩部に櫛状工具によ

る列点文が施される。該期の須恵器には非在地産の占める割合が比較的高く、図示した中では 1.

2 • 6 • 11 • 14は東海産と推定される。

V期とした坪は前期の坪Gの系譜を引く 34~37と共に、形態的には坪H蓋に類似する丸底塙風の

坪（坪Cとする）が一定量検出されている点に特徴がある (25~33)。底部はヘラ切り成形されたもの

と思われ、その後ヘラ削りで整えられている。口縁部内面に沈線が巡るものが多く認められる

(25~31)。胎土から全て在地（南比企窯跡群）産と考えられる。形態的に幾つかの種類がみられある

いは前段階に位置付けられるものがあるかもしれないが伴出遣物から確実に遡るといえるものは摘

出できず、取りあえず該期に含めておいたものもある。このタイプの製品を生産する窯とすると東

松山市舞台遺跡C-2号窯のなかに 1点類似した形態の坪が発見されているがなお時期的な隔たり

がある。集落遺跡からの類例も乏しいが、霞ヶ関遺跡92号住から畿内系暗文坪・山下 6号窯（金井塚

1990)風の坪、大型かえり蓋に伴って同様な丸底風の坪が 1点検出されている。坪C類の時期を押さ

える唯一の資料といえる。今後その系譜を含めて注意しなければならない上器群であるが、おそら
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く次期以降には連続しないであろう。

鳩山窯跡群の坪Aに連なる系譜と考えられるものに38~41がある。 41は推定口径17.4cmを測る大

型坪で底部は手持ちヘラ削り調整が施される。ヘラ削り力ゞ浅いために底部が突出した形態を取るが、

それを除けば霞ヶ閃遺跡16号住の製品応」ド常に近似している。38~41は125号住居跡からの一括品で

ロ径15~17cm代の製品て構成され、山下 6号窯乃至鳩山窯跡群HI期（渡辺1990)の坪1こ連なるタイ

プと考えられる。類例は金井遺跡29号任（昼間1989)にある。口径分布から鳩山編年HI期（以下単に

H＊期と略す）直前段階もしくは一部平行する段階と考えておきたい。

蓋はかえりを有するものともたないものの二者がある。かえり蓋は口唇部を結ぶ接線よりもやや

内側に付される (45)占いタイプと、退化したかえりをもつもの (46~48)がある。時期差を反映した

ものであろうが45についてぱ土師器の様柑から本段階とした。山下窯跡 6号窯では大型かえり蓋は

生産されず、鳩山窯跡群でもは特殊品以外一般的ではないが、 45~48は胎土から南比企窯跡群産で

あることは確実で大型かえり蓋の生産を行なっていた未知の窯があったことを教えてくれる。

46~48のかえりは痕踪程度で退化が著しい。特に48では粘土を『古賛けたかえりとは畏なり口縁部を

強くなでることによってかえり風の段を作り出したものである。該期のかえり蓋を周辺で捜すと先

に挙げた霞ヶ関遺跡16号 •92号住で各 3 点、金井遺跡でも数点検出されている。霞グ関の資料につ

いては末野窯跡群産という見方（酒井1987)と南比企窯跡群産（渡辺1990)という説があるが、実見し

ていないため確定はできないが本遺跡の資料をみる限り南比企窯跡群産としても良いように思われ

る。金井遺跡の資紅には白色針状物質が含まれるものが認められる。

は85号住出土資料を本期とした (59)。実際はかなり歪みが激しく図上補l丁しているが、口縁音「

が直立し□唇部内面と外面腰の部分に沈線が巡る特色ある土器といえる。内面沈線の存在は坪Cと

共通した手法といえ興味深いものがある。鳩山窯跡群には類例が見当たらず外面の沈線は立野遺跡

に類例がある。しかし本例は口縁部が丸くなっており立野遺跡の平坦面をもつ□緑部の作りよりも

明らかに後出するであろう。鳩山窯跡群HI期との時間的距離は測りかねるが、より先行するもの

と考えておきたい。

その他の器種として注目されるのが壺類の一部と平瓶である (51• 52 • 60)。口縁部直下に断面三

角形の凸帯をもつという共通点がある。ほかにも数点の出土を確認しているが、何れも胎上に白色

針状物質を含み明らかに南比企窯跡群の製品と見倣すことがてきる。この種の壺（甕か）の出土例は

今のところ周辺遺跡では確認できない。地域は異なるが静岡県湖西市吉美中村遺跡A地点でまとま

って出土している（尚橋1990)が、全て「甕」で平瓶に凸帯を施す例は拾えない。後藤偉ーの論に従え

ば本遺跡の凸帯壺は「湖西窯跡群に特有」の甕Ab類に属し、湖西絹年第IV期(701~8世紀第 2四

半期前半）に比定されている（後藤1989)。SEl4出上の頸部に凸帯をもつ壺（51)は伴出土器からみる

限り後藤の年代観とはうまく対応しない。覆土から出土したため埋没過程の混入とすべきであろう

か。平瓶に関しては今のところ良好な類例が拾えず、時期的にやや潮るのではないかという疑念が

拭えない面があるが、壺との口縁部形態の類似性からによって一応本期としておきたい。

ところでこの平瓶と同一土塙から出土した61の鉢形土器も注目される。残存部に把手はないが形

態から大形甑と考えられろ。口縁部は平垣百を有し、外面に叩き調整後沈線加飾され、内面は箆状
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工具によって削り上げられるもので甑とすると特異なタイプに属する。県内では立野遺跡に類例が

1例あるのみで鳩山窯跡群で生産される甑とは形態が異なる。前述の湖西窯跡群では吉美中村遺跡

に類例が認められ、生産年代は湖西編年第III期第 3小期～第IV期第 1小期に限定されるという（後藤

前掲書）。湖西窯跡群の生産年代と本遺跡の凸帯を有する壺・平瓶及び甑の生産された年代にあまり

タイムラグがないことを前提とすればこれらの器種の年代観は湖西第IV期第 1小期(701~715年）前

後に措ける蓋然性が高いことになる。それはともかく今後類例に注意すべき土器群である。 8世紀

前後の南比企窯跡群の展開に際して、他地域の窯跡の直接的・間接的影響が指摘されているが、湖

西窯跡の影響を受けた窯跡が存在したことを窺わせる一例となろう。

VI・ VII期（第412図）

鳩山窯跡群 I期～II期に平行する段階とする。この段階以降は殆どの須恵器が南比企窯跡群産と

なる。 VI期の坪は口径が15~16cm代を主体とし、底部に丸みをもつものと盤状を呈するものから成

り、底部は全面ヘラ削りのものと中心部に糸切り痕を残すものがある。 1~4• 9~13については

HI期併行としてよいものであろうが 5~8については次期に下がるかもしれない。塊(14• 15)に

ついても該期またはVII期であろう。蓋は環状のつまみをもつものを該期とした。 18は無かえり蓋な

のか特殊かえり蓋なのか良く判らない。 19は内面に「内」の刻印をもつ蓋でHI期段階と考えられる。

印形及び形態から鳩山窯跡群広町15窯の製品の可能性が最も高い（註1)。VI期に含まれるものと考え

られる。 21は鉢としたが鉄鉢形となろうか。小形壺(25)は肩部の張りが強い。 23の水滴は搬入品と

推定される。

VII期の坪は27~34• 36~41がある。口径が14cm代にやや縮小したものが中心となるが大形品も含

まれる。 VI期に比してやや扁平化したものが多いが、鳩山編年においてもその差異は微妙なものが

含まれる。 31• 41等は前期に上がる可能性もありうる。 35は立野遺跡にみられるような無台坑なの

か鉄鉢とすべきか判然とせず所属年代も特定は難しい。

坑(42• 43)は口縁部内面が沈線状に凹む。蓋の様相は良く判らない。 45の擢鉢も本期に伴うとし

た。小形壺は前期に比して肩部の張りがやや弱まるようである。

VIII • IX期（第413図）

VIII期の坪は口径13cm代を主体とし、ほぼHIii期に併行する段階である。口径14cm前後の 1~4が

古から中段階、口径は13cm前後に縮小し器壁の厚い 6~10•13が新段階に位置付けられる。 5•11 ・

12は相対的に薄手で体部に丸みが目立つなどIX期との過渡的な土器群と考える。碗は口唇部内面が

肥厚するもの (16)と丸みをもつもの (15)がある。この段階には高盤（14)と鉄鉢（19)が伴うものと考

えられるが小片で形態は良く判らない。

IX期の坪は口径12cm代を中心とする。前期に比して口径が縮小するとともに体部の丸みが強くな

り、全体に薄手で軽量感が増幅する。底部調整は周辺ヘラ削りが主体を占めるが、 30はヘラ切り風

でやや特殊なものである。塊は形態差が大きいが体部に丸みをもち口縁が外反に傾くものが出現す

る。全体に器壁の薄いものが主体となるようである。蓋は小形の坪蓋と大形の塊蓋の 2種がある。

円面硯(52)は透しが欠如し斜格子状の沈線文のみの文様構成となり、方形透しを主体とする段階の

ものに比して相対的に新しい様相であることは疑いないが、硯部際と脚上端の間にも中堤が巡り古
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手の様相も看取される。伴出須恵器の年代にほぼ合致するものと考えた。本期後半に位置付けてお

きたい。甕は全体を窺える資料がないが、胴部が長胴化し撫で肩の器形となっている。

X~XIII期（第414図）

X期には良好な資料がない。強いて挙げれば第 1号住出上土器の新しい一群と27号井戸跡の坪程

度である (1~3)。口径が最も縮小した段階でllcm大となり、底部はヘラ削り調整される。 H V期

でも古段階に併行する時期と捉えているが、鳩山窯跡群においても生産が縮小する段階で該当窯が

1基しかなく問題を残す時期でもある。

続く XI期も資料的には貧弱で確実に本期に属するものとしては34号井戸跡を挙げ得るに過ぎな

い(4~9)。坪はX期に比して口径が拡大し12cm大となる。また 4• 5にみられるような体部下端

の面取り調整が施されるものは該期の典型となるものであろう。口縁部の外反はまだみられない。

蓋（ 8)も笠形に開くもので本期としても良いであろう。

XII期とした坪は口縁部の外反が現れるようになり、口径は12cm大を中心として13cm大を含む。底

径は口径の1/2以上の一群である (10~23)。その中でも 18~22は口縁部の外反が強まり口底指数は1/

2程に縮小したものでより XIII期に近い。もはや底部調整を施すものは影を潜め糸切り底に揃う。培

は底部が縮小し□縁部の内弯がなくなったものが伴う (24)。本期後半の66号住には皿(25)と灰釉碗

(26)が伴出する。前者は体部下端及び底部を再調整するもので伴うものと考えている。後者は東濃

産光ヶ丘 1号窯式と思われる（註2）。他に大原 2号窯式に擬定されるものもみられるが、灰釉陶器は

本期に伴わないかもしれない。蓋は全体を知ることのできる資料がなく詳細は不明であるが、天井

部の高いものとやや低く口縁が強く屈曲するものがみられる (27• 28)。

XIII期とした坪は口径がllcm大を一部含みながらも 12cm大が中心となる。底径が口径の1/2以下に

縮小した段階のもの (32~54)で口縁部の外反が顕著になるとともに口縁部の肥厚が目立ってくる。

体部は直線化したものもみられるが丸みをもったものが主体となる。碗は前期に比して口縁の外反

の強いものとなり (55• 56)、加えて高台を附した埼が現れる (57~59)。皿は体部下位に再調整を施

すもの (63)と再調整を行なわないもの (64• 65)の二者がある。高台皿の初現も本期にあるようだ。

XIV期（第415因）

坪は底部の縮小化が更に進み口径の1/3近くまで減少する (1~15)。それに伴い体部は直線的に伸

びるようになり、口縁部は玉縁状に肥厚する傾向が認められる。口径は12cm前後のもの (1種）と 13

cm大のやや大振りのもの (2種）の 2タイプがあるが形態的には大差ない。高台坪（培）は 2種の坪に

高台を附したものと考えられる (16~22)。薄手で均質な器壁をもつ17• 22と厚手でぼってりしたタ

イプ(18~21)の2種類がある。無台皿は良好な資料がないが高台皿は105号土塙から出土している

(23)。伴出した坪は体部に丸みを残し本期でも前半代に比定されようか。底部に比して口縁部が矮

小化したやや特異な作りである。

24~27は本期に含まれる遺構から出土した施釉陶器である。 24は東濃産大原 2号窯式、 27は猿投

産、無釉の灰釉系陶器でK-90号窯式か。灰釉・緑釉陶器は稲荷前A区全体で100点を越える出土量

があるが、惜しむらくは小片で、且つ遺構外または他時期の遺構に混入するものが大半を占めるた

め、須恵器との伴出関係を特定する上で障害となっている。東濃産光ヶ丘 1号窯式～丸石 2号窯式、

-412-



ロン 口SK105 口 こ 3
SK 105 

ロジ
SJ 57 

ロ：ン／
SK 272 

口
二

口
こ ／SJ 51.52 

□□/ 
二

ロし／
~5 

ロマ／6

口／
□こ

sx 06 

ニニ

こ／SK 272 口
l マー

SJ 38 

0 10cm 
， →  

第415図 第 XIV期の須恵器

猿投産K-14号窯式～0-53号窯式とそれ以外の製品と推定されるものも若干認められるようである。

灰釉陶器の編年観に従えば、本期以降11世紀代にかけても集落は存続したことになるが、残念なが

ら本期を最後に中世段階に至るまでの間集落が営まれた形跡は認め難いのが現状である。

年代観

各期の歴年代観については上師器に伴出する須恵器から推し量るしかないが、特に 7世紀代の須

恵器のそれについては現在でも一致した見解はなく流動的な部分が多く残されている。県内におけ

る律会期の須恵器編年と年代観に関しては最近酒井清治（酒井1987等）、渡辺ー（渡辺1990)両氏によ

って精力的な研究が進められある程度煮詰まって来た段階である。第 I期は舞台遺跡B区13号住、

舞台 5号住をほぼ同時期と考え後者に伴う須恵器の年代観から 6世紀末葉と推定しておきたい。第

II期・第III期は特に定点とすべき資料がなく 7世紀代の須恵器編年が流動的な現在、推測でしか言

えないが、前者を 7世紀1/4期を中心とした年代、後者を2/4期を中心とした時期、続く第IV期は須

恵器供膳器が最も小振りとなる時期から立野遺跡に示されるやや口径の拡大した坪・蓋類を含む段

階とすべきようである。 7世紀3/4~4/4期にかけての年代と思われるが、土師器と須恵器の伴出関

係をもう少し詰める必要がある。第V期は 7世紀末葉～ 8世紀1/4期前半頃、続く第VI期以降は基本

的には鳩山編年（渡辺1990他）に準拠した変遷で捉えている。これは距離的にも近接し、該期以降須

恵器は殆どが南比企窯跡産で占められることによる。第VI期はほぼHI期併行と考え 8世紀1/4期後

半、第VII期はHII期併行段階(8世紀2/4期中）、第VIII期はHIII期併行(8世紀2/4後半～3/4期前半）、

第IX期はHIV期併行(8世紀3/4後半～4/4期前半）、第X期はHV期併行(8世紀4/4期後半～ 9世紀

1/4期前半）、第 XI期はHVI期併行(9世紀1/4期後半～2/4期前半）、第 XII期はHVII期併行(9世紀2/

. 4期後半～3/4期前半）、第 XIII期はHVIII期併行(9世紀3/4期後半～4/4期前半）、第 XIV期はHIX期併

行(9世紀4/4期後半～10世紀1/4期）ということになろう。
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比企型杯その後

本遺跡の大きな特徴の一つとして比企型坪消滅段階のまとまった集落が検出されたことを挙げる

ことができる。比企型坪の研究は舞台遺跡の資料を主に扱った井上肇の論考を喘矢とし（井上1979)、

最近では水口由紀子が総括的な論考を発表している（水□1989)。比企型坪の変遷に関してはほぼ水

口論文で大綱は示されたといってよい。本稿に関わりのある部分で水口の論旨を要約すると、 IV段

階第 2小期（本遺跡第IV期頃）を境に「比企型坪」は消滅し、「宮都の坪A・Cの影響を受けたような土

器群」に変化すること、本遺跡分類のA2b。C類は比企型坪の主系列とは別に須恵器坪蓋を模倣して

新たに出現したもの（水口は B系列とする）であるとし、名称に関して、IV段階については「比企型坪J

と呼称するのは不適当であるとした。また渡辺ーは鳩山窯跡群を分析する中で比企型坪の終末期の

変遷に触れ、「比企型坪」以降の在地産土器群に対し「比企型坪系土器」という名称を与え、凡そ 8世

紀2/4期まで辿れるとした（渡辺1991)。

本稿の検討によっても両氏の変遷観は基本的に正しいものと考えられるが、ここでその検証とい

う意味から各期に占める坪類の組成変化について触れてみたい（第416図）。絹年図には示されない各

類間の量的な多寡を知るためである。この表に示された原資料は本遺跡資料に限定したものである

（註 3)。混入と思われる資料に関してもカウントしたために一部不都合なものも示されている（例え

ばVI期のA類）が、大まかな傾向は示しえたものと考える。

第III期では個体数が少ないために必ずしも全体的な傾向を示すとは言えないものの A2類が主体

となり A1類の構成比は少ない。この段階で既に C類が少数認められるが、確実に伴うかどうかは不

安がある。

第IV期ではA 1類は殆ど消滅し、 A2類も 18％と構成比は減少している。替わってB類は29％と主体

を占めるようになるが見掛け以上に構成比は低いようである。 D類がかなりの割合を占めること (17

％）、北武蔵系の F類が10％と一定の組成を占めることも注目される。

第V期になると凡類が僅かに見られるが混入の可能性が高い。 B類も減少する。本期の主体を占

めるのは D類で全体の約50％を占める。 D悶類とした中では口縁が内傾する面をもつものが多いよ

rn 1 :: I A 8 bロロニAこ二琴旱戸戸口」 A122C I ]言：I：I%25個体

F 2.3 

14 

皿
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~ --
22 

第416図 土師器供膳器の器種組成
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うだ。几 a類の構成比が高いのが本期の最大の特徴である。皿形の占める割合も確実に増加する。

北武蔵系坪F類は少ないながら一定の構成比を占める。

第VI期においてはA・B・C類といった小形坪は基本的に消威し、扁平化した坪D類と皿、大形

塙で構成される。また特筆すべきことは北武蔵系坪と皿が23％を占めることである。第VII期では土

師器坪類は明瞭な形では拾えない。既に本遺跡での役割は消滅したものと見てよかろう。

以上土師器坪類の組成変化を述べてきたが、特に大きな変化を挙げるとすると V期とVI期にある

ようだ。それは B類の消滅と D類及び皿の盛行に端的に示される。その変化は明確には示し得なか

ったがV期後半段階で起きているようにも思われる。それはともあれ、周辺遺跡でIV期以降の資料

を探ると、霞ヶ関10号住がIV期、同69号住がIV~V期、同55• 56号住、 92• 128号住がV期、若葉台

1号住がVI期、 8号住がVI期またはVII期、下石井 2号住はIV期とVI期が混在するようである。花影

遺跡 1号住がVI期か、千代田遺跡 3号住がVまたはVI期という年代と思われる。 VII期となると僅か

に鶴ヶ丘遺跡C区4号住を挙げ得るに過ぎない。平底化した皿Bと北武蔵系坪 F3類かと思われるも

のが共伴している。伴出須恵器から見てもVI期には上がらないであろう。それ以降は比企型坪の流

れを汲む土器群は完全に消滅すると見てよかろう。

水口が指摘したいわゆる「比企型坪」が消滅した段階以降もその流れを汲む土器群は以前として

存続し少なくともVI期までは器種構成上一定の比率を占めていたのは明らかである。確かに比企型

坪を本来の形態、即ち口縁部がS字状に強く屈曲し、口縁部外面と内面を赤彩するというものに限

定的に解釈すればIII乃至IV期をもって型式的連続性は解体してしまう灸だが、その後も胎土・色調・

成形技法とも何ら変わりない土器群が存続するのも事実で、在地に於ける土師器生産を重視すれば

「比企型坪」の消滅をあまり強調するのも問題があるものと考える。ここでは水口の言う「比企型坪J

消滅期以降の土器群、具体的には坪B2類 •C·D類と皿A~C類を主要構成器種とする坪類に関し

て取りあえず「続比企型坪」として類型化すると（註 3)、寧ろVI期乃至VII期を境にこの「続比企型坪」

が消滅する段階こそ土師器生産の大きな改変を示す現象として注目されなければならないであろう。

いうまでもなく VI期は鳩山窯跡群の生産が本格化した時期で、在地産上師器坪類の消滅と須恵器

生産の本格化は表裏一体の出来事とみたほうがよい。現象的には民需を当初から強く志向した鳩山

窯跡群をはじめとする南比企窯跡群産須恵器が土師器供膳器を駆逐したものと理解されるがその意

味するところは大きい。

一つには、坪類の生産を放棄した段階以降でも土師器甕類は第 XIV期まで引続き煮沸形態として

存続するのもまた事実で、この現象を如何に捉えるかということが問題となる。上師器生産者が供

膳器生産を止め甕の生産に生き残りを賭けたのか、それとも土師器生産は完全にストップし土師器

甕は他地域からの搬入品を充当したのかということである。結論先取り的にいえば後者と考えてい

る。比企・入間郡域において 7~8世紀代の土師器生産遺跡が発見されていない現在において結論

を出すのは尚早かもしれないが、土師器甕の胎土を観察することによってもある程度の見通しは得

られるであろう。当地域の須恵器の多くには白色針状物質が含まれ、南比企窯跡群の生産品である

ことを示すメルクマールとされていることは既に良く知られている。この白色針状物質は須恵器の

みならず入西遺跡群を例に取れば、縄文上器から中耕遺跡の弥生終末から古墳時代初頭の土器、桑
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原遺跡の鬼高期の比企型坪と土師器甕、そして本遺跡のIII~v期の坪類と甕にもかなりの確率で含

まれる在地産土器の特徴でもある。ところが少なくとも図化したVII期以降の土師器甕には白色針状

物質が明瞭に確認されるものは皆無といってよい。 VII期以降の甕とは、いわゆる武蔵型甕として類

型化され「コ」の字状口縁甕の系譜に繋がる薄手で均質な器壁をもつ特徴的な土器である。全ての甕

を詳細に観察したわけではなく、他遺跡の資料についても実見していないので現状では感触としか

言いようがないが、遅くともVII期、おそらくそれ以前から武蔵型甕の系列下の甕は非在地産である

可能性が高いものと推定している。勿論、「非在地産」という意味は白色針状物質を含む粘土を共有

する地域以外ということを指すのみで特定地域を示してはいないし、武蔵型甕はその名の示すとお

り分布範囲は武蔵国全域に及んでいる。産地同定を進めるにあたっては科学的な胎土分析を経なけ

ればならないものであるが、敢えで憶測を重ねればその供給元は児玉周辺の北武蔵地域が最も可能

性が高いものと考えている。

その微証として北武蔵系坪・皿の存在を挙げたい。 IV期で10%、V期で 5%、VI期では23％を占

め、比企型坪の中心地域と目される本遺跡において特にV1期の23％はかなり高率ということができ

る。何も本遺跡に限らず 7世紀後半から 8世紀前半にかけての比企・入間地域の集落遺跡では報告

書で見る限り北武蔵系坪かと思われる土器を拾うことはさほど難しいことではない。このことから

見ても土師器坪のみならず煮沸形態として不可欠な甕も相当量流入していると考えた方が自然では

なかろうか。こうした視点は既に古代北武蔵地域の供膳器の諸相を分析した中村倉司によって「供膳

器に須恵器を充当した主に南部地域では、土師器生産は行なわれず、煮沸器である土師器甕も他地

域から供給した」（中村1984)ものと把握されている。更に中村によれば律令期それも初期から須恵器

供給が郡を越えて容易に行ない得た背景に、「ずっと以前の鬼高期」から在地間の広域に渡る「交通

関係」が存在したと推定されている（中村前掲書）。

北武蔵系坪と武蔵型甕の故地の一つと考えられる児玉地方では 7世紀後半以降10世紀に至るまで

土師器坪・甕が型式的連続性を維持しており、交易を前提とした集中的かつ一貫した生産体制下に

あったことが指摘されている（鈴木1983)。鈴木によって指摘された土師器生産における第 2の画期、

即ち土師器甕の斉ー化と手法の安定化にみられる継続的な生産が進展した段階は、本地域において

土師器生産がストップした時期にほぼ対応するようで、こうした背景には土師器甕の需要増大が前

提にあったとみる方が合理的であろう。同じ土師器生産でありながら比企型坪と北武蔵系坪の生産

体制の在り方は対照的ですらある。須恵器生産に比重を移した比企・入間地域と片や主要須恵器産

地から一定の距離を保ち、寧ろ須恵器の欠を補う意味での土師器坪・甕生産を行ない得た北武蔵地

域と言い換えることもでき、その意味では相互に補完的な生産であったともいえる。更に言えば児

玉地域の大集落である将監塚・古井戸遺跡では 8世紀初頭以降、 8世紀中葉の一時期を除いて 9世

紀全般にわたり、南比企産須恵器が安定的に供給されているという（赤熊1988)。比企・入間地域と

児玉地域における土器供給関係を示すものとして示唆的であるが、それはともかく 8世紀前半代以

降「非土師器生産地帯」となる本地域に煮沸具として不可欠な土師器甕をどの地域からいかなる流通

システムで供給されたのか、全ては今後の土師器甕の検討にかかっている。

それとともに土師器工人の行末も考える必要があろう。古墳時代後期の土師器生産は雑係的労働
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編成に基づく臨時的生産（田中1991)という見方からすれば、農業生産者に戻ったとすることができ

る。一方、 7世紀代に焼かれた須恵器には首長層の要求により土師器工人の手になるものが存在し

た（小用・根平窯跡）と想定されている（高橋1991)。土師器工人にも須恵器を焼くことができた訳で

ある。「土器生産」という共通性を重視するならば、南比企窯跡群が本格的で継続的な生産を開始す

る段階で、在地の上師器工人が須恵器工人組織の中に取り込まれていった可能性をも残しておきた

い。比企型坪消滅後の土師器生産と流通の問題を以上のような仮説として捉えてみた。未だ論証以

前の段階といわねばならないが今後の検討課題としたい。

註 l 渡辺 ー氏より御教示頂いた。感謝申し上げたい。生産地のみならず生産窯を特定できる極めて稀な一例とな

ろう。なお「内」の刻印を有する須恵器が生産地以外から出土したのも本例が唯一のようである。

註 2 施釉陶器に関しては愛知県陶磁資料館井上喜久男氏に御教示いただいた。

註 3 個体数の算出に用いた資料はIII期がSJ 46・47・74・93、IV期がSJ 02・04・09・11・12・14・20・53・56・64・69・70・80・

81・86・87・91・100・103・ 109・ 113・ 115・ 119・131、V期が SJ13·15·17·19·24•33•77·85·96·98·99 ・ 105• 106• 114・ 117 • 

125・129、VI期がSJ 54・67・68である。

註 4 比企型坪消滅後の土器群に渡辺氏は「比企型坪系土器」という名称を与えている。系譜関係が表わされており理

解しやすいのではあるが、主体となる分布地域外で出土する坪を「＊ ＊系坪」と呼ぶ場合がままあり、やや紛ら

わしい点があることも否めない。土器生産や手法的な面から比企型坪との系統的な連続性を示すものとしてここ

では「続比企型坪」と呼んでおきたい。なお「比企型坪」の名称に関して言えば、水口女氏は変更の必要を主張して

いるが、本遺跡に隣接する桑原遺跡や棚田遺跡では 6世紀初頭段階から比企型坪が供膳器の主体として存在して

おり、周辺地域が比企型坪の主要分布範囲に含まれることは明らかである。現在の位置関係からみると入間郡北

部であるが比企郡とも境を接する地域でもある。主要分布地域が隣接する比企郡にも伸びることはほぽ確実とい

え、その意味で特に名称変更の必要はないと考えている。

2.遺構について

住居の規模と主軸分布

本遺跡で発見された住居跡は135軒ある。そのなかで規模の判明したものに関して住居規模を表わ

したものが第417図である。時期的な傾向を知るために一応 6期に区分してy軸に長辺、 X軸に短辺

を示したが、それによれば第III・ IV期では一辺2.5m~6m前後に分布し長軸4.5m以下の比較的小

型住居の構成比が高いことが判る。全体に長軸と短軸の差の少ない方形系の住居が多い点も指摘で

きる。ただ長軸 4m前後の住居では長方形に偏したものと方形系に分かれるようである。 V期にな

ると住居規模のバラッキがより少なくなり長軸 4~6m、短軸 4~5m付近に集中する。方形系に

なるものよりも長軸と短軸の差が若干見られるいわば長方形系にシフトした住居形態が主流となる

ようだ。 VI• VII期では小型の一群と 6m前後の大型の一群に分化する傾向が認められ、一辺 5m前

後の住居域に空白帯が認められる。こうした分化の傾向はVIII~XIII期にも続くようであるが、XII・XIII 

期では長軸 3~4m前後のより小型の住居が主体となると考えられる。それとともに長方形系住居

に片寄る傾向が顕在化している。集落解体期の XIV期になると前期以来の小型住居のみで構成され

大型住居が欠落するようになる。しかし特に住居の小型化が進行したとは言えない。より細かく見

ると長軸 4m代の住居は長方形系、 3m代のより小型の一群は方形系住居形態を取る傾向にあると
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第417図 住居・掘立柱建物跡の規模

いえよう。全般的な傾向を挙げるとすれば 3m代の小型住居から 6m前後の比較的大型住居まで連

続して分布する 7世紀代、小型のものとやや大型の一群に分化する 8~9世紀後半代、小型の住居

のみで構成される 9世紀末から10世紀初頭ということになろうか。

主軸分布については第418図に示した。それによれば第III期～V期では北～西へ約30゚ の偏差のな

かにおさまるものが大半であることが判る。東カマドをもつものも90゚ ずらせばほぼ同様の偏差のな

かに入る。 V期 •VI期になっても基本的には変化ないが座標北から東に若干ブレるものがみられる

ようになる。 VII期の状況は摺み難いが、 VIII• IX期ではほぼ座標北に集中する傾向が顕著に現れる。
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X・XI期は該当住居がない。 XII期ではほぼ東、 XIII期では座標北を向くものと90゚ ずれて東を指向す

るものに分かれる。XIV期でも傾向的には大差ないがより東にぶれるものが認められる。大きくみて

北から北西を指向する 7世紀後半～ 8世紀初頭、北を指向する 8世紀後半、北と東に分化する 9世

紀後半以降という変化が認められよう。

住居にはカマドが設置されるのが常であるが、なかには住居と全く同様な形態を取りながらカマ

ドが検出されなかった例が数軒認められる。当初より存在しなかったのか遺存状態が悪い等の理由

により検出できなかったのか不明なものもあるが、構築段階で未設置のものも確実に存在する。本

来竪穴状遺構とすべきもので区分が本報告でもあいまいなまま掲載している。ほぽ全体が検出され

ながらカマドの認められなかったものには23• 27 • 56号住がある。 23号住は北側に隣接する 1~3 

号竪穴状遣構と形態的にも時期的にも一致し同様な性格をもったものとした方が良いが、性格その

ものを特定するには至らなかった。 27号住は床面に段差をもつ特殊な住居である。中央部に撹乱を

受けるがカマドは未検出である。 56号住は床面の中央にやや深いピットを保有する。井戸、或いは

祭祀に関連した遺構との見方もできるが現状では性格不明とせざるを得ない。

カマドの構造については全般的に遺存状態が悪いためもあって使用時の様子が明確に捉えられる

ものは殆どなかった。詳細は各遺構説明で述べたとおりであるが、袖には砂質粘上を使用するもの

が多く、幾つかの住居では袖に上師器甕を補強材として用いられたことが確認された。設置位置は

北壁に設置されるものが最も多く、次いで東壁、西壁または南壁に設けられるものもみられるが該

当軒数は少ない。東カマドが優勢な児玉地方例えば将監塚・古井戸遺跡等とは好対照に北カマド優

勢地域といえようか。但し、本遺跡でも XII期以降では東カマドが北カマドを凌駕するようになり

明確な逆転が認められる。

堀立柱建物跡の規模と主軸分布

本遺跡から検出された堀立柱建物は52棟を数える。建物の性格上、構築年代を特定できるものは

数少なく、多くは切り合い関係や主軸方位からの推定によるもので住居に比して推定年代の確度の

低さは否めない。一応古代の建物と推定したものは39棟認められた。

規模は 1X l間、 2X l間、 2X 2間という小型の建物が推定を含めて14棟、その内総柱構造が

7棟を占める。 3X 2間は14棟と最も多く、総柱が 1棟（SB06)、妻側に庇をもつものが 1棟(SB

36)、束柱を 1本有するものが 1棟(SB13)含まれるほかは全て側柱建物である。それ以外は 3X 3 

間、 4 X 2間、 5 X 2問、 5X 3間、 5 X 5間（または 3X 3間の 4面庇）が各 1棟、 4X 2間に妻

庇または束柱をもつ 5X 2間の建物が 1棟という内訳となる。

このうち建物規模の確定できるものに関して桁行、梁行距離をグラフに落したものが第417図であ

る。これによればSB09の12mX12m、占有面積144m'を最大とし、桁行 9~llm、梁行4~5m程

の大型建物が続く。占有面積は50対前後で、梁行に対し桁行が 2倍程もある長方形建物で占められ

る。当然桁行は 4乃至 5間の構成を取るもので柱穴掘方も大型でしっかりした作りである。全体的

に3X 2間が多いことにも拠るが、桁行 6~7m、梁行 4~5mの中型建物は最も多く存在する。

中型建物といっても竪穴住居に置き換えれば本遺跡の大型住居に匹敵する規模をもち、その多くは
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第418図 住居・掘立柱建物跡の主軸分布

平地式の居住施設と考えられる。しかし、束柱をもつ SB13は住居内に床張り部分を有していた可

能性が高く、総柱の SB06に至っては住居とすれば有床形式、非住居とすると大型の倉庫である可

能性をもち、本遺跡の集落構成を考える上で重視すべき建物といえる。

2 X 2間の建物は束柱をもつものが多く規模も小さい。第417図でみると、桁行5m以下、梁行 3

m~4.4mの範囲に分布し面積でいうと10~20吋程となる。桁行・梁行共に同一寸法のものと、やや

差のある一群に分かれるようである。束柱をもつもの、言い換えれば総柱建物は通例通り高床倉庫、

より具体的には穀倉と捉えるのが妥当であろう。束柱のないものに関しても居住施設とは認め難く、

構造的に耐えうるものならば高床倉庫的な使用のされ方であったものと考えたい。
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3 X 2間の建物を居住施設、 2X 2間の総柱建物を穀倉としたところでやはり問題は桁行10m前

後の大型建物(SB03~05 • 36)と3X 3間の身舎におそらく 4面庇が設けられる SB09であろう。

S B36には不明な点があるが他の建物は何れも掘方が大型で構造的にも中規模以下の建物との格差

は大きい。出現時期も限定され集落内でもより有力な階層の居住施設、乃至公的な性格も考える必

要があろう。特に SB09においては規模は他を圧しており、 3 X 3間の総柱構造の身舎、 4面に庇

が付く可能性があること等通常の建物とは明らかに性格の異なるものである。寺院或いは豪族居館

的形態とでもいえようか。後節において再述したい。

古代の建物の主軸分布をみると（第418図）、北を指向するもの、北からやや西に振れるもの、そし

て東西方向を向く一群にほぽ集中し一定の主軸規制が存在したことは明らかである。更にその指し

示す方位は住居の主軸方位分布とよく一致しており、竪穴住居と堀立柱建物が有機的な関係を以て

構築されたことを物語るものといえる。掘立柱建物跡の年代を推定する際主軸方位を無視し得ない

所以でもある。

3.隻落の変遷

最近の集落論に関る考古学的成果とすると群馬県黒井峰・中筋遺跡に代表される集落景観の摘出

はとりわけ重要である。柴垣に囲まれた「屋敷」的空間内に竪穴住居•平地式住居•平地式建物・

掘立柱倉庫・家畜小屋・家庭菜園的な小区画畑地が存在し、こうした家屋群を結ぶ「径」と祭祀場、

水場等も付属するなど古墳時代後期の具体的な集落イメージを植えつけてくれた点でまさに衝撃的

ですらあった（石井1990)。律令期集落においても集落の移動から集落構成の画期を措定する論点（利

根川1982)、集落内の径と広場の存在と屋敷地の成立の見通し（高橋1983)、集落内の方形区画の存在

（都出1989)等社会構成を考える上で重要な分析視角が提唱されている。しかし、以下に示す内容は

竪穴住居と掘立柱建物跡から構成される A区の集落を時期的に分解して羅列したにすぎず、集落論

の課題に接近するにはあまりに貧弱な内容しかもたないが、 A区内の集落構成の変化を概括的には

捉えられたものと思う。 B•C 区の整理が終了した段階で改めて入西遺跡群全体の律令期集落の諸

相を分析することとしたい。

第 I~II期

A区には集落は形成されていない。浅谷を隔てて北側に隣接する B•C 区、南側の一段高い台地

上に占地する塚の越遺跡では確実に該期の集落が形成されており両者の間に位置する A区において

集落が存在しない理由もまた重要であろう。両集落とも水田耕作依存型集落であったことは疑いな

いが全て水稲耕作に依存していたわけではあるまい。周囲に畑地をもち、両者の複合的な経営をな

していたものと考えればこの場が畑地あるいは共有地であったかもしれない。

第III期（第419図）

S J 10 • 46 • 4 7 • 7 4 • 93を当てる。 A区において集落が形成された段階である。調査区の西端の

みに占地は限定されている。 SJ 46 • 47は重複しており前者から後者へという近接時期の建て替え

とみられる。この 2軒と SJ74、93は視覚的には等間隔にかつ直線的に並んでいる。主軸方位から

みると SJ46と93、47と74の2つのグループに分けることができるが、時期差を反映したものかは

-421-



R
Q

o

o

C

[

＇
〕
＋
／
゜

↑
]
喜
コ
]

/

0

0

0

3

白
―
[3

`

l

心

□

+

+

“

/

+

-

1

 

」

`

]

y

:

會

/

+

+

:

[

1

1

+

8

4

0

[

/

+

0

 

0

言

□
[

|

:

二

l

U

i

◎

2

0

8

Q

:

n

-

7

 

三
古
＋
。
：
：

4

2

c

]

＇

二

：

口

:

[

ー

／

｀

,
'
|
↑
H

―□
,

'

-

J

P

ー

万

’

|

_

阿

詞

l 
- - - - - - - - - - - - - - - - - -- - --- - ---

十□L

l 

＋

ロ

＋ 

←̀  

"

i

z
 

口

言

9

,

+

'

-

'

 

| 
+--—-+----

＋ 

'

+

'

[

 

三
oミ

R
 

第419図第Ill・ N期の集落

判然としない。ただSJ74には出土土器片中に土師器坪ら類と D2a類が認められより IV期に近い

様相とすることができる。そうした観点からすれば南群では SJ46→47、北群では SJ93→73へそ

れぞれ近接した場所に建て替えられたものと理解できよう。 SJ10に関しては重複する住居との切

り合い関係から該期としたもので出土遺物もなく詳細は不明であるが、調査区最南端の住居群のフ

ロンティアであろう。掘立柱建物跡は摘出できない。伴う井戸はあまり明確にできないがSE06が

該期に相当する可能性を有する。

第IV期（第419図）

前期から一転して集落が遺跡の全域に拡大する段階である。該期に含まれる住居は極めて多く、

S J 02•04·05·09•11 ・ 12·14·30·42•53·64·69·70•80·81 。 84·86•87·91 ・ 100· 103• 109・ 110• 113・ 115・ 
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第420図第V期の集落

119・131の27軒が該当する。検出された住居総数の約20％に及ぶことになる。これは一つにはIV期と

した上器群の細分が難しく結果的に実年代幅が他期に比して長く取らざるを得なかったことに起因

しているが、単にそれだけではなかろう。隣接する塚の越遺跡ではこの段階に集落が極端に衰微す

ることが指摘されており（昼間1991)、塚の越遺跡からより可耕地に近い稲荷前遺跡A区に移動した

集団があったものと推定しておきたい。またそれとともに積極的な水田開発といった生産力の増大

による人口増加も主因として考えなければならないであろう。

前期との繋がりで言えば、 SJ10→09または11、SJ47→69、SJ74→91へ継続したものと推定

される。全体的に散漫な分布状態を示すが、調査区南西端の地域に比較的まとまる様相が看取され

る。調査区南東部分の島状に孤立した地区にも該期に至って住居が現れる。主軸分布をみると大方
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は北北西を指向するようである。

掘立柱建物跡はおそらく該期から出現するものとみている。 SB50は出土遺物から該期としたが

全容が不明で不安を残す。該期において最大規模の SJ113と軸を揃えて隣接している点は注意を要

する。その他に SB27 • 28 • 44は主軸方位もほぼ一致し近接住居の位置関係から本期に伴うものと

推定した。 44はともかく 27• 28は高床倉庫として良いであろう。また一応次期とした SB14 • 15も

主軸方位からみると本期に含めた方が理解しやすいが、どちらの時期に伴うかは明確にはできない。

いずれにせよ倉庫を含む掘立柱建物跡と竪穴住居という組み合わせは本期には出現していたものと

理解しておきたい。井戸では SE14 • 43が本期に伴うであろう。

V期（第420図）

引続き安定した集落が営まれている。該期に含まれる住居には SJ08·13·15•17·19·24·26•29·33· 

34·43·44·56·72·73·77·83·85·96•98•99 ・ 105· 106• lll・112・114・ 117• 125・ 129がある。その中には該期

の可能性をもつものや不確定なものも若干含まれる（図内で斜線で示した）し、前後の時期の過渡的

な様相を示すものも存在する。総数29軒を数え前期と共に稲荷前遺跡A区の集落が最も発展した時

期といえる。掘立柱建物跡は SB12・14・15・25・31・33・42・43が本期に伴うものと推定した。 SB14・ 

15は前述したように本期または前期、 42・43は前期の高床倉庫の流れから該期に比定し、 31にあって

は本期とする根拠は主軸方位以外ないといっても良く次期に降る可能性も否定できない。建物の時

期比定にはかなり不安定な部分を認めなければならない。井戸は SE23が本期に伴うであろう。住

居数に比して井戸が少ないが時期不明とした井戸の中に本期に機能したものが含まれている可能性

はある。

分布傾向をみると前期と同様とくに桐密に分布する地域はなく、各住居は一定の距離を保って構

築されていることが判るが、特に注目すべきことは集落の中央部に明白な空白域が認められること

である。実は前期にもその傾向はあったのであるが、本期に至ると 0~P区にかけてと N~0• 6 

~8区の集落内でも中心部分に遺構が全く営まれていない。これにより視覚的には SJ44から SB

12を経て SB31に至るラインよりも北側の一群（仮に北群と呼ぶ）とそれ以南の南群、島状部分を分

離すれば南東群の 3群から構成されることになる。南群・南東群には該期に相当する掘立柱建物跡

を想定することは全くできず、その意味では北群の相対的な優勢は明らかである。特に前期に引続

き高床倉庫を保有するであろう北東の住居群がその中心となろうか。

第VI期（第421図）

前期までの拡張した集落がやや縮少化に向かう段階である。 SJ43·54•68·71•82•101 ・ 107 • 116・ 

122·123·124•128•134の 13軒が相当しよう。掘立柱建物跡は S B30と47、前段階とした SB31も本期

に含まれる可能性はある。住居では SJ43は前期から本期にかけてのものであろう。 68•71は本期か

ら次期にかかる住居と考えている。また前期とした125も本期前半まで存続した可能性をもつ。井戸

では SEOl ・ 25·32 を本期とした。 01•32は次期にも機能していたものと推定されるが、 25は所属時期

に不安を残す。

集落構成からみると前段階の相対的な弱小集団とした南群から住居が姿を消してしまう点が最も

大きな変化であろう。空白域が南に拡大したとみるべきであろうか。北群でも北東よりの一角では
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第421図 第VI• VII期の集落

集落形成がなされなくなるようである。掘立柱建物跡をもつのは北群東寄りの伝統的なグループと

思われる。

第VII期（第421図）

集落の衰退は顕著に現れてくる。該当住居は SJ67・71があるにすぎない。掘立柱建物跡は明確で

はない。井戸は SE01・09・13・32と住居に比して多くなってしまう。調査区外に主体が移った可能性

もあるが現状では様相が良く摺めない。

第Vlll期（第422図）

前期以来の縮小傾向はまだ続く。該当する住居は07•27·78の 3 軒、掘立柱建物跡では本期に属す

るものは明確には認められない。井戸の様相も判然としないが、 SElOは本期に機能していたかも

-425-



------------------—-— -1 

]__/ ＋

：

 

。
/‘ 

＋ 

n

+

 

R
 

T
 

↓
 

_

_

 

宣

言

□

9
/
c
+ー＋ ＋

 ◇
 

＋
 ]

 
鬱
了
I
l

ら

0゚
[
 

ー

s
 

一U ，
 

~
~
・
~

屯 ： 
第422図

]

二

c
 

R

0

0

+

1

5

 

0

[

〕

4

n
f
:
]
 

□+
0

+

1

3

 

④ 

第VIl1期の集落

しれない。

第IX期（第423図）

本遺跡における集落変遷のなかでも一つの大きな画期となる段階である。前期まで続いた衰退傾

向からいわば再興期ともいえる。該当住居は SJ 01 ・ 23·31·32•35·37·90の 7 軒、竪穴状遺構 SX

01~03、掘立柱建物跡は SB02~05•13•29の 6 棟に07·52が加わる可能性がある。 S B08は本期また

はXIII期となろう。本期の特徴は大型住居と大型掘立柱建物跡、竪穴状遺構が規則的な配列をなし

構成されること、分布状態からみると調査区西南付近の極めて限定された範囲に集中して建物が営

そして占地形態は従来からの集落内の空白域を取り込む、というよりもそれが全く意

識されていないともいえるような状態が窺えることであろう。

まれること、
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第423図 第IX期の集落

先ず住居についてみると、従来の北群に位置する SJ90のみ小型に属し他の 5軒は何れも大型住

居に属するものである。但しこれらの住居は土器様相からみる限り若干の時期差は存在するようで

ある。 SJ37が該期でも前半段階に属すのは間違いなく、続いて SJ31•32•35•90、 S J 01が新段階

から次期にかかる段階と思われる。 SJ23は機能的に竪穴状遺構と同一の性格を果たしたものと推

S X01•02が古段階から中段階、 03が中段階から新段階といった時間幅と考え定され概ね新段階、

る。

掘立柱建物跡は出土遺物や切り合い関係から該期に属するとしたものであるが、周囲に前後の時

期の遺構が殆ど存在しないことからみて本期中の構築である可能性は高いものと考えている。建物

配置は SB02~13の南北棟の建物がほぽ直線的に並び、東西棟の建物SB04·05•07 も主軸は平行す
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第424図 第X • XI期の集落

る。調査区域外にどのような建物が存在したかにも拠るが現状では全体に「L」字型配置、 SBOSと

52が加われば「コ」の字型配置となる可能性もある。ただし全てが同時存在したかどうかは保証の限

りではない。 SB03とSJ35は位置的に同時存在は難しく、その意味では住居同様に 2時期程度の

建物の変遷は認めるべきかもしれない。 1案を示せばSB05・ 13・03・07とSJ37、SB04•02· (08)・
(52)とSJ31・32・35・ (01)という組み合わせである。組み合わせの当否はともかく、この一群が以前

からの集落とは隔絶した内容をもっていることは事実である。主屋を想定するとすれば規模や掘方

の大きさからみて東西棟の SB04と05であろう。

隣接した塚の越遺跡では鍵の手状の溝に区画された区域内に大型掘立柱建物跡 8棟から構成され

る建物群が存在している。溝内の上器からみると本遺跡VIII期から X期頃までのある一定期間に機能
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したものと推定される。建物はやはり「コ」または「L」字型配置を採り、大型住居はVIII期と推定され

るものが 1軒付属するようだ。成立は塚の越遺跡が先行するようであるが(VIII期）、建物相互の切り

合いから最低 2時期は存続したものと考えられる。本遺跡と時期的に重なるのか否かが不明である

が、大きくみれば本遺跡IX期の建物群がより後出すると考えてよかろう。 8世紀後半頃は掘立柱建

物跡自体急速に普及していく段階で、建物の存在そのものはさして珍しいものではないが、しかし

5 X 2間程度の大型建物を主に規則的に配置される集落または集落内の一群のが存在はやはり特異

な部類に属する。最近「郡街でもないが一般集落でもない」遺跡の存在が注目されている（井上1989)

が、類型化するとしたらまさにこの一角の建物群がそれに相当するものと考える。 SJ01出土の円

面硯は注目してよい遺物ではあるがこれを以て官衛という訳にはいかない。しかし例えば郡街に出

仕した地方官人の居宅とも言われる北坂遺跡（中島1981)と比較しても遺構配置からみる限り見劣り

する内容ではないことも事実であろう。集落内に成長してきた有力農民層の居宅、官人居宅或いは

井上の提唱するような「郷家」に含まれるものか否か今後の検討課題としたい。

第X • XI期（第424図）

X期に含まれる住居としては僅かに SJ01の新しい一群の土器から本期前半まで存続した可能性

をもつのみで、掘立柱建物跡は摘出できない。井戸は SE27が本期前半に含まれるであろう。

続く XI期には該当する住居が確認できない。辛うじて井戸が 1基(SE34)認められるだけとなっ

てしまうようである。この 2時期はIX期の特殊な集落形態から一変して集落そのものの断絶期とい

っても良いような衰退傾向が顕著に現れ、 IX期とは別の意味で問題となる時期といえよう。

第 XII期（第425図）

該期になると再度集落形成が開始されるようになる。本期の住居には SJ16•28•41•59•65•66•88· 

126の8軒が相当するが、伴う掘立柱建物跡は明確にできない。井戸は 1基(SE03)認められる。分

布的には中央部の SJ65周辺に纏まる他は散漫な傾向を示し、北部から東部にかけては該期の住居

は存在しない。中央部の59・65・66は近接して存在し最低でも 2時期の変遷が想定されよう。主軸方

位は東に向くもの 7軒、西を向くものが 1軒となる。

第 XIII期（第426図）

本期では構成住居数は増加に転ずる。 SJ 06・ 22・ 36・40・49・ 50・ 58• 60• 61 • 79• 89・95・ 97 • 102・ 108・ 

118の他SJ45も含まれる可能性が高く、結局17軒を数え前段階に比して倍増している。該期と思わ

れる掘立柱建物跡は SB06・09~11・18・36がある。他に SB20~23に関しても該期に比定される可能

性をもつが決め手に欠けている。井戸は SE08と37が本期に機能したものと推定される。

住居にあっては前期以来ほぼ同一地点に固執して占地する大型住居SJ 60・61を中心とする一群

が主体となる。他は全般的に散在的な分布状態を示す。この一群を中央群と呼ぶとその南に展開す

るSB09を主殿とする建物群（南群と呼ぶ）は通常の建物とは明らかに異質なものといえる。 SB09 

は3X 3間の総柱構造の身舎に最低でも 3面おそらくは 4面に庇が取付く形態と推定される。但し、

庇は身舎柱に比較して小規模で柱通りが悪いものが幾つかみられ、縁とすることもできよう。西側

に柱筋を揃えて並立する SB06も3X 2間の総柱建物である。この 2棟の南にはほぼ同一主軸をも

つSBlO・llが存在する。重複するため同一時期の所産でないことは明らかであるが、前記の大型建

-429-



l 

| 
--」_

//>//
＋ ＋ ＼□ + ＋ ＋ こ／一

]o 診攣：

［ 

-「

;,i,q/ 
ロ I

SI n 鶯~）十◇ ＋ ＋ 

----―------ -—-—-—□ 

／ 

十

二

翌コ
＋
 

。
]
]
 

/~ 

＋ 

R
 

→ - -u 

ご河
＋ 

'!'  

':  
r ----------C-----— 9 | 

10111  
8
 

／
 

R

0

0

+

1

5

 

0[

>

:

°

+

]

 
□
]
]
+
1
3
 

゜
第425図 第X11期の集落

物に相応しいのは SBlOであろう。 SB06・09・10で構成された建物群と考えておきたい。中央住居

群の北側に位置する SB36は4X 2間の大型建物と推定され軸方位も一致しており同一時期の所産

と考えられる。 SB18は本遺跡唯一の 3X 3間の側柱建物であるが、

成するものであろう。

この建物群の性格、とりわけ SB09の性格について若干検討を加えたい。 SB09は身舎柱の内、

側柱と束柱の規模は何等変わるところがなく相当な荷重にも耐えうるような強固な構造といえる。

思い付くのは「倉院」があるが、貧弱ながら庇または縁をもつことは確実であり倉という想定は困難

である。良好な類例に恵まれないが比較材料とすると将監塚・古井戸遺跡第 4住居跡群12号建物が

4 X 3間の総柱建物に西庇が取付くもので、報告者は高床の住居を想定している（井上1989)。

S B36とは別のグループを構

ある。
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第426図 第XIII期の集落

若葉台遺跡では B地点から 4X 3間の身舎に 4面庇が巡る構造の建物が検出されている。かつて入

間郡衛と考えられた根拠の一つともなった建物であるが、内部に束柱がない（斉藤1984)。東京都落

川遺跡117号掘立柱建物跡は 3X 2間の身舎に 4面庇が取付く。庇は縁の可能性も想定されている。

構造的には総柱で本遺跡SB09に近いが、柱穴が小規模で時期的にも 11世紀後半以降とやや降る。

在地有力者の居宅と捉えられているようだ（高林1988)。これらからみると在地有力者層の居館の可

能性が浮かび上がる。

もう一つの可能性とすると「村落内寺院」がある。千葉県遠寺原遺跡では 3X 2間を身舎とする 4

面庇建物が竪穴住居と共存する形で検出され、周囲からは「西寺」や「僧J等と記された多数の墨書土

器や陶硯等が出土した。公津原遺跡 Loc.15からは 3X 3間の身舎に 4面庇を有する側柱建物が検出
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第427図 第XN期の集落

され、「忍保寺」。「新寺」等の墨書土器、瓦塔がその周辺地区から出土しており、これらについては

『日本霊異記』に記載されるような村落内に営まれた小規模寺院ではないかという想定がなされてい

る（笹生他1990)。だがこれらの寺院推定建物は何れも側柱構造である。瓦塔を出土した「堂」的な

施設では美里町東山遺跡が著名であるが、庇構造はなく、規模も本例に比して小さい。それでは S

B09に寺院的な性格はあるのであろうか。本遺跡から出上した墨書土器は数も少なく宗教関係を指

し示す文字は認められない。瓦については稲荷前タイプとも呼べる小型の軒丸瓦とそれに対応する

丸瓦が検出されている (SK265)。瓦塔は破片で 1点出土したが、時期的に伴うか否か不明である。

また小型瓦についても隣接する B・C区により多く出上している模様でSB09の軒を飾った可能性

は低いようである。そうすると仏教的な施設の可能性も強く主張できないことになる。

-432-



---—-—-—-----—---—-] 

二
ロ
ロ
~
ロ
ロ
ロ
□
」
＇
口

＋ 

SE20 

零
SE19 

＋ 麟9
｀←こ←・-一ーニ

SE 9 5 

十◎

唸8

＋ 

G

+

 

｀

↓

 

贋

¥
1
]
+

畔
~
碑
：
口
｀

+

+

+

+

 

6
 

ーD
 

s
 

→ 

迅 006

↓
 五

四

R
E
 

s
 

6
 ぐヽ

、、ヽ
｀

+

'

[

 

-
ー
|
L
1
|
1
ー

1

_

_

 

ロ

ロ

↓
 

ー

ー

「

＋

誤

＋

00

~
 

日

[

+

SE弛
+ SE05 → 

＋
 

い

＋
 

＼

知

＠

>`

6
 

）
 

10 

第428図 中世以降の遺構配置図

今のところ建物の性格を特定することは困難であるが、寺院的な色彩が薄いとなれば在地で成長

してきた富豪層の居宅とみるのが妥当であろうか。類例の増加を待って再検討したい。

第 XIV期（第427図）

S J 38• 39• 51 • 52• 57 • 62• 63• 75• 76・94・ 104の住居跡11軒と SE02•35の 2 某の井戸から構成される。

竪穴住居は前期と良く似た集落配置を示し、 XIII期の SJ06から03へ、 SJ40から39、49から48、50

から 51·52、 60から 62•63、 58から 57、 89から 94、 102から 104 というように同一位置乃至、近接した

場所に継続して居住した様相が比較的良好に把握できる。このうち、 SJ39、62・63、94については

XII期からの変遷を追うことが可能で若し居住区の固定化という観点で屋敷地の成立をみるならば、
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本遺跡では XII期に成立をみて、 XIV期まで存続したことになる。その他鍛冶工房が伴うのも本期で

ある。ただSJ 75・76との位置関係からみると同時存在には否定的に作用してしまうことは否めな

い。前段階の大型建物SB09は忽然と姿を消してしまう。というよりも本期に伴う掘立柱建物跡自

体明確には認められなくなってしまう。 SE24の位置関係からみると前期とした SB20~23のある

ものは本期に伴うとしても良いかもしれない。竪穴住居には大型住居はなく全て小型の一群で占め

られるのも特徴である。

250年余りの長きに亘って存続してきた稲荷前A区の集落は何故か本期を以て途絶えてしまう。集

落の変遷を概述した中で明らかなように一見安定して存続したかに見える本遺跡も実は幾多の盛衰

を経てきたことが解る。そして集落構成における画期も存在することも判明した。今後はこうした

変化なり画期が入西遺跡群ひいては周辺集落の様相とどのような対応関係をもつのか検討すること

にしたい。

中世の集落（第428図）

S BOl ・ 16·17·24·26·34•38·39·41·45·46·48の 12棟の建物と土間状遺構 2 基 (SX04·05) 、井戸跡

12某(SE 04・ 05・ 07 • 12・ 15・ 17 • 19•20·28• 31 • 36•40) 、火葬墓 1 基 (S TOl)と多数の溝跡から主に構成

される。建物は全て掘立構造である。一応12棟を復元したが、該期の単独ピットやピット群は多数

存在し実際にはこれをかなり上回る建物が存在したものと推定される。周囲に建物を伴わず単独で

存在する井戸跡の多いことはこのことを如実に示しているといえる。建物の主軸方位にバラッキが

みられ、重複する例が 3例認められることからこれらの建物が一時期に存在したものではないこと

は疑いないものの、各建物の時期を弁別することは難しい。建物の柱穴から出土した遺物とすると

S B17から土師質小杯、 SB37から在地産土釜？、 SB26から瀬戸美濃系縁釉小皿が検出された程度

である。出土遺物から SB26は15世紀後半頃、 SB17と37は15~16世紀と推定される。遺跡全体か

ら出土した中世陶磁器をみると13世紀の青磁が最も古く、 14• 15世紀代の瀬戸美濃系陶器類、おそ

らく 15世紀以降の在地産軟質陶器が認められ、量的には15世紀代の遺物が多いようである。それら

は何れかの建物群に伴うのであろうが残念ながら詳細を明らかにすることはできない。溝について

は遺跡北側と東側に存在する多数の溝は中世から近世にかけての水路と思われる。その他の溝に関

しては建物の区画溝や道路の側溝になるものもあろうが、遺存状態の悪さもあって性格付けはなか

なか困難な面がある。中世の村落は近在では堂山下遺跡（宮瀧1991)など最近良好な調査例が増え、

入西遺跡群でもかなり多数の遺構や遺物が検出されている。特に金井遺跡B区で中世の鋳造遺跡が

検出され全国的な注目を浴びるなど成果は上がりつつある。金井遺跡の存続期間に大部分重複する

本遺跡に関してももっと注意する必要があるが本稿では取りあえず該期の遺構を抽出したのみで終

え該期集落の総合的な検討は後日を期したい。
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4.郡名墨書土器をめぐって

稲荷前遺跡から出土した墨書土器のなかで特に注目すべきものが 2点ある。何れも第 1号井戸跡

から検出されたもので、墨書土器としても現在まで県内最古の資料と考えられる。また書かれてい

る内容も通常の墨書上器とは明らかに異なる点が認められる他、土器そのものに関しても極めて特

徴ある点が見られるのである。最後にこれら 2点の墨書土器についてその特徴と問題点をまとめて

本稿を閉じることとしたい。

2点の墨書土器は第 1号井戸最下層から出土した。井戸そのものは深さ1.75mとさほど深くな

い。 1点は須恵器蓋である（第175図18）。この土器は推定径17.4cmで紐及び天井部の約3/5を欠いて

いる。焼成はやや甘く灰色を呈する。胎上に所謂白色針状物質を含むことから南比企窯跡群の製品

であることは疑いない。形態を見ると全体に低平で分厚い作りで、平坦な天井部の中位以上を回転

ヘラ削り調整されている。また折り返し部はやや外方に短く屈折する。墨書は天井部外面のほぼ全
〔大ヵ〕 〔郡ヵ〕

面にわたって記されている。内容は「口里郡」、「口尺本」、「多磨郡男川」、「ロコロ」と判読され

る。口里郡は土器周縁部から中心に向かって書かれ、文意から大里郡と読める。多磨郡男川は紐を

巡るように逆時計回りに記されている。大里郡、多磨郡は武蔵国の郡名を表わし、「郡」という表記

方法から大宝令(701年）以降であることは間違いないものと思われる。尺本の上の一字が判読できな

いが、尺本は「坂本」と読め、地名と人名の両方の可能性をもつが、他の文字が何れも地名を表わ

していることから地名の可能性がより高いといえようか。若し、地名とすると武蔵国の郡あるいは

郷名の中には該当するものがない。最後のロロ郡は残画から見ると多磨郡の可能性が高いものと判

断したが断定はできない。もし多磨郡だとすれば習書とするのが最も妥当な解釈となろう。多窟郡

には小川、川口、小楊、小野、新田、小島、海田、石津、狛江、勢多の各郷が存在したとされてい

る（和名類緊抄高山寺本）。多磨郡に続く「男川」は音の一致から小川郷を指すと見るのが自然であろ

う。小川郷は元々は男川であったのかもしれない。

この蓋の内面には「内」の押印が刻されている。鳩山窯跡群からも「内」の押印が押された上器が少

数ではあるが出土しており（渡辺1990)、蓋の器形や印形から見て広町15号窯の製品であることがほ

ぼ確実視されてきた。ただ広町15号窯からは蓋に押印を押した例は検出されていないようだ。「内」

の押印をもつ須恵器は鳩山 I期～II期に限定され、この蓋もその範疇にあるが、この蓋は分厚い作

りから見て鳩山 I期（本遺跡第VI期）に属するものと推定される。実年代は渡辺氏によって 8世紀第

1四半期後半と考えられている。墨書のかかれた時期と土器の年代は必ずしも一致する訳ではない

が、井戸の機能した年代は長く見積もっても 8世紀第 2四半期までであったと考えられ、上器の使

用から廃棄に至る年代幅を加味すると、墨書が記された年代と土器の生産年代とは大きなタイムラ

グは存在しなかったものと推定される。もう一つ重要な点はこの「内」の押印をもつ土器の供給先で

ある。渡辺氏は郡衛或いは国衛を想定している（渡辺前掲書）が、墨書の記載内容から見て妥当な解

釈である。「内」の押印をもつ土器そのものの発見例は生産地以外とすると本例が唯一と思われる。

8世紀第 1四半期頃は郡の設置が進んだ時期にあたり、墨書土器そのものが集落から出土する例は

殆どない。そうした意味でなぜ本遺跡から該期の墨書土器、それも郡名を記したものが出土するの
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か大きな謎である。いや、郡衛といわれる遺跡でも複数の郡名を記した墨書土器が発見されたとい

う例は寡聞にして知らない。本遺跡VI期の集落を概観しても官街的な色彩は全く認められないので

ある。こうした土器の年代限定が正しければ逆に大里郡、多磨郡が 8世紀第 1四半期から遅くとも

第 2四半期には建郡されていた資料ともなろうし、郷里制との絡みで言うと「多磨郡男川」の下に続

く文字があったとすればそれは「郷」であった可能性がより高いことにもなろう。

もう 1点の墨書上器は須恵器坪でやはり南比企産である。口縁部を欠くが口径15cm前後となろう。

底部はヘラ削り調整され、中央部に糸切り痕を残す。形態から鳩山 I期に比定しても大きな過誤は

なかろう。底部に欠損があり墨書も切れているが、中央部に小さく記され、古い段階の墨書土器の

特徴を備えている（平川1988)。字は「的」または「多」とも思えるが、判然としない。字の判読は取り

あえず保留したい。土器の時期としても前記の蓋と剛鮒はなく両者はほぼ同時期に書かれた墨書と

することができよう。

おそらく「内」の刻印をもつ特徴や本遺跡の性格から見てこの 2点の墨書土器は稲荷前遺跡で書か

れた可能性は少ない。やはり国街乃至郡衛において習書されたとするのが今のところ精一杯の解釈

であろう。国衛はともかく、南比企産須恵器が供給された郡街は武蔵国全てではない筈で将来的に

郡衛本体が調査されればもっと限定されてくるであろう。郡街は以外に近いかもしれない。入間郡

衛の発見に期待を寄せつつ欄筆したい。
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